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朱
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語
類
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一
八
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大
学
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五
（
95
～
140
条
）

　
　

或
問
下

　
　
　
　

傳
五
章

  　
　
　
　

 

然
則
吾
子
之
意
亦
可
得
而
悉
聞
一
段
（
承
前
）

95
条

　

問
。
格
物
章
或
問
中
如
何
説
表
裏
精
粗
。

　

曰
。
窮
理
須
窮
究
得
盡
。
得
其
皮
膚
、
是
表
也
。
見
得
深
奥
、
是
裏
也
。
知
其

粗
不
曉
其
精
、
皆
不
可
謂
之
格
。
故
云
、
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
。　

過

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
窮
理
須
窮
究
得
盡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。

○
「
見
得
深
奥
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
格
物
章
に
つ
い
て
、『
或
問
』
で
は
表
裏
、
ま
た
精
粗
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
理
を
窮
め
る
に
は
窮
め
尽
く
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
表
層
の
と

こ
ろ
を
体
得
し
た
ら
、
そ
れ
が
表
だ
。
深
奥
の
部
分
ま
で
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
れ

が
裏
だ
。
そ
の
粗
で
あ
る
部
分
を
知
っ
て
そ
の
精
で
あ
る
部
分
を
分
か
っ
て
い
な

い
よ
う
で
は
、
み
な
格
物
し
た
と
は
言
え
な
い
。
だ
か
ら
、「
表
裏
精
粗
は
、
尽

く
さ
な
い
と
こ
ろ
が
無
い
」
と
言
う
の
だ
。」　

王
過
録

〔
注
〕

（
1
）「
格
物
章
或
問
中
如
何
説
表
裏
精
粗
」　
『
大
学
或
問
』「
其
用
力
之
方
、
則

或
考
之
事
爲
之
著
、
或
察
之
念
慮
之
微
、
或
求
之
文
字
之
中
、
或
索
之
講
論
之

際
、
使
於
身
心
性
情
之
德
、
人
倫
日
用
之
常
、
以
至
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草

木
之
宜
、
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
、
與
其
所
以
然

而
不
可
易
者
、
必
其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以
通
之
。」

（
2
）「
得
其
皮
膚
、
是
表
也
。
見
得
深
奧
、
是
裏
也
」　
「
見
得
」
は
分
か
る
、
理

解
す
る
。
前
条
に
以
下
の
言
及
が
あ
る
。「
且
如
爲
忠
爲
孝
爲
仁
爲
義
、
但
只

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）

白
﨑
藍
・
福
谷
彬
・
王
孫
涵
之
・
陳
佑
真
・
臧
魯
寧
・
中
純
夫

一
三
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
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據
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
、
都
不
曾
理
會
得
那
徹
心
徹
髓
處
。
以
至
於
天
地

間
造
化
、
固
是
陽
長
則
生
、
陰
消
則
死
、
然
其
所
以
然
者
是
如
何
。」
本
条
に

お
け
る
「
皮
膚―

深
奧
」
は
前
条
に
お
け
る
「
皮
膚―

徹
心
徹
髓
處
」
と
対
応

す
る
。
そ
し
て
前
条
の
文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
、「
徹
心
徹
髓
處
」
は
「
所
以
然
」

を
指
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
皮
膚―

所
當
然―

表
」「
深
奧―

所
以
然―

裏
」

と
い
う
対
応
関
係
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
3
）「
表
裏
精
粗
、無
所
不
盡
」　

表
裏
精
粗
に
つ
い
て
は
、以
下
を
参
照
。『
語
類
』

巻
一
六
、五
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ324

）「
曰
。
理
固
自
有
表
裏
精
粗
、
人
見

得
亦
自
有
高
低
淺
深
。
有
人
只
理
會
得
下
面
許
多
、
都
不
見
得
上
面
一
截
、
這

喚
做
知
得
表
、
知
得
粗
。
又
有
人
合
下
便
看
得
大
體
、
都
不
就
中
間
細
下
工
夫
、

這
喚
做
知
得
裏
、
知
得
精
。
二
者
都
是
偏
、
故
大
學
必
欲
格
物
致
知
、
到
物
格

知
至
、
則
表
裏
精
粗
無
不
盡
。」

96
条

　

問
以
類
而
推
之
説
。

　

曰
。
是
從
已
理
會
得
處
推
將
去
。
如
此
、
便
不
隔
越
。
若
遠
去
尋
討
、
則
不
切

於
己
。　

必
大

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
理
會
得
處
」　

和
刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。

○
「
如
此
、
便
不
隔
越
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。
朝

鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
必
大
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
格

物
○
必
大
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
類
す
る
も
の
を
以
て
之
を
推
す
」
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
。「
こ
れ
は
す
で
に
実
践
し
た
と
こ
ろ
か
ら
推
し
進
め
て
い
く
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
隔
絶
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
遠
く
に
尋
ね
も
と
め
る
よ

う
で
は
、
自
分
に
切
実
な
も
の
で
は
な
く
な
る
。」　

呉
必
大
録

〔
注
〕

（
1
）「
以
類
而
推
之
説
」　

前
条
注
（
1
）
参
照
。
ま
た
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
五
「
格
物
窮
理
、
非
是
要
盡
窮
天
下
之
物
、
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以

類
推
。
至
如
言
孝
、
其
所
以
爲
孝
者
如
何
。
窮
理
如
一
事
上
窮
不
得
、
且
別
窮

一
事
、
或
先
其
易
者
、
或
先
其
難
者
、
各
隨
人
深
淺
、
如
千
蹊
萬
徑
皆
可
適
國
、

但
得
一
道
入
得
便
可
。
所
以
能
窮
者
、
只
爲
萬
物
皆
是
一
理
、
至
如
一
物
一
事

雖
小
、
皆
有
是
理
。」

（
2
）「
從
已
理
會
得
處
推
將
去
」　
「
將
去
」
は
…
し
て
い
く
。
身
近
な
と
こ
ろ
、

す
で
に
格
っ
た
部
分
か
ら
格
物
を
進
め
て
い
く
、
と
い
う
言
説
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
用
例
を
参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
二
「
問
。
如
何
是
近
思
。
曰
。

以
類
而
推
。」『
語
類
』
巻
一
五
、六
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅰ283

）「
致
知
工
夫
、

亦
只
是
且
據
所
已
知
者
、
玩
索
推
廣
將
去
。
具
於
心
者
、
本
無
不
足
也
。」『
朱

文
公
文
集
』
巻
四
二
「
答
吳
晦
叔
」
第
九
書
「
致
知
云
者
、
因
其
所
已
知
者
、

一
三
六
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推
而
致
之
、
以
及
其
所
未
知
者
而
極
其
至
也
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
九
「
答

陳
才
卿
」
第
五
書
「
格
物
致
知
、亦
是
因
其
所
已
知
者
、推
之
以
及
其
所
未
知
。」

（
3
）「
便
不
隔
越
」　
「
隔
越
」
は
隔
た
り
、
断
絶
が
あ
る
状
態
。

（
4
）「
若
遠
去
尋
討
」　
「
尋
討
」
は
追
究
・
研
究
す
る
こ
と
。
抽
象
的
な
真
理
な

ど
を
対
象
と
す
る
場
合
が
多
い
。

97
条

　

問
。
或
問
云
、
心
雖
主
乎
一
身
、
而
其
體
之
虚
靈
、
足
以
管
乎
天
下
之
理
。
理

雖
散
在
萬
物
、
而
其
用
之
微
妙
、
實
不
外
乎
一
人
之
心
。
不
知
用
是
心
之
用
否
。

　

曰
。
理
必
有
用
、
何
必
又
説
是
心
之
用
。
夫
心
之
體
具
乎
是
理
、
而
理
則
無
所

不
該
、而
無
一
物
不
在
、然
其
用
實
不
外
乎
人
心
。
蓋
理
雖
在
物
、而
用
實
在
心
也
。

　

又
云
。
理
遍
在
天
地
萬
物
之
間
、
而
心
則
管
之
、
心
既
管
之
、
則
其
用
實
不
外

乎
此
心
矣
。
然
則
理
之
體
在
物
、
而
其
用
在
心
也
。

　

次
早
、
先
生
云
。
此
是
以
身
爲
主
、
以
物
爲
客
、
故
如
此
説
。
要
之
、
理
在
物

與
在
吾
身
、
只
一
般
。　

燾

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
體
之
虚
靈
、
足
以
管
乎
」　

萬
暦
本
は
「
靈
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
蓋
理
雖
在
物
」　

萬
暦
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○「
不
外
乎
此
心
矣
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
此
」を「

」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
或
問
』
に
「
心
は
一
身
の
主
だ
が
、
そ
の
本
体
で
あ
る
虚
明
な

る
霊
は
天
下
全
体
の
理
を
司
る
に
足
る
。
理
は
万
物
に
散
在
す
る
（
個
々
の
事
物

に
内
在
す
る
）
と
は
い
え
、
そ
の
「
用
」
の
精
妙
な
と
こ
ろ
は
、
実
際
の
と
こ
ろ

一
人
の
人
間
の
心
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
あ
り
ま
す
が
、「
用
」
と
は

果
た
し
て
心
の
用
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
理
に
は
必
ず
用
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
心
の
用

だ
と
解
釈
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
心
の
本
体
は
こ
の
理
を
具
え
て
お

り
、
理
が
具
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
理
の
存
在
し
な
い
物
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
用
は
実
際
の
と
こ
ろ
、こ
の
心
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
思
う
に
、

理
は
事
物
の
中
に
あ
る
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の
用
は
実
は
心
に
あ
る
の
だ
よ
。」

　

ま
た
仰
っ
た
。「
理
は
あ
ま
ね
く
天
地
万
物
の
間
に
あ
る
の
だ
が
、
心
が
こ
れ

を
司
り
、
心
が
こ
れ
を
司
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
理
の
用
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ

の
心
か
ら
外
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
理
の
本
体
は
事
物
に
あ
り
、
そ
の

用
は
心
に
あ
る
の
だ
。」

　

翌
朝
、先
生
は
仰
っ
た
。「
こ
れ
は
我
が
身
を
主
体
、事
物
を
客
体
と
し
て
い
て
、

だ
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
う
の
だ
。
要
す
る
に
、
理
は
事
物
に
も
自
分
の
身
に
も
存

在
し
、
た
だ
同
じ
な
の
だ
よ
。」　

呂
燾
録

〔
注
〕

（
1
）「
心
雖
主
乎
一
身
、
而
其
體
之
虚
靈
、
足
以
管
乎
天
下
之
理
」
云
　々
『
大

学
或
問
』「
曰
。
人
之
所
以
爲
學
、
心
與
理
而
已
矣
。
心
雖
主
乎
一
身
、
而
其

體
之
虚
靈
、
足
以
管
乎
天
下
之
理
。
理
雖
散
在
萬
物
、
而
其
用
之
微
妙
、
實
不

一
三
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



外
乎
一
人
之
心
、
初
不
可
以
内
外
精
粗
而
論
也
。」
虚
霊
は
心
の
本
体
を
指
す

言
葉
で
、
衆
理
を
具
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。『
大
学
章
句
』
経
「
大
學
之
道
在

明
明
德
、
在
親
民
、
在
止
於
至
善
。」
朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
而
虚

靈
不
昧
、
以
具
衆
理
、
而
應
萬
事
者
也
。」『
語
類
』
巻
五
、三
九
条
、
萬
人
傑

録
（
Ⅰ87

）「
虚
靈
自
是
心
之
本
體
、
非
我
所
能
虚
也
。
耳
目
之
視
聽
、
所
以

視
聽
者
即
其
心
也
、
豈
有
形
象
。
然
有
耳
目
以
視
聽
之
、
則
猶
有
形
象
也
。
若

心
之
虚
靈
、
何
嘗
有
物
足
矣
。」「
管
」
は
掌
握
す
る
、
司
る
の
意
。

（
2
）「
理
必
有
用
」　

理
の
体
用
に
関
す
る
用
例
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。『
中

庸
或
問
』「
中
和
云
者
、所
以
狀
此
實
理
之
體
用
也
。」
こ
の
用
例
に
照
ら
せ
ば
、

「
理
之
体―

性
（
未
発
・
中
）」「
理
之
用―
情
（
已
発
・
和
）」
と
い
う
内
容
に

整
理
で
き
る
。
後
の
注
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、「
理
之
用
」
と
は
、
理
が
具
体

的
に
「
流
行
」「
発
現
」
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
情
は
性
が

発
現
し
た
も
の
）。

（
3
）「
夫
心
之
體
具
乎
是
理
、
而
理
則
無
所
不
該
、
而
無
一
物
不
在
、
然
其
用
實

不
外
乎
人
心
」　
『
大
学
或
問
』「
曰
。
篇
首
三
言
者
、
大
學
之
綱
領
也
。
而
以

其
賓
主
對
待
先
後
次
第
言
之
、
則
明
明
德
者
、
又
三
言
之
綱
領
也
。
至
此
後
段
、

然
後
極
其
體
用
之
全
而
一
言
以
舉
之
、
以
見
夫
天
下
雖
大
、
而
吾
心
之
體
無
不

該
、
事
物
雖
多
、
而
吾
心
之
用
無
不
貫
。」

（
4
）「
蓋
理
雖
在
物
、
而
用
實
在
心
也
」　

後
文
の
「
理
遍
在
天
地
萬
物
之
間
、

而
心
則
管
之
。心
既
管
之
、則
其
用
實
不
外
乎
此
心
矣
」と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、

理
の
流
行
発
現
し
た
も
の
（
用
）
を
、
心
を
認
識
把
握
す
る
こ
と
（
管
）
を
指

し
て
、「（
理
之
）用
在
心
」と
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
理
の「
流
行
」「
発
現
」

に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』巻
六
二
、一
四
条
、陳
淳
録（
Ⅳ1492

）「
又

問
。
鳶
有
鳶
之
性
、
魚
有
魚
之
性
。
其
飛
其
躍
、
天
機
自
完
、
便
是
天
理
流
行

發
見
之
妙
處
。
故
子
思
姑
舉
此
一
二
、
以
明
道
之
無
所
不
在
否
。
曰
。
是
。」

（
5
）「
此
是
以
身
爲
主
、
以
物
爲
客
、
故
如
此
説
」　
「
理
之
體
在
物
、
而
其
用
在

心
也
」
と
は
、
物
及
び
そ
こ
に
具
わ
る
理
を
客
体
、
物
の
理
を
認
識
把
握
す
る

吾
が
身
を
主
体
と
す
る
主
客
関
係
を
前
提
に
し
た
立
論
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
た

も
の
。

（
6
）「
要
之
、
理
在
物
與
在
吾
身
」　

理
は
物
に
在
る
の
と
同
様
、
吾
が
身
に
も

在
る
（
吾
が
身
に
在
る
理
は
性
に
他
な
ら
な
い
）。
前
の
部
分
で
理
を
専
ら
物

に
在
り
と
し
た
の
は
、「
吾―

物
」
と
い
う
主
客
関
係
の
も
と
で
述
べ
た
か
ら

に
過
ぎ
な
い
、
と
の
意
。

98
条

　

或
問
云
、萬
物
生
於
天
地
之
間
、不
能
一
日
而
相
無
、而
亦
不
可
相
無
也
。
如
何
。

　

曰
。
萬
物
生
於
天
地
、
人
如
何
少
得
它
、
亦
如
何
使
它
無
得
。
意
只
是
如
此
。

　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
或
問
云
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
或
問
云
」
の
上
に
「
或
曰
」
が
つ
く
。

○
「
如
何
少
得
它
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
它
」
を
「
他
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
意
只
是
如
此
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
道
夫
」　

中
華
書
局
本
は
「
𦾔
夫
」
と
し
た
上
で
、
注
で
「
道
夫
」
で
あ
ろ

う
と
述
べ
る
。
成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
𦾔
去
」
に
作
る
。
朝
鮮

一
三
八
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古
写
本
は
「
去
偽
」
に
作
る
。
和
刻
本
、
伝
経
堂
本
は
「
𦾔
夫
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「『
或
問
』
に
「
万
物
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
一
日
た
り
と
も
無
く
す
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
無
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。」

　

お
答
え
。「
万
物
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
が
ど
う
し
て

そ
れ
を
欠
く
こ
と
が
で
き
よ
う
、
ま
た
ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
無
く
す
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
意
味
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
1
）「
萬
物
生
於
天
地
之
間
、
不
能
一
日
而
相
無
、
而
亦
不
可
相
無
也
」　

同
文

の
箇
所
は『
大
学
或
問
』中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
朱
文
公
文
集
』巻
七
六「
金

華
潘
公
文
集
序
」
に
「
天
地
之
化
、
包
括
無
外
、
運
行
無
窮
、
然
其
所
以
爲
實
、

不
越
乎
一
隂
一
陽
兩
端
而
已
。
其
動
靜
屈
伸
、
往
來
闔
闢
、
升
降
浮
沉
之
性
、

雖
未
嘗
一
日
不
相
反
、
然
亦
不
可
以
一
日
而
相
無
也
。」
と
あ
る
の
が
表
現
と

し
て
は
近
い
か
。

　
　
　
　

近
世
大
儒
有
爲
格
物
致
知
之
説
一
段

99
条

　

或
問
中
近
世
大
儒
格
物
致
知
之
説
曰
。
格
、
猶
扞
也
。
禦
也
。
能
扞
禦
外
物
、

而
後
能
知
至
道
。（
温
公
）。

　

必
窮
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
。（
呂
與
叔
）。

　

窮
理
只
是
尋
个
是
處
。（
上
蔡
）。

　

天
下
之
物
不
可
勝
窮
、
然
皆
備
於
我
而
非
從
外
得
。（
龜
山
）。

　

今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
爲
非
程
子
之
言
。（
和
靖
）。　

　

物
物
致
察
、
宛
轉
歸
己
。（
胡
文
定
）。

　

即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
。（
五
峰
）。

〔
校
勘
〕

○
「
必
窮
物
之
理
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
尋
个
是
處
」　

和
刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。

○
「
然
皆
備
於
我
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
で
は
「
備
」
を
「
俻
」
に
作
る
。
朝
鮮

整
版
本
は
「
備
」
を
「
僃
」
に
作
る
。

○
「
五
峰
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
で
は
「
峰
」
を
「
峯
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
『
或
問
』
に
見
ら
れ
る
近
世
の
大
儒
（
司
馬
氏
と
程
門
諸
氏
）
の
格
物
致
知
に

関
す
る
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。「
格
」
と
は
扞
（
ふ
せ
）
ぐ
こ
と
、
禦
ぐ
こ

と
で
あ
る
。
外
物
か
ら
防
ぎ
守
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
知
が
道
に
至
る
こ
と
が

で
き
る
。（
司
馬
光
）。

　
（
ま
た
、
程
門
諸
氏
の
説
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。）
必
ず
や
物
の
理
は
ひ

一
三
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
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）



と
し
く
一
つ
の
根
源
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
窮
め
る
の
が
格
物
で
あ
る
。（
呂
大

臨
）。

　

窮
理
と
は
、
た
だ
是
な
る
と
こ
ろ
を
探
し
求
め
る
こ
と
だ
。（
謝
良
佐
）。

　

天
下
の
物
は
こ
と
ご
と
く
窮
理
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
し
か
し
皆
己
の
中

に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
外
か
ら
得
る
も
の
で
は
な
い
。（
楊
時
）。

　
「
今
日
一
件
格
物
し
、
明
日
一
件
格
物
す
る
」
と
い
う
の
は
、
程
子
の
言
葉
で

は
な
い
。（
尹
焞
）。

　

一
物
一
物
に
対
し
て
察
を
致
し
、
め
ぐ
ら
せ
転
じ
て
己
に
帰
結
さ
せ
よ
。（
胡

安
国
）。

　

事
物
に
即
し
て
、
倦
ま
ず
放
り
出
さ
ず
、
自
分
自
身
で
格
物
せ
よ
。（
胡
宏
）。

　

記
録
者
名
欠

〔
注
〕

○
本
条
の
説
は
い
ず
れ
も
『
大
学
或
問
』
に
見
え
る
も
の
。
ま
た
、
本
巻
訳
注

六
八
条
附
表
１
（
岩
本
真
利
絵
氏
担
当
）
を
参
考
と
し
た
。

（
1
）「
格
、猶
扞
也
。
禦
也
。
能
扞
禦
外
物
、而
後
能
知
至
道
。」　

温
公
は
司
馬
光
。

『
大
学
或
問
』「
曰
。
近
世
大
儒
有
爲
格
物
致
知
之
説
者
曰
。
格
猶
扞
也
、禦
也
、

能
扞
禦
外
物
、
而
後
能
知
至
道
也
。
又
有
推
其
説
者
曰
、
人
生
而
靜
、
其
性
本

無
不
善
、
而
有
爲
不
善
者
、
外
物
誘
之
也
。
所
謂
格
物
以
致
其
知
者
、
亦
曰
扞

去
外
物
之
誘
、
而
本
然
之
善
自
明
耳
。」
対
し
て
朱
熹
は
「
今
曰
禦
外
物
而
後

可
以
知
至
道
、
則
是
絶
父
子
而
後
可
以
知
孝
慈
、
離
君
臣
而
後
可
以
知
仁
敬
也
。

是
安
有
此
理
哉
。」
と
批
判
す
る
。

（
２
）「
必
窮
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
」　

以
下
は
程
門
諸
氏
の
説
を
挙
げ
る
。

呂
大
臨
の
説
。
呂
大
臨
、
字
与
叔
、
北
宋
、
京
兆
府
藍
田
の
人
。
張
載
及
び
二

程
に
学
ぶ
。『
大
学
或
問
』「
蓋
有
以
必
窮
萬
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
、
知
萬

物
同
出
乎
一
理
爲
知
至
。
如
合
内
外
之
道
、則
天
人
物
我
爲
一
。
通
晝
夜
之
道
、

則
死
生
幽
明
爲
一
。
達
哀
樂
好
惡
之
情
、
則
人
與
鳥
獸
魚
鼈
爲
一
。
求
屈
伸
消

長
之
變
、
則
天
地
山
川
草
木
爲
一
者
。」
朱
熹
は
こ
れ
に
、「
然
其
欲
必
窮
萬
物

之
理
、
而
專
指
外
物
、
則
於
理
之
在
己
者
有
不
明
矣
。
但
求
衆
物
比
類
之
同
、

而
不
究
一
物
性
情
之
異
、
則
於
理
之
精
微
者
有
不
察
矣
。
不
欲
其
異
而
不
免
乎

四
説
之
異
、
必
欲
其
同
而
未
極
乎
一
原
之
同
、
則
徒
有
牽
合
之
勞
、
而
不
睹
貫

通
之
妙
矣
。
其
於
程
子
之
説
何
如
哉
。」
と
批
判
を
す
る
。

（
3
）「
窮
理
只
是
尋
个
是
處
」　

謝
良
佐
の
説
。
謝
良
差
、
字
顕
道
、
北
宋
、
蔡

州
上
蔡
の
人
。
程
門
の
高
弟
。『
大
学
或
問
』「
又
有
以
爲
窮
理
只
是
尋
箇
是
處
、

然
必
以
恕
爲
本
、而
又
先
其
大
者
、則
一
處
理
通
、而
觸
處
皆
通
者
。」朱
熹
は「
其

曰
尋
箇
是
處
者
、
則
得
矣
。
而
曰
以
恕
爲
本
、
則
是
求
仁
之
方
、
而
非
窮
理
之

務
也
。」
と
部
分
的
に
評
価
し
て
い
る
。

（
4
）「
天
下
之
物
不
可
勝
窮
、
然
皆
備
於
我
而
非
從
外
得
」　

楊
時
の
説
。
楊
時
、

字
中
立
、
北
宋
末
～
南
宋
初
、
南
剣
州
将
楽
の
人
。
二
程
に
学
び
、
游
酢
、
呂

大
臨
、
謝
良
佐
と
共
に
程
門
を
代
表
す
る
。『
大
学
或
問
』「
又
有
以
爲
天
下
之

物
不
可
勝
窮
、
然
皆
備
於
我
而
非
從
外
得
也
、
所
謂
格
物
、
亦
曰
反
身
而
誠
、

則
天
下
之
物
無
不
在
我
者
。」
朱
熹
は
「
然
反
身
而
誠
、
乃
爲
物
格
知
至
以
後

之
事
、言
其
窮
理
之
至
、無
所
不
盡
、故
凡
天
下
之
理
、反
求
諸
身
、皆
有
以
見
、

其
如
目
視
、
耳
聽
、
手
持
、
足
行
之
畢
具
於
此
、
而
無
毫
髪
之
不
實
耳
。
固
非

以
是
方
爲
格
物
之
事
、
亦
不
謂
但
務
反
求
諸
身
、
而
天
下
之
理
、
自
然
無
不
誠

也
。」
と
批
判
す
る
。
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（
5
）「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
爲
非
程
子
之
言
」　

尹
焞
の
説
。
尹
焞
、

字
彦
明
、
北
宋
末
～
南
宋
初
、
河
南
府
の
人
。『
大
学
或
問
』「
又
有
以
今
日
格

一
物
、明
日
格
一
物
、爲
非
程
子
之
言
者
。」
朱
熹
は
「
則
諸
家
所
記
程
子
之
言
、

此
類
非
一
、
不
容
皆
誤
。
且
其
爲
説
、
正
中
庸
學
問
思
辨
弗
得
弗
措
之
事
、
無

所
咈
於
理
者
、
不
知
何
所
病
而
疑
之
也
。
豈
其
習
於
持
敬
之
約
、
而
厭
夫
觀
理

之
煩
耶
。
抑
直
以
己
所
未
聞
而
不
信
他
人
之
所
聞
也
。
夫
持
敬
觀
理
、
不
可
偏

廢
、
程
子
固
已
言
之
、
若
以
已
偶
未
聞
而
遂
不
之
信
。」
と
批
判
す
る
。

（
6
）「
物
物
致
察
、
宛
轉
歸
己
」　

胡
安
国
の
説
。
胡
安
国
、
字
康
侯
、
北
宋
末

～
南
宋
初
、
建
州
崇
安
の
人
。『
大
学
或
問
』「
又
有
以
爲
物
物
致
察
、
而
宛
轉

歸
己
、
如
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
者
。」
朱
熹
は
「
亦
似
矣
。
然
其

曰
物
物
致
察
、則
是
不
察
程
子
所
謂
不
必
盡
窮
天
下
之
物
也
。
又
曰
宛
轉
歸
己
、

則
是
不
察
程
子
所
謂
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
之
意
也
。」
と
批
判
す
る
。

（
7
）「
即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
」　

胡
宏
の
説
。
胡
宏
、
字
仁
仲
、

胡
安
国
の
子
。
北
宋
末
～
南
宋
初
期
、
建
州
崇
安
の
人
。『
大
学
或
問
』「
獨
有

所
謂
、
即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
以
精
其
知
者
。」
朱
熹
は
「
爲

得
致
字
向
裏
之
意
。」
と
評
価
し
て
い
る
。

100
条

　

呂
與
叔
謂
、
凡
物
皆
出
於
一
。
又
格
个
甚
麽
。
固
是
出
於
一
、
只
緣
散
了
、
千

岐
萬
徑
。
今
日
窮
理
、
所
以
要
收
拾
歸
於
一
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
湯
泳
録
は
池
録
三
三
に
所
収
。『
朱
子
語
録
』巻
三
三
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

○
「
呂
與
叔
謂
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
呂
與
叔
謂
叔
」
に
作
る
。

○
「
又
格
个
甚
麽
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
个
」
を
「
箇
」
に
作
る
。

○
「
今
日
窮
理
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

呂
與
叔
は
、「
全
て
の
物
は
皆
一
つ
の
根
源
か
ら
出
た
物
だ
」
と
言
う
。
そ
れ

で
ま
た
何
に
格
れ
と
い
う
の
か
。
も
と
よ
り
、
一
つ
の
根
源
か
ら
出
て
き
て
は
い

る
の
だ
が
、
た
だ
万
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
散
在
し
て
お
り
、
千
岐
万
径
に
わ
た
っ
て

い
る
の
だ
。
今
日
理
を
窮
め
る
の
は
、
拾
い
集
め
て
一
つ
の
根
源
に
帰
納
さ
せ
る

た
め
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
1
）「
凡
物
皆
出
於
一
」　

呂
大
臨
の
格
物
説
の
う
ち
、
本
条
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
内
容
は
理
学
叢
書
『
藍
田
呂
氏
遺
著
輯
校
』（
陳
俊
民
輯
校
、
中
華
書
局
、

一
九
九
三
）
に
見
え
る
が
（
三
七
三
頁
）、
こ
れ
は
衛
湜
『
禮
記
集
說
』
か
ら

引
い
た
も
の
で
あ
る
。『
禮
記
集
說
』
卷
一
四
九
、
大
學
第
四
十
二
「
藍
田
呂

氏
曰
。
致
知
在
格
物
、
格
之
爲
言
至
也
。
致
知
窮
理
也
。
窮
理
者
、
必
窮
萬
物

之
理
、
同
至
於
一
而
已
。
所
謂
格
物
也
。
合
内
外
之
道
、
則
天
人
物
我
爲
一
。

通
晝
夜
之
道
、
則
生
死
幽
明
爲
一
。
達
哀
樂
好
惡
之
情
、
則
人
與
鳥
獸
魚
鼈
爲

一
。
求
屈
伸
消
長
之
變
、
則
天
地
山
川
草
木
人
物
爲
一
。
孔
子
曰
。
吾
道
一
以

貫
之
。
又
曰
。
天
下
同
歸
而
殊
塗
、
一
致
而
百
慮
。
又
曰
。
天
下
之
動
貞
夫
一

者
也
。
故
知
天
下
通
一
氣
。
萬
物
通
一
理
。
此
一
也
、
出
於
天
道
之
自
然
、
人

謀
不
與
焉
。
故
大
學
之
序
必
先
致
知
。
致
知
之
本
、
必
知
萬
物
同
出
於
一
理
。

一
四
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



然
後
爲
至
。」

（
2
）「
又
格
箇
甚
麼
」　

呂
大
臨
が
主
張
す
る
よ
う
に
万
物
の
理
が
全
て
一
理
で

あ
る
と
い
う
な
ら
、
一
事
一
物
に
即
し
た
窮
理
、
即
ち
即
物
窮
理
は
そ
の
意
義

を
失
い
、
格
物
の
必
要
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
趣
旨
。
次
条
の
「
呂

與
叔
説
許
多
一
了
、
理
自
無
可
得
窮
、
説
甚
格
物
」
も
同
趣
旨
。
別
解
と
し
て

「
凡
物
皆
出
於
一
、又
格
箇
甚
麼
」ま
で
を
呂
大
臨
説
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。『
朱

子
語
類
考
文
解
義
』「
呂
與
叔　

格
箇
甚
麼　

呂
謂
萬
物
皆
是
一
理
、但
守
其
一
、

不
必
逐
物
皆
格
。
故
先
生
辯
之
以
爲
理
雖
一
而
實
則
多
岐
、
不
可
不
博
究
、
既

能
博
究
、
則
可
以
収
拾
衆
理
歸
於
一
矣
。
蓋
由
博
反
約
之
義
。」

（
3
）「
只
緣
散
了
、
千
岐
萬
徑
」　

理
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
そ
の
姿
を
現
す
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
本
巻
二
七
条
、
潘
時
挙
録
（
Ⅱ398

）「
理

固
是
一
理
、
然
其
間
曲
折
甚
多
、
須
是
把
這
箇
做
様
子
、
却
從
這
裏
推
去
、
始

得
。」
な
ど
を
参
照
。『
河
南
二
程
遺
書
』
巻
一
五
「
格
物
窮
理
、
非
是
要
盡
窮

天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。
至
如
言
孝
、
其
所
以
爲
孝

者
、
如
何
。
窮
理
如
一
事
上
窮
不
得
、
且
別
窮
一
事
。
或
先
其
易
者
、
或
先
其

難
者
。
各
隨
人
深
淺
。
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
適
國
。
但
得
一
道
入
得
便
可
。
所

以
能
窮
者
、
只
爲
萬
物
皆
是
一
理
、
至
如
一
物
一
事
雖
小
、
皆
有
是
理
。」

（
4
）「
湯
泳
録
」　
『
語
類
』
の
記
録
者
名
は
通
常
は
諱
の
み
で
記
さ
れ
る
が
、
泳

と
い
う
諱
を
持
つ
記
録
者
に
は
胡
泳
と
湯
泳
の
二
名
が
い
る
の
で
、
両
者
を
区

別
す
る
た
め
に
胡
泳
の
場
合
の
み
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
載
さ
れ
る
。
三
浦
國
雄

『「
朱
子
語
類
」
抄
』
九
五
頁
参
照
。

101
条

　

呂
與
叔
説
許
多
一
了
、
理
自
無
可
得
窮
、
説
甚
格
物
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
湯
泳
録
は
池
録
三
三
に
所
収
。『
朱
子
語
録
』巻
三
三
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

○
「
理
自
無
可
得
窮
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

呂
與
叔
は
多
く
の
も
の
を
一
だ
と
説
い
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
理

は
自
ず
と
窮
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
何
の
格
物
を
説
く
と
い
う
の

か
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
1
）「
呂
與
叔
説
許
多
一
了
」　

呂
與
叔
の
格
物
に
対
す
る
理
解
が
「
一
」
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
前
条
注
（2

）
を
参
照
。「
許
多
」
は
多
く

の
。
こ
こ
で
は
万
物
を
指
す
。

（
2
）「
理
自
無
可
得
窮
」　

前
条
で
朱
熹
は
、
呂
大
臨
の
格
物
説
が
「
凡
物
皆
出

於
一
」
と
述
べ
る
こ
と
に
反
駁
す
る
が
、
本
条
に
お
い
て
も
「
一
」
を
強
調
す

る
呂
説
に
反
論
す
る
。『
論
語
或
問
』
顔
淵
一
二
「
…
則
其
失
近
於
呂
氏
、
而

無
天
序
天
秩
之
本
、
且
謂
人
與
物
等
。
則
其
害
於
分
殊
之
義
爲
尤
甚
。
以
爲
非

必
積
日
累
月
而
後
可
至
、
一
日
反
本
復
常
。
則
萬
物
一
體
無
適
而
非
仁
者
、
則

又
陷
於
釋
氏
頓
悟
之
説
。」
朱
熹
の
考
え
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
格
物
の
実

一
四
二
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践
を
経
ず
に
得
た
理
は
真
の
理
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
万
物
一
理
を
提
示
す
る

呂
説
に
警
戒
を
持
っ
た
も
の
か
。

102
条

　

窮
理
是
尋
箇
是
處
、
然
必
以
恕
爲
本
。
但
恕
乃
求
仁
之
方
。
試
看
窮
理
如
何
著

得
恕
字
。

　

窮
理
蓋
是
合
下
工
夫
、
恕
則
在
窮
理
之
後
。
胡
文
定
載
顯
道
語
云
、
恕
則
窮
理

之
要
。
某
理
會
、
安
頓
此
語
不
得
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
窮
理
是
尋
箇
是
處
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
處
」

を
「
䖏
」
に
作
る
。

○「
如
何
著
得
恕
字
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

○
「
窮
理
蓋
是
」　

萬
暦
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
賀
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
賜
同
」
二
字
が
加
え
ら
れ
る
。

〔
訳
〕

　

窮
理
と
は
是
な
る
所
を
探
し
求
め
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
必
ず
や
恕
が
根
本
と

な
る
（
と
謝
良
佐
は
言
う
）。
し
か
し
、
恕
と
は
仁
を
求
め
る
方
法
だ
。
考
え
て

み
る
に
、
窮
理
に
ど
う
し
て
恕
の
字
を
く
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

窮
理
と
は
思
う
に
、
真
っ
先
に
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
り
、
恕
は
つ
ま
り
窮
理

の
後
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
胡
安
国
は
謝
良
佐
が
「
恕
は
理
を
窮
め
る
か
な

め
だ
」
と
言
っ
た
言
葉
を
掲
載
し
て
い
る
。
私
の
理
解
で
は
、
こ
の
語
は
妥
当
で

は
な
い
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
1
）「
窮
理
是
尋
箇
是
處
、
然
必
以
恕
爲
本
」　
『
上
蔡
語
録
』
巻
二
に
「
學
者
且

須
是
窮
理
、物
物
皆
有
理
。窮
理
則
能
知
天
之
所
爲
、知
天
之
所
爲
則
與
天
爲
一
、

與
天
爲
一
、
無
往
而
非
理
也
。
窮
理
則
是
尋
箇
是
處
、
有
我
不
能
窮
理
。
人
誰

識
真
我
、
何
者
爲
我
、
理
便
是
我
。
窮
理
之
至
、
自
然
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、

從
容
中
道
。
曰
。
理
必
物
物
而
窮
之
乎
。
曰
必
窮
其
大
者
、
理
一
而
已
。
一
處

理
窮
、
觸
處
皆
通
。
恕
其
窮
理
之
本
歟
。」

（
2
）「
恕
乃
求
仁
之
方
」　
『
大
学
或
問
』「
其
曰
尋
箇
是
處
者
、
則
得
矣
。
而
曰

以
恕
爲
本
、則
是
求
仁
之
方
而
非
窮
理
之
務
也
。」『
論
語
』「
雍
也
」「
夫
仁
者
、

己
欲
立
而
立
人
、己
欲
達
而
達
人
、能
近
取
譬
、可
謂
仁
之
方
也
已
」
朱
注
「
譬
、

喻
也
。
方
、術
也
。
近
取
諸
身
、以
己
所
欲
、譬
之
他
人
、知
其
所
欲
亦
猶
是
也
。

然
後
推
其
所
欲
、
以
及
於
人
。
則
恕
之
事
、
而
仁
之
術
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
一
五
「
惻
隱
則
屬
愛
、
乃
情
也
、
非
性
也
。
恕
者
入
仁
之
門
、
而
恕
非
仁
也
。

因
其
惻
隱
之
心
、
知
其
有
仁
。」『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
萬
物
皆
備

於
我
矣
。
反
身
而
誠
、
樂
莫
大
焉
。
彊
恕
而
行
、
求
仁
莫
近
焉
。」
朱
注
「
彊
、

勉
强
也
。
恕
、
推
己
以
及
人
也
。」

（
3
）「
窮
理
蓋
是
合
下
工
夫
」　
「
合
下
」
は
す
ぐ
に
、
た
だ
ち
に
、
真
っ
先
に
。

窮
理
が
「
合
下
工
夫
」
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、『
語
類
』
巻
一
五
、五
一
条
、
黄

一
四
三

『
朱
子
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』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



義
剛
録
（
Ⅱ292

）「
致
知
格
物
、
固
是
合
下
工
夫
、
到
後
亦
離
這
意
思
不
得
。

學
者
要
緊
在
求
其
放
心
。
若
收
拾
得
此
心
存
在
、
已
自
看
得
七
八
分
了
。」
を

参
照
。

（
4
）「
胡
文
定
載
顯
道
語
云
、
恕
則
窮
理
之
要
」　

注
（
1
）
参
照
。
胡
文
定
は

胡
安
国
の
こ
と
。『
上
蔡
語
録
』
の
テ
ク
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
の
た
め
、
朱
熹

は
括
蒼
呉
任
の
写
本
・
呉
中
刊
刻
本
を
使
っ
た
ほ
か
に
、
胡
安
国
の
家
か
ら
本

を
借
り
た
と
い
う
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
五
「
謝
上
蔡
語
錄
後
序
」「
熹
初
得

友
人
括
蒼
吳
任
寫
本
一
篇
、
後
得
吳
中
板
本
一
篇
、
二
家
之
書
皆
温
陵
曽
恬
天

隱
所
記
。
最
後
得
胡
文
定
公
家
寫
本
二
篇
。
凡
書
四
篇
、
以
相
叅
較
。
胡
氏
上

篇
五
十
五
章
、
記
文
定
公
問
答
、
皆
他
書
所
無
有
、
而
提
綱
挈
領
、
指
示
學
者

用
力
處
亦
卓
然
、
非
他
書
所
及
。
下
篇
四
十
七
章
、
與
版
本
吳
氏
本
略
同
、
然

時
有
小
異
。
蓋
損
益
曾
氏
所
記
而
精
約
過
之
。
輒
因
其
舊
定
著
爲
二
篇
、
且
著

曾
氏
本
語
及
吳
本
異
同
、
悉
註
其
下
、
以
備
參
考
。」
以
上
の
記
述
か
ら
、『
上

蔡
語
録
』
三
巻
の
う
ち
、
巻
上
巻
中
は
胡
文
定
公
家
冩
本
を
そ
の
底
本
と
し
て

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
5
）「
賀
孫
録
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
賜
同
」
二
字
が
見
え
る
。
内
容
的
に
、
本

条
と
一
〇
三
条
（
林
賜
錄
）
の
議
論
は
地
続
き
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
あ
る
い

は
葉
賀
孫
と
林
賜
が
同
席
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
田
中
謙
二
「
朱
門

弟
子
師
事
年
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
）

所
収
）
に
よ
る
と
、
葉
賀
孫
の
師
事
年
代
は
①
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
か

ら
同
四
年
（
一
一
九
三
）
あ
る
い
は
四
年
ま
で
（
一
一
九
四
）
②
紹
熙
五
年

（
一
一
九
四
）
か
ら
翌
年
（
一
一
九
五
）
ま
で
③
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
末

頃
か
ら
同
四
年
（
一
一
九
八
）
ま
で
④
慶
元
五
年
下
半
期
（
一
一
九
九
）
年
か

ら
翌
年
の
朱
熹
逝
去
ま
で
の
四
期
に
わ
た
り
、
一
方
、
林
賜
の
師
事
年
代
は
①

慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
ま
た
は
そ
の
翌
年
初
め
②
慶
元
三
年
（
一
一
九
七
）

③
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
者
が
慶
元
三
年
、
あ
る
い

は
慶
元
五
年
の
ど
こ
か
で
同
席
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
断
定
は
難
し
い
。
朝

鮮
古
写
本
「
賜
同
」
は
一
〇
三
条
に
同
内
容
の
議
論
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

も
の
か
、
あ
る
い
は
現
存
し
な
い
林
賜
錄
の
同
内
容
の
記
録
が
あ
っ
た
か
と
推

測
さ
れ
る
。

103
条

　

上
蔡
説
、
窮
理
只
尋
箇
是
處
、
以
恕
爲
本
。
窮
理
自
是
我
不
曉
這
道
理
、
所
以

要
窮
、
如
何
説
得
恕
字
。
他
當
初
説
恕
字
、
大
概
只
是
説
要
推
我
之
心
以
窮
理
、

便
礙
理
了
。

　

龜
山
説
、
反
身
而
誠
、
却
大
段
好
。
須
是
反
身
、
乃
見
得
道
理
分
明
。
如
孝
如

弟
、
須
見
得
孝
弟
我
元
有
在
這
裏
。
若
能
反
身
、
爭
多
少
事
。
他
又
却
説
、
萬
物

皆
備
於
我
、
不
須
外
面
求
。
此
却
錯
了
。

　

身
親
格
之
、
説
得
親
字
急
迫
。
自
是
自
家
格
、
不
成
倩
人
格
。　

賜

〔
校
勘
〕

○「
窮
理
只
尋
箇
是
處
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
窮
」
を
「
竆
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、
和

刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。
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○「
大
概
只
是
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
槪
」
を
「
槩
」
に
作
る
。

○「
便
礙
理
了
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○「
却
大
段
好
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。
成
化
本
、

朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。

○「
萬
物
皆
備
於
我
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
備
」
を
「
俻
」
に
作
る
。
朝
鮮

整
版
本
は
「
備
」
を
「
僃
」
に
作
る
。

○「
不
須
外
面
求
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○「
此
却
錯
了
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

○「
自
是
自
家
格
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
格
自
是
格
」に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
は「
格

自
是
自
家
格
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

謝
良
佐
は
「
窮
理
と
は
た
だ
是
な
る
と
こ
ろ
を
探
し
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
根
本
は
恕
で
あ
る
」
と
言
う
。
窮
理
と
は
、
私
は
こ
の
道
理
が
分
か
ら
な
い
、

だ
か
ら
窮
め
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
恕
の
字
を
説
く

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
が
初
め
恕
の
字
を
説
い
た
の
は
、
お
よ
そ
自
分
の
心

か
ら
推
し
測
っ
て
理
を
窮
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
結
果
、
理
（
を
体

得
す
る
）
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

楊
時
は「（
物
の
理
を
）我
が
身
に
立
ち
返
っ
て
誠
と
な
る
」と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
逆
に
と
て
も
良
い
。
必
ず
我
が
身
に
立
ち
返
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
や
っ
と
道
理
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
だ
。
孝
弟
の
ご
と

き
は
、
必
ず
孝
弟
に
つ
い
て
、
私
の
中
に
は
元
か
ら
孝
や
弟
が
あ
っ
た
の
だ
、
と

分
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
我
が
身
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、（
そ

う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
）
ず
っ
と
良
く
な
る
。
し
か
し
一
方
で
彼
は
ま
た
、「
万

物
の
理
は
み
な
自
分
に
備
わ
っ
て
い
て
、外
に
求
め
る
必
要
は
無
い
」
と
い
う
が
、

こ
れ
は
却
っ
て
間
違
っ
て
い
る
。

　

胡
宏
は
「
自
分
自
身
（
身
親
）
で
こ
れ
に
格
る
」
と
い
う
が
、「
親
」
の
字
を

使
う
の
は
言
葉
が
強
く
迫
り
す
ぎ
る
。
当
然
自
分
か
ら
格
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ

か
人
に
頼
ん
で
格
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。　

林
賜
録

〔
注
〕

（
1
）「
窮
理
只
尋
箇
是
處
、
以
恕
爲
本
」　

一
〇
二
条
注
（
1
）
に
既
出
。

（
2
）「
龜
山
説
反
身
而
誠
」　
『
龜
山
集
』
巻
二
一
「
答
練
質
夫
」「
孟
子
曰
、
萬

物
皆
備
於
我
、
反
身
而
誠
、
樂
莫
大
焉
。
知
萬
物
皆
備
於
我
、
則
數
雖
多
、
反

而
求
之
於
吾
身
可
也
。
故
曰
、
盡
己
之
性
則
能
盡
人
之
性
、
盡
人
之
性
則
能
盡

物
之
性
。
以
己
與
人
物
性
無
二
故
也
。」『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
反
身
而
誠
、

樂
莫
大
焉
。」
朱
注
「
誠
、
實
也
。
言
反
諸
身
、
而
所
備
之
理
、
皆
如
惡
惡
臭
、

好
好
色
之
實
然
。」

（
3
）「
却
大
段
好
」  

「
大
段
」
は
、
大
い
に
、
非
常
に
。

（
4
）「
須
是
反
身
、
乃
見
得
道
理
分
明
」　

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
朱
熹
は
「
反

身
窮
理
」
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
「
反
身
」
は
、
着
実
に
、

我
が
身
に
ひ
き
つ
け
て
切
実
に
、
の
意
。『
大
学
或
問
』「
然
則
所
謂
格
物
致
知

之
學
與
世
之
所
謂
博
物
洽
聞
者
、
奚
以
異
。
曰
。
此
以
反
身
窮
理
爲
主
、
而
必

究
其
本
末
是
非
之
極
至
。
彼
以
徇
外
誇
多
爲
務
、
而
不
覈
其
表
裏
眞
妄
之
實
。」

『
語
類
』
巻
九
、七
五
条
、輔
廣
録
（
Ⅰ158

）「
或
問
。
如
何
是
反
身
窮
理
。
曰
。

一
四
五

『
朱
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巻
一
四
～
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（
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二
）



反
身
是
著
實
之
謂
。
向
自
家
體
分
上
求
。」『
語
類
』
巻
一
一
九
、四
一
条
、
訓

陳
枅
（
Ⅶ2880

）「
問
。
如
何
是
反
身
窮
理
。
曰
。
反
身
是
著
實
之
謂
。
又
曰
。

向
自
家
體
分
上
求
。」（
陳
枅
は
朱
子
語
録
姓
氏
に
は
姓
の
記
載
が
な
い
が
、『
朱

子
実
紀
』
な
ど
に
確
認
で
き
る
）

（
5
）「
若
能
反
身
、
爭
多
少
事
」　
「
爭
多
少
事
」
は
、
大
い
に
違
い
が
生
ず
る
、

大
い
に
差
が
出
る
。「
爭
」
は
、
違
い
が
あ
る
、
差
が
あ
る
。「
多
少
」
は
多

い
、大
い
に
。『
語
類
』
巻
一
六
、八
八
条
、沈
僩
録
（
Ⅱ331

）「
所
謂
誠
其
意
、

便
是
要
毋
自
欺
、
非
至
誠
其
意
了
、
方
能
不
自
欺
也
。
所
謂
不
自
欺
而
慊
者
、

只
是
要
自
快
足
我
之
志
願
、
不
是
要
爲
他
人
也
。
誠
與
不
誠
、
自
慊
與
自
欺
、

只
爭
這
些
子
毫
髮
之
間
耳
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
爭
多
少
事　

爭
、校
也
。

多
少
事
、
所
爭
者
多
、
謂
其
法
簡
切
、
較
勝
於
他
也
。」

（
6
）「
萬
物
皆
備
於
我
、
不
須
外
面
求
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
、
萬

物
皆
備
於
我
矣
。」朱
注「
此
言
理
之
本
然
也
。大
則
君
臣
父
子
、小
則
事
物
細
微
。

其
當
然
之
理
、
無
一
不
具
於
性
分
之
内
也
。」

（
7
）「
身
親
格
之
、
説
得
親
字
急
迫
」　
『
五
峰
集
』「
復
斎
記
」「
儒
者
之
道
、
率

性
保
命
、
與
天
同
功
、
是
以
節
事
取
物
、
不
厭
不
棄
、
必
身
親
格
之
、
以
致
其

知
焉
。」
急
迫
は
悪
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
る
語
。
性
急
で
あ
る
。
強
く
迫

り
す
ぎ
、
ま
た
強
く
言
い
す
ぎ
る
さ
ま
。

104
条

　

以
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
爲
非
伊
川
之
言
者
、
和
靖
也
。
和
靖
且
是
深

信
程
子
者
。
想
是
此
等
説
話
不
曾
聞
得
、
或
是
其
心
不
以
爲
然
、
故
於
此
説
有
所

不
領
會
耳
。

　

謝
子
尋
个
是
處
之
説
甚
好
、
與
呂
與
叔
必
窮
萬
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
、
知

萬
物
同
出
乎
一
理
爲
知
至
、
其
所
見
大
段
不
同
。
但
尋
个
是
處
者
、
須
是
於
其

一
二
分
是
處
、
直
窮
到
十
分
是
處
、
方
可
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
深
信
程
子
者
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」

に
作
る
。

○
「
想
是
此
等
説
不
曾
聞
得
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
曾
」
を
「
曽
」
に
作
る
。

○「
謝
子
尋
个
是
處
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
處
」を「
䖏
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
大
段
不
同
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
段
」
を
「
叚
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
今
日
一
件
を
格
物
し
、
明
日
一
件
を
格
物
す
る
」
と
い
う
句
を
伊
川
の
言
葉

で
な
い
と
し
た
の
は
、尹
焞
で
あ
る
。
尹
焞
は
深
く
程
子
を
信
じ
て
い
る
者
だ
が
、

想
う
に
こ
う
い
っ
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
あ
る
い
は
そ
の
心
に
然
り
と
思

え
ず
、
ゆ
え
に
こ
の
説
に
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
だ
け
だ
ろ
う
。

　

謝
良
佐
の
「
是
な
る
と
こ
ろ
を
探
し
求
め
る
」
と
い
う
説
は
と
て
も
良
い
し
、

呂
大
臨
の
「
必
ず
や
万
物
の
理
が
み
な
一
つ
の
根
源
か
ら
出
て
き
て
い
る
こ
と
を

窮
め
て
格
物
と
し
、
万
物
が
み
な
一
理
か
ら
出
て
き
て
い
る
と
知
る
こ
と
を
以
て

知
が
至
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
、
そ
の
考
え
方
は
全
く
同
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じ
で
な
い
。
た
だ
し
、「
是
な
る
と
こ
ろ
を
探
し
求
め
る
」
と
は
、必
ず
そ
の
一
、二

割
の
是
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
割
の
是
な
る
と
こ
ろ
ま
で
窮
め
到
る
よ
う
に
な
っ

て
、
初
め
て
良
い
と
言
え
る
。　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
1
）「
以
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
爲
非
伊
川
之
言
者
、
和
靖
也
」　

九
九

条
に
既
出
。

（
2
）「
故
於
此
説
有
所
不
領
會
耳
」　
「
領
會
」
は
心
か
ら
理
解
す
る
。
納
得
す
る
。

（
3
）「
謝
子
尋
个
是
處
之
説
甚
好
」　

九
九
条
、
一
〇
二
条
、
一
〇
三
条
に
既
出
。

謝
良
佐
説
に
対
す
る
朱
熹
の
批
判
は
主
に
「
以
恕
為
本
」
以
下
の
部
分
に
向
け

て
の
も
の
で
あ
り
、
格
物
を
「
尋
个
是
處
」
と
見
る
箇
所
に
つ
い
て
は
部
分
的

に
評
価
し
て
い
る
。
九
九
条
注
（
3
）
を
参
照
。

（
4
）「
呂
與
叔
必
窮
萬
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
、知
萬
物
同
出
乎
一
理
爲
知
至
」

　

九
九
条
、
一
〇
〇
条
、
一
〇
一
条
に
既
出
。

（
5
）「
直
窮
到
十
分
是
處
、
方
可
」　
『
語
類
』
巻
一
四
、九
六
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

267

）「
至
善
、
只
是
十
分
是
處
。」『
語
類
』
巻
一
八
、七
一
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅱ

407

）「
又
云
。
所
謂
格
物
者
、
常
人
於
此
理
、
或
能
知
一
二
分
、
即
其
一
二
分

之
所
知
者
推
之
、
直
要
推
到
十
分
、
窮
得
來
無
去
處
、
方
是
格
物
。」

105
条

　

張
元
德
問
以
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
為
非
程
子
之
言
者
。

　

曰
。
此
和
靖
之
說
也
。
大
抵
和
靖
為
人
淳
、故
他
不
聽
得
而
出
於
眾
人
之
錄
者
、

皆
以
為
非
伊
川
之
言
。
且
如
伊
川
論
春
秋
之
傳
為
案
、
經
為
斷
、
它
亦
以
為
伊
川

無
此
言
。
且
以
此
兩
句
即
以
傳
考
經
之
事
迹
、
以
經
別
傳
之
真
偽
之
意
、
非
伊
川

之
言
而
何
。　

恪

〔
校
勘
〕

○
「
大
抵
和
靖
為
人
淳
」　

伝
経
堂
本
「
淳
」
を
「
湻
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

張
元
德
が
「「
今
日
一
件
に
格
り
、
明
日
一
件
に
格
る
」
と
い
う
の
は
程
子
の

言
葉
で
は
な
い
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

先
生
「
こ
れ
は
尹
和
靖
（
諱
は
焞
）
の
説
だ
。
お
お
よ
そ
和
靖
は
為
人
が
純
朴

で
、
そ
の
た
め
彼
が
自
分
で
聴
く
こ
と
が
出
来
ず
、
衆
人
の
記
録
か
ら
出
る
言
葉

に
つ
い
て
は
、
ど
れ
も
伊
川
の
言
葉
で
は
な
い
と
思
っ
た
の
だ
。
例
え
ば
、
程
伊

川
が
「『
春
秋
』
の
伝
は
「
案
（
事
件
の
記
録
を
記
す
行
政
文
書
）」
で
、経
は
「
断

（
事
件
の
審
理
と
判
決
の
記
録
）」
だ
」
と
言
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
和
靖
は
伊

川
に
は
こ
の
発
言
は
な
い
、
と
し
た
。
仮
に
、
こ
の
両
句
は
、
伝
文
に
基
づ
い
て

経
文
の
事
跡
を
考
証
し
、
経
文
に
よ
っ
て
伝
文
の
真
偽
を
弁
別
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
伊
川
の
言
葉
で
な
く
て
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。」　

林
恪
録

〔
注
〕

（
1
）「
張
元
德
問
以
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
為
非
程
子
之
言
者
。」　

張
元
德

は
、
張
洽
、
字
は
元
德
、
臨
江
軍
の
清
江
県
の
人
（『
朱
子
門
人
』
一
三
〇
頁
）。

程
頤
の
「
今
日
格
一
件
、明
日
格
一
件
」
と
い
う
格
物
説
に
つ
い
て
は
『
語
類
』

一
四
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



本
巻
七
条
を
参
照
。
こ
の
語
を
尹
焞
が
程
頤
の
言
葉
で
な
い
と
考
え
た
こ
と
に

つ
い
て
は
前
条
を
参
照
。
な
お
、現
存
の『
和
靖
集
』に
は
こ
の
説
は
見
え
な
い
。

（
2
）「
大
抵
和
靖
為
人
淳
、
故
他
不
聽
得
而
出
於
眾
人
之
錄
者
、
皆
以
為
非
伊
川

之
言
。」　
「
不
聽
得
」
は
、
動
詞
「
聽
」
＋
可
能
補
語
を
導
く
「
得
」
の
否
定

で
あ
れ
ば
通
常
は「
聽
不
得
」の
形
に
な
る
。「
不
聽
得
」の
用
例
と
し
て
は『
語

類
』
巻
一
二
一
、四
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ2931

）
に
「
易
曰
。
君
子
以
虛
受

人
。
書
曰
。
惟
學
遜
志
。
舊
有
某
人
來
問
事
、
略
不
虛
心
、
一
味
氣
盈
色
滿
。

當
面
與
他
說
、他
全
不
聽
得
。」と
あ
る
。
尹
焞
が
初
め
て
程
頤
に
会
っ
た
の
は
、

彼
の
墓
誌
銘
に
よ
る
と
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）、尹
焞
二
十
歳
の
折
と
し
、『
和

靖
年
譜
』
は
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
年
）
の
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

程
顥
没
後
の
入
門
で
、
程
門
四
先
生
よ
り
遅
れ
る
。
程
頤
の
「
今
日
格
一
件
、

明
日
格
一
件
」
と
い
う
格
物
説
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
十
八
の
劉
元
承
手
編

の
条
に
見
え
る
。
市
來
津
由
彦
氏
は
劉
元
承
の
記
録
は
一
〇
九
五
年
頃
と
推
定

し
て
お
り
（『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
「
北
宋
末
に
お

け
る
程
学
の
展
開
」）、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
程
頤
の
こ
の
格
物
説
は
、
尹
焞
の
程

門
入
門
前
の
発
言
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
3
）「
且
如
伊
川
論
春
秋
之
傳
為
案
、
經
為
斷
、
它
亦
以
為
伊
川
無
此
言
。」　
「
且

如
」
は
例
え
ば
、
仮
に
意
、
既
出
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
入
關
語
録
」

に
「
春
秋
傳
為
案
、
經
為
斷
」
と
あ
る
。「
案
」
は
事
件
の
記
録
を
記
し
た
行

政
文
書
、「
斷
」
は
事
件
の
審
理
と
判
決
の
記
録
。
こ
こ
で
の
『
春
秋
傳
』
は
『
左

傳
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尹
焞
が
こ
の
言
葉
を
程
頤
の
説
で
な
い

と
考
え
た
こ
と
は
以
下
を
参
照
。『
和
靖
集
』
巻
六
「
師
説
」
中
「
先
生
有
書

答
呂
文
問
…
以
傳
為
案
、
經
為
斷
、
尤
背
於
理
。
徃
年
侍
坐
有
一
說
、
諸
經
是

律
、
春
秋
是
斷
、
未
甞
以
傳
為
案
也
。
…
某
再
拜
先
生
作
書
後
謂
時
敏
曰
。
前

輩
皆
以
左
傳
是
按
、
春
秋
是
斷
。
如
此
則
是
孔
子
因
傳
而
為
經
矣
。
孔
子
卻
與

左
丘
明
一
般
。
先
生
那
有
此
說
。」
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
尹
焞
は
右
の
程
頤

の
言
葉
を
解
釈
し
て
、
孔
子
は
『
左
傳
』
に
記
さ
れ
る
事
件
の
詳
細
を
踏
ま
え

て
、
孔
子
が
歴
史
記
事
に
褒
貶
を
加
え
た
の
が
『
春
秋
』
の
経
文
だ
と
程
頤
は

説
い
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
4
）「
且
以
此
兩
句
即
以
傳
考
經
之
事
迹
、
以
經
別
傳
之
真
偽
之
意
」　
「
以
傳
考

經
之
事
迹
、以
經
別
傳
之
真
偽
之
意
」
は
以
下
の
程
頤
の
発
言
に
基
づ
く
。『
河

南
程
氏
遺
書
』巻
二
二「
問
。
左
傳
可
信
否
。
曰
。
不
可
全
信
。
信
其
可
信
者
耳
。

某
年
貳
拾
時
看
春
秋
。
黄
聲
隅
問
某
。
如
何
㸔
。
答
之
曰
。
有
兩
句
法
。
云
以

傳
考
經
之
事
迹
、
以
經
别
傳
之
真
偽
。」

106
条

　

今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
乃
楊
遵
道
所
錄
、
不
應
龜
山
不
知
。　

泳

〔
校
勘
〕

〇
本
条
は
池
錄
巻
三
三
・
乙
卯
所
聞
に
収
録
さ
れ
る
。『
朱
子
語
錄
』
九
〇
八
頁
。

〇
「
乃
楊
遵
道
所
錄
」　

池
錄
は
「
乃
楊
遵
道
所
編
語
錄
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
今
日
一
件
に
格
っ
て
、
明
日
に
一
件
に
格
る
」
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
楊
遵
道
の

記
録
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
よ
も
や
楊
亀
山
が
伊
川
の
こ
の
説
を
知
ら
な
い
は
ず
が

一
四
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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な
い
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
1
）「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
乃
楊
遵
道
所
錄
」　

楊
遵
道
は
楊
迪
、
字

は
遵
道
、
延
平
の
人
、
楊
時
の
長
子
で
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
「
伊
川

先
生
語
五
」
の
記
録
者
。
な
お
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
今
日
格
一
件
、

明
日
格
一
件
」
の
語
は
、
劉
元
承
の
記
録
で
、
楊
遵
道
の
記
録
で
は
な
い
。
朱

子
の
記
憶
違
い
か
。

（
2
）「
不
應
龜
山
不
知
」　

朱
子
は
、
長
子
の
記
録
で
あ
る
以
上
、
楊
時
が
知
ら

な
か
っ
た
筈
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
楊
時
の
格
物
説
に
つ
い
て

は
既
出
で
「
今
日
格
一
件
」
の
説
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ま
た
楊
時
は
「
今

日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」
の
格
物
説
に
言
及
し
な
い
。

107
条

　

龜
山
說
只
反
身
而
誠
、
便
天
地
萬
物
之
理
在
我
。
胡
文
定
却
言
、
物
物
致
察
、

宛
轉
歸
己
。
見
雲
雷
、
知
經
綸
。
見
山
下
出
泉
、
知
果
行
之
類
。
惟
伊
川
言
不
可

只
窮
一
理
、
亦
不
能
徧
窮
天
下
萬
物
之
理
。

　

某
謂
、
須
有
先
後
緩
急
、
久
之
亦
要
窮
盡
。
如
正
蒙
、
是
盡
窮
萬
物
之
理
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
久
之
亦
要
窮
盡
」
萬
暦
本
、
和
刻
本
「
盡
」
を
「

」
に
作
る
。
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

楊
亀
山
は
「
只
だ
身
に
反
り
て
誠
な
れ
ば
、便
ち
天
地
萬
物
の
理
、我
に
在
り
。」

と
説
い
た
。
他
方
、
胡
安
國
は
「
物
物
に
察
を
致
し
、
宛
轉
し
て
己
に
歸
す
。
雲

雷
を
見
て
經
綸
を
知
り
、
山
下
に
泉
を
出
だ
す
を
見
て
、
果
行
す
る
を
知
る
の
類
」

と
説
い
た
。
た
だ
程
伊
川
だ
け
が
、
ひ
た
す
ら
一
理
を
窮
め
る
と
い
う
の
で
は
い

け
な
い
し
、
ま
た
遍
く
天
下
万
物
の
理
を
窮
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
言
っ
た
。

　

私
は
思
う
に
、
先
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
後
回
し
す
べ
き
こ
と
、
ゆ
っ
く
り

取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
一
気
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
、（
こ
れ
ら
を
区

別
し
た
上
で
取
り
組
み
）
久
し
く
し
て
窮
め
尽
く
す
べ
き
な
の
だ
。
例
え
ば
『
正

蒙
』
の
内
容
は
、
万
物
の
理
を
尽
く
窮
め
て
い
る
。　

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
1
）「
龜
山
說
只
反
身
而
誠
、
便
天
地
萬
物
之
理
在
我
」　

以
下
の
楊
時
の
格
物

説
を
指
す
。『
楊
時
集
』
巻
一
八
「
答
李
杭
」「
明
善
在
致
知
、
致
知
在
格
物
。

號
物
之
多
至
於
萬
、
則
物
將
有
不
可
勝
窮
者
。
反
身
而
誠
、
則
舉
天
下
之
物
在

我
矣
。
詩
曰
天
生
烝
民
有
物
有
則
。
凡
形
色
具
於
吾
身
者
、
無
非
物
也
、
而
各

有
則
焉
、
反
而
求
之
、
則
天
下
之
理
得
矣
。」
な
お
、
こ
の
楊
時
の
格
物
説
に

対
し
て
朱
子
は
以
下
の
よ
う
に
、
内
面
に
理
を
求
め
る
点
は
評
価
し
つ
つ
も
、

身
の
外
側
に
理
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
点
を
批
判
し
て
い
る
。『
語
類
』
本
巻
、

一
〇
三
条
、
林
賜
録
「
龜
山
說
反
身
而
誠
、
卻
大
段
好
。
須
是
反
身
、
乃
見
得

道
理
分
明
。
如
孝
如
弟
、
須
見
得
孝
弟
、
我
元
有
在
這
裏
。
若
能
反
身
、
爭
多

少
事
。
他
又
卻
說
、
萬
物
皆
備
於
我
、
不
須
外
面
求
。
此
卻
錯
了
。」

一
四
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



（
2
）「
胡
文
定
却
言
、物
物
致
察
、宛
轉
歸
己
」　

胡
文
定
は
胡
安
國
、字
は
康
侯
、

諡
号
は
文
定
、
二
程
の
学
に
私
淑
し
、『
春
秋
胡
氏
傳
』
を
著
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
が
、別
集
は
現
存
し
な
い
。「
物
物
致
察
」は
以
下
の
胡
安
國
の
格
物
説
。

『
衛
氏
禮
記
集
説
』
巻
一
四
九
「
武
夷
胡
氏
曰
。
…
又
曰
。
夫
窮
理
盡
性
乃
聖

門
事
業
、
物
物
而
察
、
知
之
始
也
。
中
人
所
可
能
者
。
一
以
貫
之
、
知
之
至
也
、

非
上
知
不
與
焉
。
是
故
以
子
貢
之
明
達
、
猶
疑
於
其
師
、
以
為
多
學
而
識
之
也
。

且
置
是
事
而
以
致
知
格
物
為
先
。
物
物
而
察
、
則
知
益
明
心
益
廣
、
道
可
近
矣
。

然
物
物
而
察
者
、
又
豈
逐
物
而
不
知
反
哉
。
又
豈
以
己
與
物
為
二
哉
。
察
於
天

行
、
以
自
強
也
。
察
於
地
勢
、
以
厚
德
也
。
察
於
雲
雷
、
以
經
綸
也
。
察
於
山

泉
、
以
果
行
也
。
察
於
日
月
、
通
晝
夜
也
。
察
於
尺
蠖
、
明
屈
伸
也
。
…
物
物

致
察
、
宛
轉
歸
己
、
則
心
與
理
不
昧
。
故
知
循
理
者
、
士
也
。
物
物
皆
備
、
反

身
而
誠
、
則
心
與
理
不
違
。
故
樂
循
理
者
、
君
子
也
。
天
地
合
德
、
四
時
合
序
、

則
心
與
理
為
一
、無
事
乎
循
矣
。」
ま
た
胡
寅
『
斐
然
集
』
巻
二
五
「
先
公
行
状
」

引
く
「
答
贛
川
曾
幾
書
」
に
「
窮
理
盡
性
乃
聖
門
事
業
。
物
物
而
察
、
知
之
始

也
。
一
以
貫
之
、
知
之
至
也
。
無
所
不
在
者
理
也
。
無
所
不
有
者
心
也
。
物
物

致
察
、
宛
轉
歸
已
、
則
心
與
理
不
昩
。
故
知
循
理
者
士
也
。
物
物
皆
備
、
反
身

而
誠
、
則
心
與
理
不
違
。
故
樂
循
理
者
君
子
也
。
天
理
合
徳
、
四
時
合
序
、
則

心
與
理
一
、
無
事
乎
循
矣
。
故
一
以
貫
之
、
聖
人
也
。」
と
あ
る
。

（
3
）「
見
雲
雷
、
知
經
綸
」　
『
周
易
』
屯
卦
・
大
象
「
象
曰
。
雲
雷
、
屯
。
君
子

以
經
綸
。」

（
4
）「
見
山
下
出
泉
、
知
果
行
之
類
。」　
『
周
易
』
蒙
卦
・
大
象
「
山
下
出
泉
、
蒙
。

君
子
以
果
行
育
德
。」

（
5
）「
惟
伊
川
言
不
可
只
窮
一
理
、
亦
不
能
徧
窮
天
下
萬
物
之
理
。」　

程
頤
の
説

は
『
大
學
或
問
』
に
「
程
子
曰
…
又
曰
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
。

又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。
但
積
累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
。」
と
あ
り
、

ま
た
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
に
も
見
え
る
。
朱
熹
は
こ
の
伊
川
の
学
説
に

よ
っ
て
、
一
物
一
物
に
対
す
る
道
理
の
究
明
を
蓄
積
す
る
と
い
う
視
点
に
欠
け

る
楊
時
の
学
説
と
、
外
物
と
内
面
の
道
理
は
最
初
か
ら
一
貫
し
て
い
る
と
い
う

意
識
に
乏
し
い
胡
安
国
の
学
説
の
偏
向
を
そ
れ
ぞ
れ
是
正
で
き
る
と
朱
熹
は
考

え
た
。

（
6
）「
如
正
蒙
、
是
盡
窮
萬
物
之
理
。」　
『
正
蒙
』
は
張
載
の
主
著
。『
正
蒙
』
は

冒
頭
、
乾
稱
篇
に
「
乾
稱
父
、
坤
稱
母
。
予
茲
藐
焉
、
乃
混
然
中
處
。
故
天
地

之
塞
、
吾
其
體
。
天
地
之
帥
、
吾
其
性
。
民
吾
同
胞
、
物
吾
與
也
。
大
君
者
、

吾
父
母
宗
子
、
其
大
臣
、
宗
子
之
家
相
也
。
…
」
と
あ
り
、
天
地
万
物
の
一
体

性
と
そ
の
階
層
性
を
説
い
て
お
り
、
程
顥
は
こ
の
内
容
を
「
理
一
分
殊
」
と
評

し
た
。

108
条

　

胡
文
定
宛
轉
歸
己
之
說
、
這
是
隔
陌
多
少
。
記
得
一
僧
徒
作
一
文
、
有
此
一
語
。

　

泳
〔
校
勘
〕

〇
本
条
は
池
錄
巻
三
三
・
乙
卯
所
聞
に
収
録
さ
れ
る
。『
朱
子
語
錄
』
九
〇
八
頁
。

〇
「
這
是
隔
陌
多
少
」　

池
錄
は
「
箇
是
隔
陌
多
少
」
に
作
る
。 一

五
〇

京
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〔
訳
〕

　

胡
安
國
の
「
宛
轉
し
て
己
に
歸
す
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
（
物
と

己
と
は
）
ど
れ
ほ
ど
隔
絶
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
言
え
ば
、
あ
る
僧
侶
は
一

文
を
作
っ
て
、
こ
の
言
葉
を
説
い
て
い
た
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
1
）「
胡
文
定
宛
轉
歸
己
之
說
」　

胡
安
國
の
格
物
説
は
前
条
を
参
照
。

（
2
）「
這
是
隔
陌
多
少
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
に
「
隔
謂
隔
絶
。
陌
謂
路
陌
。

多
少
、
幾
何
也
。
言
隔
甚
遠
。
下
條
謂
、
若
宛
轉
歸
己
、
則
理
非
己
有
、
乃
強

委
曲
牽
合
、
使
入
來
爾
、
即
此
隔
陌
之
謂
。」
と
あ
る
。
胡
安
國
の
格
物
説
は
、

外
在
す
る
理
を
強
い
て
自
己
に
合
致
さ
せ
る
と
い
う
語
気
を
含
み
（
強
委
曲
牽

合
）、
こ
の
学
説
に
基
づ
け
ば
理
が
元
来
自
己
に
内
在
す
る
（
理
本
己
有
）
と

い
う
真
理
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
（
＝
理
非
己
有
）
と
朱
子
は
評
価
し
て
い
る

と
『
考
文
解
義
』
は
理
解
す
る
。「
隔
」
は
隔
絶
、「
陌
」
は
道
、「
多
少
」
は
「
ど

れ
ほ
ど
」
の
意
で
あ
る
。「
陌
」
の
『
語
類
』
で
の
用
例
は
以
下
を
参
照
。『
語

類
』
巻
一
一
九
、一
六
条
、
訓
李
煇
（
Ⅶ2873

）「
雖
不
讀
書
、
只
恁
做
將
去
。

若
是
路
陌
正
當
、
即
便
是
義
。」
ま
た
『
大
學
或
問
』
で
こ
の
胡
安
國
の
格
物

説
を
評
価
し
て
「
又
曰
。
宛
轉
歸
己
、
則
是
不
察
程
子
所
謂
物
我
一
理
、
纔
明

彼
即
曉
此
之
意
也
」
と
言
う
こ
と
も
、
本
条
で
の
胡
安
國
の
格
物
説
評
価
と
重

な
る
。
胡
安
國
の
説
は
、
外
在
す
る
理
を
強
い
て
自
己
に
合
致
さ
せ
る
と
い
う

語
気
を
含
む
の
に
対
し
、
程
頤
の
説
は
外
在
す
る
理
を
解
明
す
る
こ
と
で
自
然

と
そ
れ
と
共
通
す
る
己
に
内
在
す
る
理
に
気
が
付
く
と
説
い
て
お
り
、
程
頤
の

説
き
方
の
方
が
望
ま
し
い
と
朱
子
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）「
記
得
一
僧
徒
作
一
文
」　
「
記
得
」は
思
い
出
す
。
こ
こ
で
は
朱
子
が「
記
得
」

以
下
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
こ
と
を
指
す
。『
語
類
』
巻
一
六
、一
五
九
条
、
葉

賀
孫
録
（
Ⅱ349

）「
如
某
夜
間
看
文
字
、要
思
量
改
甚
處
、到
上
床
時
擦
脚
心
、

都
忘
了
數
。
天
明
擦
時
、
便
記
得
。
蓋
是
早
間
未
有
一
事
上
心
、
所
以
記
得
。」

　

朱
子
が
言
う
一
僧
徒
の
一
文
と
は
、
唐
代
の
禅
僧
・
百
丈
懷
海
の
以
下
の
語

を
指
す
か
。『
景
德
傳
燈
錄
』
巻
六
「
百
丈
懷
海
」「
語
言
皆
須
宛
轉
歸
就
自
己
。

但
是
一
切
言
教
、
只
明
如
今
覺
性
自
己
。
俱
不
被
一
切
有
無
諸
法
境
轉
。」『
碧

巖
録
』巻
六
、五
三
則「
百
丈
野
鴨
子
」「
馬
祖
當
時
若
不
扭
住
、只
成
世
諦
流
布
、

也
須
是
逢
境
遇
緣
、宛
轉
教
歸
自
己
。十
二
時
中
、無
空
缺
處
、謂
之
性
地
明
白
。」

『
碧
巖
録
』
巻
九
、八
九
則
「
百
丈
云
。
一
切
語
言
文
字
、俱
皆
宛
轉
歸
于
自
己
。」

109
条

　

問
。
觀
物
察
己
、
其
說
如
何
。
曰
。
其
意
謂
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
。

如
此
、
只
是
一
死
法
。　

子
蒙

〔
校
勘
〕

〇
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

質
問
「「
物
を
觀
て
己
を
察
す
」
と
い
う
説
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
こ

の
言
葉
の
意
味
は
、
天
の
運
行
を
観
察
し
て
は
、
自
強
に
励
み
、
土
地
の
形
勢
を

観
察
し
て
は
、
徳
を
厚
く
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
た
だ

一
五
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



の
「
死
法
（
無
意
味
で
形
式
的
な
方
法
）」
だ
。」　

林
子
蒙
録

〔
注
〕

（
1
）「
問
。
觀
物
察
己
、
其
說
如
何
」　
「
觀
物
察
己
」
の
説
は
、
以
下
の
よ
う
に

程
頤
が
否
定
し
た
学
説
で
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
八「
問
。
觀
物
察
己
、

還
因
見
物
、反
求
諸
身
否
。
曰
。
不
必
如
此
説
。
物
我
一
理
。
纔
明
彼
即
曉
此
、

合
内
外
之
道
也
。
語
其
大
、
至
天
地
之
髙
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、

學
者
皆
當
理
會
。」
ま
た
こ
の
程
頤
の
言
葉
は
『
或
問
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

本
巻
、
三
二
条
で
も
朱
子
は
程
頤
の
説
に
基
づ
い
て
「
觀
物
察
己
」
の
説
を
否

定
し
て
い
る
。『
語
類
』
本
巻
、
三
二
条
、
徐
㝢
録
「
問
。
觀
物
察
己
、
還
因

見
物
反
求
諸
己
。
此
說
亦
是
。
程
子
非
之
、
何
也
。
曰
。
這
理
是
天
下
公
共
之

理
、
人
人
都
一
般
、
初
無
物
我
之
分
。
不
可
道
我
是
一
般
道
理
、
人
又
是
一
般

道
理
。
將
來
相
比
、
如
赤
子
入
井
、
皆
有
怵
惕
。
知
得
人
有
此
心
、
便
知
自
家

亦
有
此
心
、
更
不
消
比
並
自
知
。」

（
2
）「
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
」　
「
察
天
行
以
自
強
」
は
『
周
易
』
乾

卦
・
大
象
「
天
行
健
。
君
子
以
自
強
不
息
。」、「
察
地
勢
以
厚
德
」
は
『
周
易
』

坤
卦
・
大
象
「
地
勢
坤
、
君
子
以
厚
德
載
物
。」
を
踏
ま
え
る
。『
周
易
』
の
乾

卦
は
、
天
の
運
行
が
規
則
正
し
い
性
質
に
よ
っ
て
、
君
子
が
務
め
励
む
様
子
を

譬
え
、
ま
た
坤
卦
は
大
地
の
和
順
な
性
質
に
よ
っ
て
、
君
子
が
徳
を
篤
く
し
万

物
を
包
容
す
る
こ
と
に
譬
え
る
。
ま
た
『
周
易
』
繋
辭
上
傳
に
「
易
與
天
地
準
、

故
能
彌
綸
天
地
之
道
。
仰
以
觀
於
天
文
、俯
以
察
於
地
理
、是
故
知
幽
明
之
故
。」

と
あ
る
。
一
〇
七
条
の
本
文
お
よ
び
注
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
言
葉
は
胡

安
國
の
格
物
説
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
『
大
學
或
問
』
に
「
曰
。
物
必

有
理
、
皆
所
當
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
是
也
。
若
曰
天

吾
知
其
高
而
已
矣
、
地
吾
知
其
深
而
已
矣
、
鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已
矣
、
則

是
已
然
之
詞
、
又
何
理
之
可
窮
哉
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
に
つ
い
て
は
単

に
天
地
の
様
相
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
所
以
（
＝

「
理
」）
を
窮
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

（
3
）「
如
此
、
只
是
一
死
法
」　
「
死
法
」
は
無
意
味
で
形
式
的
な
方
法
。『
語
類
』

巻
六
七
、一
七
六
条
、
呉
振
録
（
Ⅴ1681

）「
晁
說
之
謂
、
易
占
隨
日
隨
時
變
、

但
守
見
辭
者
、
死
法
也
。」

110
条

　

問
。
物
物
致
察
與
物
物
而
格
何
別
。
曰
。
文
定
所
謂
物
物
致
察
、只
求
之
於
外
。

如
所
謂
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
、
只
因
其
物
之
如
是
而
求
之
耳
。
初
不

知
天
如
何
而
健
、
地
如
何
而
順
也
。

　

道
夫
曰
。
所
謂
宛
轉
歸
己
、
此
等
言
語
似
失
之
巧
。
曰
。
若
宛
轉
之
說
、
則
是

理
本
非
己
有
、
乃
強
委
曲
牽
合
、
使
入
來
爾
。
許
多
說
、
只
有
上
蔡
所
謂
窮
理
只

是
尋
箇
是
處
為
得
之
。

　

道
夫
曰
。
龜
山
反
身
而
誠
之
說
、
只
是
摸
空
說
了
。
曰
。
都
無
一
箇
著
實
處
。

　

道
夫
曰
。
却
似
甚
快
。
曰
。
若
果
如
此
、
則
聖
賢
都
易
做
了
。

　

又
問
。
他
既
如
此
說
、
其
下
工
夫
時
亦
須
有
箇
窒
礙
。
曰
。
也
無
做
處
。
如
龜

山
於
天
下
事
極
明
得
、
如
言
治
道
與
官
府
政
事
、
至
纖
至
細
處
、
亦
曉
得
到
。
這

裏
却
恁
說
次
第
、
他
把
來
做
兩
截
看
了
。　

道
夫

一
五
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



〔
校
勘
〕

○
「
只
因
其
物
之
如
是
而
求
之
耳
」　

朝
鮮
古
写
本
「
只
」
を
「
祗
」
に
作
る
。

○「
乃
強
委
曲
牽
合
、使
入
來
爾
」　

朝
鮮
古
写
本「
使
入
來
爾
」を「
使
他
入
來
爾
」

に
作
る
。

〇
「
只
有
上
蔡
所
謂
窮
理
只
是
尋
箇
是
處
為
得
之
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、

和
刻
本
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
、
下
同
じ
。

〇「
曰
。都
無
一
箇
著
實
處
」　

成
化
本
、朝
鮮
整
版
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本「
著
」

を
「
着
」
に
作
る
。
下
同
じ
。

〇
「
到
這
裏
却
恁
說
」　
「
裏
」
を
萬
暦
本
、
和
刻
本
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
物
物
に
察
を
致
す（
胡
安
國
の
格
物
説
）」と「
物
物
に
し
て
格
る（
程

頤
の
格
物
説
）」
と
は
ど
の
よ
う
に
区
別
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
胡
文

定
の
所
謂
「
物
物
に
察
を
致
す
」
と
い
う
の
は
、た
だ
対
象
を
外
に
求
め
る
の
だ
。

所
謂
「
天
行
を
察
し
て
、
以
て
自
強
し
、
地
勢
を
察
し
て
、
德
を
厚
く
す
」
な
ど

は
、
た
だ
そ
の
事
物
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
求
め

る
だ
け
だ
。（
こ
の
方
法
で
は
）
天
の
運
行
が
ど
の
よ
う
に
力
強
く
、
地
面
の
形

勢
が
ど
の
よ
う
に
従
順
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。」

　

私
、
道
夫
が
言
っ
た
。「
所
謂
「
宛
轉
し
て
己
に
歸
す
」
な
ど
の
言
葉
は
、
巧

妙
に
過
ぎ
る
嫌
い
が
あ
り
ま
す
。」
先
生
「「
宛
轉
」
の
説
だ
と
、
こ
の
理
は
そ
も

そ
も
自
分
の
固
有
で
は
な
く
、
そ
れ
を
無
理
に
あ
れ
こ
れ
と
こ
じ
つ
け
て
自
分
の

中
に
持
ち
込
む
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
多
く
の
説
（
程
門
諸
氏
の
格

物
説
）
の
中
で
は
、
謝
上
蔡
の
所
謂
「
理
を
窮
め
る
こ
と
と
は
、
こ
の
正
し
い
と

こ
ろ
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
説
だ
け
が
よ
い
。」

　

私
が
言
っ
た
。「
楊
亀
山
の
「
身
に
反
っ
て
誠
」
の
説
は
、
空
を
掴
む
よ
う
に

説
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。」
先
生
「
ま
っ
た
く
着
実
な
と
こ
ろ
が
な
い
。」

　

私
が
言
っ
た
。「
か
え
っ
て
拙
速
な
よ
う
で
す
。」
先
生
「
も
し
本
当
に
亀
山
が

言
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
聖
賢
に
な
れ
て
し
ま
う
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「
亀
山
は
こ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
以
上
、
彼
は
工
夫
を
行

う
際
に
行
き
詰
ま
り
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」
先
生
「
工
夫
を
行
う
と

こ
ろ
も
な
い
。
亀
山
は
天
下
の
事
物
に
つ
い
て
は
極
め
て
明
瞭
に
理
解
で
き
て
い

た
の
で
あ
っ
て
、
統
治
方
法
や
官
府
の
政
務
に
つ
い
て
言
え
ば
、
極
め
て
微
細
な

と
こ
ろ
に
ま
で
、
す
っ
か
り
通
暁
し
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
と
格
物
の

方
面
に
関
し
て
は
、
か
え
っ
て
こ
の
よ
う
に
（
着
実
性
を
欠
く
や
り
方
で
）
そ
の

方
法
を
説
い
て
い
た
の
は
、
彼
が
（
実
務
と
修
養
と
を
）
別
個
の
二
事
に
分
け
て

考
え
て
い
た
か
ら
な
の
だ
。」　　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
1
）「
物
物
致
察
與
物
物
而
格
」　
「
物
物
致
察
」
は
胡
安
國
（
諡
、
文
定
）
の
格

物
説
、一
〇
七
・
一
〇
八
条
を
参
照
。「
物
物
而
格
」
は
以
下
の
程
頤
の
格
物
説
。

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
或
問
。
格
物
須
物
物
格
之
、
還
只
格
一
物
而
萬

理
皆
知
。
曰
。
怎
生
便
會
該
通
。
若
只
格
一
物
便
通
眾
理
、
雖
顔
子
亦
不
敢
如

此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脫
然
自
有
貫

通
處
。」
こ
れ
ら
の
胡
安
國
と
程
頤
の
格
物
説
の
違
い
に
関
す
る
朱
子
の
解
説

は
、
一
〇
七
条
や
一
〇
九
条
注
所
引
の
『
大
學
或
問
』
を
参
照
。

（
2
）「
如
所
謂
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
、
只
因
其
物
之
如
是
而
求
之
耳
。

一
五
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



初
不
知
天
如
何
而
健
、
地
如
何
而
順
也
。」　

本
巻
、
一
〇
七
条
・
一
〇
九
条
を

参
照
。

（
3
）「
所
謂
宛
轉
歸
己
、
此
等
言
語
似
失
之
巧
」　
「
似
失
之
巧
」
は
、
巧
妙
に
過

ぎ
る
こ
と
を
言
う
。『
語
類
』
巻
一
〇
、三
二
条
、李
方
子
録
（
Ⅰ165

）「
讀
書
、

須
是
遍
布
周
滿
。
某
嘗
以
為
寧
詳
毋
略
、寧
下
毋
高
、寧
拙
毋
巧
、寧
近
毋
遠
。」

（
4
）「
乃
強
委
曲
牽
合
、
使
入
來
爾
。」　
「
委
曲
」
は
曲
げ
る
こ
と
。『
語
類
』
巻

一
三
、一
一
七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅰ239

～240

）「
叔
蒙
問
。
程
子
說
。
避
嫌
之
事
、

賢
者
且
不
為
、
況
聖
人
乎
。
若
是
有
一
項
合
委
曲
而
不
可
以
直
遂
者
、
這
不
可

以
為
避
嫌
。」「
牽
合
」
は
牽
強
付
会
す
る
こ
と
。『
語
類
』
巻
三
一
、「
論
語
雍

也　

子
謂
仲
弓
章
」、
七
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅲ780

～781

）「
問
。
此
章
前
後
、

作
用
人
不
以
世
類
。
南
軒
以
仲
弓
言
焉
知
賢
才
之
故
、
故
孔
子
教
之
用
人
。
此

說
牽
合
，
然
亦
似
有
理
脈
。」

（
5
）「
許
多
說
、
只
有
上
蔡
所
謂
窮
理
只
是
尋
箇
是
處
為
得
之
」　
「
許
多
說
」
は

こ
こ
で
は
程
門
諸
氏
の
格
物
説
。
謝
良
佐
の
格
物
説
は
本
巻
一
〇
二
〜
一
〇
四

条
を
参
照
。
な
お
、朱
子
は
謝
良
佐
の
格
物
説
に
対
し
て
『
大
學
或
問
』
で
「
其

曰
尋
箇
是
処
者
、
則
得
矣
。
而
曰
以
恕
為
本
、
則
是
求
仁
之
方
、
而
非
窮
理
之

務
也
。」
と
評
価
す
る
。

（
6
）「
龜
山
反
身
而
誠
之
說
、
只
是
摸
空
說
了
。」　

楊
時
の
格
物
説
は
一
〇
七
条

な
ど
を
参
照
。「
摸
空
」
は
空
を
掴
む
よ
う
に
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
抽
象
的
な

こ
と
。『
語
類
』
巻
一
〇
〇
「
邵
子
之
書
」、
五
三
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅶ2552

～2553

）「
道
夫
曰
。
舊
看
此
意
、
似
與
性
為
萬
物
之
一
原
、
而
心
不
可
以
為

限
量
同
。
曰
。
固
是
。
但
只
是
摸
空
說
、
無
著
實
處
。」

（
7
）「
都
無
一
箇
著
實
處
」　
「
都
」
は
す
べ
て
、
ま
っ
た
く
。

（
8
）「
却
似
甚
快
」　

こ
こ
で
の
「
快
」
は
工
夫
が
拙
速
で
着
実
で
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。『
語
類
』
巻
二
五
「
論
語
七 

八
佾
篇 

管
仲
之
器
小
哉
章
」、

一
二
三
条
、楊
驤
録（
Ⅱ631

～632

）「
問
。
使
二
君
與
桓
文
同
時
、還
在
其
上
、

還
出
其
下
。
曰
。
桓
公
精
密
、做
工
夫
多
年
。
若
文
公
只
是
六
年
、已
自
甚
快
。」

な
お
、
朱
子
も
楊
時
の
格
物
説
は
拙
速
に
過
ぎ
る
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
次

条
を
参
照
。

（
9
）「
其
下
工
夫
時
亦
須
有
箇
窒
礙
」　
「
窒
礙
」は
、滞
り
、行
き
詰
ま
り
。『
語
類
』

巻
一
一
、五
九
条
、萬
人
傑
録（
Ⅰ184

）「
看
文
字
、不
可
落
於
偏
僻
。
須
是
周
匝
。

看
得
四
通
八
達
、
無
些
窒
礙
、
方
有
進
益
。」
同
、
七
六
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

186

）「
某
向
時
與
朋
友
讀
書
、
也
教
他
去
思
索
、
求
所
疑
。
近
方
見
得
、
讀
書

只
是
且
恁
地
。
心
就
上
面
熟
讀
、
久
之
自
有
所
得
、
亦
自
有
疑
處
。
蓋
熟
讀
後
、

自
有
窒
礙
不
通
處
、是
自
然
有
疑
、方
好
較
量
。
今
若
先
去
尋
箇
疑
、便
不
得
。」

（
10
）「
如
龜
山
於
天
下
事
極
明
得
、
如
言
治
道
與
官
府
政
事
、
至
纖
至
細
處
、
亦

曉
得
到
」　

中
華
書
局
『
語
類
』
の
標
点
で
は
「
亦
曉
得
」
で
句
点
を
打
ち
、「
到
」

を
次
の
文
に
つ
な
げ
る
が
、
こ
こ
で
は
呂
留
良
本
に
従
い
、「
到
」
を
前
文
に

つ
な
げ
「
亦
曉
得
到
」
と
読
ん
だ
。「
曉
得
到
」
で
あ
れ
ば
可
能
補
語
の
意
味

と
な
る
。
な
お
、
楊
時
が
実
務
に
長
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
は
以

下
を
参
照
。『
伊
洛
淵
源
錄
』
巻
十
「
楊
文
靖
公
」
答
陳
幾
叟
書
「
故
備
載
所

論
當
時
政
事
十
餘
條
、
此
事
它
人
不
能
言
、
而
龜
山
獨
能
言
之
、
又
時
然
後
發
、

所
以
尤
可
貴
耳
。」
宋
、
李
幼
武
纂
集
『
宋
名
臣
言
行
錄
外
集
』
巻
八
「
楊
時

龜
山
先
生
文
靖
公
」「
胡
文
定
答
陳
幾
叟
書
曰
。
某
於
龜
山
宣
和
靖
康
中
諸
所

建
白
、
詳
載
其
本
末
、
此
是
他
人
不
能
言
而
龜
山
獨
能
言
之
、
又
時
然
後
發
、

所
以
尤
可
貴
也
。」
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（
11
）「
這
裏
却
恁
說
次
第
、
他
把
來
做
兩
截
看
了
」　

中
華
書
局
『
語
類
』
の
標

点
は
「
這
裏
却
恁
說
」
で
読
点
と
す
る
が
、
呂
留
良
本
は
と
も
に
「
次
第
」
の

下
で
点
を
打
つ
。
こ
こ
で
は
呂
・
劉
の
点
に
従
っ
て
理
解
し
た
。「
把
來
」は
持
っ

て
く
る
。「
兩
截
」
は
二
段
で
、
こ
こ
で
は
政
治
と
修
養
を
別
個
の
二
事
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
。

111
条

　

知
言
要
身
親
格
之
。（
原
注
「
天
下
萬
事
、
如
何
盡
得
。」）
龜
山
反
身
而
誠
、

則
萬
物
在
我
矣
。（
原
注
「
太
快
。」）
伊
川
云
。
非
是
一
理
上
窮
得
、
亦
非
是
盡

要
窮
。
窮
之
久
、
當
有
覺
處
。（
原
注
「
此
乃
是
。」）　

方

〔
校
勘
〕

〇
「
天
下
萬
事
、
如
何
盡
得
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
「
盡
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
亦
非
是
盡
要
窮
。
窮
之
久
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
「
窮
窮
」
を
「
窮
〳
〵
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
『
知
言
』
の
「
身
親
ら
こ
れ
に
格
る
」（
原
注
「
天
下
の
万
事
に
つ
い
て
、
ど
う

や
っ
て
尽
く
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。」）
楊
亀
山
の
「
身
に
反
っ
て
誠
な
れ
ば
、
萬
物

我
に
在
り
。」（
原
注
「
拙
速
に
過
ぎ
る
。」）
程
伊
川
は
「
物
の
一
理
上
の
み
に
お

い
て
窮
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、（
万
物
を
）尽
く
窮
め
る
の
で
も
な
い
。

窮
め
る
こ
と
が
久
し
く
す
れ
ば
、覚
る
こ
と
が
あ
る
に
違
い
な
い
」と
言
っ
た
。（
原

注
「
こ
れ
で
こ
そ
よ
い
。」）　

楊
方
録

〔
注
〕

（
1
）「
知
言
要
身
親
格
之
」　

現
行
の
『
知
言
』
に
は
見
え
な
い
。「
復
齋
記
」
に

見
え
る
胡
宏
の
格
物
説
。『
語
類
』
本
巻
、
九
四
条
を
参
照
。

（
2
）「
天
下
萬
事
、
如
何
盡
得
」　
『
語
類
』
本
巻
、
九
四
条
、
輔
廣
録
に
「
因
五

峰
之
言
曰
。
身
親
格
之
以
精
其
知
、
雖
於
致
字
得
向
裏
之
意
、
然
却
恐
遺
了
外

面
許
多
事
。
如
某
、便
不
敢
如
此
説
。
須
是
内
外
本
末
、隱
顯
精
粗
、一
一
周
徧
、

方
是
儒
者
之
學
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
胡
宏
の
格
物
説
が
外
物
の
理
を
工
夫
の

対
象
か
ら
遺
漏
し
て
い
る
点
を
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。な
お
、『
語
類
』

に
見
ら
れ
る
原
注
は
、
黎
靖
德
が
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い

が
、
こ
の
条
の
原
注
に
つ
い
て
は
、
黎
靖
德
の
言
葉
で
は
な
く
、
も
と
も
と
存

在
し
て
い
た
朱
子
の
評
語
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）「
龜
山
反
身
而
誠
、
則
萬
物
在
我
矣
。（
原
注
「
太
快
。」）」　
「
太
快
」
は
取

り
組
み
が
拙
速
で
、
工
夫
が
着
実
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
条
を
参
照
。

（
4
）「
伊
川
云
。
非
是
一
理
上
窮
得
、
亦
非
是
盡
要
窮
。
窮
之
久
、
當
有
覺
處
。」

　

以
下
の
程
頤
の
格
物
説
を
指
す
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
所
務
於
窮

理
者
、
非
道
須
盡
窮
了
天
下
萬
物
之
理
。
又
不
道
是
窮
得
一
理
便
到
。
只
是
要

積
累
多
、
後
自
然
見
去
。」　　

112
条

　

格
物
以
身
、
伊
川
有
此
一
說
。
然
大
都
說
非
一
。
五
峰
既
出
於
一
偏
而
守
之
、

一
五
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



亦
必
有
一
切
之
效
、
然
不
曾
熟
看
伊
川
之
意
也
。　

方

〔
校
勘
〕

〇
「
五
峰
既
出
於
一
偏
而
守
之
」　

萬
暦
本
「
峰
」
を
「
峯
」
に
作
る
。

〇
「
然
不
曾
熟
看
伊
川
之
意
也
」　

萬
暦
本
「
熟
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

程
伊
川
に
「
物
に
格
る
に
身
を
以
て
す
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
（
伊
川

は
）
お
お
よ
そ
言
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
胡
五
峰

は
一
つ
の
偏
っ
た
説
を
取
っ
て
そ
れ
を
固
執
し
た
か
ら
に
は
、
き
っ
と
そ
の
場
限

り
の
効
果
は
あ
ろ
う
が
、ま
っ
た
く
伊
川
の
意
図
を
じ
っ
く
り
理
解
し
て
い
な
い
。

　

楊
方
録

〔
注
〕

（
1
）「
格
物
以
身
、
伊
川
有
此
一
說
」　

程
頤
の
以
下
の
格
物
説
を
指
す
。『
河
南

程
氏
遺
書
』巻
一
七「
致
知
在
格
物
。
格
物
之
理
、不
若
察
之
於
身
、其
得
尤
切
。」

（
2
）「
然
大
都
說
非
一
」　
「
大
都
」
は
「
お
お
よ
そ
」
の
意
。
程
頤
が
「
格
物
」

に
つ
い
て
様
々
な
説
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
指
す
。
朱
熹
は
『
大
學
或
問
』
で

程
頤
の
格
物
に
関
わ
る
諸
説
十
六
条
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
形
で
自

身
の
格
物
説
を
形
成
す
る
。

（
3
）「
五
峰
既
出
於
一
偏
而
守
之
、
亦
必
有
一
切
之
效
」　
「
一
切
」
は
こ
こ
で
は

「
そ
の
場
限
り
の
」
の
意
。『
漢
書
』
平
帝
本
紀
、
元
始
元
年
春
正
月
「
賜
天
下

民
爵
一
級
、
吏
在
位
二
百
石
以
上
、
一
切
滿
秩
如
真
。」
顔
師
古
注
「
一
切
者
、

權
時
之
事
、
非
經
常
也
。
猶
如
以
刀
切
物
、
苟
取
整
齊
、
不
顧
長
短
縱
橫
、
故

言
一
切
。」

113
条

　

五
峰
說
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
。
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物

之
內
、
而
知
乃
可
精
者
、
這
段
語
本
說
得
極
精
。
然
却
有
病
者
、
只
說
得
向
裏
來
、

不
曾
說
得
外
面
、
所
以
語
意
頗
傷
急
迫
。

　

蓋
致
知
本
是
廣
大
、
須
用
說
得
表
裏
內
外
周
遍
兼
該
方
得
。
其
曰
志
立
乎
事
物

之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
內
、
此
語
極
好
。
而
曰
而
知
乃
可
精
、
便
有
局
促
氣
象
。

他
便
要
就
這
裏
便
精
其
知
。
殊
不
知
致
知
之
道
不
如
此
急
迫
、
須
是
寬
其
程
限
、

大
其
度
量
、
久
久
自
然
通
貫
。
他
言
語
只
說
得
裏
面
一
邊
極
精
、
遺
了
外
面
一
邊
、

所
以
其
規
模
之
大
不
如
程
子
。

　

且
看
程
子
所
說
、
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
積
久
自
然
貫
通
。
此
言
該
內

外
、
寬
緩
不
迫
、
有
涵
泳
從
容
之
意
、
所
謂
語
小
天
下
莫
能
破
、
語
大
天
下
莫
能

載
也
。　

僩
。

〔
校
勘
〕

〇
本
条
は
池
錄
巻
三
八
・
戊
午
所
聞
に
収
録
さ
れ
る
。『
朱
子
語
錄
』
一
〇
二
二

～
一
〇
二
三
頁
。

〇
「
五
峰
說
立
志
以
定
其
本
」　

萬
暦
本
「
峰
」
を
「
峯
」
に
作
る
。
池
録
と
朝

鮮
古
写
本
は
「
五
峰
說
」
の
後
に
「
格
物
」
の
二
字
が
多
い
。

〇
「
只
說
得
向
裏
來
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。
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○
「
而
曰
而
知
乃
可
精
、
便
有
局
促
氣
象
」　

朝
鮮
整
版
本
、
朝
鮮
古
写
本
、「
促
」

を
「
蹙
」
に
作
る
。
池
録
は
「
局
促
」
を
「
局
定
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

胡
五
峰
が
「
志
を
立
て
以
て
其
の
本
を
定
め
、
敬
に
居
り
て
以
て
其
の
志
を
持

し
、
志
を
事
物
の
表
に
立
て
、
敬
を
事
物
の
内
に
行
い
て
、
而
し
て
知
は
乃
ち
精

に
す
べ
し
」
と
言
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
段
の
語
は
そ
も
そ
も
極
め
て
精
密
に
説

明
で
き
て
い
る
。
し
か
し
逆
に
弊
害
も
あ
る
の
は
、
内
面
に
対
し
て
の
み
説
い
て

い
て
、
ま
っ
た
く
外
面
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
言
葉
の
意
味
が
と

て
も
せ
っ
か
ち
に
過
ぎ
る
点
だ
。

　

思
う
に
、「
致
知
」
の
工
夫
は
そ
も
そ
も
広
大
で
あ
っ
て
、
表
裏
内
外
に
お
い

て
広
く
す
み
ず
み
ま
で
兼
ね
備
え
て
説
明
で
き
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
の
だ
。
そ

の
「
志
を
事
物
の
表
に
立
て
、
敬
を
事
物
の
内
に
行
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
極
め

て
よ
い
。
し
か
し
「
而
し
て
知
乃
ち
精
に
す
べ
し
」
と
言
っ
た
の
に
は
窮
屈
な
嫌

い
が
あ
る
。胡
宏
は
こ
こ
に
依
拠
し
て
す
ぐ
に
そ
の
知
を
精
密
に
し
よ
う
と
す
る
。

致
知
の
道
は
こ
の
よ
う
に
せ
っ
か
ち
で
は
な
く
、
期
限
を
緩
や
か
に
し
、
度
量
を

広
々
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
久
し
く
し
て
自
然
と
貫
通
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ

と
が
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
胡
宏
の
言
葉
は
内
面
の
方
の
み
極
め
て
精
密
で
、

外
面
の
方
を
遺
漏
し
て
い
て
、
だ
か
ら
工
夫
の
範
囲
の
広
さ
に
お
い
て
程
子
に
及

ば
な
い
の
だ
。

　

程
子
が
説
く
「
今
日
一
件
に
格
り
、
明
日
一
件
に
格
り
、
積
久
し
て
自
然
と
貫

通
す
」
を
見
て
み
よ
。
こ
の
言
葉
は
内
外
を
兼
ね
備
え
て
、
伸
び
や
か
で
あ
っ
て

窮
屈
で
な
く
、
じ
っ
く
り
と
ゆ
っ
た
り
修
養
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ち
ょ
う

ど
「（『
中
庸
章
句
』
十
二
章
の
）
小
を
語
り
て
は
天
下
能
く
破
る
莫
く
、
大
を
語

り
て
は
天
下
能
く
載
す
莫
し
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
1
）「
五
峰
說
立
志
以
定
其
本
…
而
知
乃
可
精
者
」　
『
胡
宏
集
』「
復
齋
記
」「
儒

者
之
道
、
率
性
保
命
、
與
天
同
功
。
是
以
節
事
取
物
、
不
厭
不
棄
、
必
身
親
格

之
以
致
其
知
焉
。
夫
事
變
萬
端
、
而
物
之
感
人
無
窮
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以

定
其
本
而
居
敬
以
持
其
志
。
志
立
于
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃

可
精
。」
を
指
す
。
卷
一
八
、五
五
条
な
ど
で
既
出
。

（
2
）「
然
却
有
病
者
、
只
說
得
向
裏
來
、
不
曾
說
得
外
面
、
所
以
語
意
頗
傷
急
迫
」

　

胡
宏
の
格
物
説
は
「
裏
」
ば
か
り
を
説
き
、「
外
」
の
こ
と
を
説
い
て
い
な

い
と
朱
子
が
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
本
巻
、
九
四
条
「
因
五
峰
之
言
曰
。
身
親

格
之
以
精
其
知
、
雖
於
致
字
得
向
裏
之
意
、
然
却
恐
遺
了
外
面
許
多
事
。」
を

参
照
。
ま
た
『
大
學
或
問
』
で
も
朱
子
は
こ
の
胡
宏
の
格
物
説
に
つ
い
て
「
但

其
語
意
頗
傷
急
迫
、
既
不
能
盡
其
全
體
規
模
之
大
。」
と
言
い
、
程
頤
の
格
物

説
に
劣
る
と
評
価
し
て
い
る
。

（
3
）「
曰
而
知
乃
可
精
、便
有
局
促
氣
象
。」　　
「
局
促
」
は
せ
っ
か
ち
の
意
。『
文

選
』
傅
毅
「
舞
賦
」「
嘉
關
雎
之
不
淫
兮
、
哀
蟋
蟀
之
局
促
。」
李
善
注
「
毛
詩

曰
。
蟋
蟀
、
刺
晉
僖
公
也
、
儉
不
中
禮
。
蟋
蟀
在
堂
、
歲
聿
云
暮
、
今
我
不
樂
、

日
月
其
除
。
古
詩
曰
。
蟋
蟀
傷
局
促
。
小
見
之
貌
。」

（
4
）「
須
是
寬
其
程
限
、
大
其
度
量
、
久
久
自
然
通
貫
。」　
「
程
限
」
は
進
度
の

計
画
や
日
程
。『
語
類
』
巻
一
一
六
、三
〇
条
、
訓
林
夔
孫
（
Ⅶ2795

）
に
「
先

生
謂
夔
孫
云
。
公
既
久
在
此
、
可
將
一
件
文
字
與
眾
人
共
理
會
、
立
箇
程
限
、

一
五
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



使
敏
者
不
得
而
先
、
鈍
者
不
得
而
後
。」
と
あ
る
。

（
5
）「
程
子
所
說
、今
日
格
一
件
、明
日
格
一
件
、積
久
自
然
貫
通
」　

本
巻
七
条
、

注
（
2
）
参
照
。

（
6
）「
此
言
該
內
外
、
寬
緩
不
迫
、
有
涵
泳
從
容
之
意
、
所
謂
語
小
天
下
莫
能
破
、

語
大
天
下
莫
能
載
也
」　
「
涵
泳
」
は
じ
っ
く
り
養
う
こ
と
、
ま
た
ど
っ
ぷ
り
沈

潜
す
る
こ
と
。「
從
容
」
は
の
び
や
か
な
こ
と
。「
語
小
天
下
莫
能
破
、
語
大
天

下
莫
能
載
」
は
『
中
庸
』
章
句
一
二
章
「
故
君
子
語
大
、
天
下
莫
能
載
焉
。
語

小
、
天
下
莫
能
破
焉
。」

114
条

　

黃
問
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
。

　

曰
。
人
之
為
事
、
必
先
立
志
以
為
本
、
志
不
立
則
不
能
為
得
事
。
雖
能
立
志
、

苟
不
能
居
敬
以
持
之
、
此
心
亦
汎
然
而
無
主
、
悠
悠
終
日
、
亦
只
是
虛
言
。

　

立
志
必
須
高
出
事
物
之
表
、
而
居
敬
則
常
存
於
事
物
之
中
、
令
此
敬
與
事
物
皆

不
相
違
。
言
也
須
敬
、
動
也
須
敬
、
坐
也
須
敬
、
頃
刻
去
他
不
得
。　

卓

〔
校
勘
〕

○
「
黃
問
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
」　

朝
鮮
古
写
本
「
居
敬
以
持
其
志
」

の
後
に
「
志
立
乎
事
物
之
表
敬
行
乎
事
物
之
内
」
の
十
四
字
あ
り
。

○
「
頃
刻
去
他
不
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
頃
刻
」
の
前
に
「
此
心
之
敬
」
の
四

字
あ
り
。

〔
訳
〕

　

私
、
黃
卓
が
「（
胡
宏
の
）
志
を
立
て
以
て
其
の
本
を
定
め
、
敬
に
居
り
て
以

て
其
の
志
を
持
す
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
人
が
物
事
を
行
う
際
に
は
必
ず
ま
ず
志
を
立
て
て
そ
れ
を
根
本
と
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
志
が
立
た
な
け
れ
ば
、
物
事
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
志

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
も
し
居
敬
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、こ
の
心
は
漠
然
と
し
て
し
ま
い
主
宰
す
る
主
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

の
ん
び
り
と
一
日
を
過
ご
し
て
し
ま
い
、
ひ
た
す
ら
空
論
に
ふ
け
る
。

　

志
を
立
て
る
際
に
は
必
ず
高
く
事
物
の
外
に
出
し
、
居
敬
す
る
際
に
は
常
に
事

物
の
中
に
存
す
る
よ
う
に
し
、
こ
の
敬
と
事
物
と
が
ど
ち
ら
も
互
い
に
違
わ
な
い

よ
う
に
す
る
の
だ
。
言
葉
を
発
す
る
際
に
も
敬
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
動
く
際
に

も
敬
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
座
る
際
に
も
敬
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
少
し
の
間
で

も
敬
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。」　

黃
卓
録

〔
注
〕

（
1
）「
黃
問
立
志
以
定
其
本
」　

通
常
、
質
問
者
が
記
録
者
と
同
一
の
場
合
、
姓

で
は
な
く
諱
を
記
す
場
合
が
多
い
が
、
本
条
で
は
諱
で
は
な
く
姓
を
記
し
て
お

り
、
違
和
感
が
あ
る
。
黃
卓
は
字
が
先
美
も
し
く
は
德
美
、
南
剣
州
の
人
（『
朱

子
門
人
』
一
七
七
頁
）。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
に
よ
れ
ば
黃
卓

の
師
事
年
は
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）、
四
年
（
一
一
九
三
）、
慶
元
四
年
～
五

年
（
一
一
九
八
～
一
一
九
九
）
の
三
次
で
あ
る
。

（
2
）「
此
心
亦
汎
然
而
無
主
、
悠
悠
終
日
、
亦
只
是
虛
言
」　
「
汎
然
」
漠
然
と
す

る
こ
と
。「
無
主
」と
は
一
身
の
主
体
と
し
て
の
心
を
確
立
で
き
て
い
な
い
こ
と
。

一
五
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



「
悠
悠
」
は
「
の
ん
び
り
」
の
意
、『
語
類
』
で
は
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
四
十
五
頁
）。
以
下

が
「
立
志
」
と
「
悠
悠
」
が
対
照
的
に
用
い
ら
れ
た
用
例
。『
語
類
』
巻
八
、三
〇

条
、
呉
雉
録
（
Ⅰ134
）「
學
者
須
是
立
志
。
今
人
所
以
悠
悠
者
、
只
是
把
學

問
不
曾
做
一
件
事
看
、
遇
事
則
且
胡
亂
恁
地
打
過
了
。
此
只
是
志
不
立
。」、『
語

類
』
巻
八
、三
三
条
、
曾
祖
道
録
（
Ⅰ134

）「
立
志
要
如
飢
渴
之
於
飲
食
。
才

有
悠
悠
、
便
是
志
不
立
。」「
虛
言
」
は
嘘
、
作
り
話
、
空
論
。

（
3
）「
立
志
必
須
高
出
事
物
之
表
、
而
居
敬
則
常
存
於
事
物
之
中
、
令
此
敬
與
事

物
皆
不
相
違
」　
「
立
志
必
須
高
出
事
物
之
表
、
而
居
敬
則
常
存
於
事
物
之
中
」

は
胡
宏
「
復
齋
記
」
の
説
を
指
す
。
朱
子
の
こ
の
語
に
対
す
る
理
解
は
以
下
を

参
照
。『
語
類
』本
巻
、一
一
五
条
、楊
道
夫
録「
又
問
。
敬
行
乎
事
物
之
內
。
曰
。

這
箇
便
是
細
密
處
、
事
事
要
這
些
子
在
。
志
立
乎
事
物
之
表
、
立
志
便
要
卓
然

在
這
事
物
之
上
。
看
是
甚
麼
、
都
不
能
奪
得
他
、
又
不
恁
地
細
細
碎
碎
、
這
便

是
志
立
乎
事
物
之
表
。
所
以
今
江
西
諸
公
多
說
甚
大
志
、開
口
便
要
說
聖
說
賢
、

說
天
說
地
、
傲
睨
萬
物
、
目
視
霄
漢
、
更
不
肯
下
人
。
問
。
如
此
、
則
居
敬
以

持
其
志
都
無
了
。
曰
。
豈
復
有
此
。
據
他
才
說
甚
敬
、
便
壞
了
那
箇
。
又
曰
。

五
峰
說
得
這
數
句
甚
好
、
但
只
不
是
正
格
物
時
工
夫
、
却
是
格
物
已
前
事
。
而

今
却
須
恁
地
。」

（
4
）「
頃
刻
去
他
不
得
」　
「
頃
刻
」
は
わ
ず
か
な
時
間
。

115
条

　

問
。
立
志
以
定
其
本
、莫
是
言
學
便
以
道
為
志
、言
人
便
以
聖
為
志
之
意
否
。
曰
。

固
是
。
但
凡
事
須
當
立
志
、
不
可
謂
今
日
做
些
子
、
明
日
便
休
。

　

又
問
。
敬
行
乎
事
物
之
内
。
曰
。
這
箇
便
是
細
密
處
、
事
事
要
這
些
子
在
。
志

立
乎
事
物
之
表
、
立
志
便
要
卓
然
在
這
事
物
之
上
、
看
是
甚
麼
、
都
不
能
奪
得
他
、

又
不
恁
地
細
細
碎
碎
。
這
便
是
志
立
乎
事
物
之
表
。
所
以
今
江
西
諸
公
多
説
甚
大

志
、
開
口
便
要
説
聖
説
賢
、
説
天
説
地
。
傲
睨
萬
物
、
目
視
霄
漢
、
更
不
肯
下
人
。

　

問
。
如
此
、
則
居
敬
以
持
其
志
、
都
無
了
。
曰
。
豈
復
有
此
。
據
他
才
説
甚
敬
、

便
壞
了
那
箇
。

　

又
曰
。
五
峰
説
得
這
數
句
甚
好
、
但
只
不
是
正
格
物
時
工
夫
、
却
是
格
物
已
前

事
、
而
今
却
須
恁
地
。  

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
問
立
志
以
定
其
本
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
後
ろ
に
「
五
峯
所
謂
」
の

四
字
が
あ
る
。

○
「
這
箇
便
是
細
密
處
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
據
他
才
説
甚
敬
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
を
「
纔
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「「
志
を
立
て
て
以
て
其
の
本
を
定
む
」
と
は
、
つ
ま
り
（
程
子
の
）
学

問
か
ら
い
え
ば
道
を
志
す
べ
き
で
あ
り
、
人
間
（
の
修
養
）
か
ら
い
え
ば
聖
人
を

志
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
も
ち
ろ
ん
そ

う
だ
が
、（
学
問
や
人
間
だ
け
で
は
な
く
）
何
事
に
対
し
て
も
志
を
立
て
な
け
れ

一
五
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



ば
な
ら
な
い
。
今
日
少
し
取
り
組
ん
で
、
明
日
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
や
め
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
い
け
な
い
。」

　

ま
た
尋
ね
た
。「「
敬
を
事
物
の
内
に
行
う
」
と
は
（
い
か
が
で
し
ょ
う
か
）。」

先
生
「
こ
れ
は
ま
さ
に
（
胡
宏
の
）
細
密
な
と
こ
ろ
だ
。
ど
ん
な
事
に
対
し
て
も

こ
の
こ
と
（
敬
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
志
を
事
物
の
表
に
立
つ
」
と
（
い

う
こ
と
に
至
っ
て
）
は
、
志
を
立
て
る
な
ら
、
卓
然
と
し
て
事
物
の
う
え
に
志
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
志
を
奪
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、そ
の
志
は（
一
つ
一
つ
の
事
物
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、）

あ
れ
ほ
ど
く
だ
く
だ
し
く
は
な
い
。
こ
れ
は
、「
志
を
事
物
の
表
に
立
つ
」
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
い
ま
江
西
の
諸
公
は
、
往
々
に
し
て
大
志
な
ど
を
口
に

す
る
。
口
を
開
け
る
と
、
聖
を
い
い
、
賢
を
い
い
、
天
を
い
い
、
地
を
い
う
だ
ろ

う
。
す
べ
て
の
も
の
を
見
下
し
て
、
大
空
な
ど
の
高
遠
な
も
の
し
か
眼
中
に
お
か

な
い
も
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
人
に
へ
り
く
だ
ろ
う
と
し
な
い
の
は
な
お
さ
ら
の
こ

と
だ
。」

　

質
問
「
そ
う
す
る
と
、「
敬
に
居
り
て
以
て
其
の
志
を
持
す
」
と
い
う
こ
と
は
、

ま
っ
た
く
欠
け
て
い
ま
す
ね
。」先
生「
こ
の
よ
う
な
側
面
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。

彼
ら
（
江
西
の
諸
公
）
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
敬
な
ど
は
口
に
し
た
途
端
、
も
う

ど
う
で
も
よ
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
胡
宏
が
言
っ
た
こ
れ
ら
の
言
葉
は
と
て
も
い
い
が
、
た
だ

ち
ょ
う
ど
物
に
格
る
時
の
工
夫
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
物
に
格
る
前
の

こ
と
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
逆
に
胡
宏
の
言
っ
た
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
。」　

楊

道
夫
録

〔
注
〕

（
1
）「
立
志
以
定
其
本
」  

『
胡
宏
集
』「
復
齋
記
」「
夫
事
變
萬
端
、
而
物
之
感

人
無
窮
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
而
居
敬
以
持
其
志
。
志
立
于
事
物
之

表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
。」

（
2
）「
莫
是
言
…
之
意
否
」  

「
莫
是
…
否
」
は
、「
…
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」「
…

で
す
ね
」。「
莫
…
否
」
と
も
書
く
。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』、
一
三
九

頁
参
照
。

（
3
）「
言
學
便
以
道
為
志
、言
人
便
以
聖
為
志
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』卷
一
八
、（
伊

川
先
生
語
）「
問
。
學
者
須
志
於
大
、
如
何
。
曰
。
志
無
大
小
、
且
莫
説
道
、

將
第
一
等
讓
與
別
人
、
且
做
第
二
等
。
才
如
此
説
、
便
是
自
棄
、
雖
與
不
能
居

仁
由
義
者
差
等
不
同
、
其
自
小
一
也
。
言
學
便
以
道
為
志
、
言
人
便
以
聖
為
志
。

自
謂
不
能
者
、
自
賊
者
也
。
謂
其
君
不
能
者
、
賊
其
君
者
也
。」

（
4
）「
今
日
做
些
子
、明
日
便
休
」  

「
些
子
」
は
、「
些
（
不
定
量
詞
）
＋
子
（
接

尾
辞
）」、
意
味
は
「
少
し
」
あ
る
い
は
「
少
し
の
も
の
」。
中
純
夫
編
『「
朱
子

語
類
」
訳
注　

巻
一
六
（
上
）』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
八
年
）、
一
五
二
頁
参

照
。
ま
た
、
巻
十
六
、一
七
四
条
の
注
（
3
）
参
照
。「
便
休
」
は
、
そ
れ
で
お

し
ま
い
。
今
日
少
し
実
践
し
た
ら
明
日
は
も
う
お
し
ま
い
、
と
い
う
よ
う
に
工

夫
に
間
断
が
あ
る
の
は
、
志
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
二
一
、一
三

条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ2922

～2923

）「
或
言
。
在
家
衮
衮
、
但
不
敢
忘
書
冊
、

亦
覺
未
免
間
斷
。
曰
。
只
是
無
志
。」

（
5
）「
敬
行
乎
事
物
之
内
」　

本
条
注
（
1
）
参
照
。

（
6
）「
細
密
」  
「
粗
疏
」
に
対
立
す
る
概
念
。
興
膳
宏
、
木
津
祐
子
、
斎
藤
希

史
訳
注
『「
朱
子
語
類
」
訳
注　

巻
十
～
十
一
』（
汲
古
書
院
、
二
○
○
九
年
）、

一
六
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



一
八
四
頁
参
照
。

（
7
）「
事
事
要
這
些
子
在
」  

本
巻
一
一
四
条
に
こ
れ
に
近
い
説
明
が
見
え
る
。「
這

些
子
」
は
、「
這
些
（
指
示
代
名
詞
）
＋
子
（
接
尾
辞
）」、「
這
些
」
と
同
じ
意

味
で
あ
る
（
蔣
紹
愚
、
曹
廣
順
主
編
『
近
代
漢
語
語
法
史
研
究
綜
述
』、
商
務

印
書
館
、
二
○
○
五
年
、
九
四
頁
）。
指
示
代
名
詞
で
あ
る
「
這
些
」
は
、
複

数
だ
け
で
は
な
く
単
数
の
事
物
も
指
し
示
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
単
数
や
複
数

を
厳
密
に
区
別
し
て
い
な
い
（
呂
叔
湘
『
近
代
漢
語
指
代
詞
』、
學
林
出
版
社
、

一
九
八
五
年
、
二
三
二
～
二
三
四
頁
）。
例
え
ば
、『
論
語
』「
學
而
」「
曾
子
曰
、

慎
終
追
遠
」
に
つ
い
て
、『
語
類
』
巻
二
二
、二
条
、
呉
雉
録
（
Ⅱ507

）「
指

事
而
言
、
恐
曾
子
當
初
只
是
説
喪
祭
。
推
此
意
、
則
毎
事
都
要
存
這
些
子
」
と

い
い
、「
這
些
子
」
は
「
慎
終
追
遠
」
を
指
し
示
し
て
い
る
。
本
条
の
「
這
些
子
」

は
、「
敬
を
事
物
の
内
に
行
う
」
の
「
敬
」
を
指
し
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
…
在
」
は
、句
末
の
「
在
」
は
唐
代
の
俗
語
で
、強
い
断
定
の
語
気
を
表
わ
す
。

「
在
り
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
入
矢
義
高
監
修
『
禅
語
辞
典
』（
一
九
九
一

年
、
思
文
閣
出
版
）、
一
五
六
頁
を
参
照
。

（
8
）「
志
立
乎
事
物
之
表
」  

本
条
注
（
1
）
参
照
。

（
9
）「
看
是
甚
麼
」  

「
看
＋
疑
問
詞
」
で
「
た
と
え
…
で
も
」。
中
純
夫
編
『「
朱

子
語
類
」
訳
注　

巻
一
四
』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
三
年
）、
五
七
頁
参
照
。
用

例
と
し
て
、『
語
類
』
巻
六
五
、二
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1606

）「
諸
公
且
試

看
天
地
之
間
、別
有
甚
事
。
只
是
陰
與
陽
兩
箇
字
、看
是
甚
麼
物
事
都
離
不
得
。」

（
10
）「
都
不
能
奪
得
他
」  

『
論
語
』「
子
罕
」「
子
曰
。
三
軍
可
奪
帥
也
、
匹
夫

不
可
奪
志
也
。」
朱
注
「
侯
氏
曰
。
三
軍
之
勇
在
人
、
匹
夫
之
志
在
己
。
故
帥

可
奪
而
志
不
可
奪
。
如
可
奪
、
則
亦
不
足
謂
之
志
矣
。」

（
11
）「
又
不
恁
地
細
細
碎
碎
」  

「
恁
地
」、
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
。「
如

此
」と
同
じ
。
前
掲
中
純
夫
編『「
朱
子
語
類
」訳
注　

巻
一
四
』、二
四
頁
参
照
。

「
細
細
碎
碎
」、「
細
碎
」
の
畳
語
、
細
か
い
、
枝
葉
末
節
の
意
、
巻
一
七
、三
八

条
の
注
（
13
）
参
照
。
こ
の
部
分
の
「
細
細
碎
碎
」
は
、
一
つ
一
つ
の
事
物

に
限
っ
た
個
別
的
な
原
理
に
取
り
組
む
学
問
を
譬
喩
し
て
い
る
。『
語
類
』
巻

一
二
一
、七
六
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ2939

）「
浙
中
朋
友
、
一
等
底
只
理
會
上

面
道
理
、
又
只
理
會
一
箇
空
底
物
事
、
都
無
用
、
少
間
亦
只
是
計
較
利
害
。
一

等
又
只
就
下
面
理
會
事
、
眼
前
雖
粗
有
用
、
又
都
零
零
碎
碎
了
、
少
間
只
見
得

利
害
。
如
橫
渠
説
釋
氏
有
兩
末
之
學
、
兩
末
、
兩
頭
也
、
却
是
中
間
事
物
轉
關

處
都
不
理
會
。
賀
孫
問
。
如
何
是
轉
關
處
。
曰
。
如
致
知
格
物
、
便
是
就
事
上

理
會
道
理
。
理
會
上
面
底
、
却
棄
置
事
物
為
陳
跡
、
便
只
説
箇
無
形
影
底
道
理
。

然
若
還
被
他
放
下
來
、更
就
事
上
理
會
、又
却
易
。
理
會
下
面
底
、又
都
細
碎
了
。

這
般
道
理
、
須
是
規
模
大
、
方
理
會
得
。
遂
舉
伊
川
説
。
曾
子
易
簀
、
便
與
有

天
下
行
一
不
義
、
殺
一
不
辜
不
為
一
同
。
後
來
説
得
來
、
便
無
他
氣
象
。
大
底

却
可
做
小
、
小
底
要
做
大
却
難
、
小
底
就
事
物
細
碎
上
理
會
。」

（
12
）「
江
西
諸
公
」  

「
江
西
」
は
、
宋
の
江
南
西
路
、
現
中
国
江
西
省
。
朱
熹

の
江
西
の
学
者
に
対
す
る
批
判
は
、
主
に
陸
九
淵
（
字
は
子
靜
、
江
西
金
谿
の

人
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
詳
細
は
、
小
路
口
聡
『「
即
今
自
立
」
の
哲
学

―
―

陸
九
淵
心
学
再
考
』（
研
文
出
版
、
二
○
○
六
年
）
第
三
章
、
田
名
秀
樹

『
朱
子
学
の
時
代―

―

治
者
の
「
主
体
」
形
成
の
思
想
』（
京
都
大
学
学
術
出
版

会
、
二
○
一
五
年
）
第
一
章
参
照
。
こ
こ
で
は
、
指
す
範
囲
が
広
く
、
江
西
の

学
風
を
開
い
た
王
安
石
（
字
は
介
甫
、
荊
公
と
呼
ば
れ
る
、
江
西
臨
川
の
人
）

も
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
朱
熹
の
江
西
の
学
風
に
対
す
る
批
判
は
、
以
下

一
六
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



の
通
り
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
九
五
、一
四
四
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅵ2452

）「
志

不
大
則
卑
陋
、
心
不
小
則
狂
妄
。
江
西
諸
人
便
是
志
大
而
心
不
小
者
也
。」
巻

一
二
四
、一
六
条
、
陳
淳
録
（
Ⅷ2971

）「
江
西
士
風
、
好
為
奇
論
、
恥
與
人
同
、

毎
立
異
以
求
勝
。
如
陸
子
靜
…
昔
荊
公
參
政
日
…
皆
是
江
西
之
風
如
此
。」
巻

一
三
九
、一
七
条
、
呂
燾
録
（
Ⅷ3301

）「
大
率
江
西
人
都
是
硬
執
他
底
橫
説
、

如
王
介
甫
、
陸
子
靜
都
只
是
橫
説
。」『
朱
文
公
文
集
』
卷
五
三
「
答
劉
季
章
」

第
十
七
書
「
大
率
江
西
人
尚
氣
、
不
肯
隨
人
後
、
凡
事
要
自
我
出
、
自
由
自
在
。

故
不
耐
煩
如
此
逐
些
理
會
、
須
要
立
箇
高
論
籠
罩
將
去
。
譬
如
讀
書
、
不
肯
從

上
至
下
逐
字
讀
去
、
只
要
從
東
至
西
一
抹
横
説
。
乍
看
雖
似
新
巧
、
壓
得
人
過
、

然
橫
拗
粗
疎
、
不
成
義
理
、
全
然
不
是
聖
賢
當
來
本
説
之
意
。
則
於
己
分
、
究

竟
成
得
何
事
。
只
如
臨
川
前
後
一
二
公
、
巨
細
雖
有
不
同
、
然
原
其
所
出
、
則

同
是
此
一
種
見
識
、
可
以
爲
戒
、
而
不
可
學
也
。」

（
13
）「
説
甚
大
志
」  

「
甚
」
は
、「
甚
麼
」「
什
麼
」
と
同
じ
。
前
掲
『
禅
語
辞
典
』、

二
三
四
頁
参
照
。
こ
こ
は
軽
蔑
の
語
気
が
含
め
て
い
る
。

（
14
）「
傲
睨
萬
物
」  

『
莊
子
』「
天
下
篇
」「
獨
與
天
地
精
神
往
來
、
而
不
敖
倪

於
萬
物
。」
成
玄
英
疏
「
敖
倪
、猶
驕
矜
也
。」「
敖
倪
」
は
「
傲
睨
」
に
通
じ
る
。

（
15
）「
目
視
霄
漢
」  

大
空
な
ど
の
高
遠
な
も
の
だ
け
を
見
て
、
実
際
の
こ
と
を

何
も
や
ら
な
い
。
李
頎
「
貽
張
旭
」「
左
手
持
蟹
螯
、
右
手
執
丹
經
。
瞪
目
視

霄
漢
、
不
知
醉
與
醒
。」『
語
類
』
巻
一
二
四
、二
三
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅷ2972

～2973

）「
如
日
間
所
行
之
事
、
想
見
只
是
不
得
已
去
做
。
才
做
、
便
要
忘
了
、

生
怕
有
意
見
。
所
以
目
視
霄
漢
、
悠
悠
過
日
、
下
梢
只
成
得
箇
狂
妄
。」

（
16
）「
更
不
肯
下
人
」  

こ
こ
の
「
更
」
は
、「
何
況
」
の
意
味
に
近
い
、「
ま
し

て
…
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
」。
例
え
ば
、『
語
類
』
巻
二
四
、九
九
条
、
潘
時

舉
録
（
Ⅱ589

）「
多
聞
、
多
見
、
自
不
是
淺
陋
迫
狹
人
。
又
更
闕
疑
、
又
更

慎
其
餘
。」李
宗
江『
語
法
化
與
漢
語
實
詞
虚
化
』（
學
林
出
版
社
、二
○
一
七
年
）、

二
三
五
～
二
三
六
頁
参
照
。「
下
人
」、
人
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
、
謙
譲
。『
周

易
』「
繫
辭
上
伝
」「
子
曰
。
勞
而
不
伐
、
有
功
而
不
德
、
厚
之
至
也
。
語
以
其

功
下
人
者
也
。」

（
17
）「
居
敬
以
持
其
志
」　

本
条
注
（
1
）
参
照
。

（
18
）「
都
無
了
」　
「
…
了
」
は
、
助
詞
。
動
作
・
状
態
の
到
達
ま
た
は
実
現
と
い

う
叙
實
語
気
を
表
す
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』（
朋
友
書
店
、
二
○

一
三
年
）、
三
八
七
頁
参
照
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
言
傲
睨
非
敬
。」

（
19
）「
據
他
才
説
甚
敬
、
便
壞
了
那
箇
」　
「
才
…
便
…
」
と
呼
応
し
、「
…
す
る

や
否
や
す
ぐ
…
だ
」。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』、四
九
頁
参
照
。「
那
箇
」

の
「
那
」
は
、
近
称
の
「
這
」
と
は
反
対
の
遠
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
文
の

う
ち
に
「
這
」
と
「
那
」
が
一
緒
に
現
れ
て
い
な
い
場
合
、
近
称
と
遠
称
の
機

能
は
弱
化
す
る
た
め
、「
這
」
と
「
那
」
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
。
英

語
の
冠
詞
に
近
い
（
前
掲
呂
叔
湘
『
近
代
漢
語
指
代
詞
』、
二
○
五
～
二
○
七

頁
）。
こ
こ
で
は
、「
那
箇
」
は
前
文
の
「
敬
」
を
指
す
。「
甚
敬
」
の
「
甚
」
は
、

本
条
注
（
13
）
参
照
。
こ
こ
で
朱
熹
は
、
江
西
の
学
者
が
口
で
敬
を
議
論
す
る

も
の
の
敬
の
工
夫
に
取
り
組
ま
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
と
思
わ
れ
る
。『
語
類
』

巻
一
二
、八
四
条
、
襲
蓋
卿
録
（
Ⅰ210

）「
今
人
皆
不
肯
於
根
本
上
理
會
。
如

敬
字
、
只
是
將
來
説
、
更
不
做
將
去
。
根
本
不
立
、
故
其
他
零
碎
工
夫
無
湊
泊

處
。
明
道
、延
平
皆
教
人
靜
坐
、看
來
須
是
靜
坐
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
言

壞
敗
敬
也
。
蓋
其
所
説
失
當
、
非
本
義
故
也
。」

（
20
）「
説
得
這
數
句
甚
好
」  

「
動
詞
＋
得
＋
目
的
語
＋
補
語
」、
動
詞
は
他
動

一
六
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
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」
第
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二
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詞
で
あ
り
、
目
的
語
は
動
詞
の
受
動
者
と
し
て
補
語
と
陳
述
関
係
が
あ
る
。
前

掲
蔣
紹
愚
、
曹
廣
順
主
編
『
近
代
漢
語
語
法
史
研
究
綜
述
』、
三
四
三
頁
。

（
21
）「
格
物
已
前
事
」  

本
巻
一
一
八
条
参
照
。

116
条

　

伊
川
只
云
。
漸
漸
格
去
、積
累
多
自
有
貫
通
處
。
説
得
常
寬
。
五
峰
之
説
雖
多
、

然
似
乎
責
效
太
速
、
所
以
傳
言
其
急
迫
。  
璘

〔
校
勘
〕

○
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
収
録
せ
ず
。

〔
訳
〕

　

程
頤
は
た
だ
、「
少
し
ず
つ
格
っ
て
い
く
。
蓄
積
が
多
け
れ
ば
、
自
然
と
貫
通

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
言
っ
た
。（
格
物
に
対
す
る
）
説
明
は
い
つ
も
伸
び
や

か
で
あ
る
。
胡
宏
の
説
は
詳
細
だ
が
、
効
験
を
求
め
る
こ
と
が
性
急
に
過
ぎ
る
よ

う
だ
。
し
た
が
っ
て
、『
伝
』（『
大
学
或
問
』）
で
は
胡
宏
の
説
を
せ
っ
か
ち
と
評

価
し
た
。　

滕
璘
録

〔
注
〕

（
1
）「
伊
川
只
云
」
云
々  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
、（
二
先
生
語
）「
所
務

於
窮
理
者
、
非
道
須
盡
窮
了
天
下
萬
物
之
理
、
又
不
道
是
窮
得
一
理
便
到
、
只

是
要
積
累
多
後
、
自
然
見
去
。」
卷
一
八
、（
伊
川
先
生
語
）「
…
或
問
。
格
物

須
物
物
格
之
、
還
只
格
一
物
、
而
萬
理
皆
知
。
曰
。
怎
生
便
會
該
通
。
若
只
格

一
物
、
便
通
衆
理
、
雖
顔
子
亦
不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格

一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
自
有
貫
通
處
。」
上
記
の
二
条
は
、『
大
学
或
問
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
巻
七
四
条
の
〔
附
表
２
〕
参
照
。

（
2
）「
責
效
太
速
」  

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
求
め
す
ぎ
る
、
功
を
焦
る
。『
語

類
』
巻
一
○
、
二
九
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ164

）「
讀
書
看
義
理
、
須
是
胸
次
放
開
、

磊
落
明
快
、
恁
地
去
。
第
一
不
可
先
責
效
。
纔
責
效
、
便
有
憂
愁
底
意
。
只
管

如
此
、
胸
中
便
結
聚
一
餅
子
不
散
。」

（
3
）「
傳
言
其
急
迫
」  

『
大
學
或
問
』「
但
其
語
意
頗
傷
急
迫
、
既
不
能
盡
其

全
體
規
模
之
大
、又
無
以
見
其
從
容
濳
玩
積
久
貫
通
之
功
耳
。」「
急
迫
」は
、せ
っ

か
ち
、
本
巻
八
条
の
注
（
4
）
参
照
。

117
条

　

問
。
先
生
舊
解
致
知
、
欲
人
明
心
之
全
體
。
新
改
本
却
削
去
、
只
説
理
、
何
也
。

曰
。
理
即
是
此
心
之
理
。
檢
束
此
心
、
使
無
紛
擾
之
病
、
即
此
理
存
也
。
苟
惟
不

然
、
豈
得
為
理
哉
。

　

問
。
先
生
説
格
物
、
引
五
峰
復
齋
記
曰
、
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
居

敬
以
持
其
志
云
云
、
以
為
不
免
有
急
迫
意
思
、
何
也
。
曰
。
五
峰
只
説
立
志
居
敬
、

至
於
格
物
、
却
不
説
。
其
言
語
自
是
深
險
、
而
無
顯
然
明
白
氣
象
、
非
急
迫
而
何
。

　

問
。
思
量
義
理
、
易
得
有
苦
切
意
思
、
如
何
。
曰
。
古
人
格
物
致
知
、
何
曾
教

人
如
此
。
若
看
得
滋
味
、自
是
歡
喜
、要
住
不
得
。
若
只
以
狹
心
求
之
、易
得
如
此
。

若
能
高
立
著
心
、
不
牽
惹
世
俗
一
般
滋
味
、
以
此
去
看
義
理
、
但
見
有
好
意
思
了
。

一
六
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



　

問
。
所
謂
一
草
一
木
、
亦
皆
有
理
。
不
知
當
如
何
格
。
曰
。
此
推
而
言
之
、
雖

草
木
亦
有
理
存
焉
。
一
草
一
木
、
豈
不
可
以
格
。
如
麻
麥
稻
粱
、
甚
時
種
、
甚
時

收
、
地
之
肥
、
地
之
磽
、
厚
薄
不
同
、
此
宜
植
某
物
、
亦
皆
有
理
。

　

問
。
致
知
自
粗
而
推
至
於
精
、
自
近
而
推
至
於
遠
。
不
知
所
推
之
事
、
如
世
間

甚
事
。
曰
。
自
無
穿
窬
之
心
、
推
之
至
於
以
不
言
餂
之
類
。
自
無
欲
害
人
之
心
、

推
之
舉
天
下
皆
在
所
愛
。
至
如
一
飯
以
奉
親
、
至
於
保
四
海
、
通
神
明
、
皆
此
心

也
。  

㝢

〔
校
勘
〕

○
「
問
先
生
説
格
物
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
問
」
の
字
無
し
。

○
「
以
為
不
免
有
急
迫
意
思
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
以
為
」
の
前
に
「
先
生
」
の

二
字
が
あ
る
。

○
「
易
得
有
苦
切
意
思
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
易
」
を
「
亦
」
に
作
る
。

○「
若
能
高
立
著
心
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

○
「
雖
草
木
亦
有
理
存
焉
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
草
木
」

の
前
に
「
一
」
の
字
が
あ
る
。

○「
豈
不
可
以
格
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
に
は「
以
」の
字
無
し
。

○
「
推
之
至
於
以
不
言
餂
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
以
」
の
前
に
「
可
」
の
字
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「
以
前
、
先
生
は
致
知
と
は
、
人
に
心
の
全
体
を
明
ら
か
に
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
た
な
改
訂
本
で
は
こ
の
説
を

削
ら
れ
て
、
理
だ
け
を
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
理

と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
心
に
あ
る
理
だ
。
こ
の
心
を
ひ
き
し
め
、
雑
然
と
騒
ぐ
と

い
う
病
弊
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
理
は
（
心
に
）
存
す
る
。
も
し
そ
う
（
心
に
あ
る

も
の
）
で
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
理
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
。」

　

質
問
「
先
生
が
「
格
物
」
を
説
明
さ
れ
る
際
、
胡
宏
「
復
齋
記
」
の
「
之
れ
に

格
る
の
道
、
必
ず
志
を
立
て
て
以
て
其
の
本
を
定
め
、
敬
に
居
り
て
以
て
其
の
志

を
持
す
」
云
々
を
引
用
し
、
い
さ
さ
か
せ
っ
か
ち
な
感
じ
が
あ
る
よ
う
だ
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
胡
宏
は
志
を
立
て
て
敬
に

居
る
こ
と
だ
け
を
言
っ
た
。
格
物
に
至
っ
て
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。（
だ
か
ら
、）

そ
の
説
明
が
晦
渋
で
わ
か
り
づ
ら
く
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
お
も
む
き
が
な
い

の
は
当
然
だ
。
こ
れ
が
せ
っ
か
ち
で
な
い
な
ら
、
何
だ
ろ
う
か
。」

　

質
問
「
道
理
を
思
考
す
る
と
き
、
苦
し
い
気
持
ち
に
な
り
や
す
い
で
す
。
こ
れ

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
古
人
の
説
く
格
物
致
知
と
は
、
ど
う
し
て
人

に
そ
の
よ
う
な
こ
と
（
苦
し
み
な
が
ら
工
夫
に
取
り
組
む
こ
と
）
を
要
請
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。（
道
理
の
）
お
も
し
ろ
さ
が
分
か
れ
ば
、
当
然
喜
ん
で
（
取
り

組
ん
で
い
き
）、
止
め
よ
う
と
し
て
も
止
め
ら
れ
な
い
。（
一
方
、）
た
だ
偏
狭
な

心
だ
け
を
も
っ
て
道
理
を
追
求
す
れ
ば
、
苦
し
い
気
持
ち
に
な
り
や
す
い
。
も
し

心
を
高
く
立
て
て
お
り
、
世
俗
的
な
意
味
で
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
に
引
っ
張
ら
れ

ず
、こ
の
よ
う
に
道
理
に
取
り
組
め
ば
、得
る
の
は
（
ほ
か
で
は
な
い
）
そ
の
（
道

理
の
）
お
も
し
ろ
さ
ば
か
り
だ
。」

　

質
問
「
い
わ
ゆ
る
一
草
一
木
そ
れ
ぞ
れ
に
も
み
な
理
が
あ
る
。（
こ
れ
ら
の
も

の
は
）
ど
う
や
っ
て
格
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
こ
れ
は
、（
万
物
そ
れ
ぞ

れ
に
理
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
類
推
し
て
言
え
ば
、
草
木
さ
え
も
理
が
あ
る
。（
格

一
六
四
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物
致
知
に
お
け
る
優
先
度
は
低
い
が
、）
一
草
一
木
も
、
ど
う
し
て
格
ら
な
く
て

も
よ
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
麻
麥
稻
粱
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
つ

種
を
蒔
く
か
、
い
つ
収
穫
す
る
か
、
土
地
が
肥
え
て
い
る
か
、
土
地
が
痩
せ
て
い

る
か
、
異
な
る
土
壌
の
性
質
が
あ
り
、
そ
れ
に
適
す
栽
培
物
は
な
に
か
。
こ
れ
ら

の
こ
と
に
は
み
な
理
が
あ
る
。」

　

質
問
「
知
を
致
す
の
は
、
粗
雑
な
も
の
か
ら
精
密
な
も
の
ま
で
、
近
く
か
ら
遠

く
ま
で
類
推
し
て
知
見
を
拡
充
し
ま
す
。
そ
の
類
推
の
対
象
と
は
、
具
体
的
に
い

え
ば
世
間
の
ど
の
よ
う
な
事
物
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「（
例
え
ば
、）「
穿
窬
す
る

無
き
心
」か
ら
推
せ
ば
、「
言
わ
ざ
る
を
以
て
之
れ
を
餂と

る
」こ
と
ま
で
分
か
る
。「
人

を
害
せ
ん
と
欲
す
る
無
き
心
」
か
ら
推
せ
ば
、
天
下
の
す
べ
て
の
も
の
を
愛
す
る

こ
と
ま
で
分
か
る
。
ま
た
、一
杯
の
飯
を
親
に
捧
げ
る
こ
と
か
ら
、「
四
海
を
保
ち
、

神
明
に
通
ず
る
」
こ
と
ま
で
分
か
る
の
は
、
み
な
こ
の
心
（
を
も
っ
て
推
し
た
も

の
）
だ
。」  

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
1
）「
先
生
舊
解
致
知
」
云
　々

記
録
者
徐
㝢
は
紹
熙
元
年
（
一
一
九
○
年
）
五

月
か
ら
朱
熹
に
従
学
し
た
（
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』、『
田
中
謙
二

著
作
集
（
第
三
巻
）』
汲
古
書
院
、二
○
○
一
年
、一
六
三
～
一
六
四
頁
）
の
で
、

本
条
は
紹
熙
元
年
か
ら
朱
熹
が
亡
く
な
っ
た
慶
元
六
年
（
一
二
○
○
年
）
ま
で

の
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、「
舊
解
」「
新
改
本
」
と
は
、『
大
学
章
句
』

か
『
大
学
或
問
』
か
特
定
で
き
か
ね
る
。
そ
の
致
知
の
「
舊
解
」
が
現
在
の
何

処
に
対
応
す
る
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
（
吉
原
文
昭
『
南
宋
學
研
究
』、研
文
社
、

二
○
○
二
年
、
七
四
一
頁
）。
仮
に
一
致
す
れ
ば
、『
大
学
章
句
』
の
以
下
の
部

分
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。『
大
学
章
句
』
朱
熹
補
傳
「
所
謂
致
知
在
格
物

者
、
言
欲
致
吾
之
知
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
。
…
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁

然
貫
通
焉
、則
衆
物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、而
吾
心
之
全
體
大
用
、無
不
明
矣
。」

「
格
物
致
知
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
常
に
「
格
物
」
を
「
理
」
に
、「
致
知
」
を

「
心
」
に
結
び
付
け
て
論
じ
る
こ
と
が
多
い
（
中
純
夫
編
『「
朱
子
語
類
」
訳
注

　

巻
一
五
』、
汲
古
書
院
、
二
○
一
五
年
、
一
四
三
頁
参
照
）。
例
え
ば
、『
語

類
』
巻
一
五
、四
九
条
、
林
恪
録
（
Ⅰ292

）「
格
物
以
理
言
、
致
知
以
心
言
。」

さ
ら
に
、「
欲
人
明
心
之
全
體
」
の
よ
う
に
、「
致
知
」
の
工
夫
が
「
心
」
を
明

ら
か
に
す
る
と
強
調
し
て
い
る
説
明
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
語
類
』
巻
一
五
、四

条
、
襲
蓋
卿
録
（
Ⅰ283

）「
致
知
乃
本
心
之
知
、
如
一
面
鏡
子
、
本
全
體
通
明
、

只
被
昏
翳
了
。
而
今
逐
旋
磨
去
、使
四
邊
皆
照
見
其
明
、無
所
不
到
。」
し
か
し
、

「
格
物
」
は
「
理
」、「
致
知
」
は
「
心
」、と
い
う
よ
う
な
説
明
は
、「
理
」
と
「
心
」

が
対
等
の
概
念
で
あ
る
と
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
恐
ら
く
、
朱
熹
は
こ
の
よ
う

な
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、「
欲
人
明
心
之
全
體
」
の
旧
解
に
代
わ
っ
て
、「
理
」

だ
け
で
「
致
知
」
を
説
明
し
た
の
だ
ろ
う
。
朱
熹
の
哲
学
に
お
け
る
心
と
理
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
陳
来
『
朱
子
哲
学
研
究
』（
三
聯
書
店
、
二
○
一
○
年
）、

二
五
七
～
二
六
三
頁
参
照
。

（
2
）「
理
即
是
此
心
之
理
」　
「
此
心
之
理
」
と
は
、
心
自
身
の
理
（
い
わ
ゆ
る
万

物
に
理
が
あ
る
）
で
は
な
く
、
認
識
主
体
と
し
て
の
心
の
中
に
含
ん
で
い
る
理

を
指
し
て
い
る
。『
語
類
』
卷
九
、四
五
条
、
包
揚
録
（
Ⅰ155

）「
心
包
萬
理
、

萬
理
具
於
一
心
。
不
能
存
得
心
、不
能
窮
得
理
。
不
能
窮
得
理
、不
能
盡
得
心
。」

（
3
）「
檢
束
」  
心
を
ひ
き
し
め
、
行
動
を
慎
む
。『
語
類
』
卷
二
七
、一
三
五
条
、

鄭
南
升
録（
Ⅱ706
）「
問
、以
約
失
之
者
鮮
。
凡
人
須
要
檢
束
、令
入
規
矩
準
繩
、

一
六
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



便
有
所
據
守
、方
少
過
失
。或
是
侈
然
自
肆
、未
有
不
差
錯
。曰
。説
得
皆
分
明
。」

（
4
）「
紛
擾
之
病
」  

『
語
類
』卷
五
九
、六
七
条
、董
銖
録（
Ⅳ1392

～1393

）「
呉

仁
父
問
平
旦
之
氣
。
曰
。
氣
清
則
能
存
固
有
之
良
心
。
如
旦
晝
之
所
為
、
有
以

汨
亂
其
氣
、
則
良
心
為
之
不
存
矣
。
然
暮
夜
止
息
、
稍
不
紛
擾
、
則
良
心
又
復

生
長
。
譬
如
一
井
水
、
終
日
攪
動
、
便
渾
了
那
水
。
至
夜
稍
歇
、
便
有
清
水
出
。

所
謂
夜
氣
不
足
以
存
者
、
便
是
攪
動
得
太
甚
。
則
雖
有
止
息
時
、
此
水
亦
不
能

清
矣
。」

（
5
）「
即
此
理
存
」  

涵
養
を
通
し
て
心
に
あ
る
理
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
朱
文
公
文
集
續
集
』卷
一
○「
答
李
孝
述
繼
善
問
目
」「
孝
述
竊
疑
、心
具
衆
理
、

心
雖
昏
蔽
、
而
所
具
之
理
未
嘗
不
在
。
但
當
其
蔽
隔
之
時
、
心
自
爲
心
、
理
自

爲
理
、
不
相
贅
屬
。
如
一
物
未
格
、
便
覺
此
一
物
之
理
與
心
不
相
入
、
似
爲
心

外
之
理
、而
吾
心
邈
然
無
之
。
及
既
格
之
、便
覺
彼
物
之
理
、爲
吾
心
素
有
之
物
。

夫
理
在
吾
心
、
不
以
未
知
而
無
、
不
以
既
知
而
有
。
…
。
先
生
批
云
。
極
是
。」

（
6
）「
引
五
峰
…
急
迫
意
思
」　
『
大
學
或
問
』
の
引
用
を
指
す
。
本
巻
一
一
六
条

の
注
（
3
）
参
照
。「
不
免
」
は
、「
未
免
」
と
同
じ
で
、
感
心
し
な
い
、
同
意

し
な
い
と
い
っ
た
気
持
ち
か
ら
、
遠
回
し
に
否
定
的
見
解
を
述
べ
る
。「
い
さ

さ
か
…
の
よ
う
だ
」、「
…
の
き
ら
い
が
あ
る
」。『
中
日
辞
典
（
第
二
版
）』（
小

学
館
、
二
○
○
三
）、
一
五
三
九
頁
。「
意
思
」
は
、「
意
味
・
考
え
・
気
持
・

お
も
し
ろ
み
」、と
い
っ
た
広
い
内
容
を
包
括
す
る
（
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」

抄
』、
四
五
頁
）。
こ
こ
で
は
「
感
じ
」
と
訳
す
。

（
7
）「
至
於
格
物
却
不
説
」  

本
巻
一
一
八
条
参
照
。

（
8
）「
深
險
」  

（
文
章
や
道
理
が
）
難
し
い
、
わ
か
り
に
く
い
。「
平
正
」
に

対
立
す
る
概
念
。『
語
類
』
卷
七
九
、六
一
條
、林
賜
録
（
Ⅴ2037

～2038

）「
因

説
斅
學
半
、
曰
。
…
先
説
、
王
、
人
求
多
聞
、
時
惟
建
事
。
此
是
人
君
且
學
且

斅
、
一
面
理
會
教
人
、
一
面
窮
義
理
。
後
面
説
、
監
于
成
憲
、
其
永
無
愆
數
語
、

是
平
正
實
語
。
不
應
中
間
翻
空
一
句
、
如
此
深
險
。」

（
9
）「
氣
象
」  

『
語
類
』
に
頻
出
。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』、
二
一
六

～
二
一
七
・
五
二
四
～
五
二
五
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
「
様
子
」
と
訳
す
。

（
10
）「
易
得
有
苦
切
意
思
」  

「
易
得
」
は
、「
容
易
に
成
し
う
る
」「
～
し
が
ち
だ
」。

前
掲
興
膳
宏
、
木
津
祐
子
、
斎
藤
希
史
訳
注
『「
朱
子
語
類
」
訳
注　

巻
十
～

十
一
』、
一
○
二
頁
参
照
。「
苦
切
」、
心
の
苦
し
み
。
ま
た
、
苦
し
み
か
ら
生

じ
る
差
し
迫
っ
た
も
の
。
垣
内
景
子
編
『「
朱
子
語
類
」
訳
注　

巻
百
十
九
～

百
二
十
一
』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
七
年
）、
二
三
五
頁
参
照
。「
意
思
」
は
、

本
条
の
注
（
6
）
参
照
。
こ
こ
で
は
、「
気
持
ち
」
と
訳
す
。

（
11
）「
教
人
如
此
」  

「
教
」
は
、「
教
え
る
」
で
は
な
く
、使
役
を
表
す
兼
語
動
詞
。

「
人
を
し
て
此
く
の
如
く
な
ら
し
む
」。

（
12
）「
看
得
」  

「
見
得
」
と
同
じ
。『
語
類
』
卷
一
一
五
、三
三
条
、訓
徐
㝢
（
Ⅶ

2779

）「
莫
學
某
看
文
字
、
看
到
六
十
一
歳
、
方
略
見
得
道
理
恁
地
。（
賀
孫
録

作
方
略
見
得
通
透
。）
今
老
矣
、看
得
、做
甚
使
得
。」
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」

抄
』
四
六
頁
参
照
。

（
13
）「
要
住
不
得
」　
「
要
」
は
、
意
志
を
表
す
助
動
詞
、「
～
し
た
い
」。「
～
得
」

は
、
可
能
助
動
詞
、「
～
で
き
る
」。

（
14
）「
高
立
著
心
」　
「
著
」
は
、「
着
」
と
も
書
く
、
持
続
を
あ
ら
わ
す
助
動
詞
。

（
15
）「
狭
心
」  

偏
狭
な
心
。『
語
類
』卷
九
五
、一
四
二
条
、徐
㝢
録（
Ⅵ2451

）「
問
。

橫
渠
言
心
大
則
百
物
皆
通
、
心
小
則
百
物
皆
病
。
何
如
。
曰
。
此
心
小
是
卑
陋

狹
隘
、
事
物
來
都
沒
柰
何
、
打
不
去
、
只
管
見
礙
、
皆
是
病
。
如
要
敬
則
礙
和
、

一
六
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



要
仁
則
礙
義
、
要
剛
則
礙
柔
。
這
裏
只
看
得
一
箇
、
更
著
兩
箇
不
得
。
為
敬
、

便
一
向
拘
拘
。
為
和
、
便
一
向
放
肆
。
沒
理
會
。
仁
、
便
煦
煦
姑
息
。
義
、
便

粗
暴
決
裂
。
心
大
、
便
能
容
天
下
萬
物
。
有
這
物
則
有
這
理
、
有
那
物
即
有
那

道
理
。
並
行
而
不
相
悖
、
並
育
而
不
相
害
。」

（
16
）「
一
般
」  

「
あ
る
種
の
」、「
一
つ
の
」。

（
17
）「
但
見
有
好
意
思
了
」  
「
…
了
」
は
、
叙
實
語
気
を
表
す
。
本
巻
一
一
五

条
の
注
（
18
）
参
照
。

（
18
）「
一
草
一
木
亦
皆
有
理
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、（
伊
川
先
生
語
）「
又

問
。
致
知
、
先
求
之
四
端
、
如
何
。
曰
。
求
之
性
情
、
固
是
切
於
身
、
然
一
草

一
木
皆
有
理
、
須
是
察
。」

（
19
）「
此
推
而
言
之
雖
草
木
亦
有
理
存
焉
」  

『
語
類
』
巻
一
八
、二
九
条
、
楊

道
夫
録
（
Ⅱ399

）「
行
夫
問
。
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
源
、
此
所

以
可
推
而
無
不
通
也
。
曰
。
近
而
一
身
之
中
、
遠
而
八
荒
之
外
、
微
而
一
草
一

木
之
衆
、
莫
不
各
具
此
理
。」「
理
一
」
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
草
木
さ
え
も
理
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。
草
木
に
対
し
て
格
物
致
知
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
が
、「
天

理
」「
人
倫
」
な
ど
の
対
象
よ
り
優
先
度
が
低
い
た
め
、
草
木
だ
け
に
取
り
組

ん
で
は
い
け
な
い
。
本
巻
二
二
条
、
三
六
条
、
四
○
条
、
四
一
条
、
七
一
条
参

照
。
ま
た
、
前
掲
陳
来
『
朱
子
哲
学
研
究
』、
三
六
二
～
三
六
三
頁
参
照
。

（
20
）「
麻
麥
稻
粱
」  

ア
サ
・
ム
ギ
・
イ
ネ
・
ア
ワ
な
ど
の
類
。『
詩
』「
豳
・
七
月
」

「
十
月
納
禾
稼
、
黍
稷
重
穋
、
禾
麻
菽
麥
。」『
詩
』「
小
雅
・
甫
田
」「
黍
稷
稻
粱
、

農
夫
之
慶
。」

（
21
）「
甚
時
種
、甚
時
收
」  

「
甚
」
は
、疑
問
を
表
す
指
示
代
名
詞
。「
甚
時
」
は
、

「
い
つ
か
」「
い
つ
ご
ろ
か
」。

（
22
）「
地
之
肥
地
之
磽
」  

『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
今
夫
麰
麥
、
播
種
而
耰
之
、

其
地
同
、
樹
之
時
又
同
、
浡
然
而
生
、
至
於
日
至
之
時
、
皆
熟
矣
。
雖
有
不
同
、

則
地
有
肥
磽
、
雨
露
之
養
、
人
事
之
不
齊
也
。」
朱
注
「
磽
、
瘠
薄
也
。」

（
23
）「
致
知
自
粗
而
推
至
於
精
、自
近
而
推
至
於
遠
」  

『
語
類
』巻
一
五
、六
六
条
、

楊
道
夫
録（
Ⅰ295

）「
叔
文
問
。
格
物
莫
須
用
合
内
外
否
。
曰
。
不
須
恁
地
説
、

物
格
後
、他
内
外
自
然
合
。
蓋
天
下
之
事
、皆
謂
之
物
、而
物
之
所
在
莫
不
有
理
。

…
要
之
、
今
且
自
近
以
及
遠
、
由
粗
以
至
精
。」『
朱
文
公
文
集
』
卷
六
四
「
答

姚
棶
（
一
云
答
盧
粹
中
）」「
蓋
嘗
聞
之
、
人
之
一
身
、
應
事
接
物
、
無
非
義
理

之
所
在
。
人
雖
不
能
盡
知
、
然
其
大
端
、
宜
亦
無
不
聞
者
。
要
在
力
行
其
所
已

知
、
而
勉
求
其
所
未
至
。
則
自
近
及
遠
、
由
粗
至
精
、
循
循
有
序
、
而
日
有
可

見
之
功
矣
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
二
、（
伊
川
先
生
語
）「
亨
仲
問
。
如
何

是
近
思
。
曰
。
以
類
而
推
。」

（
24
）「
自
無
穿
窬
之
心
…
以
不
言
餂
之
類
」  

『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。

人
皆
有
所
不
忍
、
達
之
於
其
所
忍
、
仁
也
。
人
皆
有
所
不
為
、
達
之
於
其
所
為
、

義
也
。
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、
而
仁
不
可
勝
用
也
。
人
能
充
無
穿
窬
之
心
、

而
義
不
可
勝
用
也
。（
朱
注
「
穿
、
穿
穴
。
窬
、
踰
墻
。
皆
為
盗
之
事
也
。
能

推
所
不
忍
、
以
達
於
所
忍
、
則
能
滿
其
無
欲
害
人
之
心
、
而
無
不
仁
矣
。
能
推

其
所
不
為
、
以
達
於
所
為
、
則
能
滿
其
無
穿
窬
之
心
、
而
無
不
義
矣
。」）
…
士

未
可
以
言
而
言
、
是
以
言
餂
之
也
。
可
以
言
而
不
言
、
是
以
不
言
餂
之
也
。
是

皆
穿
窬
之
類
也
。（
朱
注
「
餂
、探
取
之
也
。
今
人
以
舌
取
物
曰
餂
、即
此
意
也
。

便
佞
隱
默
、
皆
有
意
探
取
於
人
、
是
亦
穿
窬
之
類
。
然
其
事
隠
微
、
人
所
忽
易
、

故
特
舉
以
見
例
。
明
必
推
無
穿
窬
之
心
、
以
達
於
此
而
悉
去
之
、
然
後
為
能
充

其
無
穿
窬
之
心
也
。」）」

一
六
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



（
25
）「
自
無
欲
害
人
之
心
…
皆
在
所
愛
」  

「
欲
害
人
之
心
」
は
、
本
条
注

（
24
）
参
照
。「
天
下
皆
在
所
愛
」、『
周
易
』「
文
言
傳
」「
君
子
體
仁
足
以
長
人
」

朱
熹
『
本
義
』「
以
仁
為
體
、
則
无
一
物
不
在
所
愛
之
中
、
故
足
以
長
人
。」

（
26
）「
保
四
海
、通
神
明
」  

『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
老
吾
老
、以
及
人
之
老
。

幼
吾
幼
、
以
及
人
之
幼
、
天
下
可
運
於
掌
。
詩
云
。
刑
于
寡
妻
。
至
于
兄
弟
。

以
御
于
家
邦
。
言
舉
斯
心
加
諸
彼
而
已
。
故
推
恩
足
以
保
四
海
、
不
推
恩
無
以

保
妻
子
。
古
之
人
所
以
大
過
人
者
無
他
焉
、善
推
其
所
為
而
已
矣
。」
朱
注
「
蓋

骨
肉
之
親
、
本
同
一
氣
、
又
非
但
若
人
之
同
類
而
已
。
故
古
人
必
由
親
親
推
之
、

然
後
及
於
仁
民
、
又
推
其
餘
、
然
後
及
於
愛
物
。
皆
由
近
以
及
遠
、
自
易
以
及

難
。」「
公
孫
丑
」
上
「
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
擴
而
充
之
矣
、
若
火
之
始
然
、

泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
。
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
。」
朱

注
「
四
端
在
我
、
隨
處
發
見
。
知
皆
即
此
推
廣
而
充
滿
其
本
然
之
量
、
則
其
日

新
又
新
、
將
有
不
能
自
已
者
矣
。
能
由
此
而
遂
充
之
、
則
四
海
雖
遠
、
亦
吾
度

内
、無
難
保
者
。
苟
不
充
之
、則
雖
事
之
至
近
而
不
能
矣
。」
ま
た
、『
孝
經
』「
感

應
章
」「
孝
悌
之
至
、
通
於
神
明
、
光
于
四
海
、
無
所
不
通
。」

118
条

　

先
生
問
。
大
學
看
得
如
何
。
曰
。
大
綱
只
是
明
明
德
、
而
著
力
在
格
物
上
。

　

曰
。
著
力
處
大
段
在
這
裏
、
更
熟
看
、
要
見
血
脈
相
貫
穿
。
程
子
格
物
幾
處
、

更
子
細
玩
味
、
説
更
不
可
易
。
某
當
初
亦
未
曉
得
。
如
呂
、
如
謝
、
如
尹
楊
諸
公

説
、
都
見
好
。
後
來
都
段
段
録
出
、
排
在
那
裏
、
句
句
將
來
比
對
、
逐
字
稱
停
過
。

方
見
得
程
子
説
攧
撲
不
破
、
諸
公
説
、
挨
著
便
成
粉
碎
了
。

　

問
。
胡
氏
説
、
何
謂
太
迫
。
曰
。
説
得
來
局
蹙
、
不
恁
地
寬
舒
、
如
將
繩
索
絣

在
這
裏
一
般
、
也
只
看
道
理
未
熟
。
如
程
子
説
、
便
寬
舒
。
他
説
立
志
以
定
其

本
、
是
始
者
立
箇
根
基
。
居
敬
以
持
其
志
、
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之

内
、
而
知
乃
可
精
。
知
未
到
精
處
、
方
是
可
精
。
此
是
説
格
物
以
前
底
事
。
後
面

所
説
、
又
是
格
物
以
後
底
事
。
中
間
正
好
用
工
曲
折
處
、
都
不
曾
説
、
便
是
局
蹙

了
。  

㝢

〔
校
勘
〕

○
「
曰
大
綱
只
是
明
明
德
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
云
大
綱
只
是
明
德
」
に
作
る
。

○
「
而
著
力
在
格
物
上
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」

を
「
着
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
説
更
不
可
易
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
説
」
の
前
に
「
他
」

の
字
が
あ
る
。

○
「
如
尹
楊
諸
公
説
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
尹
楊
」
を
「
楊

尹
」
に
作
る
。

○
「
逐
字
稱
停
過
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻

本
は
「
稱
」
を
「
秤
」
に
作
る
。

○
「
何
謂
太
迫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
太
」
を
「
大
」
に
作
る
。

○
「
絣
在
這
裏
一
般
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
一
般
」
の
二
字
無
し
。

○
「
是
始
者
立
箇
根
基
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
此
の
一
句
無
し
。

○
「
此
是
説
格
物
以
前
底
事
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
此
の
下
に
小
注
が
あ
り
、「
徐

此
下
有
下
面
言
目
流
於
色
則
知
自
反
以
理
視
云
云
十
五
字
」と
い
う
。
た
だ「
下

面
」
か
ら
「
理
視
」
ま
で
は
十
四
字
し
か
な
い
。
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○
「
後
面
所
説
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
所
」
の
字
無
し
。

○
「
㝢
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
淳
○
㝢
同
差
詳
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

先
生
が
尋
ね
ら
れ
た
。「『
大
学
』を
読
ん
で
ど
ん
な
具
合
か
ね
。」答
え
た
。「『
大

学
』
の
綱
領
は
す
べ
て
「
明
明
徳
」
に
あ
り
ま
す
が
、
力
を
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ

は
「
格
物
」
で
す
。」

　

先
生
「
力
を
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
だ
い
た
い
そ
こ
（
格
物
）
に
あ
る
。
も
っ

と
熟
読
し
な
さ
い
。
そ
の
前
後
の
脈
絡
を
貫
通
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
程
子
が
格
物
に
言
及
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
言
葉
を
、
も
っ
と
詳
細
に

玩
味
し
な
さ
い
。
程
子
の
説
は
、（
最
も
正
確
で
）
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

僕
も
最
初
は
こ
の
点
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
呂
大
臨
、
謝
良
佐
、
尹
焞
、
楊
時
、

彼
ら
の
（
格
物
の
）
説
は
、ど
れ
も
良
い
と
思
っ
た
。
後
に
諸
説
を
（
内
容
に
よ
っ

て
）
段
に
分
け
て
抜
粋
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
並
べ
て
置
い
た
。
句
ご
と
を
比
べ
、

字
を
は
じ
め
か
ら
一
つ
一
つ
（
そ
の
良
し
悪
し
を
）
斟
酌
し
た
。
そ
し
て
、
は
じ

め
て
程
子
の
説
が
正
し
く
て
ど
う
や
っ
て
も
論
破
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
た
。
諸
公
の
説
を
（
程
子
の
説
の
前
に
）
並
べ
て
見
る
と
、
そ
れ
ら
の
論
は
す

ぐ
に
ぼ
ろ
が
出
て
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
。」

　

質
問
「
な
ぜ
胡
宏
の
説
を
狭
過
ぎ
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
か
。」
先
生
「
そ
の
説

は
窮
屈
で
あ
の
よ
う
に
（
程
子
の
説
の
よ
う
に
）
伸
び
や
か
で
は
な
い
。
ち
ょ
う

ど
縄
で
こ
こ
に
縛
る
よ
う
な
束
縛
感
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
（
胡
宏
の
）
道

理
へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
な
せ
い
だ
。程
子
の
説
な
ら
伸
び
や
か
だ
。彼（
胡
宏
）

が
言
っ
た
「
志
を
立
て
て
以
て
其
の
本
を
定
む
」
と
は
、（
格
物
致
知
を
）
始
め

る
に
先
立
っ
て
基
礎
を
作
る
こ
と
だ
。「
敬
に
居
り
て
以
て
其
の
志
を
持
す
。
志

を
事
物
の
表
に
立
て
、
敬
を
事
物
の
内
に
行
う
。
而
し
て
知
乃
ち
精
に
す
べ
し
」

と
は
、
知
見
が
ま
だ
精
密
な
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、（
知
見
を
）
精

密
に
拡
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。（
だ
か
ら
、）
こ
れ
は
物
に
格
る
前
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
一
方
、（
胡
宏
の
文
章
の
）
後
ろ
で
言
う
の
は
、
物
に
格
っ
た

後
の
こ
と
だ
。
中
間
（
格
物
）
の
ち
ょ
う
ど
力
を
入
れ
る
べ
き
曲
折
の
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、全
く
説
明
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、胡
宏
の
説
は
不
十
分
で
窮
屈
だ
。」

　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
1
）「
看
得
如
何
」  

「
看
」は
、
こ
こ
で
は
「（
本
を
）読
む
」。「
得
」は
、「
動
詞

＋
得
＋
補
語
」、
前
掲
蔣
紹
愚
、
曹
廣
順
主
編
『
近
代
漢
語
語
法
史
研
究
綜
述
』、

三
四
二
頁
。

（
2
）「
大
綱
只
是
明
明
德
、
而
著
力
在
格
物
上
」　
『
大
學
或
問
』「
篇
首
三
言
者
、

大
學
之
綱
領
也
。
而
以
其
賓
主
對
待
先
後
次
第
言
之
、
則
明
明
德
者
、
又
三
言

之
綱
領
也
。」「
篇
首
三
言
」
と
は
、「
明
明
德
」、「
新
民
」、「
止
於
至
善
」。「
著
力
」

は
、「
用
力
」
と
同
じ
、「
力
を
入
れ
る
」。『
語
類
』
巻
一
四
、六
三
条
、
程
端

蒙
録
（
Ⅰ260

）「
大
學
首
三
句
説
一
箇
體
統
、用
力
處
却
在
致
知
格
物
。」
ま
た
、

陸
九
渊
に
も
同
じ
説
が
あ
る
。『
陸
九
淵
集
』
卷
二
一
「
學
説
」「
欲
明
明
德
於

天
下
是
入
大
學
標
的
、
格
物
致
知
是
下
手
處
。」

（
3
）「
大
段
」  
だ
い
た
い
、
概
ね
。

（
4
）「
血
脈
相
貫
穿
」  

「
血
脈
」
は
、（
文
章
・
道
理
の
）
筋
道
、条
理
、脈
絡
。『
語

類
』
巻
一
九
、五
二
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ436

）「
讀
孟
子
、
非
惟
看
它
義
理
、
熟

一
六
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



讀
之
便
曉
作
文
之
法
。
首
尾
照
應
、
血
脈
通
貫
、
語
意
反
覆
、
明
白
峻
潔
、
無

一
字
閑
。
人
若
能
如
此
作
文
、便
是
第
一
等
文
章
。」「
貫
穿
」
は
、貫
通
、貫
く
。

（
5
）「
程
子
格
物
幾
處
」  

『
大
學
或
問
』
が
引
用
し
た
程
子
の
格
物
致
知
の
説

に
つ
い
て
は
、
本
巻
七
四
条
の
〔
附
表
2
〕
参
照
。

（
6
）「
如
呂
如
謝
如
尹
楊
諸
公
説
」  

呂
大
臨
、
謝
良
佐
、
尹
焞
、
楊
時
、
み
な

程
子
の
門
人
で
あ
る
。『
大
學
或
問
』
が
引
用
し
た
程
子
門
人
の
格
物
致
知
の

説
に
つ
い
て
は
、
本
巻
六
八
条
の
〔
附
表
１
〕
参
照
。

（
7
）「
排
在
那
裏
」　
『
字
海
便
覧
』「
カ
シ
コ
ニ
、ナ
ラ
ベ
オ
ク
ト
、云
フ
コ
ト
也
。」

（
8
）「
將
來
比
對
」  

「
將
來
」
は
、
現
代
中
国
語
の
「
拿
来
」
に
近
い
、「
も
っ

て
く
る
」。「
比
對
」、『
字
海
便
覧
』「
ク
ラ
ベ
ル
コ
ト
ナ
リ
。」

（
9
）「
逐
字
稱
停
過
」　
「
稱
停
」、「
秤
停
」
と
も
書
く
、
は
か
り
に
か
け
て
比
べ

る
、
斟
酌
す
る
。「
…
過
」
は
、
助
動
詞
で
完
了
を
あ
ら
わ
す
。「
了
」
と
は
少

し
く
意
味
を
異
に
し
、あ
る
動
作
を
済
ま
せ
る
と
い
う
感
じ
が
つ
よ
い
。
ま
た
、

完
成
を
あ
ら
わ
す
「
過
」
が
過
去
の
場
合
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
閲
歴
経
験
を

表
わ
す
と
も
称
さ
れ
る
。
前
掲
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』、
二
一
八
～

二
一
九
頁
参
照
。『
字
海
便
覧
』「
毎ゴ

ト
ニㇾ

字ジ

カ
ケ
ア
ハ
セ
テ
、
見
タ
ト
、
云
フ
コ

ト
也
。」

（
10
）「
攧
撲
不
破
」  「
顛
撲
不
破
」と
も
書
く
、攧
は
投
げ
つ
け
る
、撲
は
打
つ
。（
理

論
な
ど
が
）正
し
く
て
永
久
に
論
破
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る（
前
掲『
中

日
辞
典
（
第
二
版
）』、
三
三
六
頁
）。『
字
海
便
覧
』「
俗
ニ
所
謂
ド
ウ
ヅ
ク
ト
、

云
フ
コ
ト
也
。」

（
11
）「
挨
著
便
成
粉
碎
了
」  

「
挨
」
は
、
現
代
中
国
語
に
近
い
、「
隣
り
あ
う
」

「
並
ぶ
」。
こ
こ
で
は
他
動
詞
の
「
並
べ
る
」
と
訳
す
。「
著
」
は
、「
着
」
と
も

書
く
、
持
続
を
あ
ら
わ
す
助
動
詞
。
こ
こ
で
は
、
仮
定
、
条
件
の
ご
と
く
用
い

ら
れ
る
用
法
。
前
掲
太
田
辰
夫『
中
国
語
歴
史
文
法
』、二
二
五
頁
参
照
。「
粉
碎
」

は
、
粉
々
に
砕
か
れ
た
さ
ま
。「
…
了
」
は
、
叙
實
語
気
を
表
す
助
詞
、
本
巻

一
一
五
条
の
注
（
18
）
参
照
。

（
12
）「
何
謂
太
迫
」  

『
大
學
或
問
』「
但
其
語
意
頗
傷
急
迫
、
既
不
能
盡
其
全

體
規
模
之
大
、又
無
以
見
其
從
容
濳
玩
積
久
貫
通
之
功
耳
。」
こ
の
問
答
は
「
急

迫
」
の
「
迫
」（「
局
蹙
」）
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
の
で
、胡
宏
説
の
「
急
」（
せ
っ

か
ち
）
の
面
を
あ
ま
り
強
調
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
迫
」
を

「
狭
い
」
と
訳
す
。

（
13
）「
局
蹙
」  

狭
く
て
窮
屈
な
こ
と
、『
字
海
便
覧
』「
キ
フ
ク
ツ
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
。」

ま
た
、
本
巻
五
三
条
の
注
（
5
）
参
照
。

（
14
）「
恁
地
」  

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
。「
如
此
」
と
同
じ
。
本
巻

一
一
五
条
の
注
（
11
）
参
照
。

（
15
）「
如
將
繩
索
絣
在
這
裏
一
般
」  

「
如
…
一
般
」
は
、「
似
…
一
般
」
と
同
じ
、

「
ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う
だ
」。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』、一
四
二
頁
参
照
。

「
將
」
は
、「
把
」
と
同
じ
、
処
置
を
あ
ら
わ
す
介
詞
、「
…
を
」。
前
掲
太
田
辰

夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』、二
六
一
頁
参
照
。「
絣
」
は
、「
綳
」
に
通
じ
、縛
る
、

束
縛
す
る
。
韓
愈
、
孟
郊
「
城
南
聯
句
」「
賽
饌
木
盤
簇
、
妖
靸
藤
索
絣
。」「
在

這
裏
」
は
、上
に
の
べ
る
動
作
・
状
態
の
確
実
さ
を
強
調
す
る
。
三
浦
国
雄
『「
朱

子
語
類
」
抄
』
五
〇
頁
参
照
。『
字
海
便
覧
』「
ツ
ナ
ヲ
以
テ
、
シ
ハ
リ
テ
、
此

ニ
オ
イ
タ
ル
如
キ
ノ
、
ヤ
ウ
ナ
ト
、
云
フ
也
。
ヤ
ウ
ナ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
一
般

ニ
カ
カ
ル
ナ
リ
。」

（
16
）「
格
物
以
前
底
事
」  

本
巻
一
一
五
条
参
照
。
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（
17
）「
後
面
所
説
」  

朝
鮮
古
写
本
の
小
注
「
徐
此
下
有
下
面
言
目
流
於
色
、
則

知
自
反
以
理
視
云
云
十
五
字
」
に
よ
る
と
、「
後
面
所
説
」
は
以
下
の
内
容
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
胡
宏
集
』「
復
齋
記
」「
目
流
于
形
色
、則
知
自
反
、

而
以
理
視
。
耳
流
于
音
聲
、
則
知
自
反
、
而
以
理
聽
。
口
流
于
唱
和
、
則
知
自

反
、
而
以
理
言
。
身
流
于
行
止
、
則
知
自
反
、
而
以
理
動
。
有
不
中
理
未
嘗
不

知
、
知
之
未
嘗
復
行
。
此
顔
子
所
以
克
己
復
禮
、
不
遠
復
而
庶
幾
聖
人
者
也
。」

（
18
）「
中
間
正
好
用
工
曲
折
處
、
都
不
曾
説
」  

本
巻
一
一
七
条
参
照
。

（
19
）「
便
是
局
蹙
了
」  

胡
宏
が
格
物
致
知
の
功
を
焦
っ
て
物
に
格
る
工
夫
を
説

明
し
な
か
っ
た
た
め
、
朱
熹
は
「
局
蹙
」（
窮
屈
）
や
「
急
迫
」（
せ
っ
か
ち
）

と
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
。
本
巻
一
一
六
条
参
照
。

119
条

　

格
物
須
是
到
處
求
。
博
學
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
皆
格
物
之
謂
也
。

若
只
求
諸
己
、
亦
恐
見
有
錯
處
、
不
可
執
一
。
伊
川
説
得
甚
詳
、
或
讀
書
、
或
處

事
、
或
看
古
人
行
事
、
或
求
諸
己
、
或
即
人
事
。

　

復
曰
。
於
人
事
上
推
測
、
自
有
至
當
處
。
如
楊
謝
游
尹
諸
公
、
非
不
見
伊
川
、

畢
竟
説
得
不
曾
透
、
不
知
如
何
。
今
人
多
説
傳
聞
不
如
親
見
。
看
得
如
此
時
、
又

却
傳
聞
未
必
不
如
親
見
。
蓋
當
時
一
問
一
對
、
只
説
得
一
件
話
。
而
今
却
鬭
合
平

日
對
問
講
論
作
一
處
、
所
以
分
明
好
看
。  

浩

〔
校
勘
〕

○
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
収
録
せ
ず
。

○「
慎
思
之
」　

諸
本
は「
慎
」を「
謹
」に
作
る
。
南
宋
孝
宗
の
諱
で
あ
っ
た「
眘
」

を
避
け
、「
慎
」
を
「
謹
」
に
書
き
換
え
た
た
め
で
あ
る
。
陳
垣
『
史
諱
舉
例
』

（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
一
五
五
頁
参
照
。

〔
訳
〕

  

（
先
生
）「
格
物
は
至
る
處
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
博
く
之
れ
を
学
ぶ
」、

「
審
ら
か
に
之
れ
を
問
う
」、「
慎
ん
で
之
れ
を
思
う
」、「
明
ら
か
に
之
れ
を
弁
う
」

と
は
、
み
な
格
物
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
た
だ
自
身
の
み
に
求
め
る
と
、
間
違

う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
一
端
に
固
執
し
て
は
い
け
な
い
。
程
頤
は
そ
れ
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
た
。
或
い
は
読
書
す
る
、
或
い
は
事
柄
に
対
処
す
る
、
或
い
は
古

人
の
事
跡
を
読
む
、
或
い
は
自
身
に
求
め
る
、
或
い
は
世
間
の
事
柄
に
つ
い
て
考

え
る
（
、
こ
れ
ら
は
み
な
格
物
の
工
夫
を
行
う
と
こ
ろ
だ
）。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
世
間
の
事
柄
か
ら
（
道
理
を
）
推
し
量
る
の
は
、
当
然
き

わ
め
て
妥
当
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、楊
時
、謝
良
佐
、游
酢
、尹
焞
諸
公
は
、

程
頤
に
会
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
局
（
格
物
の
こ
と
を
）
は
っ
き
り

説
明
で
き
な
か
っ
た
。（
な
ぜ
か
と
い
う
と
、）そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ま
、

よ
く
「
伝
聞
は
親
見
に
如
か
ず
」
と
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
こ
と
か
ら

見
れ
ば
、
人
づ
て
に
聞
く
こ
と
は
必
ず
し
も
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
に
及
ば
な
い

と
は
限
ら
な
い
。
恐
ら
く
、
当
時
は
一
問
一
答
を
交
わ
し
て
、
ひ
と
く
さ
り
の
話

し
か
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
ま
（
程
子
の
）
普
段
の
問

答
や
議
論
を
掻
き
集
め
て
一
つ
の
と
こ
ろ
に
纏
め
た
た
め
、（
程
子
の
格
物
説
は

昔
よ
り
）
は
っ
き
り
し
て
い
て
分
か
り
や
す
い
。」　

邵
浩
録

一
七
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



〔
注
〕

（
1
）「
博
学
之
」
云
　々
『
中
庸
章
句
』
二
十
章
「
博
學
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、

明
辨
之
、篤
行
之
。」
朱
注
「
此
誠
之
之
目
也
。
學
問
思
辨
、所
以
擇
善
而
為
知
、

學
而
知
也
。
篤
行
、
所
以
固
執
而
為
仁
、
利
而
行
也
。」

（
2
）「
皆
格
物
之
謂
」  
『
語
類
』
卷
四
一
、五
九
条
、黄
義
剛
録
（
Ⅲ1058

）「
博

學
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
。
前
面
四
項
、
只
是
理
會
這
物

事
。
理
會
得
後
、
方
去
行
。」
ま
た
、
陸
九
渊
に
も
同
じ
説
が
あ
る
。『
陸
九
淵

集
』
卷
二
一
「
學
説
」「
中
庸
言
博
學
、
審
問
、
慎
思
、
明
辨
、
是
格
物
之
方
。」

（
3
）「
只
求
諸
己
」  

『
語
類
』
卷
一
八
、三
二
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅱ399

）「
問
。

觀
物
察
己
、
還
因
見
物
反
求
諸
己
。
此
説
亦
是
、
程
子
非
之
、
何
也
。
曰
。
這

理
是
天
下
公
共
之
理
、
人
人
都
一
般
、
初
無
物
我
之
分
。
不
可
道
我
是
一
般
道

理
、
人
又
是
一
般
道
理
。
將
來
相
比
、
如
赤
子
入
井
、
皆
有
怵
惕
、
知
得
人
有

此
心
、
便
知
自
家
亦
有
此
心
、
更
不
消
比
並
自
知
。」

（
4
）「
不
可
執
一
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中

無
權
、猶
執
一
也
。
所
惡
執
一
者
、為
其
賊
道
也
、舉
一
而
廢
百
也
。」
朱
註
「
執

中
而
無
權
、
則
膠
於
一
定
之
中
而
不
知
變
、
是
亦
執
一
而
已
矣
。」

（
5
）「
伊
川
説
得
甚
詳
」
云
々  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、（
伊
川
先
生
語
）「
或

問
。
進
修
之
術
何
先
。
曰
。
莫
先
於
正
心
誠
意
。
誠
意
在
致
知
、致
知
在
格
物
。

格
、
至
也
、
如
祖
考
來
格
之
格
。
凡
一
物
上
有
一
理
、
須
是
窮
致
其
理
。
窮
理

亦
多
端
。
或
讀
書
、
講
明
義
理
。
或
論
古
今
人
物
、
別
其
是
非
。
或
應
事
接
物

而
處
其
當
。
皆
窮
理
也
。」『
大
学
或
問
』
も
こ
の
条
を
引
用
し
た
。
本
巻
七
四

条
の
〔
附
表
2
〕
参
照
。

（
6
）「
楊
謝
游
尹
諸
公
」  

楊
時
、謝
良
佐
、游
酢
、尹
焞
、み
な
程
子
の
門
人
。『
大

学
或
問
』
が
引
用
し
た
楊
時
、
謝
良
佐
、
尹
焞
の
説
に
つ
い
て
は
、
本
巻
六
八

条
の
〔
附
表
1
〕
参
照
。

（
7
）「
説
得
不
曾
透
」  

「
透
」
は
、「
は
っ
き
り
」、「
十
分
に
」。

（
8
）「
不
知
如
何
」　

程
子
の
門
人
が
格
物
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
理
由

は
知
ら
な
か
っ
た
。『
語
類
』
巻
二
五
、三
六
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ610

）「
今

却
説
得
衰
麻
哭
踊
似
是
先
底
、
却
覺
語
意
不
完
。
龜
山
説
話
多
如
此
、
不
知
如

何
。」

（
9
）「
傳
聞
不
如
親
見
」  

古
く
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
、
現
代
中
国
語
に
も
残
っ
て

い
る
。「
人
づ
て
に
聞
く
よ
り
も
自
分
の
目
で
見
た
ほ
う
が
確
か
で
あ
る
。」『
後

漢
書
』
巻
二
十
四
、
馬
援
伝
「
臣
愚
以
為
傳
聞
不
如
親
見
、
視
景
不
如
察
形
。」

（
10
）「
蓋
當
時
一
問
一
對
、只
説
得
一
件
話
」  

「
件
」
は
、量
詞
、「
ひ
と
く
さ
り
」

の
話
。『
語
類
』巻
九
七
、一
条
、廖
謙
録（
Ⅶ2479

）「
先
生
又
言
、語
録
是
雜
載
。

只
如
閑
説
一
件
話
、
偶
然
引
上
經
史
上
、
便
把
來
編
了
。
明
日
人
又
隨
上
面
去

看
。
直
是
有
學
力
、
方
能
分
曉
謙
。」
ま
た
、
程
子
が
相
手
に
合
わ
せ
て
教
え

の
内
容
を
変
え
た
と
い
う
朱
熹
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
本
巻
二
二
条
、
二
五
条
、

六
九
条
、
七
一
条
参
照
。

（
11
）「
而
今
却
鬭
合
平
日
對
問
講
論
作
一
處
」　
「
鬭
合
」
は
、
集
ま
る
、
集
め
る
。

『
語
類
』
巻
一
三
七
、二
○
条
、
錢
木
之
録
（
Ⅷ3260

）「
如
古
人
明
德
、
新
民
、

至
善
等
處
、皆
不
理
會
、却
要
鬭
合
漢
魏
以
下
之
事
整
頓
為
法
、這
便
是
低
處
。」

次
条
（
一
二
○
条
）
の
内
容
を
合
わ
せ
て
考
え
た
う
え
、
こ
こ
で
朱
熹
は
、
自

分
が
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
に
編
纂
し
た
『
程
氏
遺
書
』
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
（
束
景
南
『
朱
熹
年
譜
長
編
』、
華
東
師
範
大
学
、
二
○
○

一
年
、
三
九
○
～
三
九
二
頁
）。『
程
氏
遺
書
』
の
編
纂
の
顛
末
は
、
市
川
安
司

一
七
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



「
朱
晦
庵
の
校
書―

程
氏
文
集
を
め
ぐ
る
朱
・
張
の
問
答
を
中
心
と
し
て―

」（
氏

著
『
朱
子
哲
學
論
考
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
、
二
五
三
～
二
七
一
頁
）、

田
智
忠
「
論
鳴
道
本
『
二
程
語
録
』
與
『
二
程
遺
書
』
的
淵
源
」（『
中
国
哲
学

史
』、
二
○
○
九
年
第
四
期
）
参
照
。「
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
本
条
の
記
録

者
で
あ
る
邵
浩
の
記
録
年
は
淳
熙
十
三
年
（
一
一
八
六
）、『
程
氏
遺
書
』
の
初

め
の
出
版
か
ら
十
八
年
経
っ
て
い
る
。
参
照
の
た
め
、
本
条
と
関
係
す
る
朱
熹

「
程
氏
遺
書
後
序
」
の
内
容
を
左
に
引
用
し
て
お
く
。『
朱
文
公
文
集
』
卷
七
五

「
程
氏
遺
書
後
序
」「
右
程
氏
遺
書
二
十
五
篇
。
二
先
生
門
人
記
其
所
見
聞
答
問

之
書
也
。
始
、
諸
公
各
自
爲
書
、
先
生
没
而
其
傳
寖
廣
。
然
散
出
並
行
、
無
所

統
一
、
傳
者
頗
以
己
意
私
竊
竄
易
、
歴
時
既
久
、
殆
無
全
編
。
熹
家
有
先
人
舊

藏
數
篇
、
皆
著
當
時
記
録
主
名
、
語
意
相
承
、
首
尾
通
貫
、
蓋
未
更
後
人
之
手
、

故
其
書
最
爲
精
善
。
後
益
以
類
訪
求
、
得
凡
二
十
五
篇
。
因
稍
以
所
聞
歳
月
先

後
、
第
爲
此
書
、
篇
目
皆
因
其
舊
、
而
又
別
爲
之
録
如
此
、
以
見
分
別
次
序
之

所
以
然
者
。」

（
12
）「
分
明
好
看
」  

「
分
明
」は
、明
ら
か
、は
っ
き
り
し
て
い
る
さ
ま
。「
好
看
」、

こ
こ
で
は
「
分
か
り
や
す
い
」、「
読
み
や
す
い
」。『
語
類
』
巻
一
一
、一
一
六
条
、

余
大
雅
録
（
Ⅰ193

）「
傳
注
、
惟
古
注
不
作
文
、
却
好
看
。
只
隨
經
句
分
説
、

不
離
經
意
、
最
好
。
疏
亦
然
。
今
人
解
書
、
且
圖
要
作
文
、
又
加
辨
説
、
百
般

生
疑
。
故
其
文
雖
可
讀
、
而
經
意
殊
遠
。」

120
条

　

這
箇
道
理
、
自
孔
孟
既
没
、
便
無
人
理
會
得
。
只
有
韓
文
公
曾
説
來
、
又
只
説

到
正
心
誠
意
、
而
遺
了
格
物
致
知
。
及
至
程
子
、
始
推
廣
其
説
、
工
夫
精
密
、
無

復
遺
憾
。

　

然
程
子
既
没
、
諸
門
人
説
得
便
差
、
都
説
從
別
處
去
、
與
致
知
格
物
都
不
相
干
、

只
不
曾
精
曉
得
程
子
之
説
耳
。
只
有
五
峰
説
得
精
、
其
病
猶
如
此
。
亦
緣
當
時
諸

公
所
聞
於
程
子
者
語
意
不
全
、
或
只
聞
一
時
之
語
、
或
只
聞
得
一
邊
、
所
以
其
説

多
差
。

　

後
來
却
是
集
諸
家
語
錄
、
湊
起
衆
説
、
此
段
工
夫
方
始
渾
全
。
則
當
時
門
人
親

炙
者
未
爲
全
幸
、
生
於
先
生
之
後
者
未
爲
不
幸
。
蓋
得
見
諸
家
記
錄
全
書
、
得
以

詳
考
、
所
以
其
法
畢
備
。

　

又
曰
。
格
物
致
知
、
其
次
上
蔡
説
得
稍
好
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇
本
条
は
池
錄
巻
三
八
・
戊
午
所
聞
に
収
録
さ
れ
る
。『
朱
子
語
錄
』一
〇
二
三
頁
。

〇
本
条
の
冒
頭
よ
り
「
此
段
工
夫
方
始
渾
全
」
に
至
る
ま
で
の
部
分
は
、朱
熹
『
八

朝
名
臣
言
行
錄
』
の
続
編
に
あ
た
る
李
幼
武
『
皇
朝
道
學
名
臣
言
行
外
錄
』（
以

下
「
言
行
外
錄
」）
巻
三
・
程
頤
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
校
勘
に
は
国
立
公
文

書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
元
刊
本
を
用
い
た
。

〇「
這
箇
道
理
」　

池
錄
で
は「
這
」の
上
に「
又
曰
」二
字
が
あ
る
。
朝
鮮
古
写
本
、

言
行
外
錄
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〇「
便
無
人
理
會
得
」　

朝
鮮
整
版
本
は「
便
」を「

」に
作
る
。
下
並
び
に
同
じ
。

〇
「
無
復
遺
憾
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
呂
留
良
本
、
傳
經
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、

朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
、
池
錄
、
言
行
外
錄
は
「
憾
」
を
「
慮
」
に
作
る
。

〇
「
諸
門
人
説
得
便
差
」　

言
行
外
錄
に
は
「
諸
」
字
が
な
い
。一

七
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



〇「
只
不
曾
精
曉
得
程
子
之
説
耳
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、池
錄
、

言
行
外
錄
は
「
只
」
を
「
是
」
に
作
る
。

〇
「
只
有
五
峰
説
得
精
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
、
言
行
外
錄
は
「
峰
」
を
「
峯
」
に
作
る
。

〇
「
或
只
聞
得
一
邊
」　

萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
邊
」
を
「
邉
」

に
作
る
。

〇
「
後
來
却
是
集
諸
家
語
錄
」　

傳
經
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
湊
起
衆
説
」　

傳
經
堂
本
は
「
衆
」
を
「
眾
」
に
作
る
。

〇
「
此
段
工
夫
方
始
渾
全
」　

言
行
外
錄
は
「
工
」
を
「
功
」
に
作
る
。

〇
「
則
當
時
門
人
親
炙
者
未
爲
全
幸
」　

池
錄
で
は
「
則
」
字
の
上
に
「
然
」
字

が
あ
る
。

〇
「
生
於
先
生
之
後
者
未
爲
不
幸
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

池
錄
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。

〇
「
其
次
上
蔡
説
得
稍
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
次
」
を
「
後
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
こ
の
道
理
と
い
う
の
は
、
孔
子
・
孟
子
が
没
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
も
う

そ
れ
で
誰
一
人
理
解
で
き
て
い
な
い
。
韓
文
公
（
韓
愈
）
だ
け
は
そ
れ
に
つ
い
て

語
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
や
は
り
正
心
誠
意
と
い
う
こ
と
に
論
及
し
た
だ
け
で
、

格
物
致
知
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。
程
伊
川

先
生
に
至
っ
て
初
め
て
格
物
致
知
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
理
屈
を
推
し
広
め
、
そ

の
取
り
組
み
方
は
精
密
で
、
も
は
や
心
残
り
が
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
程
伊
川
先
生
が
亡
く
な
る
や
、
門
人
た
ち
の
立
説
は
て
ん
で
駄

目
で
、
話
が
ま
る
で
よ
そ
の
方
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
致
知
格
物
に
ち
っ
と
も
立

ち
入
ろ
う
と
し
な
い
の
だ
が
、
彼
ら
は
程
伊
川
先
生
の
話
が
全
く
わ
か
っ
て
い
な

い
だ
け
な
の
だ
。
た
だ
胡
五
峰
（
胡
宏
）
だ
け
は
話
が
精
密
な
の
だ
が
、
そ
の
短

所
は
や
は
り
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
（
致
知
格
物
を
論
じ
な
い
と
こ
ろ
）
に
あ
る
。

当
時
の
諸
氏
が
程
伊
川
先
生
か
ら
耳
に
し
た
も
の
と
い
う
の
は
言
葉
の
趣
旨
が
十

分
に
尽
く
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
者
は
そ
の
時
に
当
て
は
ま
る
だ
け
の
普

遍
的
で
な
い
話
ば
か
り
聞
き
、
あ
る
者
は
物
事
の
一
面
に
つ
い
て
の
話
ば
か
り
聞

い
た
か
ら
、
そ
う
い
う
わ
け
で
彼
ら
の
言
う
こ
と
は
大
抵
駄
目
な
の
だ
。

　

後
に
は
諸
氏
の
語
録
を
集
め
、
諸
氏
の
説
を
ひ
と
ま
と
め
に
整
理
し
た
の
で
、

こ
の
一
段
（
致
知
格
物
）
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
方
が
は
じ
め
て
完
備
し
た
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
当
時
の
門
人
で
程
伊
川
先
生
の
謦
咳
に
接
し
た

者
が
必
ず
し
も
幸
せ
だ
と
は
い
え
な
い
し
、
程
伊
川
先
生
よ
り
後
の
時
代
に
生
ま

れ
た
人
間
が
必
ず
し
も
不
幸
だ
と
も
い
え
な
い
。
結
局
、
諸
氏
の
記
録
の
全
体
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
、
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
方
法

が
備
わ
っ
た
の
だ
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
格
物
致
知
に
つ
い
て
、
胡
五
峰
の
次
と
な
る
と
謝
上

蔡
（
謝
良
佐
）
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
あ
ま
あ
良
い
ぞ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
1
）「
這
箇
道
理
、
自
孔
孟
既
没
、
便
無
人
理
會
得
」　

直
後
に
韓
愈
に
言
及
す

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
一
段
は
、
尭
・
舜
か
ら
孔
子
・
孟
子
ま

で
道
が
伝
え
ら
れ
、
孟
子
の
没
後
継
承
者
が
い
な
く
な
っ
た
、
と
す
る
、
韓
愈

の
唱
え
た
道
統
観
念
を
背
景
に
も
つ
。『
昌
黎
先
生
文
集
』巻
一
一「
原
道
」「
斯

一
七
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



吾
所
謂
之
道
也
、
非
向
所
謂
老
與
佛
之
道
也
。
堯
以
是
傳
之
舜
、
舜
以
是
傳
之

禹
、
禹
以
是
傳
之
湯
、
湯
以
是
傳
之
文
武
周
公
、
文
武
周
公
傳
之
孔
子
、
孔
子

傳
之
孟
軻
、
軻
之
死
、
不
得
其
傳
焉
。」『
大
學
章
句
』
序
に
「
時
即
有
若
孔
子

之
聖
、
…
三
千
之
徒
、
莫
不
聞
其
説
、
而
曾
氏
之
傳
、
獨
得
其
宗
。
於
是
作
爲

傳
義
、
以
發
其
意
。
及
孟
子
没
、
而
其
傳
泯
焉
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
熹
は

韓
愈
の
こ
の
言
論
に
基
づ
い
て
道
統
の
説
を
唱
え
た
。

（
2
）「
只
有
韓
文
公
曾
説
來
、
又
只
説
到
正
心
誠
意
、
而
遺
了
格
物
致
知
」　

韓

愈
が
「
正
心
誠
意
」
の
み
に
触
れ
て
「
格
物
致
知
」
に
論
及
し
な
か
っ
た
、
と

い
う
の
は
、「
原
道
」
に
於
け
る
「
大
學
」
の
引
用
に
「
格
物
致
知
」
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。『
昌
黎
先
生
文
集
』
巻
一
一
「
原
道
」「
傳
曰
。
古

之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。
欲
齊
其
家

者
、先
修
其
身
。
欲
修
其
身
者
、先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、先
誠
其
意
。
然
則
、

古
之
所
謂
正
心
而
誠
意
者
、
將
以
有
爲
也
。」
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
朱
熹
は
『
語

類
』
巻
一
三
七
、六
四
条
、
林
夔
孫
録(

Ⅷ3271-3272)

に
於
い
て
も
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
お
り
、そ
こ
で
は
よ
り
直
接
的
に
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。「
原

道
中
舉
大
學
、
却
不
説
致
知
在
格
物
一
句
。
蘇
子
由
古
史
論
舉
中
庸
不
獲
乎
上

後
、
却
不
説
不
明
乎
善
、
不
誠
乎
身
二
句
。
這
兩
箇
好
做
對
。
司
馬
温
公
説
儀

秦
處
、
説
立
天
下
之
正
位
、
行
天
下
之
大
道
、
却
不
説
居
天
下
之
廣
居
。
看
得

這
樣
底
、都
是
箇
無
頭
學
問
。」
な
お
、原
文
「
來
」
は
こ
こ
で
は
過
去
を
表
す
。

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
二
九
二
頁
参
照
。

（
3
）「
諸
門
人
説
得
便
差
」　
「
差
」
は
「
駄
目
だ
」、「
悪
い
」、「
間
違
っ
て
い
る
」。

本
条
で
朱
熹
は
、
孔
孟
が
没
し
て
道
統
が
絶
え
、
二
程
子
が
没
し
て
そ
の
学
問

が
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、こ
れ
は
『
漢
書
』「
藝
文
志
」「
昔

仲
尼
没
而
微
言
絶
、
七
十
子
喪
而
大
義
乖
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
図
式
と
し
て

は
二
程
が
「
仲
尼
」、
そ
の
門
人
た
ち
が
「
七
十
子
」
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
大
學
或
問
』
で
朱
熹
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
嗚
呼
。

程
子
之
言
、
其
答
問
反
復
之
詳
且
明
也
如
彼
、
而
其
門
人
之
所
以
爲
説
者
乃
如

此
。
雖
或
僅
有
一
二
之
合
焉
、
而
不
免
於
猶
有
所
未
盡
也
。
是
亦
不
待
七
十
子

喪
而
大
義
已
乖
矣
。
尚
何
望
其
能
有
所
發
而
有
助
於
後
學
哉
。」
七
十
子
は
孔

子
の
大
義
を
よ
く
伝
承
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
死
没
を
以
て
孔
子
の
大

義
が
伝
承
を
絶
っ
た
の
で
あ
る
が
、
程
門
諸
氏
の
場
合
、
そ
も
そ
も
師
説
の
大

義
を
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
ら
の
生
死
の
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
、
程
子
の
説
は
程
子
の
死
没
を
以
て
伝
承
を
絶
っ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
程

門
に
於
け
る
諸
氏
は
、
孔
門
に
於
け
る
七
十
子
に
比
肩
す
べ
く
も
な
い
、
と
い

う
の
が
朱
熹
の
主
張
で
あ
る
。
な
お
、
道
統
が
絶
え
た
後
の
時
代
に
道
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
人
物
と
し
て
朱
熹
が
二
程
子
を
顕
彰
す
る
こ
と
、『
朱
文

公
文
集
』
巻
七
五
「
程
氏
遺
書
後
序
」
に
も
、「
夫
以
二
先
生
唱
明
道
學
於
孔

孟
既
没
千
載
不
傳
之
後
、
可
謂
盛
矣
」
と
し
て
「
孔
孟
既
没
」
の
語
を
用
い
な

が
ら
同
様
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
原
文
「
便
」
は
、
そ
れ
で
す
ぐ
に
、
た

ち
ま
ち
、
の
意
。

（
4
）「
説
從
別
處
去
」　
「
話
が
よ
そ
の
方
へ
行
っ
て
し
ま
う
。」『
語
類
』
に
屡
見

す
る
表
現
。
巻
一
三
、八
一
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ235

）「
説
道
理
底
、
盡
説
錯
了
、

説
從
別
處
去
。」
な
ど
。「
從
…
去
」
は
、
動
作
の
起
点
で
は
な
く
動
作
の
目
指

す
方
向
を
表
す
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
〇
八
頁
参
照
。

（
5
）「
只
有
五
峰
説
得
精
、
其
病
猶
如
此
」　

朱
熹
が
胡
宏
（
胡
五
峰
）
の
説
を

高
く
評
価
し
つ
つ
、
格
物
の
工
夫
に
触
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
こ
と
、
本

一
七
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



巻
一
一
五
条
に
既
出
。

（
6
）「
湊
起
衆
説
」　
「
湊
」
は
「
集
め
る
」。「
起
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
、
動

作
を
始
め
る
こ
と
を
示
す
助
字
。
な
お
、こ
こ
に
い
う「
衆
説
」は
、『
大
學
或
問
』

に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
程
門
諸
氏
の
格
物
致
知
説
を
指
し
て
い
る
。

本
巻
六
八
条
訳
注
「
附
表
１
・『
大
學
或
問
』
所
引
程
子
門
人
格
物
致
知
説
一
覧
」

（「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八 

訳
注
（
一
一
）」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報

告 

人
文
』
七
一
号
、
二
〇
一
九
、一
四
七
～
一
四
九
頁
））
参
照
。

（
7
）「
此
段
工
夫
方
始
渾
全
」　
「
渾
全
」
は
完
全
で
整
っ
て
い
る
こ
と
。

（
8
）「
則
當
時
門
人
親
炙
者
未
爲
全
幸
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
聖
人
、

百
世
之
師
也
。
伯
夷
、
柳
下
惠
是
也
。
故
聞
伯
夷
之
風
者
、
頑
夫
廉
、
懦
夫
有

立
志
。
聞
柳
下
惠
之
風
者
、
薄
夫
敦
、
鄙
夫
寛
、
奮
乎
百
世
之
上
。
百
世
之
下
、

聞
者
莫
不
興
起
也
。非
聖
人
而
能
若
是
乎
、而
况
於
親
炙
之
者
乎
。」朱
注「
親
炙
、

親
近
而
熏
炙
之
也
。」
な
お
こ
の
一
節
は
本
巻
一
一
九
条
、
邵
浩
録
（
Ⅱ421

）

「
今
人
多
説
傳
聞
不
如
親
見
。
看
得
如
此
時
、
又
却
傳
聞
未
必
不
如
親
見
。」
と

ほ
ぼ
同
趣
旨
の
主
張
で
あ
る
。

（
9
）「
生
於
先
生
之
後
者
未
爲
不
幸
」　

語
法
と
し
て
曾
鞏
「
唐
論
」
を
踏
ま
え

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
元
豐
類
稿
』
巻
九
「
唐
論
」「
人
生
於
文
武
之
前
者
、

率
五
百
餘
年
而
一
遇
治
世
。
生
於
文
武
之
後
者
、
千
有
餘
年
而
未
遇
極
治
之
時

也
。
非
獨
民
之
生
於
是
時
者
之
不
幸
也
。」
朱
熹
は
曾
鞏
の
文
章
を
非
常
に
高

く
評
価
し
て
自
身
の
作
文
の
際
の
模
範
と
し
て
お
り
、
文
章
が
よ
く
似
て
い
る

と
評
価
さ
れ
る
ま
で
習
熟
し
て
い
た
。
高
津
孝「
論
唐
宋
八
大
家
的
成
立
」（『
首

屆
宋
代
文
學
國
際
研
討
會
論
文
集
』、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、七
〇
三

～
七
〇
四
頁
）
参
照
。

（
10
）「
諸
家
記
錄
全
書
」　

二
程
の
語
録
に
ま
つ
わ
る
門
人
諸
氏
の
記
録
に
つ
い

て
は
本
巻
一
一
九
条
に
既
出
。
朱
熹
は
程
門
諸
氏
の
記
録
を
整
理
し
、『
河
南

程
氏
遺
書
』
を
編
纂
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
程
頤
の
格
物
説
に
つ
い
て
は

特
に
『
大
學
或
問
』
中
に
十
六
条
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
た
。

（
11
）「
格
物
致
知
、
其
次
上
蔡
説
得
稍
好
」　

謝
良
佐
（
上
蔡
）
の
格
物
致
知
の

説
に
つ
い
て
は『
上
蔡
語
錄
』巻
二
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
學
者
且
須
是
窮
理
。

物
物
皆
有
理
、
窮
理
則
能
知
天
之
所
爲
。
知
天
之
所
爲
、
則
與
天
爲
一
。
與
天

爲
一
、
無
往
而
非
理
也
。
窮
理
則
是
尋
箇
是
處
。
有
我
不
能
窮
理
、
人
誰
識
真

我
。
何
者
爲
我
、
理
便
是
我
。
窮
理
之
至
、
自
然
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從

容
中
道
曰
理
。
必
物
物
而
窮
之
乎
。
曰
。
必
窮
其
大
者
、理
一
而
已
。
一
處
理
窮
、

觸
處
皆
通
。
恕
其
窮
理
之
本
歟
。」
な
お
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
朱
熹
の
議
論
は

本
巻
九
九
か
ら
一
〇
三
条
に
既
出
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
次
」
を
「
後
」
に
作
る

が
（
本
条
〔
校
勘
〕
参
照
）、
胡
宏
の
生
誕
は
謝
良
佐
の
没
後
で
あ
る
。
時
間

的
先
後
の
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。

〔
参
考
〕

　

池
錄
で
は
本
条
冒
頭
に
「
又
曰
」
二
字
が
あ
る
（
本
条
〔
校
勘
〕
参
照
）。
池

錄
に
於
け
る
本
条
は
、
黎
靖
德
本
『
語
類
』
で
い
う
本
巻
一
一
三
条
の
直
後
に
位

置
し
て
お
り
、
本
条
は
元
来
そ
の
条
と
連
続
す
る
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
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諸
公
致
知
格
物
之
説
、
皆
失
了
伊
川
意
。
此
正
是
入
門
欵
。
於
此
既
差
、
則
他

可
知
矣
。　

㽦

〔
校
勘
〕

〇
「
此
正
是
入
門
欵
」　

傳
經
堂
本
は
「
欵
」
を
「
歀
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
伊
川
先
生
の
門
人
）
諸
氏
の
致
知
格
物
の
説
は
ど
れ
も
伊
川
先
生
の
意
図
を

失
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
最
初
に
取
り
組
む
一
箇
条
だ
と
い
う
の
に
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
も
う
間
違
っ
て
い
る
以
上
、
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
言
わ
ず
も

が
な
だ
。　

黄
㽦
録

〔
注
〕

（
1
）「
此
正
是
入
門
欵
」　
「
欵
」
は
「
款
」
に
同
じ
。『
干
祿
字
書
』
は
「
俗
」、『
五

經
文
字
』
は
「
省
作
欵
、
非
」
と
す
る
。
条
を
挙
げ
て
数
え
る
際
の
一
項
目
を

指
す
。
な
お
、『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
、「
最
初
に
取
り
組
む
も
の
」
と
す

る
こ
と
に
相
違
は
な
い
が
、「
欵
」
は
裁
判
に
於
け
る
供
述
で
あ
る
、
と
指
摘

す
る
。「
欵
、
供
辭
也
。
訟
者
初
入
供
辭
、
謂
之
入
門
欵
。
謂
此
是
學
者
最
初

下
功
處
。」
裁
判
用
語
と
し
て
の
用
例
は
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
四
「
延
和
奏

劄
二
」「
貼
黄
」「
欲
望
睿
慈
詳
酌
、
明
降
指
揮
、
令
縣
丞
同
行
推
訊
、
無
丞
處

即
用
主
簿
、
仍
遇
大
囚
到
獄
、
即
限
兩
日
内
具
入
門
款
、
先
次
飛
申
本
州
及
提

刑
司
照
會
」
な
ど
。
な
お
、「
入
門
欵
」
に
つ
き
、
程
碧
英
氏
は
本
条
を
引
い

て
「「
入
門
款
」
本
指
進
門
時
的
叩
擊
之
拳
，
以
此
代
指
入
門
的
憑
證
，
…
在

此
基
礎
上
，亦
可
代
指
達
到
某
種
學
問
或
技
藝
等
的
門
徑
。」と
述
べ
る（「
釋『
朱

子
語
類
』
中
的
「
款
」
類
詞
」（『
四
川
文
理
學
院
學
報
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

一
〇
四
頁
））。

122
条

　

問
。
延
平
謂
。
爲
學
之
初
、
且
當
常
存
此
心
、
勿
爲
他
事
所
勝
。
凡
遇
一
事
、

即
當
且
就
此
事
反
復
推
尋
以
究
其
極
。
待
此
一
事
、
融
釋
脱
落
、
然
後
別
窮
一
事
、

久
之
自
當
有
洒
然
處
。
與
伊
川
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
之
語
不
同
、
如
何
。

　

曰
。
這
話
不
如
伊
川
説
今
日
明
日
恁
地
急
。（
原
注
「
卓
錄
但
云
。
伊
川
説
得

較
快
。」）

　

這
説
是
教
人
若
遇
一
事
、
即
且
就
上
理
會
教
爛
熟
離
析
、
不
待
擘
開
、
自
然
分

解
。
久
之
自
當
有
洒
然
處
、
自
是
見
得
快
活
。

　

某
常
説
道
、
天
下
事
無
他
、
只
是
箇
熟
與
不
熟
。
若
只
一
時
恁
地
約
摸
得
、
都

不
與
自
家
相
干
、
久
後
皆
忘
却
。

　

只
如
借
得
人
家
事
一
般
、
少
間
被
人
取
將
去
、
又
濟
自
家
甚
事
。　

賀
孫
。
卓

同〔
校
勘
〕

〇
「
久
之
自
當
有
洒
然
處
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
久
」
を
「
乆
」

に
作
る
。
下
並
び
に
同
じ
。
朝
鮮
整
版
本
は「
洒
」を「
灑
」に
作
る
。
下
同
じ
。

〇
「
久
後
皆
忘
却
」　

傳
經
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
少
間
被
人
取
將
去
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
將
」

一
七
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



を
「
将
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
李
延
平
（
李
侗
）
は
、
学
を
為
す
の
初
め
、
且し
ば
らく
当
に
常
に

此
の
心
を
存た
も

ち
、
他
事
の
勝
つ
所
と
為
る
こ
と
勿
か
る
べ
し
。
凡
そ
一
事
に
遇
い

て
は
、
即
ち
当
に
此
の
事
に
就
き
て
反
復
推
尋
し
以
て
其
の
極
を
究
む
べ
し
。
此

の
一
事
の
融
釈
脱
落
す
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
別
に
一
事
を
窮
め
、
之
れ
を
久
し

く
す
れ
ば
自お

の

ず
か
ら
当
に
洒
然
と
す
る
の
処
有
る
べ
し
、
と
言
い
ま
し
た
。
程
伊

川
の
、
今
日
一
件
に
格
り
、
明
日
一
件
に
格
る
、
と
い
う
言
葉
と
違
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「（
李
延
平
の
）
こ
の
話
は
、
程
伊
川
の
今
日
、
明
日
、
と
い
う
話
が

か
く
も
急
速
で
あ
る
こ
と
の
良
さ
に
及
ば
な
い
。（
原
注
「
黄
卓
の
記
録
で
は
、

程
伊
川
の
説
の
方
が
や
や
軽
快
だ
、
と
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。」）

　
（
李
延
平
の
）
こ
の
説
は
、
あ
る
物
事
に
遭
遇
し
た
ら
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
、
熟
し
た
果
実
が
自
然
と
樹
か
ら
落
ち
る
よ
う
に
よ
く
よ
く
習

熟
し
た
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
皮
を
剥
い
て
開
け
よ
う
と
し
な
く
て
も
向
こ
う
か
ら

自
然
と
開
い
て
す
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
だ
。

之
れ
を
久
し
く
す
れ
ば
自
ず
か
ら
当
に
洒
然
と
す
る
の
処
有
る
べ
し
、
と
い
う
の

は
、
自
然
と
あ
ざ
や
か
に
認
識
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

私
は
常
々
言
っ
て
い
る
が
、
世
の
中
の
物
事
と
い
う
の
は
他
で
も
な
く
、
た
だ

習
熟
し
て
い
る
か
し
て
い
な
い
か
な
の
だ
。
も
し
あ
る
時
に
こ
ん
な
風
に
し
て
、

あ
ら
ま
し
を
把
握
し
た
ぞ
、と
思
っ
た
と
し
て
も
、自
分
と
関
わ
る
も
の
と
（
は
っ

き
り
認
識
し
て
そ
れ
を
体
得
）
し
な
か
っ
た
な
ら
、
時
間
が
経
っ
た
ら
全
部
忘
れ

て
し
ま
う
。

　

他
人
の
家
の
道
具
を
借
り
て
く
る
の
と
全
く
同
じ
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
し
た
ら

そ
の
持
ち
主
に
持
っ
て
帰
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
で
自
分
に
と
っ

て
何
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
か
ね
。」　

葉
賀
孫
録
、
黄
卓
の
記
録
も
同
じ

〔
注
〕

（
1
）「
延
平
謂
」　

朱
熹
の
早
期
の
師
で
あ
る
李
侗
（
延
平
先
生
）
の
言
葉
が
引

か
れ
て
い
る
。『
大
學
或
問
』「
間
獨
惟
念
昔
聞
延
平
先
生
之
教
以
爲
、
爲
學
之

初
、
且
當
常
存
此
心
、
勿
爲
他
事
所
勝
。
凡
遇
一
事
、
即
當
且
就
此
事
反
復
推

尋
、
以
究
其
理
。
待
此
一
事
融
釋
脱
落
、
然
後
循
序
少
進
、
而
別
窮
一
事
。
如

此
既
久
、
積
累
之
多
、
胸
中
自
當
有
洒
然
處
、
非
文
字
言
語
之
所
及
也
。
詳
味

此
言
、
雖
其
規
模
之
大
、
條
理
之
密
、
若
不
逮
於
程
子
、
然
其
功
夫
之
漸
次
、

意
味
之
深
切
、則
有
非
他
説
所
能
及
者
。
惟
嘗
實
用
力
於
此
者
爲
能
有
以
識
之
、

未
易
以
口
舌
爭
也
。」
ま
た
、『
延
平
答
問
』「
丁
丑
（
紹
興
二
十
七
（
一
一
五
七
）

年
）
六
月
二
十
六
日
書
云
。
承
諭
涵
養
用
力
處
、
足
見
近
來
好
學
之
篤
也
。
甚

慰
、
甚
慰
。
但
常
存
此
心
、
勿
爲
他
事
所
勝
、
即
欲
慮
非
僻
之
念
、
自
不
作
矣
。

孟
子
有
夜
氣
之
説
、
更
熟
味
之
、
當
見
涵
養
用
力
處
也
。
於
涵
養
處
著
力
、
正

是
學
者
之
要
。
若
不
如
此
、
存
養
終
不
爲
己
物
也
。
更
望
勉
之
。」
友
枝
龍
太

郎
氏
は
、「
延
平
答
問
は
こ
の
書
翰
を
以
て
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
延
平
は
、
禅

の
無
為
法
を
了
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
朱
子
に
対
し
、
孟
子
の
夜
気
を

存
す
る
説
を
持
ち
出
し
て
こ
れ
を
存
心
の
具
体
的
な
方
法
と
し
、
こ
こ
を
涵
養

用
力
の
処
と
し
、
こ
こ
で
力
を
入
れ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
」（『
朱
子
の

思
想
形
成
（
改
訂
版
）』、
春
秋
社
、
一
九
七
九
、五
四
頁
）
と
し
、
朱
熹
の
思

一
七
八
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想
形
成
上
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
条
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
李
侗
の
言
葉
の
う
ち
、「
凡
遇
一
事
」
以
下
に
相
当
す
る
部
分
は
『
延

平
答
問
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
融
釋
脱
落
」「
洒
然
」
と
い
う
の
は
李
侗

が
し
ば
し
ば
用
い
る
象
徴
的
な
言
葉
だ
っ
た
ら
し
く
、
友
枝
氏
の
以
下
の
記
述

は
、
程
頤
の
説
に
そ
の
急
速
（
軽
快
）
さ
で
劣
る
と
朱
熹
が
批
評
し
た
こ
と
と

も
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
延
平
に
と
っ
て
融
釈
脱
落
の
悟
り
の
境
位

は
言
語
に
よ
っ
て
こ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
脱
落
融

釈
と
言
詮
の
不
可
能
な
こ
と
を
説
く
あ
た
り
、
全
く
禅
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か

し
切
磋
琢
磨
し
日
用
の
間
に
観
感
す
る
と
い
う
処
に
禅
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
融
釈
脱
落
の
境
位
の
体
認
は
、
延
平
に
と
っ
て
も
な
か
な

か
至
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
た
し
か
に
日
用
人
倫
の
事
を
と
お
し
て
相
観
感

し
融
釈
脱
落
す
る
と
い
う
行
き
方
は
、
い
さ
さ
か
禅
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
日
用
人
倫
の
事
に
依
り
従
い
つ
つ
も
、
そ
れ
が
常
に
静

坐
に
よ
っ
て
未
発
の
気
象
を
体
認
し
、
そ
こ
に
脱
落
洒
落
の
境
位
を
求
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
著
し
く
静
的
気
分
が
漂
う
こ
と
は
、
村
居
兀
坐

の
延
平
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
免
か
れ
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
く
て
は

な
る
ま
い
」（
友
枝
氏
前
掲
書
、
五
六
～
五
七
頁
）。
ま
た
、
劉
承
相
『
朱
子
早

年
思
想
的
歷
程
』
第
九
章
「
朱
子
師
事
延
平
時
期
思
想
演
變
及
其
歷
史
意
義
」

（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、二
〇
一
〇
、二
七
四
～
二
七
六
頁
）
参
照
。
朱
熹
は
、

李
侗
の
「
融
釋
脱
落
」「
洒
然
」
の
教
え
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
を
認
め
つ

つ
、
そ
れ
が
内
包
す
る
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
そ
の
例
に
は
『
語
類
』
巻

一
〇
三
、一
九
条
、
楊
方
録
（
Ⅶ2603

）「
李
先
生
不
要
人
強
行
、
須
有
見
得

處
方
行
、
所
謂
洒
然
處
。
然
猶
有
偏
在
。
洒
落
而
行
、
固
好
。
未
到
洒
落
處
、

不
成
不
行
。
亦
須
按
本
行
之
、
待
其
著
察
」
な
ど
が
あ
る
が
、
や
は
り
、
急
速

（
軽
快
）さ
で
劣
る
と
い
う
評
価
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。な
お
、

朱
熹
思
想
に
於
け
る
李
侗
の
位
置
を
評
し
た
も
の
と
し
て
は
、
清
・
夏
炘
『
述

朱
質
疑
』
巻
二
「
朱
子
見
延
平
先
生
以
後
學
術
考
」
に
次
の
よ
う
に
わ
か
り
や

す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
炘
按
。
朱
子
大
學
格
致
補
傳
、一
宗
程
子
。
或
問
中
、

備
論
呂
謝
楊
尹
諸
說
、
以
爲
廑
有
一
二
之
合
、
不
待
七
十
子
喪
而
大
義
乖
、
而

獨
殿
以
延
平
之
教
、
以
爲
工
夫
之
漸
次
、
意
味
之
深
切
、
非
他
說
所
能
及
、
惟

常
用
力
於
此
者
爲
能
有
以
識
之
、
未
易
以
口
舌
爭
。
然
則
、
朱
子
格
致
之
功
、

其
得
於
延
平
者
深
矣
。」

（
2
）「
融
釋
脱
落
」　
「
融
釋
」
は
、
も
の
が
溶
け
る
こ
と
。
す
っ
き
り
と
問
題
が

解
消
す
る
こ
と
と
し
て
、李
侗
に
特
徴
的
な
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
、本
条
注（
１
）

参
照
。『
延
平
答
問
』「
非
不
用
力
、
而
迄
於
今
更
無
進
歩
處
、
常
切
靜
坐
思
之
、

疑
於
持
守
及
日
用
儘
有
未
合
處
、或
更
有
關
鍵
、未
能
融
釋
也
。…
如
孔
門
弟
子
、

羣
居
終
日
相
切
摩
、
又
有
夫
子
爲
之
依
歸
、
日
用
相
觀
感
而
化
者
甚
多
。
恐
於

融
釋
而
脱
落
處
、
非
言
説
可
及
也
。」

（
3
）「
伊
川
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
之
語
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に

見
え
る
程
頤
の
語
を
指
す
。
本
巻
七
条
等
に
既
出
。

（
4
）「
這
話
不
如
伊
川
説
今
日
明
日
恁
地
急
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
不

如
伊
川
説
之
快
急
。
謂
不
同
也
」
と
し
、「
不
如
」
を
漢
文
訓
読
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
ゴ
ト
ク
ナ
ラ
ズ
」
と
解
す
る
。「
急
」
は
、
肯
定
と
も
否
定
と
も
と
る

こ
と
が
で
き
、
否
定
的
に
と
る
場
合
、
取
り
組
む
対
象
を
次
々
と
切
り
替
え
る

こ
と
へ
の
警
戒
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
程
頤
を
「
急
」
と
評
す

る
朱
熹
の
語
に
つ
い
て
、『
語
類
』
編
纂
者
は
黄
卓
の
記
録
が
「
較
快
」
と
い

一
七
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



う
穏
や
か
な
表
現
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
語
類
』
で
こ
の
議

論
の
直
前
に
配
置
さ
れ
る
程
頤
と
胡
宏
と
の
比
較
の
文
脈
に
於
い
て
は
、
本
巻

一
一
六
条
、
滕
璘
錄
（
Ⅱ420

）「
伊
川
只
云
。
漸
漸
格
去
、
積
累
多
、
自
有

貫
通
處
、
説
得
常
寬
。
五
峰
之
説
雖
多
、
然
似
乎
責
效
太
速
、
所
以
傳
言
其
急

迫
」
な
ど
、
朱
熹
は
多
く
胡
宏
を
「
急
迫
」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
程
頤
を
「
急
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
読
者
に
違
和
感
を
抱
か
せ
る

可
能
性
を
『
語
類
』
編
纂
者
が
考
慮
し
、
黄
卓
録
と
の
異
同
を
注
記
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

（
5
）「
即
且
就
上
理
會
教
爛
熟
離
析
」　
「
就
上
」
は
「
就
地
」
と
同
じ
。「
そ
れ

に
つ
い
て
」。「
爛
熟
」
は
よ
く
熟
す
る
こ
と
、
精
通
す
る
こ
と
、「
離
析
」
は

離
れ
る
こ
と
。『
字
海
便
覽
』
に
「
爛
熟
離
析
ト
ハ
、
至
極
熟
シ
テ
、
ハ
ナ
レ

ワ
カ
ツ
コ
ト
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
熟
し
た
果
実
な
ど
が
自
然
と
地
面
に
落
ち

る
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
。『
語
類
』
巻
一
六
、一
〇
八
条
、沈
僩
録
（
Ⅱ338

）
に
も
、

「
所
以
説
格
物
致
知
而
後
意
誠
、
裏
面
也
要
知
得
透
徹
、
外
面
也
要
知
得
透
徹
、

便
自
是
無
那
箇
物
事
。
譬
如
果
子
爛
熟
後
、
皮
核
自
脱
落
離
去
、
不
用
人
去
咬

得
了
。」
と
し
て
果
実
の
比
喩
に
よ
っ
て
「
誠
意
」
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）「
不
待
擘
開
、自
然
分
解
」　
「
擘
開
」
は
「（
手
で
皮
を
剥
く
よ
う
に
）
開
く
」、

「
分
解
」
は
物
が
崩
れ
る
こ
と
、
転
じ
て
よ
く
わ
か
る
こ
と
。

（
7
）「
自
是
見
得
快
活
」　
「
得
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
そ
の
程
度
を
示
す
補
語

（
こ
こ
で
は
「
快
活
」）
を
導
く
。「
快
活
」
は
「
す
っ
き
り
と
」。『
語
類
』
巻

一
二
一
、八
八
条
、
訓
沈
僩
（
Ⅷ2944

）「
他
直
是
見
得
這
道
理
活
潑
潑
地
快

活
若
似
、
而
今
諸
公
樣
做
工
夫
、
如
何
得
似
它
。」

（
8
）「
某
常
説
道
、
天
下
事
無
他
、
只
是
箇
熟
與
不
熟
」　
『
語
類
』
巻
八
、一
〇
九

条
、
黃
士
毅
錄
（
Ⅰ143

）「
學
者
須
是
熟
。
熟
時
、
一
喚
便
在
目
前
、
不
熟
時
、

須
著
旋
思
索
。
到
思
索
得
來
、
意
思
已
不
如
初
了
」
な
ど
多
数
。

（
9
）「
若
只
一
時
恁
地
約
摸
得
」　
「
約
摸
」
は
「
約
莫
」
と
同
じ
で
、「
お
お
よ
そ
」、

「
あ
ら
ま
し
」。
ま
た
、『
字
海
便
覽
』
に
、「
オ
ロ
ソ
カ
ニ
ス
ル
意
ア
リ
」
と
い

う
の
が
よ
く
文
脈
を
捉
え
て
い
る
。
朱
熹
は
、
他
所
に
於
い
て
も
格
物
の
初
期

段
階
、
す
な
わ
ち
物
格
り
知
至
る
に
到
達
す
る
以
前
の
不
充
分
な
段
階
で
の
認

識
を
表
す
際
、
同
様
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、八
一
条
、
徐

㝢
録
（
Ⅰ298

）「
問
。
格
物
窮
理
之
初
、
事
事
物
物
也
要
見
到
那
裏
了
。
曰
。

固
是
要
見
到
那
裏
、
然
也
約
摸
是
見
得
。
直
到
物
格
知
至
、
那
時
方
信
得
及
。」

ま
た
、そ
の
訳
注
を
参
照
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
十
五
「
大
学
」（
二
）』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
五
、一
五
四
～
一
五
六
頁
）

（
10
）「
只
如
借
得
人
家
事
一
般
」　
「
家
事
」
は
家
庭
で
用
い
る
些
細
な
用
品
を
い

う
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
家
間
什
物
謂
之
家
事
。
呂
伯
恭
打
破
家
事
是
也
。」

呂
祖
謙
の
逸
話
は『
朱
文
公
文
集
』巻
五
四「
答
路
德
章
」第
四
書
に
見
え
る
。「
向

見
伯
恭
説
、
少
時
性
氣
粗
暴
、
嫌
飲
食
不
如
意
、
便
敢
打
破
家
事
。
後
因
久
病
、

只
將
一
册
論
語
早
晩
閑
看
、
忽
然
覺
得
意
思
一
時
平
了
、
遂
終
身
無
暴
怒
。
此

可
爲
變
化
氣
質
之
法
。」『
字
海
便
覽
』
も
同
様
に
、「
家
事
ト
ハ
、
家
財
ノ
コ

ト
ナ
リ
」
と
す
る
。

（
11
）「
少
間
被
人
取
將
去
」　
「
少
間
」
は
「
し
ば
ら
く
」。「
被
」
は
受
け
身
を
表

す
助
字
。「
さ
れ
る
」。「
取
將
去
」
は
、「
取
っ
て
持
ち
去
ら
れ
る
」。

（
12
）「
又
濟
自
家
甚
事
」　
「
濟
」
は
「
役
立
つ
」「
解
決
す
る
」。
不
充
分
な
物
事

に
つ
い
て
、「
濟
（
自
家
）
甚
事
」、
そ
ん
な
こ
と
で
は
（
自
身
が
抱
え
る
）
ど

ん
な
問
題
も
解
決
で
き
な
い
、
問
題
解
決
に
何
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
、
と
し

一
八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



て
『
語
類
』
に
頻
出
の
語
法
。
本
巻
四
〇
条
、徐
㝢
録
（
Ⅱ400

）「
或
問
格
物
、

問
得
太
煩
。
曰
。
若
只
此
聯
纏
説
、
濟
得
自
家
甚
事
。
某
最
怕
人
如
此
。」

123
条

　

李
堯
卿
問
。
延
平
言
窮
理
工
夫
、
先
生
以
爲
不
若
伊
川
規
模
之
大
、
條
理
之
密
。

莫
是
延
平
教
人
窮
此
一
事
、
必
待
其
融
釋
脱
落
、
然
後
別
窮
一
事
。
設
若
此
事
未

窮
、
遂
爲
此
事
所
拘
、
不
若
程
子
若
窮
此
事
未
得
且
別
窮
之
言
爲
大
否
。

　

曰
。
程
子
之
言
誠
善
。
窮
一
事
未
透
、
又
便
別
窮
一
事
、
亦
不
得
。
彼
謂
有
甚

不
通
者
、
不
得
已
而
如
此
耳
。
不
可
便
執
此
説
、
容
易
改
換
却
、
致
工
夫
不
專
一

也
。　

壯
祖

〔
校
勘
〕

〇
本
条
の
問
答
は
『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
七
、「
答
李
堯
卿
」
第
五
書
（
以
下
「
文

集
」）
に
収
録
さ
れ
る
。「
李
堯
卿
問
」
よ
り
「
爲
大
否
」
ま
で
、
文
集
は
以
下

の
よ
う
に
作
る
。「
窮
理
舉
延
平
先
生
説
、
推
其
意
、
亦
不
出
於
程
子
。
謂
其

規
模
之
大
、
條
理
之
密
、
有
所
不
逮
者
、
莫
是
延
平
窮
一
事
、
必
待
其
融
釋
脱

落
、然
後
別
窮
一
事
、若
偶
於
此
一
事
尚
未
能
遽
爾
融
釋
、是
終
爲
此
一
事
所
拘
、

不
若
程
子
云
且
別
窮
一
事
、
或
先
其
易
、
或
先
其
難
、
此
便
是
所
不
逮
處
否
。」

〇
「
李
堯
卿
問
」　

萬
曆
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
堯
」
を
「
尭
」
に
作
る
。

〇
「
先
生
以
爲
不
若
伊
川
規
模
之
大
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」

に
作
る
。
下
並
び
に
同
じ
。

〇
「
不
若
程
子
若
窮
此
事
未
得
且
別
窮
之
言
爲
大
否
」　

萬
曆
本
、和
刻
本
は
「
得
」

を
「
淂
」
に
作
る
。
下
並
び
に
同
じ
。

〇
「
窮
一
事
未
透
」　

文
集
は
「
窮
」
の
上
に
「
然
」
字
が
あ
る
。

〇
「
又
便
別
窮
一
事
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
下
同
じ
。

〇
「
容
易
改
換
却
」　

傳
經
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
致
工
夫
不
專
一
也
」　

文
集
は
「
工
」
を
「
功
」
に
作
る
。

〇
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

李
堯
卿
（
李
唐
咨
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
李
延
平
は
窮
理
の
取
り
組
み
方
を
論

じ
て
い
ま
す
が
、
先
生
は
程
伊
川
の
説
の
規
模
の
大
き
く
、
条
理
が
緻
密
で
あ
る

こ
と
に
は
及
ば
な
い
、
と
お
考
え
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
李
延
平
は
、
こ
の
一
つ
の

物
事
を
窮
め
、
必
ず
そ
れ
が
さ
ら
り
と
融
け
て
す
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
る
の

を
待
っ
て
、
そ
の
後
で
あ
ら
た
め
て
も
う
一
つ
の
物
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
と
人

に
教
え
て
い
ま
す
が
、
仮
に
も
し
こ
の
物
事
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
こ
の
物
事
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

点
が
程
伊
川
先
生
の
、若も

し
此
の
事
を
窮
め
て
未
だ
得
ざ
れ
ば
且し

ば
らく

別
に
窮
め
よ
、

と
い
う
言
葉
の
（
規
模
の
）
大
き
さ
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
程
伊
川
先
生
の
お
言
葉
は
本
当
に
良
い
。
だ
が
、
一
つ
の
物
事
を

窮
め
よ
う
と
し
て
ま
だ
透
徹
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
ま
ま
別
に
も
う
一
つ
の
物

事
を
窮
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
や
っ
ぱ
り
駄
目
だ
。
あ
そ
こ
で
は
、
ど
う
し
て
も

わ
か
ら
な
い
物
事
が
あ
っ
て
、
や
む
を
得
ず
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
言
っ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
軽
率
に
こ
の
話
を
持
ち
出
し
て
、
窮
め
る
対
象
を
安
易
に
切

り
替
え
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
取
り
組
み
が
専
一
で
な
く
な
る
結
果
を
招
く

一
八
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



ぞ
。」　

李
壮
祖
録

〔
注
〕

（
1
）「
李
堯
卿
問
」　

陳
榮
捷『
朱
子
門
人
』「
李
唐
咨
、字
堯
卿
。
漳
州
龍
溪
縣（
福

建
）
人
。
陳
淳
岳
父
。」（
一
二
二
頁
）
本
条
の
記
録
年
代
に
つ
き
、
田
中
謙
二

氏
は
「
李
壮
祖
に
は
別
に
李
唐
咨
（
尭
卿
）
と
の
同
席
例
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ

は
あ
き
ら
か
に
、
李
唐
咨
が
女
壻
陳
淳
と
朱
門
を
訪
れ
た
か
れ
ら
の
第
二
次
師

事
期
、
す
な
わ
ち
、
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
の
歳
晩
前
後
の
も
の
に
属
す
る
」

と
し
、
朱
熹
最
晩
年
に
近
い
も
の
と
す
る
（『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
〇
八

頁
）。
し
か
し
、
本
条
の
問
答
と
同
一
の
も
の
が
『
朱
文
公
文
集
』
に
書
簡
の

形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
（
本
条
〔
校
勘
〕
参
照
）、
問
答
は
口

頭
で
は
な
く
書
面
上
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
条
は
必
ず
し
も
李
壮
祖
と
李
唐

咨
と
の
同
席
を
示
す
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。
吉
原
文
昭
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
朱
子
の
答
語
部
に
就
い
て
は
、「
然
」
一
字
を
除
い
て
、
両
者
は
完
全
に

一
致
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
問
目
部
に
於
て
は
、
大
き
な
相
違
が
存
す
る
。
片

や
一
致
し
、
片
や
相
違
す
る
所
以
を
考
へ
る
に
、
朱
子
が
書
簡
を
草
し
た
時
に
、

李
壮
祖
は
、
そ
の
傍
に
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
草
稿

は
示
さ
れ
た
が
、
問
目
の
方
は
、
朱
子
か
ら
内
容
を
聞
い
た
だ
け
で
、
問
目
そ

の
も
の
は
実
見
し
な
か
っ
た
、
或
は
実
見
し
た
と
し
て
も
、
謄
写
す
る
程
充
分

に
は
実
見
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
。」（『
南
宋
学
研

究
』、
研
文
社
、
二
〇
〇
二
、六
七
九
～
六
八
〇
頁
）
陳
来
氏
は
こ
の
書
簡
を
紹

熙
二
（
一
一
九
一
）
年
の
も
の
と
す
る
（『
朱
子
書
信
編
年
考
證
（
増
訂
本
）』、

生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
一
、三
四
三
頁
）。
李
壮
祖
の
第
一
次

師
事
に
つ
き
、田
中
氏
に
よ
れ
ば
、「
兄
閎
祖
の
第
二
次
師
事
に
同
行
し
た
の
が
、

か
れ
が
朱
門
に
登
る
最
初
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。…
李
壮
祖
の
第
一
師
事
期
、

兄
閎
祖
の
第
二
師
事
期
は
、紹
熙
三
年（
一
一
九
二
）か
ら
同
五
年（
一
一
九
四
）

四
月
ま
で
と
認
定
さ
れ
る
」と
の
こ
と
で
あ
る
が（
田
中
氏
前
掲
書
一
〇
八
頁
）、

そ
れ
は
紹
熙
三
年
に
の
み
師
事
し
た
汪
德
輔
と
李
壮
祖
と
の
同
席
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
考
証
で
あ
る
。
李
閎
祖
の
第
二
師
事
期
の
開
始
は
、

「
い
さ
さ
か
め
ん
ど
う
」（
田
中
氏
前
掲
書
一
〇
二
頁
）
と
田
中
氏
も
述
べ
る
よ

う
に
、
状
況
証
拠
に
よ
っ
て
定
め
る
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
吉
原
氏
の
本
条
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
の
推
測
に
従
う
な
ら
ば
、
本
条
を
根
拠
と
し
て
李
閎
祖
の
第

二
師
事
期
及
び
李
壮
祖
の
第
一
師
事
期
の
開
始
を
一
年
早
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
待
考
。

（
2
）「
延
平
言
窮
理
工
夫
、
先
生
以
爲
不
若
伊
川
規
模
之
大
、
條
理
之
密
」　

李

侗
の
説
及
び
朱
熹
に
よ
る
評
価
は
『
大
學
或
問
』
に
見
え
る
。
本
巻
一
二
二
条

注
（
1
）
に
既
出
。

（
3
）「
融
釋
脱
落
」　

本
巻
一
二
二
条
注
（
2
）
に
既
出
。

（
4
）「
設
若
此
事
未
窮
」　
「
設
若
」
は
、「
も
し
」。

（
5
）「
程
子
若
窮
此
事
未
得
且
別
窮
之
言
」　

程
頤
の
語
を
指
す
。
本
巻
二
四
か

ら
二
六
条
に
て
既
に
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
訳
注
参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
五
「
格
物
窮
理
、
非
是
要
盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以

類
推
。
至
如
言
孝
、
其
所
以
爲
孝
者
、
如
何
。
窮
理
（
一
無
此
二
字
）
如
一
事

上
窮
不
得
、
且
別
窮
一
事
。
或
先
其
易
者
、
或
先
其
難
者
、
各
隨
人
深
淺
。
如

千
蹊
萬
徑
、
皆
可
適
國
。
但
得
一
道
入
得
、
便
可
。
所
以
能
窮
者
、
只
爲
萬
物

皆
是
一
理
。
至
如
一
物
一
事
雖
小
、
皆
有
是
理
。」
な
お
、
本
条
で
問
題
と
さ

一
八
二
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れ
る
程
頤
・
李
侗
両
者
の
説
の
比
較
は
既
に
本
巻
二
六
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ

397-398
）
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
く
ほ
か
な
い
ほ
ど
難

し
い
問
題
の
存
在
の
指
摘
、
程
頤
の
言
葉
を
悪
用
し
て
こ
ろ
こ
ろ
取
り
組
む
対

象
を
変
え
る
こ
と
へ
の
誡
め
、
と
い
う
論
点
は
本
条
と
共
通
す
る
。

（
6
）「
亦
不
得
」　
「
不
得
」
は
「
駄
目
だ
」。

（
7
）「
彼
謂
有
甚
不
通
者
」　
「
甚
」
は
こ
こ
で
は
強
調
を
表
す
。「
甚
不
通
」
の

三
字
、『
語
類
』
で
は
こ
の
一
例
だ
け
だ
が
、
宋
代
以
降
の
文
献
に
習
見
す
る
。

金
履
祥
『
論
語
集
注
考
證
』
巻
四
「
泰
伯
」「
亂
本
作
乿
、
古
治
字
。
按
。
諸

註
疏
皆
作
治
亂
曰
亂
。
夫
能
治
亂
即
謂
之
亂
、
則
能
去
惡
即
謂
之
惡
、
能
去
害

即
謂
之
害
乎
。
此
甚
不
通
之
説
。
而
諸
書
解
亂
字
皆
云
然
、
其
失
久
矣
。」

（
8
）「
容
易
改
換
却
」　
「
容
易
」
は
難
し
く
な
い
、
簡
単
だ
、
と
い
う
意
味
だ

が
、こ
こ
で
は
「
軽
率
に
」
と
い
う
意
味
を
含
む
。『
語
類
』
巻
一
一
、二
七
条
、

潘
時
舉
録
（
Ⅰ179

）「
看
前
人
文
字
、
未
得
其
意
、
便
容
易
立
説
、
殊
害
事
。

蓋
既
不
得
正
理
、又
枉
費
心
力
。」「
改
換
」
は
「
取
り
替
え
る
」、「
変
更
す
る
」。

「
却
」は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
動
作
の
完
了
を
表
す
。『
朱
文
公
文
集
』巻
四
〇「
答

何
叔
京
」
第
二
六
書
「
心
説
既
喩
。
但
所
謂
聖
人
之
心
、
如
明
鏡
止
水
、
天
理

純
全
者
、
即
是
存
處
、
但
聖
人
則
不
操
而
常
存
耳
、
衆
人
則
操
而
存
之
、
方
其

存
時
、亦
是
如
此
、但
不
操
則
不
存
耳
。
存
者
道
心
也
、亡
者
人
心
也
。
心
一
也
、

非
是
實
有
此
二
心
、
各
爲
一
物
不
相
交
渉
也
。
但
以
存
亡
而
異
其
名
耳
。
方
其

亡
也
、
固
非
心
之
本
然
、
亦
不
可
謂
別
是
一
箇
有
存
亡
出
入
之
心
、
却
待
反
本

還
原
、
別
求
一
箇
無
存
亡
出
入
之
心
來
換
却
。
只
是
此
心
、
但
不
存
便
亡
、
不

亡
便
存
、
中
間
無
空
隙
處
。」
他
所
に
於
い
て
、
朱
熹
は
こ
れ
ら
程
頤
と
李
侗

と
の
言
説
に
つ
き
、
そ
れ
ら
が
根
本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
四
、七
条
、余
大
雅
録
（
Ⅶ2612

）「
舊
見
李
先
生
説
。

理
會
文
字
、
須
令
一
件
融
釋
了
後
、
方
更
理
會
一
件
。
融
釋
二
字
、
下
得
極
好
。

此
亦
伊
川
所
謂
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
格
得
多
後
、
自
脱
然
有
貫
通

處
。
此
亦
是
他
真
曾
經
歷
來
便
説
得
如
此
分
明
。
今
若
一
件
未
能
融
釋
、
而
又

欲
理
會
一
件
、
則
第
二
件
又
不
了
。
推
之
萬
事
、
事
事
不
了
、
何
益
。」
な
お
、

原
文
の
句
読
は
、「
却
」
を
下
属
さ
せ
、
逆
接
の
接
続
詞
と
し
て
扱
う
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、「
安
易
に
切
り
替
え
」
る
こ
と
と
、「
専
一
で
な
く
な
る
」
こ

と
と
の
論
理
の
つ
な
が
り
か
ら
考
え
て
、
こ
の
「
却
」
は
上
属
す
る
こ
と
が
よ

り
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
呂
留
良
本
・
傳
經
堂
本
及
び
中
華
書
局
理
学

叢
書
本
い
ず
れ
も
「
却
」
字
は
上
属
す
る
。
今
こ
れ
ら
に
従
う
。

（
9
）「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
記
録
者
名
を
「
處
謙
」
に
作
る
（
本
条
〔
校
勘
〕

参
照
）。『
朱
子
語
錄
姓
氏
』「
李
壯
祖
、
字
處
謙
、
邵
武
人
。」

124
条

　

廷
老
問
。
李
先
生
以
爲
爲
學
之
初
、
凡
遇
一
事
、
當
且
就
此
事
反
覆
推
尋
以
究

其
理
。
此
説
如
何
。

　

曰
。
爲
學
之
初
、
只
得
如
此
。
且
如
楊
之
爲
我
、
墨
氏
之
兼
愛
、
顏
子
居
陋
巷
、

禹
稷
之
三
過
其
門
而
不
入
。

　

禹
稷
則
似
乎
墨
氏
之
兼
愛
、
顏
子
當
天
下
如
此
壞
亂
時
節
、
却
自
簞
瓢
陋
巷
、

則
似
乎
楊
氏
之
爲
我
。
然
也
須
知
道
聖
賢
也
有
處
與
他
相
似
、
其
實
却
不
如
此
、

中
間
有
多
少
商
量
。
舉
此
一
端
、
即
便
可
見
。　

道
夫

一
八
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



〔
校
勘
〕

〇
「
李
先
生
以
爲
爲
學
之
初
凡
遇
一
事
當
且
就
此
事
反
覆
推
尋
以
究
其
理
」　

朝

鮮
古
写
本
は
「
先
生
所
舉
李
先
生
之
言
以
爲
爲
學
之
初
云
云
」
に
作
る
。
ま
た
、

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
二
「
爲
」
字
を
共
に
「
為
」
に
作
る
。
下
並
び
に
同
じ
。

〇「
當
且
就
此
事
反
覆
推
尋
以
究
其
理
」　

成
化
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
覆
」を「
復
」

に
作
る
。

〇
「
墨
氏
之
兼
愛
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
呂
留
良
本
、
傳
經
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、

朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
に
は
「
氏
」
字
が
無
い
。
ま
た
、朝
鮮
古
写
本
で
は
「
愛
」

の
下
に
「
而
」
字
が
あ
る
。

〇
「
却
自
簞
瓢
陋
巷
」　

傳
經
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。
下
同
じ
。

〇
「
然
也
須
知
道
聖
賢
也
有
處
與
他
相
似
」　

萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本

は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

〇
「
即
便
可
見
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

饒
廷
老
（
饒
幹
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
李
延
平
先
生
は
、
学
を
為
す
の
初
め
、

凡
そ
一
事
に
遇
い
て
は
、
当
に
且し

ば
らく

此
の
事
に
就
き
て
反
復
推
尋
し
以
て
其
の
理

を
究
む
べ
し
、
と
お
考
え
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
説
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
学
問
を
や
り
だ
し
た
最
初
の
う
ち
は
こ
の
よ
う
に
す
る
ほ
か
な
い
。

た
と
え
ば
楊
朱
の
利
己
主
義
や
墨
家
の
兼
愛
、
顔
淵
が
狭
い
小
道
に
暮
ら
し
た
こ

と
、
禹
や
后
稷
が
三
度
家
の
門
の
前
を
通
り
が
か
っ
て
も
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
あ
る
だ
ろ
う
。

　

禹
や
后
稷
の
や
っ
た
こ
と
は
墨
家
の
兼
愛
に
似
て
い
る
し
、
顔
淵
が
世
の
中
の

秩
序
が
あ
あ
も
乱
れ
た
時
代
に
当
た
っ
て
自
分
は
粗
末
な
竹
器
や
ひ
ょ
う
た
ん
で

粗
末
な
飲
食
を
し
た
り
み
す
ぼ
ら
し
い
横
町
に
暮
ら
し
た
り
し
た
の
は
楊
朱
の
利

己
主
義
に
似
て
見
え
る
。
し
か
し
、（
禹
や
后
稷
、
顔
淵
と
い
っ
た
）
聖
人
や
賢

人
に
も
彼
ら
（
墨
家
や
楊
朱
）
と
似
て
見
え
る
と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
も
実
際
に

は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
大
量
の
検
討

す
べ
き
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
（
こ
ん
な
一
つ
の
例
に
つ
い
て
だ
け
で
も

こ
れ
だ
け
の
問
題
点
が
あ
る
と
い
う
）
一
端
を
示
せ
ば
、（
李
延
平
が
主
張
す
る
、

じ
っ
く
り
や
る
こ
と
の
重
要
性
は
）
た
ち
ま
ち
わ
か
る
だ
ろ
う
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
1
）「
廷
老
問
」　

本
条
の
記
録
者
・
楊
道
夫
に
つ
い
て
、
田
中
謙
二
『
朱
門
弟

子
師
事
年
攷
』
に
「
楊
道
夫
の
師
事
は
、
淳
煕
十
六
年
（
一
一
八
九
）
か
ら
紹

熙
三
年
（
一
一
九
二
）
に
お
よ
ぶ
」（
一
三
三
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に

行
わ
れ
た
問
答
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
な
年
月
は
確
定

し
難
い
。「
饒
幹　

あ
ざ
な
は
廷
老
。
学
案
（『
宋
元
學
案
』
を
い
う
・
引
用
者
）・

巻
六
十
九
に
収
め
る
略
伝
に
よ
れ
ば
、
邵
武
県
の
人
。
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四

～
八
九
）
の
進
士
。
こ
の
頃
（
長
沙
期
・
引
用
者
）
は
あ
た
か
も
潭
州
管
下
の

長
沙
県
知
事
で
あ
り
、
か
れ
は
「
早
朝
に
起
き
て
政
務
を
処
理
し
、
余
暇
が
出

来
る
と
す
ぐ
講
義
を
聴
い
た
」。
の
ち
知
懐
安
軍
に
在
職
中
に
死
ぬ
。
た
だ
し
、

か
れ
の
師
事
は
こ
の
時
が
最
初
で
な
く
、
楊
道
夫
（
一
一
八
九
、二
条
）・
陳
芝

（
一
一
九
二
、一
条
）
の
記
録
に
も
み
え
、
陳
芝
の
所
録
に
は
楊
道
夫
の
同
時
記

録
を
想
わ
せ
る
双
行
注
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、（
朱
熹
が
長
沙
に
赴
任
し

た
紹
熙
五
年
か
ら
・
引
用
者
）
二
年
遡
る
紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）
の
師
事
も

一
八
四
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想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
饒
宰
」
と
あ
る
か
ら
、
か
れ
は
当
時
す
で
に
知
県

の
職
に
就
任
し
て
い
た
。」（
同
二
六
〇
頁
）

（
2
）「
李
先
生
以
爲
爲
學
之
初
、
凡
遇
一
事
、
當
且
就
此
事
反
覆
推
尋
以
究
其
理
」

　

李
侗
の
説
は
『
大
學
或
問
』
に
見
え
る
。
本
巻
一
二
二
条
注
（
1
）
に
既
出
。

（
3
）「
楊
之
爲
我
、墨
氏
之
兼
愛
」　

儒
家
か
ら
見
た
異
端
思
想
の
代
表
例
と
し
て
、

「
楊
墨
」
と
し
ば
し
ば
並
称
さ
れ
る
。『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
楊
子

取
爲
我
、拔
一
毛
而
利
天
下
、不
爲
也
。
墨
子
兼
愛
、摩
頂
放
踵
利
天
下
、爲
之
。」

ま
た
、
同
「
滕
文
公
」
下
「
聖
王
不
作
、
諸
侯
放
恣
、
處
士
横
議
。
楊
朱
、
墨

翟
之
言
盈
天
下
、
天
下
之
言
不
歸
楊
、
則
歸
墨
。
楊
氏
爲
我
、
是
無
君
也
。
墨

氏
兼
愛
、
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽
獸
也
。」

（
4
）「
顏
子
居
陋
巷
」　
『
論
語
』「
雍
也
」「
子
曰
。
賢
哉
、回
也
。
一
簞
食
、一
瓢
飲
、

在
陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
樂
。
賢
哉
、
回
也
。」『
孟
子
』「
離
婁
」

下
「
禹
稷
當
平
世
、
三
過
其
門
而
不
入
、
孔
子
賢
之
。
顏
子
當
亂
世
、
居
於
陋

巷
、
一
簞
食
、
一
瓢
飲
、
人
不
堪
其
憂
、
顏
子
不
改
其
樂
、
孔
子
賢
之
。
孟
子

曰
。
禹
稷
顏
回
同
道
。
禹
思
天
下
有
溺
者
、
由
己
溺
之
也
、
稷
思
天
下
有
飢
者
、

由
己
飢
之
也
。
是
以
如
是
其
急
也
。
禹
稷
顏
子
、
易
地
則
皆
然
。」

（
5
）「
禹
稷
之
三
過
其
門
而
不
入
」　

本
条
注
（
4
）
所
引
『
孟
子
』
参
照
。
ま
た
、

『
尚
書
』「
舜
典
」「
帝
曰
。
棄
。
黎
民
阻
飢
、汝
后
稷
、播
時
百
穀
。」
同
「
益
稷
」

「
予
創
若
時
、娶
于
塗
山
、辛
壬
癸
甲
。
啓
呱
呱
而
泣
、予
弗
子
。
惟
荒
度
土
功
。」

蔡
傳
「
啓
、
禹
之
子
。
呱
呱
、
泣
聲
。
荒
、
大
也
。
言
娶
妻
生
子
、
皆
有
所
不

暇
顧
念
、
惟
以
大
相
度
平
治
水
土
之
功
爲
急
也
。
孟
子
言
。
禹
八
年
於
外
、
三

過
其
門
而
不
入
是
也
。」

（
6
）「
禹
稷
則
似
乎
墨
氏
之
兼
愛
」　

禹
、
墨
翟
が
そ
れ
ぞ
れ
己
を
省
み
ず
働
い

た
こ
と
に
共
通
点
を
見
出
し
た
例
、早
く
は
『
列
子
』「
楊
朱
」
に
見
え
る
。「
以

吾
言
問
大
禹
、
墨
翟
則
吾
言
當
矣
。」
張
湛
注
「
禹
翟
之
教
、
忌
己
而
濟
物
也
。」

ま
た
、
本
条
注
（
7
）
に
述
べ
る
楊
時
に
先
行
す
る
宋
代
の
例
と
し
て
は
、
劉

敞
兄
弟
の
作
品
中
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
創
作
上
の
発
想
で
あ
り
、
思
想
的

な
分
析
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
劉
敞『
公
是
集
』武
英
殿
輯
本
巻
一「
栟

櫚
賦
」「
苦
身
克
己
、
用
不
失
職
兮
。
磨
頂
至
踵
、
尚
禹
墨
兮
。」
劉
攽
『
彭
城

集
』
武
英
殿
輯
本
巻
五
「
次
韻
蘇
子
瞻
」「
頂
踵
禹
墨
間
、
掛
冠
復
遺
履
。
蘇

公
相
知
心
、
乃
在
湯
湯
水
。」

（
7
）「
然
也
須
知
道
聖
賢
也
有
處
與
他
相
似
、
其
實
却
不
如
此
」　

本
条
注
（
6
）

に
見
た
よ
う
に
、
発
想
と
し
て
禹
と
墨
翟
と
の
間
に
共
通
点
を
見
出
し
た
例
は

北
宋
中
期
に
は
確
認
で
き
る
が
、
顔
回
を
楊
朱
に
、
禹
や
后
稷
を
墨
翟
に
並
べ
、

そ
の
類
似
点
と
相
違
点
と
を
分
析
し
た
こ
と
は
楊
時
に
端
を
発
す
る
。『
龜
山

集
』
巻
八
「
孟
子
解
」「
執
中
無
權
猶
執
一
也
」「
禹
思
天
下
之
溺
猶
己
溺
之
、

稷
思
天
下
之
饑
猶
己
饑
之
、
至
於
股
無
胈
、
脛
無
毛
、
不
當
其
可
與
。
墨
子
摩

頂
放
踵
、
無
以
異
也
。
顏
子
在
陋
巷
、
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
樂
、
未
嘗

仕
也
。
苟
不
當
其
可
、
則
與
楊
氏
之
爲
我
、
亦
無
以
異
也
。
子
莫
執
中
、
執
爲

我
、兼
愛
之
中
也
。
執
中
而
無
權
、猶
執
一
也
。
鄕
鄰
有
鬪
而
不
知
、閉
戸
室
中
、

有
鬪
而
不
知
救
、
是
亦
猶
執
一
耳
。
故
孟
子
以
爲
賊
道
。
禹
稷
顏
回
、
易
地
則

皆
然
、以
其
有
權
也
。權
猶
權
衡
之
權
。量
輕
重
而
取
中
也
。不
能
易
地
則
皆
然
、

是
亦
楊
墨
而
已
矣
。」
こ
こ
で
楊
時
は
、
禹
や
顔
回
と
墨
翟
や
楊
朱
と
の
差
違

は
「
執
一
」
す
る
こ
と
な
く
「
権
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ

る
、
と
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
朱
熹
の
考
え
は
、『
近
思
錄
』
巻
一
に
引

く
程
頤
の
語
「
楊
子
拔
一
毛
不
爲
、
墨
子
又
摩
頂
放
踵
爲
之
、
此
皆
是
不
得
中
。

一
八
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



至
如
子
莫
執
中
、
欲
執
此
二
者
之
中
、
不
知
怎
麽
執
得
。
識
得
則
事
事
物
物
上
、

皆
天
然
有
箇
中
在
那
上
、
不
待
人
安
排
也
。
安
排
著
則
不
中
矣
」
の
理
解
を
め

ぐ
る
門
人
と
の
書
簡
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
八
「
答

鄧
衞
老
」
第
一
書
（
鄧
絅
の
発
問
）「
楊
子
拔
一
毛
不
爲
云
云
。
絅
竊
謂
。
三

子
皆
執
一
、
而
不
知
權
故
也
。
使
楊
子
之
拔
一
毛
不
爲
施
之
在
陋
巷
之
時
、
即

顔
子
矣
。
墨
子
之
摩
頂
放
踵
、
施
之
三
過
其
門
不
入
之
時
、
即
禹
矣
。
故
所
謂

中
者
、
惟
可
與
權
者
能
之
。」（
朱
熹
の
回
答
）「
楊
墨
學
不
足
以
知
道
、
其
心

偏
而
不
中
、
豈
復
能
爲
禹
顏
之
事
。
可
更
思
之
。」
楊
時
と
同
じ
南
剣
州
将
楽

県
出
身
の
門
人
・
鄧
絅
の
質
問
は
明
ら
か
に
楊
時
の
観
点
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
朱
熹
は
、
墨
翟
・
楊
朱
の
学
問
が
道
を
知
る
に
足
り

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
心
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、「
執
一
」
を
や

め
て
「
権
」
を
用
い
れ
ば
よ
い
な
ど
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
に
は
そ
の
前
に
解
決

す
べ
き
学
問
・
心
の
問
題
が
あ
る
、
と
し
て
そ
の
限
界
を
指
摘
す
る
。

（
8
）「
中
間
有
多
少
商
量
」　
「
中
間
」
は
「
そ
こ
に
」、「
多
少
」
は
「
ど
れ
ほ
ど

の
」、「
商
量
」
は
「
思
慮
」。

（
9
）「
舉
此
一
端
、
即
便
可
見
」　
『
論
語
』「
述
而
」「
子
曰
。
不
憤
不
啓
、
不
悱

不
發
、
舉
一
隅
不
以
三
隅
反
、
則
不
復
也
。」

　
　
　
　

傳
六
章

125
条

　

因
説
自
欺
欺
人
、
曰
。
欺
人
亦
是
自
欺
、
此
又
是
自
欺
之
甚
者
。
便
教
盡
大
地

只
有
自
家
一
人
、
也
只
是
自
欺
、
如
此
者
多
矣
。
到
得
那
欺
人
時
、
大
故
郎
當
。

　

若
論
自
欺
細
處
、
且
如
爲
善
、
自
家
也
知
得
是
合
當
爲
、
也
勉
強
去
做
、
只
是

心
裏
又
有
些
便
不
消
如
此
做
也
不
妨
底
意
思
、
如
不
爲
不
善
、
心
裏
也
知
得
不
當

爲
而
不
爲
、
雖
是
不
爲
、
然
心
中
也
又
有
些
便
爲
也
不
妨
底
意
思
。
此
便
是
自
欺
、

便
是
好
善
不
如
好
好
色
、
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
。

　

便
做
九
分
九
釐
九
毫
要
爲
善
、
只
那
一
毫
不
要
爲
底
、
便
是
自
欺
、
便
是
意
不

實
矣
。
或
問
中
説
得
極
分
曉
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇
『
朱
子
語
錄
姓
氏
』
に
よ
る
と
、
沈
僩
錄
は
池
錄
巻
三
八
か
ら
四
一
に
収
録
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
巻
三
八
の
み
現
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
本

条
を
収
録
し
な
い
。

〇
「
因
説
自
欺
欺
人
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
欺
人
」
二
字
が
な
い
。

〇
「
便
教
盡
大
地
只
有
自
家
一
人
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

下
並
び
に
同
じ
。

〇
「
到
得
那
欺
人
時
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
得
」
を
「
淂
」
に
作
る
。
下
並

び
に
同
じ
。

〇
「
大
故
郎
當
」　

萬
曆
本
、
呂
留
良
本
、
和
刻
本
は
「
郎
」
を
「
即
」
に
作
る
。

〇
「
自
家
也
知
得
是
合
當
爲
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。

下
並
び
に
同
じ
。

〇
「
只
是
心
裏
又
有
些
便
不
消
如
此
做
也
不
妨
底
意
思
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
又
」

を
「
也
」
に
作
る
。

一
八
六
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〇
「
心
裏
也
知
得
不
當
爲
而
不
爲
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
心
」
を
「
也
」
に
作
る
。

〇「
便
做
九
分
九
釐
九
毫
要
爲
善
」　

成
化
本
は「
毫
」を「
豪
」に
作
る
。
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

自
ら
欺
く
、
と
、
人
を
欺
く
、
の
話
が
出
た
折
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
を
欺

く
、
と
い
う
の
も
つ
ま
り
は
自
ら
欺
く
こ
と
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
自
ら

欺
く
こ
と
の
程
度
の
ひ
ど
い
も
の
だ
。
た
と
え
地
の
果
て
ま
で
自
分
一
人
し
か
い

な
か
っ
た
（
誰
も
欺
く
相
手
が
い
な
か
っ
た
）
と
し
て
も
、
ひ
た
す
ら
に
自
ら
欺

い
て
い
る
、
そ
ん
な
人
間
が
大
勢
い
る
。
彼
ら
が
人
を
欺
く
段
に
な
れ
ば
、
と
り

わ
け
荒
ん
で
無
茶
苦
茶
だ
。

　

も
し
も
自
ら
欺
く
こ
と
の
微
細
な
あ
り
方
に
つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
た
と
え

ば
良
い
こ
と
を
す
る
と
し
て
、
自
分
で
も
そ
れ
が
や
る
べ
き
こ
と
だ
と
知
っ
て
い

て
、
し
か
も
強
い
て
為
そ
う
と
す
る
の
だ
が
、
心
の
中
に
同
時
に
、
そ
の
よ
う
に

し
な
く
た
っ
て
構
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が
少
し
で
も
あ

る
場
合
、
ま
た
、
も
し
良
く
な
い
こ
と
を
や
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
や
る
べ
き
で

な
い
と
心
に
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
や
ら
な
い
の
だ
が
、
や
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
れ

ど
も
、
心
の
中
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な

気
持
ち
が
少
し
で
も
あ
る
場
合
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
と
り
も
な
お
さ
ず
（『
大
學
』
に
い
う
）
善
を
好
む
こ
と
好
色

を
好
む
が
如
く
な
ら
ず
、
悪
を
悪に
く

む
こ
と
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
な
ら
ず
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。

　

良
い
こ
と
を
し
な
く
て
は
、
と
い
う
気
持
ち
が
九
割
九
分
九
厘
あ
っ
た
と
し
て

も
、
残
る
た
っ
た
一
厘
は
や
ら
な
い
で
お
こ
う
、
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
な
ら
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
こ
と
な
の
で
あ
り
、
ま
た
と
り
も
な
お
さ
ず

意
識
が
実
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。『
大
學
或
問
』

に
は
そ
の
こ
と
を
き
わ
め
て
は
っ
き
り
説
明
し
て
お
い
た
ぞ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
1
）「
因
説
自
欺
欺
人
」　
「
因
説
」
は
『
語
類
』
に
多
見
す
る
表
現
で
、
何
か

の
話
が
出
た
折
に
、
の
意
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
三
五
頁
参
照
。

『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好

色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」
朱
注
「
謙
讀
爲
慊
。
…
自
欺
云

者
、
知
爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。」
人
を
欺
く
、
と
い
う
こ
と

は
、『
大
學
章
句
』
傳
六
章
に
見
え
る
「
小
人
閑
居
爲
不
善
」
を
指
す
が
、「
欺

人
」
の
語
は
現
行
本
『
大
學
或
問
』、『
大
學
章
句
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
欺

人
」
と
自
ら
欺
く
こ
と
と
の
関
係
を
伴
う
説
は
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
五
「
經

筵
講
義
」「
若
小
人
之
自
欺
、
則
不
惟
形
於
念
慮
之
間
、
而
必
見
於
事
爲
之
際
、

此
知
其
爲
惡
而
揜
之
、
則
既
不
足
以
自
欺
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺
肝
、
則
又

不
足
以
欺
人
。
亦
何
益
之
有
哉
。」
ま
た
、『
語
類
』
巻
一
六
、一
〇
六
条
、
沈

僩
録
（
Ⅱ336

）「
孟
子
所
謂
、
見
孺
子
入
井
時
、
怵
惕
惻
隱
、
非
惡
其
聲
而
然
、

非
爲
内
交
要
譽
而
然
。
然
却
心
中
有
内
交
要
譽
之
心
、
却
向
人
説
、
我
實
是
惻

隱
羞
惡
。
所
謂
爲
惡
於
隱
微
之
中
、
而
詐
善
於
顯
明
之
地
、
是
所
謂
自
欺
以
欺

人
也
。
然
人
豈
可
欺
哉
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺
肝
然
、
則
欺
人
者
適
所
以
自

欺
而
已
。
誠
於
中
、
形
於
外
、
那
箇
形
色
氣
貌
之
見
於
外
者
、
自
別
、
決
不
能

欺
人
、
祇
自
欺
而
已
。」
諸
本
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、「
自
欺
」「
欺
人
」
の
話
を

し
て
い
た
時
に
、
派
生
し
て
（「
因
説
」）
本
条
の
話
題
に
な
っ
た
、
と
い
う
意

一
八
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



味
に
な
る
が
、
本
条
の
内
容
は
「
自
欺
」「
欺
人
」
の
関
係
を
正
面
か
ら
論
じ

た
も
の
で
あ
り
、
派
生
的
な
議
論
と
は
看
做
し
難
い
。
朝
鮮
古
写
本
に
は
「
欺

人
」
二
字
が
な
く
（
本
条
〔
校
勘
〕
参
照
）、
一
見
直
後
の
「
欺
人
亦
是
自
欺
」

と
噛
み
合
わ
な
い
か
に
思
わ
れ
る
が
、「
自
欺
」
と
い
う
話
題
に
つ
い
て
の
議

論
に
派
生
し
て
（「
因
説
」）、「
自
欺
」
の
一
種
で
あ
る
「
欺
人
」
の
話
題
に
朱

熹
が
説
き
及
ん
だ
、
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
朝
鮮
古
写
本
の
字
作

り
の
方
が
本
条
全
体
の
内
容
に
合
致
す
る
。
或
い
は
朝
鮮
古
写
本
が
本
来
の
姿

で
、
諸
本
の
「
欺
人
」
二
字
は
、
そ
の
話
題
転
換
を
突
拍
子
も
な
い
と
考
え
た

者
の
後
補
に
係
る
可
能
性
も
あ
る
。
待
考
。

（
2
）「
便
教
盡
大
地
只
有
自
家
一
人
」　
「
便
教
」は「
た
と
え
」。「
盡
大
地
」は「
地

の
果
て
ま
で
」。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
大
地
、
謂
天
下
。」
禅
籍
に
習
見
の

語
。「
自
家
」
は
「
自
分
」。

（
3
）「
大
故
郎
當
」　
「
大
故
」
は
、「
と
り
わ
け
」、
ま
た
は
「
悪
逆
」。
ど
ち
ら

も
通
じ
る
が
、
今
前
者
で
解
し
た
。「
郎
當
」
は
、
無
茶
苦
茶
で
あ
る
こ
と
を

表
現
す
る
畳
韻
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
。『
語
類
』
巻
十
六
、一
〇
七
条
、
沈
僩
録
の
訳

注
を
参
照
（『『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
十
六
上
「
大
学
」（
三
）』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
八
、二
二
〇
～
二
二
一
頁
））。『
語
類
』
巻
三
六
、八
八
条
、
林
夔
孫
録

（
Ⅲ967

）「
欲
罷
不
能
、
是
住
不
得
處
。
惟
欲
罷
不
能
、
故
竭
吾
才
。
不
惟
見

得
顏
子
善
學
聖
人
、
亦
見
聖
人
曲
盡
誘
掖
之
道
、
使
他
歡
喜
、
不
知
不
覺
得
到

氣
力
盡
處
。
如
人
飲
酒
、飲
得
一
盃
好
、只
管
飲
去
、不
覺
醉
郎
當
了
。」
な
お
、

萬
曆
本
、
呂
留
良
本
、
和
刻
本
は
「
郎
」
を
「
即
」
に
作
る
が
（
本
条
〔
校
勘
〕

参
照
）、
和
刻
本
の
訓
点
に
従
っ
て
訓
読
す
れ
ば
、「
大
故
は
即
ち
當
に
自
ら
欺

く
と
論
ず
る
が
若
く
な
る
べ
く
、
細
處
は
且
つ
善
を
爲
す
が
如
し
」。

（
4
）「
若
論
自
欺
細
處
」　
「
細
處
」
は
、
自
欺
の
微
細
な
と
こ
ろ
。
自
欺
は
自
己

の
内
面
に
お
け
る
微
細
な
心
の
兆
し（「
幾
」）と
し
て
発
生
す
る
。『
大
學
章
句
』

傳
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、如
好
好
色
、此
之
謂
自
謙
。

故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」
朱
注
「
獨
者
、人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。」『
中

庸
章
句
』
第
一
章
「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
、故
君
子
慎
其
獨
也
。」
朱
注
「
隱
、

暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。
言
幽
暗
之

中
、
細
微
之
事
、
跡
雖
未
形
、
而
幾
則
已
動
。
人
雖
不
知
而
己
獨
知
之
。」

（
5
）「
也
勉
強
去
做
」　
「
勉
強
」
は
、
気
が
進
ま
な
い
こ
と
を
強
い
て
行
う
意
。

（
6
）「
只
是
心
裏
又
有
些
便
不
消
如
此
做
也
不
妨
底
意
思
」　
「
便
Ａ
」
は
「
た
と

え
Ａ
で
あ
っ
て
も
」、「
不
消
Ａ
」
は
「
Ａ
で
な
く
て
も
」、「
不
妨
」
は
「
か
ま

わ
な
い
」。

（
7
）「
便
是
好
善
不
如
好
好
色
、
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
の

言
葉
。
本
条
注
（
1
）
参
照
。

（
8
）「
便
做
九
分
九
釐
九
毫
要
爲
善
、
只
那
一
毫
不
要
爲
底
、
便
是
自
欺
」　

為

善
去
悪
の
意
に
些
か
た
り
と
も
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
た
ち
ま
ち
自
欺
で
あ

る
こ
と
、『
語
類
』
巻
一
六
、一
〇
八
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ337

）
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
自
欺
、
只
是
自
欠
了
分
數
、
恰
如
淡
底
金
、
不
可
不
謂
之
金
、
只
是
欠
了
分
數
。

如
爲
善
、
有
八
分
欲
爲
、
有
兩
分
不
爲
、
此
便
是
自
欺
、
是
自
欠
了
這
分
數
。」

こ
こ
で
は
、
為
善
に
消
極
的
な
気
持
ち
が
わ
ず
か
で
も
混
在
し
て
い
る
こ
と
を

「
欠
了
分
數
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、「
分
數
」
は
「
全
体
の
う
ち
の
割
合
」
の

意
味
で
、「
分
數
を
欠
く
」
と
は
、「
何
分
か
を
欠
く
」、
つ
ま
り
百
パ
ー
セ
ン

ト
で
は
な
い
、
の
意
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
一
八
二
～
一
九
一
頁

及
び
該
当
条
の
訳
注
（『『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
十
六
上
「
大
学
」（
三
）』（
汲

一
八
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



古
書
院
、
二
〇
一
八
、二
二
二
～
二
三
四
頁
））
参
照
。
な
お
、
朝
鮮
王
朝
の
韓

元
震
『
朱
子
言
論
同
異
攷
』
巻
二
「
大
學
」
で
は
、
朱
熹
の
「
自
欺
」
の
説
を

四
つ
に
区
別
し
、（
一
）「
小
人
閑
居
し
て
不
善
を
爲
す
」
こ
と
を
自
欺
と
す
る

説
（
二
）「
分
数
を
欠
く
」、
つ
ま
り
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
な
い
こ
と
を
自
欺
と
す

る
説
（
三
）
不
善
が
不
善
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
や
っ
て
も
い
い
と
考

え
る
こ
と
を
自
欺
と
す
る
説
（
四
）（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
す
べ
て
を
併
せ

た
も
の
を
自
欺
と
す
る
説
、
と
す
る
。
本
条
の
説
は
（
四
）
に
相
当
す
る
が
、

韓
元
震
は
こ
れ
は
朱
熹
の
定
論
で
は
な
い
と
考
え
、（
二
）
を
定
論
と
し
た
。

（
9
）「
便
是
意
不
實
矣
」　

本
条
注
（
1
）
に
引
く
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
の
説

の
よ
う
に
、
朱
熹
は
、
善
を
行
う
こ
と
と
悪
を
去
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら

心
の
発
動
（
意
識
）
が
実
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
「
自
欺
」
で
あ

る
と
し
た
。『
大
學
章
句
』
經
「
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。」
朱
注
「
誠
、
實

也
。
意
者
、
心
之
所
發
也
。
實
其
心
之
所
發
、
欲
其
必
自
慊
而
無
自
欺
也
。」

（
10
）「
或
問
中
説
得
極
分
曉
」　
「
分
曉
」
は
「
は
っ
き
り
」。『
大
學
或
問
』「
至

此
而
復
進
之
以
必
誠
其
意
之
説
焉
、
則
又
欲
其
謹
之
於
幽
獨
隱
微
之
奧
、
以
禁

止
其
苟
且
自
欺
之
萌
。
而
凡
其
心
之
所
發
、
如
曰
好
善
、
則
必
由
中
及
外
、
無

一
毫
之
不
好
也
。
如
曰
惡
惡
、
則
必
由
中
及
外
、
無
一
毫
之
不
惡
也
。
夫
好
善

而
中
無
不
好
、
則
是
其
好
之
也
如
好
好
色
之
眞
、
欲
以
快
乎
己
之
目
、
初
非
爲

人
而
好
之
也
。
惡
惡
而
中
無
不
惡
、
則
是
其
惡
之
也
如
惡
惡
臭
之
眞
、
欲
以
足

乎
己
之
鼻
、
初
非
爲
人
而
惡
之
也
。
所
發
之
實
既
如
此
矣
、
而
須
臾
之
頃
、
纎

芥
之
微
、
念
念
相
承
、
又
無
敢
有
少
間
斷
焉
、
則
庶
乎
内
外
昭
融
、
表
裏
澄
澈
、

而
心
無
不
正
、
身
無
不
脩
矣
。
若
彼
小
人
、
幽
隱
之
間
、
實
爲
不
善
、
而
猶
欲

外
託
於
善
以
自
蓋
、
則
亦
不
可
謂
其
全
然
不
知
善
惡
之
所
在
。
但
以
不
知
其
眞

可
好
惡
、
而
又
不
能
謹
之
於
獨
以
禁
止
其
苟
且
自
欺
之
萌
、
是
以
淪
陷
至
於
如

此
而
不
自
知
耳
。」

126
条

　

問
。
或
問
誠
意
章
末
、
舊
引
程
子
自
慊
之
説
、
今
何
除
之
。

　

曰
。
此
言
説
得
亦
過
。　

淳

〔
校
勘
〕

〇
諸
本
の
間
に
文
字
の
異
同
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「『
大
學
或
問
』
の
誠
意
章
の
末
尾
に
は
、
元
々
程
明
道
先
生

の
自
慊
の
説
を
引
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
今
本
で
は
そ
れ
を
削
除
な

さ
っ
た
の
で
す
か
。」

　

お
答
え
。「
あ
の
話
は
ち
ょ
っ
と
間
違
っ
て
い
る
。」　

陳
淳
録

〔
注
〕

（
1
）「
或
問
誠
意
章
末
、
舊
引
程
子
自
慊
之
説
」　

陳
淳
の
述
べ
る
よ
う
に
、
現

行
の
『
大
學
或
問
』
誠
意
章
末
尾
に
は
二
程
の
説
は
引
か
れ
て
い
な
い
。
二
程

の
自
慊
の
説
の
う
ち
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
一「
明

道
先
生
語
」「
人
須
知
自
慊
之
道
。
自
慊
者
、
無
不
足
也
。
若
有
所
不
足
、
則

張
子
厚
所
謂
、
有
外
之
心
、
不
足
以
合
天
心
者
也
」、
同
内
容
の
『
二
程
粹
言
』

一
八
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



巻
下
「
子
曰
。
學
必
知
自
慊
之
道
。
有
一
毫
不
自
慊
、則
子
厚
所
謂
有
外
之
心
、

不
足
以
合
天
心
也
」
が
あ
る
が
、
嘗
て
『
大
學
或
問
』
に
引
か
れ
て
い
た
の
は

こ
の
語
で
あ
る
ら
し
い
。『
朱
文
公
續
集
』
巻
二
「
答
蔡
季
通
」
第
四
四
書
「
大

學
想
不
輟
看
、
誠
意
兩
段
、
竟
尋
舊
稿
不
見
、
別
補
去
如
此
、
可
令
兒
輩
剪
去

舊
字
、
別
寫
此
入
其
間
。
明
道
説
。
人
須
自
知
、
知
自
慊
之
道
止
有
外
之
心
、

不
足
以
合
天
地
之
心
。
恐
或
舊
本
不
載
、
今
可
檢
寫
入
。
因
補
此
兩
段
、
覺
得

舊
説
盡
有
合
整
頓
處
、又
是
一
番
功
夫
耳
。」
こ
の
書
簡
は
乾
道
七
（
一
一
七
一
）

年
の
も
の
と
さ
れ
る
が
（
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
證
（
増
訂
本
）』、
生
活
・

讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
一
、九
一
頁
）、
程
顥
の
自
慊
の
説
を
手
持
ち

の
『
大
學
』
に
補
充
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

（
2
）「
此
言
説
得
亦
過
」　

朱
熹
が
乾
道
七
年
に
蔡
元
定
に
補
う
よ
う
指
示
し
た

程
顥
の
語
を
後
に
削
っ
た
わ
け
だ
が
、
原
文
「
説
得
亦
過
」
は
、「
言
い
過
ぎ

だ
」「
間
違
っ
て
い
る
」
の
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
の

場
合
。
現
行
本
『
大
學
或
問
』
で
は
、「
夫
好
善
而
中
無
不
好
、
則
是
其
好
之

也
如
好
好
色
之
眞
、
欲
以
快
乎
己
之
目
、
初
非
爲
人
而
好
之
也
。
惡
惡
而
中

無
不
惡
、
則
是
其
惡
之
也
如
惡
惡
臭
之
眞
、
欲
以
足
乎
己
之
鼻
、
初
非
爲
人

而
惡
之
也
」
と
し
て
、「
自
謙
が
、
他
人
と
関
の
な
い
自
己
充
足
を
求
め
る
為

の
も
の
で
あ
る
事
を
強
調
す
る
」（
吉
原
文
昭
『
南
宋
学
研
究
』、
研
文
社
、

二
〇
〇
二
、六
八
七
頁
）。
一
方
、
特
に
『
二
程
粹
言
』「
有
一
毫
不
自
慊
」
の

語
に
分
か
り
や
す
い
が
、
一
切
の
「
不
自
慊
」
を
許
さ
な
い
程
顥
の
言
葉
は

現
行
本
に
比
し
て
リ
ゴ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
色
彩
が
き
わ
め
て
強
く
、
そ
れ
を

「
言
い
過
ぎ
」
と
看
做
し
て
修
正
し
た
か
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
。『
語
類
』
巻

一
六
、八
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ330

）「
自
慊
之
慊
、
大
意
與
孟
子
行
有
不
慊

相
類
、
子
細
思
之
、
亦
微
有
不
同
。
孟
子
慊
訓
滿
足
意
多
、
大
學
訓
快
意
多
。

橫
渠
云
。
有
外
之
心
、（
原
注
「
蜀
錄
作
自
慊
。」）
不
足
以
合
天
心
、
初
看
亦

只
一
般
。
然
橫
渠
亦
是
訓
足
底
意
思
多
、
大
學
訓
快
意
多
」
の
よ
う
に
、
程
顥

の
引
く
張
載
の
発
言
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
が
『
大
學
』
と
合
致
し
な
い
こ
と
を

朱
熹
は
指
摘
し
た
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
本
条
の
「
過
」
は
「
間
違
い
」
と

い
う
意
味
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
な
お
、
張
載
の

同
じ
発
言
に
つ
い
て
、『
孟
子
或
問
』「
盡
心
」
上
で
は
「
其
（
張
載
）
曰
有
外

之
心
、
不
足
以
合
天
心
者
、
程
子
嘗
引
以
明
自
慊
之
意
、
甚
善
。
而
張
子
之
自

言
、
則
又
若
有
不
同
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、『
孟
子
』
に
即
し
た

張
載
の
発
言
を
用
い
て
程
顥
が
『
大
學
』
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
「
甚
善
」
と

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
却
っ
て
、
朱
熹
が
一
度
は
程
顥
の
説
に
賛
同

し
、
後
に
誤
り
と
考
え
て
削
除
し
た
、
と
い
う
経
緯
と
合
致
す
る
。
よ
っ
て
、

ひ
と
ま
ず
後
者
の
解
釈
に
従
い
、「
間
違
い
」
と
訳
出
す
る
。
待
考
。

127
条

　

先
之
問
。
誠
意
章
或
問
云
。
孟
子
所
論
浩
然
之
氣
、
其
原
蓋
出
於
此
。
何
也
。

　

曰
。
人
只
是
慊
快
充
足
、
仰
不
愧
、
俯
不
怍
、
則
其
氣
自
直
、
便
自
日
長
、
以

至
於
充
塞
天
地
。
雖
是
刀
鋸
在
前
、
鼎
鑊
在
後
、
也
不
怕
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
其
原
蓋
出
於
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

〇
「
便
自
日
長
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。 一

九
〇
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〇
「
以
至
於
充
塞
天
地
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

黄
先
之
（
黄
卓
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
誠
意
章
の
『
或
問
』
に
、
孟
子
論
ず
る

所
の
浩
然
の
気
は
、
其
の
原
蓋
し
此
こ
よ
り
出
づ
、
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
人
と
い
う
の
は
た
だ
気
分
良
く
満
ち
足
り
て
い
て
、
仰
い
で
は
天

に
も
、
俯
い
て
は
人
に
も
恥
じ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
気
は
自
然

と
ま
っ
す
ぐ
で
、
同
時
に
自
然
と
毎
日
伸
長
し
て
い
っ
て
、
そ
う
し
て
天
地
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
前
に
刃
が
、後
ろ
に
（
釜
茹
で
の
刑
の
た
め
の
）

釜
が
置
か
れ
た
っ
て
恐
れ
る
も
の
か
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
1
）「
先
之
問
」　

本
条
の
記
録
者
・
葉
賀
孫
と
黄
卓
と
の
同
席
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
年
代
の
確
定
は
難
し
い
が
、
田
中
謙
二
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
三
次
に

わ
た
る
黄
卓
の
師
事
期
間
、
葉
賀
孫
は
い
ず
れ
も
朱
門
に
在
っ
た
。
黄
卓
の
師

事
期
間
は
、「
第
一
次
…
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）、
た
だ
し
朱
子
が
漳
州
か
ら

建
陽
に
帰
っ
た
あ
と　

第
二
次
…
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）　

第
三
次
…
慶
元

四
年
（
一
一
九
八
）」（『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
八
四
頁
）。

（
2
）「
誠
意
章
或
問
云
。
孟
子
所
論
浩
然
之
氣
、其
原
蓋
出
於
此
」　

現
行
本
『
大

學
或
問
』に
は
こ
の
語
は
見
え
な
い
。『
語
類
』巻
五
二
、七
五
条
、楊
道
夫
録（
Ⅳ

1246

）「
問
。
向
看
誠
意
章
或
問
云
。
孟
子
所
論
浩
然
之
氣
、
其
原
蓋
出
於
此
。

道
夫
因
誦
其
所
謂
浩
然
之
説
。
先
生
謂
。
也
是
恁
地
、
只
是
不
要
忙
。
不
知
此

語
是
爲
始
學
者
言
養
氣
之
理
如
此
。
曰
。
不
是
恁
地
。
這
工
夫
是
忙
不
得
、
他

所
以
有
勿
忘
、
勿
助
長
之
論
。」
孟
子
に
い
う
浩
然
の
気
、
は
『
孟
子
』「
公
孫

丑
」
上
に
見
え
る
。「
敢
問
夫
子
惡
乎
長
。
曰
。
我
知
言
。
我
善
養
吾
浩
然
之

氣
。
敢
問
何
謂
浩
然
之
氣
。
曰
。
難
言
也
。
其
爲
氣
也
、
配
義
與
道
、
無
是
餒

也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
。
行
有
不
慊
於
心
、
則
餒
矣
。
我
故

曰
。
告
子
未
嘗
知
義
、
以
其
外
之
也
。
必
有
事
焉
、
而
勿
正
、
心
勿
忘
、
勿
助

長
也
。
無
若
宋
人
然
。
宋
人
有
閔
其
苗
之
不
長
而
揠
之
者
、
芒
芒
然
歸
謂
其
人

曰
、
今
日
病
矣
、
予
助
苗
長
矣
。
其
子
趨
而
往
視
之
、
苗
則
槁
矣
。
天
下
之
不

助
苗
長
者
寡
矣
。
以
爲
無
益
而
舍
之
者
、
不
耘
苗
者
也
。
助
之
長
者
、
揠
苗
者

也
。
非
徒
無
益
、
而
又
害
之
。」
こ
の
『
孟
子
』
の
文
の
う
ち
に
「
行
有
不
慊

於
心
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
『
大
學
章
句
』
と
の
関
係
が

話
題
と
さ
れ
て
い
る
。
現
行
本
『
大
學
或
問
』
に
も
、「
慊
」
の
意
味
に
つ
い

て
『
孟
子
』
の
こ
の
章
と
関
連
し
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
曰
。

然
則
、
慊
之
爲
義
、
或
以
爲
少
、
又
以
爲
恨
、
與
此
不
同
、
何
也
。
曰
。
慊
之

爲
字
、
有
作
嗛
者
、
而
字
書
以
爲
口
銜
物
也
、
然
則
、
慊
亦
但
爲
心
有
所
銜
之

義
、
而
其
爲
快
、
爲
足
、
爲
恨
、
爲
少
、
則
以
所
銜
之
異
而
別
之
耳
。
孟
子
所

謂
慊
於
心
、
樂
毅
所
謂
慊
於
志
、
則
以
銜
其
快
與
足
之
意
而
言
者
也
。
孟
子
所

謂
吾
何
慊
、
漢
書
所
謂
嗛
栗
姫
、
則
以
銜
其
恨
與
少
之
意
而
言
者
也
。
讀
者
各

隨
所
指
而
觀
之
、
則
既
並
行
而
不
悖
矣
。
字
書
又
以
其
訓
快
與
足
者
、
讀
與
愜

同
、
則
義
愈
明
而
音
又
異
、
尤
不
患
於
無
別
也
。」

（
3
）「
仰
不
愧
、
俯
不
怍
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
君
子
有
三
樂
、

而
王
天
下
、
不
與
存
焉
。
父
母
倶
存
、
兄
弟
無
故
、
一
樂
也
。
仰
不
愧
於
天
、

一
九
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



俯
不
怍
於
人
、
二
樂
也
。
得
天
下
英
才
而
教
育
之
、
三
樂
也
。
君
子
有
三
樂
、

而
王
天
下
、
不
與
存
焉
。」

（
4
）「
雖
是
刀
鋸
在
前
、
鼎
鑊
在
後
、
也
不
怕
」　
「
怕
」
は
「
お
そ
れ
る
」。
朱

熹
は
他
所
で
も
こ
こ
と
同
様
の
表
現
を
用
い
る
。『
語
類
』巻
一
〇
七
、二
五
条
、

萬
人
傑
錄（
Ⅶ2670
）「
今
人
開
口
亦
解
一
飲
一
啄
自
有
定
分
、及
遇
小
小
利
害
、

便
生
趨
避
計
較
之
心
。古
人
刀
鋸
在
前
、鼎
鑊
在
後
、視
之
如
無
物
者
、（
原
注「
賜

錄
作
如
履
平
地
。」）蓋
緣
只
見
得
這
道
理
、都
不
見
那
刀
鋸
鼎
鑊
。」早
く
は『
琴

操
』
巻
下
「
莊
周
獨
處
吟
」
に
「
鼎
鑊
在
前
、
刀
爼
列
後
」
と
あ
る
が
、
直
接

的
に
は
蘇
軾
の
語
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。『
東
坡
後
集
』
巻
一
〇
、『
經
進

東
坡
文
集
事
略
』
巻
二
一
「
擬
進
士
對
御
試
策
」「
今
朝
廷
可
謂
不
和
矣
、
其

咎
安
在
。
陛
下
不
返
求
其
本
、
而
欲
以
力
勝
之
、
力
之
不
能
勝
衆
也
久
矣
。
古

者
刀
鋸
在
前
、
鼎
鑊
在
後
、
而
士
猶
犯
之
。
今
陛
下
躬
蹈
堯
舜
、
未
嘗
誅
一
無

罪
、
欲
弭
衆
言
、
不
過
斥
逐
異
議
之
臣
而
更
用
人
。
必
不
忍
行
亡
秦
偶
語
之
禁
、

起
東
漢
黨
錮
之
獄
、
多
士
何
畏
而
不
言
哉
。」
な
お
、『
周
禮
』
天
官
「
亨
人
」

に
「
亨
人
掌
共
鼎
鑊
、
以
給
水
火
之
齊
。
職
外
内
饔
之
爨
亨
煮
、
辨
膳
羞
之
物
。

祭
祀
、
共
大
羹
、
鉶
羹
。
賓
客
亦
如
之
」
と
あ
る
よ
う
に
「
鼎
鑊
」
は
そ
も
そ

も
調
理
器
具
で
あ
り
、
恐
怖
の
対
象
で
は
な
い
。
そ
れ
が
恐
怖
心
を
惹
起
す
る

の
は
、
刑
罰
と
し
て
の
釜
茹
で
の
故
事
に
由
来
す
る
。『
漢
書
』「
酈
食
其
傳
」

「
齊
王
田
廣
聞
漢
兵
至
、以
爲
食
其
賣
己
、廼
亨
食
其
、引
兵
走
。」
班
固
贊
「
酈

生
自
匿
監
門
、
待
主
然
後
出
、
猶
不
免
鼎
鑊
。」
顏
注
「
鼎
大
而
無
足
曰
鑊
。」

　
　
　
　

傳
七
章

128
条

　

陳
問
。
或
問
云
。
此
心
之
體
、
寂
然
不
動
、
如
鏡
之
空
、
如
衡
之
平
、
何
不
得

其
正
之
有
。
此
是
言
其
體
之
正
。
又
心
之
應
物
、
皆
出
於
至
公
、
而
無
不
正
矣
。

此
又
是
言
其
用
之
正
。
所
謂
心
正
者
、
是
兼
體
用
言
之
否
。

　

曰
。
不
可
只
道
體
正
應
物
未
必
便
正
。
此
心
之
體
、
如
衡
之
平
。
所
謂
正
又
在

那
下
。
衡
平
在
這
裏
、
隨
物
而
應
、
無
不
正
。

　

又
云
。
如
衡
之
平
下
少
幾
箇
字
、
感
物
而
發
、
無
不
正
。　

㝢

〔
校
勘
〕

○
徐
㝢
録
は
池
録
二
〇
、二
一
所
収
。池
録
二
〇
、二
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』

は
本
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。

○
朝
鮮
古
写
本
は
本
条
の
内
容
を
収
録
し
て
い
る
が
、「
本
巻
一
二
七
条
」
→
「
巻

一
五
、一
一
〇
条
」
→
傳
七
章
「
巻
一
六
、一
四
三
条
」
→
「
巻
一
六
、一
五
二
条
」

→「
本
条
」と
い
う
順
番
と
な
る
。
巻
一
六
、一
四
三
条
は
冒
頭
に「
或
問
。
忿
懥
、

恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
、
四
者
人
之
所
不
能
無
、
何
以
謂
心
不
得
其
正
。
曰
」
と

あ
り
、
巻
一
六
、一
五
二
条
は
「
問
。
喜
怒
憂
懼
」
を
「
問
。
七
章
謂
喜
怒
憂

懼
」
に
作
る
。
つ
ぎ
に
陳
淳
に
よ
る
記
録
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
問
。
心
正

是
兼
言
體
用
之
否
。
曰
。
不
可
只
道
體
正
應
物
便
不
正
。
此
心
之
體
、
如
衡
之

平
一
般
、所
謂
正
又
在
這
下
了
。
衡
平
在
這
裏
、隨
物
而
應
無
不
正
。」
と
あ
る
。

本
条
の
内
容
が
小
字
注
と
し
て
陳
淳
の
記
録
に
附
さ
れ
て
い
る
。（
朝
鮮
古
写

一
九
二
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本
の
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。）

○
「
陳
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
上
に
「
㝢
錄
云
」
が
あ
る
。

○
「
體
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
躰
」
に
作
る
。

○
「
至
公
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
公
」
を
空
白
に
作
る
。

○
「
應
物
未
必
便
正
」　

和
刻
本
は
「
未
必
便
（
小
字
注
「
不
正
」）」
に
作
る
。

○
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

陳
淳
が
質
問
し
た
。「『
大
学
或
問
』
に
「
此
心
の
体
、
寂
然
と
し
て
動
か
ず
。

鏡
の
空
な
る
が
如
く
、
衡
の
平
ら
か
な
る
が
如
し
。
何
の
其
の
正
を
得
ざ
る
か
之

れ
有
ら
ん
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
体
の
正
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
心
の
物
に
應
ず
る
は
、
皆
な
至
公
よ
り
出
で
て
正
な
ら
ざ
る
無
し
。」
と

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
用
の
正
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
心

正
」
は
、
体
と
用
の
両
方
に
つ
い
て
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
た
だ
、
本
体
が
正
し
く
、
物
事
に
応
接
す
る
際
は
必
ず
し
も
正
し

い
わ
け
で
は
な
い
、
と
だ
け
言
っ
て
は
い
け
な
い
。「
此
心
の
体
、
衡
の
平
ら
か

な
る
が
如
し
。」
い
わ
ゆ
る
「
正
」
は
ち
ょ
う
ど
そ
こ
の
と
こ
ろ
（
心
の
体
）
に

あ
る
。
こ
こ
に
水
平
に
保
た
れ
て
い
る
秤
が
あ
る
と
す
る
。（
そ
の
上
に
載
せ
た
）

物
に
（
素
直
に
）
応
じ
る
場
合
、
正
し
く
な
い
は
ず
が
な
い
（
こ
れ
は
心
の
用
が

正
し
さ
を
得
る
場
合
だ
）。」

　

ま
た
仰
っ
た
。「
衡
の
平
ら
か
な
る
が
如
し
」
の
下
に
「
物
に
感
じ
て
發
す
る

こ
と
正
し
か
ら
ざ
る
無
し
」
と
数
文
字
が
欠
け
て
い
る
の
だ
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
1
）「
陳
問
」　

校
勘
に
挙
げ
る
朝
鮮
古
写
本
の
当
該
部
分
か
ら
す
れ
ば
、
陳
は

陳
淳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
陳
淳（
一
一
五
三
年
？
〜
一
二
一
七
年
）、字
は
安
卿
、

號
は
北
溪
。
臨
章
の
人
。
記
録
時
期
は
庚
戌（
一
一
九
〇
年
）、己
未（
一
一
九
九

年
）
と
さ
れ
る
。
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
年
）
か
ら
翌
年
（
一
一
九
一
年
）
ま

で
は
、徐
㝢
と
同
席
し
た
と
見
ら
れ
る
。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
攷
」（『
田

中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
四
六
頁
）
を
参
照
。

（
2
）「
或
問
云
…
又
…
」　

こ
の
二
文
は
現
行
本
『
大
学
或
問
』
に
見
ら
れ
な
い
。

類
似
す
る
内
容
と
し
て
、「
人
之
一
心
、
湛
然
虚
明
、
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、

以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
真
體
之
本
然
。
而
喜
怒
憂
懼
、
隨
感
而
應
、
妍
蚩
俯

仰
、
因
物
賦
形
者
、
亦
其
用
之
所
不
能
無
者
也
。
…
及
其
感
物
之
際
、
而
所
應

者
又
皆
中
節
、
則
其
鑑
空
衡
平
之
用
、
流
行
不
滯
、
正
大
光
明
、
是
乃
所
以
爲

天
下
之
逹
道
、
亦
何
不
得
其
正
之
有
哉
。」
と
あ
る
。
ま
た
『
朱
文
公
文
集
』

巻
五
十
一「
答
黄
子
耕
」第
七
書（
紹
熙
二
年（
一
一
九
一
）の
も
の
と
さ
れ
る
）

に
「
近
脩
大
学
此
章
、或
問
頗
詳
、今
謾
錄
去
」
と
あ
り
、「
人
之
心
湛
然
虚
明
、

以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
本
體
。
而
喜
怒
憂
懼
、
隨
感
而
應
者
、
亦
其
用
之
所

不
能
無
者
也
。
然
必
知
至
意
誠
、
無
所
私
係
、
然
後
物
之
未
感
、
則
此
心
之
體
、

寂
然
不
動
、
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
物
之
既
感
、
則
其
妍
媸
高
下
、
隨
物
以

應
、
皆
因
彼
之
自
爾
。
而
我
無
所
與
。
此
心
之
體
用
、
所
以
常
得
其
正
、
而
能

爲
一
身
之
主
也
。」
と
い
う
『
大
学
或
問
』
か
ら
の
引
用
が
見
え
る
。

（
3
）「
至
公
」　
『
論
語
或
問
』「
公
冶
長
」「
曰
。
程
子
之
意
、亦
曰
若
子
文
之
心
、

其
至
公
無
私
果
如
此
、
則
必
有
以
盡
心
之
德
、
全
天
之
理
、
而
五
常
百
行
、
無

不
貫
通
耳
。」
同
「
衛
靈
公
」「
聖
人
之
心
、
雖
至
公
至
平
、
無
私
好
惡
、
然
此

一
九
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



意
則
未
嘗
不
存
、是
乃
天
地
生
物
之
心
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
『
河
南
程
氏
文
集
』

巻
二
「
君
子
之
学
、
莫
若
廓
然
而
大
公
、
物
來
而
順
應
。」
と
あ
る
。

（
4
）「
心
正
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
意
誠
而
後
心
正
」。

（
5
）「
兼
體
用
言
之
」　
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
九
「
心
一
也
、有
指
體
而
言
者
（
原

注
「
寂
然
不
動
是
也
。」）、
有
指
用
而
言
者
（
原
注
「
感
而
遂
通
天
下
之
故
是

也
。」）」
と
あ
る
。
陳
淳
『
北
溪
字
義
』
卷
上
、「
心
」
の
条
に
「
心
有
體
有
用
、

具
衆
理
者
其
體
、
應
萬
事
者
其
用
、
寂
然
不
動
者
其
體
、
感
而
遂
通
者
其
用
、

體
即
所
謂
性
、
以
其
静
者
言
也
。
用
即
所
謂
情
、
以
其
動
者
言
也
。
聖
賢
存
養

工
夫
至
到
、
方
其
静
而
未
發
也
。
全
體
卓
然
、
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
常
定

在
這
裏
、
及
其
動
而
應
物
、
也
大
用
流
行
、
妍
媸
髙
下
、
各
因
物
之
自
爾
、
而

未
嘗
有
絲
毫
銖
兩
之
差
、
而
所
謂
鑑
空
衡
平
之
體
、
亦
常
自
若
而
未
嘗
與
之
俱

往
也
。」
と
あ
る
。

（
6
）「
不
可
只
道
體
正
、
應
物
未
必
便
正
」　

底
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、

和
刻
本
は
「
不
可
」
で
句
切
る
が
、『
朱
子
語
録
考
文
解
義
』
に
「
言
不
可
謂

体
雖
正
而
其
用
則
未
必
正
、
須
各
致
其
功
。
若
然
、
則
是
体
用
不
相
應
、
所
以

不
可
如
此
説
也
。
盖
体
用
一
理
、
其
體
既
正
、
如
衡
之
平
、
則
其
情
之
正
、
即

在
其
下
。
故
本
文
衡
平
之
下
、宜
補
感
物
而
發
無
不
正
七
箇
字
、以
足
其
少
也
。」

と
あ
り
、「
不
可
只
道
…
」、
つ
ま
り
「
た
だ
…
だ
け
と
道
う
可
か
ら
ず
」
と
読

む
。
ま
た
、
校
勘
に
挙
げ
る
朝
鮮
古
写
本
に
お
け
る
陳
淳
に
よ
る
記
録
に
「
不

可
只
道
體
正
、
應
物
便
不
正
」
と
あ
る
か
ら
、
諸
本
よ
り
も
『
朱
子
語
類
考
文

解
義
』
の
読
み
の
ほ
う
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）「
所
謂
正
又
在
那
下
」　
「
那
下
」
は
「
そ
こ
の
と
こ
ろ
」。

（
8
）「
隨
物
而
應
無
不
正
」　

注
（
２
） 

前
掲
『
大
学
或
問
』
の
内
容
を
踏
ま
え

て
い
る
。
ま
た
『
詩
集
傳
』
序
「
曰
。
詩
者
、人
心
之
感
物
而
形
於
言
之
餘
也
。

心
之
所
感
有
邪
正
、
故
言
之
所
形
有
是
非
。
惟
聖
人
在
上
、
則
其
所
感
者
無
不

正
、
而
其
言
皆
足
以
爲
教
。」『
大
学
或
問
』「
知
無
不
盡
、
則
心
之
所
發
能
一

於
理
而
無
自
欺
矣
。意
不
自
欺
、則
心
之
本
體
物
不
能
動
而
無
不
正
矣
。」『
語
類
』

巻
一
六
、一
四
四
条
、
記
録
者
名
欠
、
葉
賀
孫
録
別
出
（
Ⅱ346

）「
惟
誠
其
意
、

真
箇
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
妍
媸
高
下
、
隨
物
定
形
、
而
我
無
與
焉
、
這
便

是
正
心
。」
と
あ
る
。「
隨
物
而
應
」
と
い
う
表
現
は
、郭
象
『
荘
子
注
』「
原
序
」

に
「
夫
心
無
爲
、
則
隨
感
而
應
。」
が
見
え
る
。

（
9
）「
如
衡
之
平
下
少
幾
箇
字
」
云
　々

注
（
6
）
前
掲
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』

を
参
照
。

129
条

　

問
。
正
心
必
先
誠
意
。
而
或
問
有
云
。
必
先
持
志
守
氣
、
以
正
其
心
。
何
也
。

　

曰
。
此
只
是
就
心
上
説
。
思
慮
不
放
肆
、
便
是
持
志
、
動
作
不
放
肆
、
便
是
守

氣
。
守
氣
是
無
暴
其
氣
、
只
是
不
放
肆
。　

㝢

〔
校
勘
〕

○
徐
㝢
録
は
池
録
二
〇
、二
一
所
収
。池
録
二
〇
、二
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』

は
本
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
心
を
正
す
た
め
に
、ま
ず
意
を
誠
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

一
九
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



『
或
問
』
に
「
必
ず
志
を
持
し
、氣
を
守
る
こ
と
を
先
に
し
、以
て
其
の
心
を
正
す
。」

と
あ
る
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。」

　

仰
っ
た
。「
こ
れ
は
心
に
つ
い
て
言
う
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
思
慮
を
放
肆
に
し

な
い
こ
と
こ
そ
が
「
志
を
持
す
」
こ
と
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
振
る
舞
い
を
放
肆

に
し
な
い
こ
と
こ
そ
が
「
氣
を
守
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
氣
を
守
る
」
と
は
「
其

の
氣
を
暴そ

こ
なう

こ
と
無
か
れ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
放
肆
に
し
な
い
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
1
）「
正
心
必
先
誠
意
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。」『
大

学
或
問
』「
而
心
之
發
則
意
也
。
一
有
私
欲
雜
乎
其
中
、而
爲
善
去
惡
或
有
未
實
、

則
心
爲
所
累
、
雖
欲
勉
強
以
正
之
、
亦
不
可
得
而
正
矣
。
故
欲
正
心
者
、
必
先

有
以
誠
其
意
。」

（
2
）「
或
問
有
云
。
必
先
持
志
守
氣
、
以
正
其
心
」　

こ
の
文
と
一
致
す
る
も
の

は
現
行
本
『
大
学
或
問
』
に
見
当
た
ら
な
い
。「
持
志
守
氣
」
は
、『
孟
子
』「
公

孫
丑
」
上
「（
孟
子
）
曰
。
…
孟
施
舍
之
守
氣
、
又
不
如
曽
子
之
守
約
也
。
曰
。

敢
問
夫
子
之
不
動
心
、
與
告
子
之
不
動
心
、
可
得
聞
與
。
告
子
曰
。
不
得
於
言
、

勿
求
於
心
、不
得
於
心
、勿
求
於
氣
。
不
得
於
心
、勿
求
於
氣
、可
。
不
得
於
言
、

勿
求
於
心
、
不
可
。
夫
志
、
氣
之
帥
也
。
氣
、
體
之
充
也
。
夫
志
至
焉
、
氣
次

焉
。
故
曰
。
持
其
志
、
無
暴
其
氣
。」
朱
注
「
若
論
其
極
、
則
志
固
心
之
所
之
、

而
爲
氣
之
將
帥
、
然
氣
亦
人
之
所
以
充
滿
於
身
、
而
爲
志
之
卒
徒
者
也
。
故
志

固
爲
至
極
、
而
氣
即
次
之
。
人
固
當
敬
守
其
志
、
然
亦
不
可
不
致
養
其
氣
。
蓋

其
内
外
本
末
、
交
相
培
養
。」
本
条
に
言
う
「
持
志
」、「
守
氣
」
は
い
ず
れ
も

上
記
の
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
に
出
典
す
る
が
、
朱
子
は
ま
た
本
条
で
「
守

氣
、
是
無
暴
其
氣
」
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
、
結
局
「
持
志
守
氣
」
と
は
『
孟

子
』
の
「
持
其
志
、
無
暴
其
氣
。」
と
置
き
換
え
て
理
解
す
れ
ば
よ
い
。『
孟
子

或
問
』
巻
三
「
曰
。
持
志
養
氣
之
爲
交
養
、何
也
。
曰
。
持
志
、所
以
直
其
内
也
、

無
暴
其
氣
、
所
以
防
於
外
也
。
兩
者
各
致
其
功
、
而
無
所
偏
廢
焉
、
則
志
正
而

氣
自
完
、
氣
完
而
志
益
正
、
其
於
存
養
之
功
、
且
將
無
一
息
之
不
存
矣
。」
ま

た
『
語
類
』
巻
五
二
、三
四
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1238

）「
持
其
志
、無
暴
其
氣
、

是
兩
邊
做
工
夫
。
志
只
是
心
之
所
向
、
而
今
欲
做
一
件
事
、
這
便
是
志
。
持
其

志
、
便
是
養
心
。
不
是
持
志
外
別
有
箇
養
心
。」
同
巻
、
四
〇
条
、
黃
卓
録
（
Ⅳ

1239

）「
先
生
問
。
公
每
讀
無
暴
其
氣
、
如
何
。
鄭
云
。
只
是
喜
怒
哀
樂
之
時
、

持
之
不
使
暴
戾
。
曰
。
此
乃
是
持
其
志
。
志
者
、心
之
所
向
。
持
志
卻
是
養
心
、

也
不
是
持
志
之
外
別
有
箇
養
心
。」

（
3
）「
只
是
就
心
上
説
」　
『
語
類
』
巻
一
六
、一
六
六
条
、林
恪
録
（
Ⅱ350

）「
正

卿
問
。
大
学
傳
正
心
、
修
身
、
莫
有
深
淺
否
。
曰
。
正
心
是
就
心
上
説
、
修
身

是
就
應
事
接
物
上
説
。」

（
4
）「
思
慮
」、「
動
作
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
「
蓋
人
活
物
也
。
又
安
得
爲

槁
木
死
灰
。
既
活
則
須
有
動
作
、須
有
思
慮
、必
欲
爲
槁
木
死
灰
、除
是
死
也
。」

130
条

　

鍾
唐
傑
問
。
或
問
云
。
意
既
誠
矣
、
而
心
猶
有
動
焉
、
然
後
可
以
責
其
不
正
而

復
乎
正
。
意
之
既
誠
、
何
爲
心
猶
有
動
。

　

曰
。
意
雖
已
誠
、
而
此
心
持
守
之
不
固
、
是
以
有
動
。
到
這
裏
、
猶
自
三
分
是

一
九
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



小
人
、
正
要
做
工
夫
。
且
意
未
誠
時
、
譬
猶
人
之
犯
私
罪
也
、
意
既
誠
而
心
猶
動
、

譬
猶
人
之
犯
公
罪
也
。
亦
甚
有
間
矣
。　

蓋
卿
。

〔
校
勘
〕

○
襲
蓋
卿
録
は
池
錄
二
九
所
収
。『
朱
子
語
録
』巻
二
九
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

○
「
鍾
唐
傑
」　
『
朱
子
語
録
』
で
は
そ
の
下
に
小
字
注
「
名
詠
」
が
あ
る
。

○
「
或
問
」　
『
朱
子
語
録
』
で
は
「
或
」
の
上
に
「
大
学
」
二
字
が
あ
る
。

○
「
何
爲
心
猶
有
動
」　

朝
鮮
古
写
本
、『
朱
子
語
録
』
で
は
「
爲
」
の
下
に
「
而
」

字
が
あ
る
。

○
「
曰
」　
『
朱
子
語
録
』
で
は
上
に
「
先
生
」
二
字
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

鍾
唐
傑
が
質
問
し
た
。「『
大
学
或
問
』
に
「
意
は
既
に
誠
な
り
、
而
る
に
心
猶

お
動
く
こ
と
有
り
、
然
る
後
以
て
其
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
責
め
て
正
し
き
に
復
す

可
し
」
と
あ
る
。
意
は
誠
に
し
た
以
上
、「
心
猶
お
動
く
こ
と
有
り
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
意
は
誠
に
し
た
と
は
い
え
、
心
は
固
く
保
持
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

動
揺
が
あ
る
の
だ
。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
三
割
は
ま
だ
小
人
で
あ
り
、
こ
こ
こ
そ

が
工
夫
を
積
み
重
ね
る
必
要
の
あ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
。
ま
た
、
意
を
誠
に
し
て
い

な
い
の
は
、
人
間
が
私
意
に
関
わ
る
罪
を
犯
し
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
意
を
誠

に
し
た
が
、
心
に
ま
だ
動
揺
が
あ
る
の
は
、
人
間
が
公
に
お
け
る
罪
を
犯
し
た
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。
両
者
に
懸
隔
が
あ
る
の
だ
。」　

襲
蓋
卿
録

〔
注
〕

（
1
）「
鍾
唐
傑
」　
『
朱
子
実
紀
』
巻
八
、
朱
子
門
人
「
鍾
唐
傑
、
袁
州
萍
郷
人
。」

『
考
亭
淵
源
録
』
巻
二
〇
「
鍾
唐
傑
、
宜
春
萍
陽
人
。」
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』

三
五
四
頁
を
参
照
。

（
2
）「
或
問
云
」
云
　々
「
意
既
誠
矣
」
一
段
は
、
現
行
本
『
大
学
或
問
』
に
見

ら
れ
な
い
。『
語
類
』
巻
一
六
、一
二
四
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅱ342

）「
問
。
先

生
近
改
正
心
一
章
、
方
包
括
得
盡
。
舊
來
説
作
意
或
未
誠
、
則
有
是
四
者
之
累
、

却
只
説
從
誠
意
去
。
曰
。
這
事
連
而
却
斷
、
斷
而
復
連
。
意
有
善
惡
之
殊
。
意

或
不
誠
、
則
可
以
爲
惡
。
心
有
得
失
之
異
。
心
有
不
正
、
則
爲
物
所
動
、
却
未

必
爲
惡
。
然
未
有
不
能
格
物
致
知
而
能
誠
意
者
、
亦
未
有
不
能
誠
意
而
能
正
心

者
。」
と
あ
る
。「
正
心
」
に
関
す
る
内
容
に
改
訂
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
3
）「
意
之
既
誠
、何
爲
心
猶
有
動
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
一
条
、湯
泳
録
（
Ⅰ

307

）「
誠
意
正
心
章
、
一
説
能
誠
其
意
、
而
心
自
正
。
一
説
意
誠
矣
、
而
心
不

可
不
正
。」
本
条
の
質
問
は
前
者
の
立
場
か
ら
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

こ
こ
で
の
「
動
」
と
は
、
具
体
的
に
は
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
等
の
心
の

は
た
ら
き
に
お
け
る
偏
り
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
条

参
照
。

（
4
）「
意
雖
已
誠
、
而
此
心
持
守
之
不
固
、
是
以
有
動
」　
「
持
守
」
は
「
保

持
し
守
る
」。「
意
誠
」
と
「
心
正
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、『
語
類
』
巻

一
五
、一
一
四
条
、
廖
謙
録
（
Ⅰ304

）「
康
叔
臨
問
。
意
既
誠
矣
、
心
安
有
不

正
。
曰
。
誠
只
是
實
、雖
是
意
誠
、然
心
之
所
發
有
不
中
節
處
、依
舊
未
是
正
。」

同
、
巻
一
六
、一
二
五
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ342

）「
或
問
正
心
、
誠
意
章
。
先
生

令
他
説
。
曰
。
意
誠
則
心
正
。
曰
。
不
然
。
…
意
既
誠
了
、而
其
心
或
有
所
偏
倚
、
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則
不
得
其
正
、
故
方
可
做
那
正
心
底
工
夫
。」
同
巻
、
一
二
八
条
、
甘
節
録
（
Ⅱ

343

）「
問
。
意
既
誠
、
而
有
憂
患
之
類
、
何
也
。
曰
。
誠
意
是
無
惡
。
憂
患
忿

懥
之
類
、
却
不
是
惡
。
但
有
之
、
則
是
有
所
動
。」
と
あ
る
。『
語
類
』
に
お
い

て
は
、「
誠
意
」
の
後
に
「
正
心
」
を
努
め
る
必
要
性
を
説
く
も
の
の
ほ
う
が

多
い
よ
う
で
あ
る
が
、「
誠
意
」
か
ら
「
正
心
」
へ
の
必
然
性
を
批
判
し
な
が
ら
、

「
誠
意
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
朱
子
自
身
も
ま
た
「
意
誠
則
心

正
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
一

条
訳
注
注
（
1
）、
巻
一
六
、一
二
五
条
訳
注
注
（
1
） 

を
参
照
（「『
朱
子
語

類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
四
）」
八
六
〜
八
七
頁
、「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四

～
一
八
訳
注
（
六
）」
一
三
八
頁
）。

（
5
）「
三
分
是
小
人
」　
「
三
割
は
小
人
で
あ
る
」、「
君
子
七
分
に
小
人
三
分
」
の

意
。『
語
類
』で
は
、意
の
誠
不
誠
は
君
子
と
小
人
の
分
れ
目
で
あ
る
こ
と
が
屡
々

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
一
五
、九
〇
条
、
龔
蓋
卿
録
（
Ⅰ299

）「
鍾

唐
傑
問
意
誠
。
曰
。
意
誠
只
是
要
情
願
做
工
夫
。
若
非
情
願
、
亦
強
不
得
。
未

過
此
一
關
、
猶
有
七
分
是
小
人
。」
巻
一
六
、六
七
条
、
呉
琮
録
（
Ⅱ327
）「
君

子
小
人
之
分
、
却
在
誠
其
意
處
。
誠
於
為
善
、
便
是
君
子
、
不
誠
底
便
是
小
人
、

更
無
別
説
。」
同
巻
、一
一
八
条
、徐
㝢
録
（
Ⅱ340

）「
此
自
知
至
處
便
到
誠
意
、

兩
頭
截
定
箇
界
分
在
這
裏
、
此
便
是
箇
君
子
小
人
分
路
頭
處
。
從
這
裏
去
、
便

是
君
子
。
從
那
裏
去
、便
是
小
人
。」
同
巻
、一
二
五
条
、輔
廣
録
（
Ⅱ342

）「
意

之
誠
不
誠
、
直
是
有
公
私
之
辨
、
君
子
小
人
之
分
。」
な
ど
が
あ
る
。
従
っ
て
、

誠
意
の
関
門
を
突
破
す
れ
ば
本
来
は
君
子
と
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
も

な
お
三
分
は
小
人
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
「
三
分
是
小
人
」
の
意
。

（
6
）「
正
要
做
工
夫
」　

注
（
4
）『
語
類
』
巻
一
六
、一
二
五
条
を
参
照
。

（
7
）「
意
未
誠
時
、
譬
猶
人
之
犯
私
罪
也
、
意
既
誠
而
心
猶
動
、
譬
猶
人
之
犯
公

罪
也
」　
「
私
罪
、
公
罪
」
に
つ
い
て
は
、『
唐
律
疏
議
』
巻
二
「
私
罪
、
謂
私

自
犯
及
對
制
詐
不
以
實
、
受
請
枉
法
之
類
。」「
䟽
議
曰
。
私
罪
、
謂
不
縁
公
事
、

私
自
犯
者
。
雖
縁
公
事
、
意
涉
阿
曲
、
亦
同
。」「
公
罪
、
謂
緣
公
事
致
罪
、
而

無
私
曲
者
」
と
あ
る
。「
私
罪
と
は
公
務
に
関
係
な
く
私
人
と
し
て
犯
す
罪
の

す
べ
て
、
お
よ
び
悪
意
を
も
っ
て
公
務
上
で
不
正
・
枉
法
を
な
す
罪
を
言
い
、

公
罪
と
は
公
務
上
で
手
落
ち
が
あ
っ
て
法
に
照
ら
し
て
罪
と
な
る
け
れ
ど
も
、

悪
意
の
な
い
場
合
を
言
う
。」と
い
う
。
な
お
、官
吏
が
犯
し
た
罪
を
言
う
場
合
、

私
罪
は
「
故

こ
と
さ
ら」、

や
「
知
情
」
な
ど
の
語
で
表
現
す
る
の
に
対
し
て
、
公
罪
は

「
失
」、「
不
覚
」
な
ど
を
用
い
る
。
量
刑
か
ら
み
れ
ば
、「
私
罪
」
よ
り
「
公
罪
」

の
ほ
う
が
多
少
重
い
よ
う
で
あ
る
。
律
令
研
究
会
編
『
訳
注
日
本
律
令
』
巻
五

「
唐
律
疏
議
訳
注
篇
」
巻
一
を
参
照
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
一
九
年
、
一
〇
六

〜
一
〇
七
頁
）。
一
方
、
士
大
夫
の
「
私
罪
」
と
「
公
罪
」
に
対
す
る
認
識
は

必
ず
し
も
量
刑
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
呂
本
中『
官
箴
』に「
前
輩
嘗
言
、

公
罪
不
可
無
、
私
罪
不
可
有
。
此
亦
要
言
。
私
罪
固
不
可
有
、
若
無
公
罪
、
則

自
保
太
過
、無
任
事
之
意
。」
と
あ
り
、「
私
罪
」
の
ほ
う
が
罪
深
い
と
す
る
。「
公

罪
」と「
私
罪
」の
重
さ
の
違
い
に
関
し
て
は
、朱
子
も
同
じ
立
場
で
あ
る
。『
語

類
』
巻
一
五
、九
一
条
、
李
方
子
録
（
Ⅰ299

）「
又
曰
。
意
不
誠
底
、
是
私
過
。

心
不
正
底
、
是
公
過
。」
同
、
巻
一
六
、一
二
五
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ342

）「
意

未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、
更
理
會
甚
正
心
。
然
意
雖
誠
了
、
又
不
可
不
正
其
心
。

意
之
誠
不
誠
、
直
是
有
公
私
之
辨
、
君
子
小
人
之
分
。」
同
巻
、
一
三
一
条
、

甘
節
録
（
Ⅱ 343
）「
誠
意
、
是
真
實
好
善
惡
惡
、
無
夾
雜
。
又
曰
。
意
不
誠
、

是
私
意
上
錯
了
。
心
不
正
、
是
公
道
上
錯
了
。」

一
九
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



131
条

　

或
問
。
意
既
誠
矣
、
而
心
猶
有
動
焉
、
然
後
可
以
責
其
不
正
、
而
復
乎
正
。
是

如
何
。

　

曰
。
若
是
意
未
誠
時
、
只
是
一
箇
虛
偽
無
實
之
人
、
更
問
甚
心
之
正
與
不
正
。

唯
是
意
已
誠
實
、
然
後
方
可
見
得
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
有
偏
重
處
、
即
便

隨
而
正
之
也
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
輔
廣
録
は
池
錄
二
所
収
。『
朱
子
語
録
』
巻
二
は
本
条
を
収
録
し
、「
丙
辰

（
一
一
九
六
年
）
冬
、
丁
巳
（
一
一
九
七
年
）
春
、
竹
林
精
舍
所
錄
」
と
す
る
。

○
「
或
問
」　

朝
鮮
古
写
本
、『
朱
子
語
録
』
は
「
問
」
下
に
「
大
学
或
問
曰
」
を

加
え
る
。

○
「
只
是
一
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
り
、『
朱
子
語
録
』
に

は
「
是
」
字
が
な
い
。

○
「
見
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
見
淂
」
に
作
る
。

○
「
恐
懼
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
恐
惧
」
に
作
る
。

○
「
更
問
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
㪅
問
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
質
問
し
た
。「（『
大
学
或
問
』
に
）「
意
は
既
に
誠
な
り
、
而
る
に
心

猶
お
動
く
こ
と
有
り
、
然
る
後
以
て
其
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
責
め
て
正
し
き
に
復

す
可
し
」
と
あ
る
が
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「
意
を
ま
だ
誠
に
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
人
物
は
偽
り
で
不
実
な

人
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
心
の
正
不
正
な
ど
は
、
ど
う
し
て
問
題
に
す

る
に
値
し
よ
う
か
。
た
だ
意
を
誠
に
し
て
は
じ
め
て
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患

の
偏
る
と
こ
ろ
が
認
識
で
き
、
直
ち
に
そ
の
偏
り
に
即
し
て
（
心
を
）
正
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。」　

輔
廣
録

〔
注
〕

（
1
）「
或
問
意
既
誠
矣
」
云
　々
〔
校
勘
〕
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
古
写
本
、

『
朱
子
語
録
』
は
「
或
問
。
大
学
或
問
曰
。
意
既
誠
矣
」」
云
々
と
し
て
お
り
、

前
条
の
内
容
を
も
踏
ま
え
る
と
、「
意
既
誠
矣
」
以
下
は
『
大
学
或
問
』
か
ら

の
引
用
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
行
本
『
大
学
或
問
』
に
見
ら
れ

な
い
。
前
条
注
（
2
）
を
参
照
。

（
2
）「
意
未
誠
時
、
只
是
一
箇
虛
偽
無
實
之
人
」　
『
語
類
』
巻
一
六
、七
四
条
、

沈
僩
録（
Ⅱ328

）「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。
…
是
自
家
知
得
善
好
要
爲
善
、

然
心
中
却
覺
得
微
有
些
没
緊
要
底
意
思
、
便
是
自
欺
、
便
是
虚
僞
不
實
矣
。」

（
3
）「
更
問
甚
心
之
正
與
不
正
」　
「
甚
」
は
「
ど
ん
な
」。『
語
類
』
巻

一
六
、一
二
五
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ342

）「
意
未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、
更
理
會

甚
正
心
。
然
意
雖
誠
了
、
又
不
可
不
正
其
心
。
意
之
誠
不
誠
、
直
是
有
公
私
之

辨
、
君
子
小
人
之
分
。
意
若
不
誠
、
則
雖
外
面
爲
善
、
其
意
實
不
然
、
如
何
更

問
他
心
之
正
不
正
。」

（
4
）「
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
有
偏
重
處
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
所
謂

脩
身
在
正
其
心
者
、
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
。
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
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有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不
得
其
正
。」
朱
注
「
程
子
曰
。

身
有
之
身
、
當
作
心
。
…
忿
懥
、
怒
也
。
蓋
是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人
所
不

能
無
者
。
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則
欲
動
情
勝
、
而
其
用
之
所
行
、
或
不
能
不

失
其
正
矣
。」『
語
類
』
巻
一
六
、一
三
二
条
、
金
去
僞
録
（
Ⅱ343

）「
問
。
忿

懥
、
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
、
皆
不
可
有
否
。
曰
。
四
者
豈
得
皆
無
。
但
要
得
其

正
耳
、
如
中
庸
所
謂
喜
怒
哀
樂
發
而
中
節
者
也
。」
同
巻
、
一
四
四
条
、
記
録

者
名
欠
、
葉
賀
孫
録
別
出
（
Ⅱ345
〜346

）「
忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
、

這
四
者
皆
人
之
所
有
、
不
能
無
。
然
有
不
得
其
正
者
、
只
是
應
物
之
時
不
可
夾

帶
私
心
。
如
有
一
項
事
可
喜
、
自
家
正
喜
、
驀
見
一
可
怒
底
事
來
、
是
當
怒
底

事
、
卻
以
這
喜
心
處
之
、
和
那
怒
底
事
也
喜
了
、
便
是
不
得
其
正
。」

（
5
）「
即
便
」　
「
す
ぐ
に
」、「
直
ち
に
」
の
意
。

132
条

　

問
。
意
既
誠
矣
一
段
。

　

曰
。
不
誠
是
虛
偽
無
實
之
人
、
更
理
會
甚
正
。
正
如
水
渾
、
分
甚
清
濁
。
不
虛

偽
無
實
、
是
箇
好
人
了
、
這
裏
方
擇
得
正
不
正
做
事
。
如
水
清
了
、
只
是
微
動
。

故
忿
懥
四
者
、
已
是
好
人
底
事
。
事
至
不
免
爲
氣
動
、
則
不
免
差
了
。

　

因
舉
左
氏
傳
云
。
正
曲
爲
直
、
正
直
爲
正
。
曲
是
體
段
不
直
。
既
爲
整
直
、
只

消
安
排
教
端
正
、
故
云
正
直
。　

士
毅

　
（
原
注
「
過
錄
云
。
先
生
因
子
洪
問
意
誠
矣
而
心
猶
有
動
之
意
、
而
曰
。
如
正

直
爲
正
、
正
曲
爲
直
兩
句
。
正
曲
爲
直
、
如
出
成
界
方
、
已
直
矣
。
正
直
爲
正
、

則
如
安
頓
界
方
、
得
是
當
處
。」）

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。

○
「
子
洪
」　

万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
和
刻
本
は
「
洪
」
を
「
烘
」
に
作
る
。

○
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
淂
」
に
作
る
。

○
「
更
理
會
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
㪅
理
會
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
意
既
誠
矣
」
一
段
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
。「
不
誠
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
物
は
偽
り
で
不
実
な
人
間
な
の
で
、
ど

ん
な
正
心
に
取
り
組
め
と
い
う
の
か
。
ち
ょ
う
ど
混
じ
り
合
っ
た
水
は
、
ど
こ
が

澄
ん
で
い
て
ど
こ
が
濁
っ
て
い
る
な
ど
、ど
う
し
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。
偽
り
で
不
実
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
善
人
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
じ
め
て
心
の
正
や
不
正
を
選
択
し
て
実
践
し
て
い
く
。
ち
ょ

う
ど
水
が
清
ら
か
に
な
り
、た
だ
微
か
に
揺
れ
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
も
の
だ
。

そ
れ
故
（
意
誠
が
実
現
し
た
以
上
）
忿
懥
云
々
の
四
者
は
既
に
し
て
（
悪
し
き
も

の
で
は
な
く
）
善
人
の
取
り
組
む
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
事
物
が
出
現

し
た
際
に
、（
心
が
）
氣
に
乱
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
、
だ
か
ら
（
心
が
）

誤
り
を
生
ず
る
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。」

　

そ
こ
で
『
左
傳
』
の
語
を
挙
げ
て
言
わ
れ
た
。「「
曲
を
正
し
て
直
と
爲
し
、
直

を
正
し
て
正
と
爲
す
。」「
曲
」
と
は
、
物
の
す
が
た
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
だ
。
既
に
整
え
て
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
以
上
、
後
は
た
だ
、
よ
り
端
正
に
な

る
よ
う
に
処
置
す
る
だ
け
で
よ
い
。
そ
れ
故
に
「
直
を
正
す
」
と
い
う
の
だ
。」　

一
九
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



黃
士
毅
録

　
（
原
注「
王
過
の
記
録
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
子
洪（
黃
士
毅
、字
は
子
洪
）が「
意

は
誠
な
り
、
而
る
に
心
猶
お
動
く
こ
と
有
り
」
の
意
味
に
つ
い
て
先
生
に
お
尋
ね

し
た
の
で
、先
生
は
言
わ
れ
た
。「（『
左
伝
』
に
い
う
）「
直
を
正
し
て
正
と
爲
す
」

「
曲
を
正
し
て
直
と
爲
す
」の
二
句
の
よ
う
な
も
の
だ
。「
曲
を
正
し
て
直
と
爲
す
」

と
い
う
の
は
、「
界
方
」
を
作
り
あ
げ
る
よ
う
な
も
の
で
、（
作
ら
れ
た
「
界
方
」

の
形
は
）
既
に
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い
る
。「
直
を
正
し
て
正
と
爲
す
」
と
い
う

の
は
、「
界
方
」
を
然
る
べ
き
場
所
に
置
き
、
妥
当
な
配
置
を
得
さ
せ
る
こ
と
の

よ
う
な
も
の
だ
。」）

〔
注
〕

（
1
）「
意
既
誠
矣
一
段
」　

本
巻
一
三
〇
条
訳
注
注
（
2
）
を
参
照
。

（
2
）「
不
誠
是
虛
偽
無
實
之
人
、
更
理
會
甚
正
」　
「
理
會
」
は
「
取
り
組
む
」
の

意
。「
甚
」
は
、「
ど
ん
な
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
六
、一
二
五
条
、輔
廣
録
（
Ⅱ

342

）「
意
未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、
更
理
會
甚
正
心
。」

（
3
）「
不
虛
偽
無
實
、是
箇
好
人
了
」　
『
語
類
』巻
一
五
、一
一
八
条
、孫
自
修
録（
Ⅰ

305

）「
致
知
、
誠
意
兩
節
若
打
得
透
時
、
已
自
是
箇
好
人
。」

（
4
）「
這
裏
方
擇
得
正
不
正
做
事
」　
「
方
」
は
「
は
じ
め
て
」。「
擇
」
は
「
選
ぶ
」。

「
得
」
は
リ
ズ
ム
上
か
ら
添
え
ら
れ
た
語
。

（
5
）「
如
水
清
了
、
只
是
微
動
。
故
忿
懥
四
者
、
已
是
好
人
底
事
」　
『
語
類
』
巻

一
五
、一
二
七
条
、
李
壯
祖
録
（
Ⅰ306

）「
曰
。
心
之
本
體
何
嘗
不
正
。
所
以

不
得
其
正
者
、
蓋
由
邪
惡
之
念
勃
勃
而
興
、
有
以
動
其
心
也
。
更
是
譬
之
水
焉
、

本
自
瑩
淨
寧
息
、
蓋
因
波
濤
洶
湧
、
水
遂
爲
其
所
激
而
動
也
。
大
学
次
序
、
誠

意
最
要
。
学
者
苟
於
此
一
節
分
別
得
善
惡
、
取
舍
、
是
非
分
明
、
則
自
此
以
後
、

凡
有
忿
懥
、
好
樂
、
親
愛
、
畏
敬
等
類
、
皆
是
好
事
。」

（
6
）「
事
至
不
免
爲
氣
動
」　
『
大
学
或
問
』「
惟
其
事
物
之
來
、
有
所
不
察
、
應

之
既
或
不
能
無
失
、
且
又
不
能
不
與
俱
往
、
則
其
喜
怒
憂
懼
、
必
有
動
乎
中
者
、

而
此
心
之
用
、
始
有
不
得
其
正
者
耳
。」『
語
類
』
巻
一
一
九
、二
三
条
、
訓
陳

芝
（
Ⅶ2875

）「
蓋
平
旦
之
時
、
得
夜
間
息
得
許
久
、
其
心
便
明
、
則
好
惡
公
。

好
則
人
之
所
當
好
、
惡
則
人
之
所
當
惡
、
而
無
私
意
於
其
間
。
過
此
時
、
則
喜

怒
哀
樂
紛
擾
於
前
、
則
必
有
以
動
其
氣
、
動
其
氣
則
必
動
其
心
。」

（
7
）「
因
舉
左
氏
傳
云
。
正
曲
爲
直
、正
直
爲
正
」　
『
左
傳
』に
見
え
る
文
言
だ
が
、

朱
子
は
杜
注
に
従
わ
ず
、独
自
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
。『
左
傳
』襄
公
七
年「
傳

七
年
…
詩
曰
、
靖
共
爾
位
、
好
是
正
直
、
神
之
聽
之
、
介
爾
景
福
、
恤
民
爲
德
、

正
直
爲
正
（
杜
預
注
「
正
已
心
。」）、
正
曲
爲
直
（
杜
預
注
「
正
人
。」）、
參
和

爲
仁
（「
德
、
正
、
直
三
者
備
、
乃
為
仁
。」）。」
杜
預
に
従
え
ば
、『
左
伝
』
の

当
該
箇
所
は
「
民
を
恤
む
を
德
と
爲
し
、
直
を
正
す
を
正
と
爲
し
、
曲
を
正
す

を
直
と
爲
す
」
と
訓
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
8
）「
體
段
不
直
」　
「
體
段
」
は
、「
物
事
の
す
が
た
」。『
語
類
』
巻
一
五
、六
三

条
訳
注
注（
3
）を
参
照（「『
朱
子
語
類
』巻
一
四
〜
一
八
訳
注（
三
）」八
四
頁
）。

（
9
）「
只
消
安
排
」　
「
消
」
は
「
要
す
る
」、「
必
要
と
す
る
」。「
安
排
」
は
『
語
類
』

に
頻
出
す
る
表
現
で
あ
る
。「
あ
れ
こ
れ
は
か
ら
う
」、「
手
を
か
け
る
」
の
意
。

（
10
）「
出
成
界
方
」　
「
界
方
」、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
一
、
文
鎮
、
重
し
と
し

て
紙
や
書
物
の
上
に
置
く
文
房
具
。
二
、生
徒
を
仕
付
け
る
時
に
使
う
木
の
札
、

と
の
二
つ
の
意
味
を
挙
げ
る
。
本
条
で
は
、前
者
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

朱
子
の
早
期
の
師
の
一
人
で
あ
る
劉
子
翬
（
屏
山
先
生
）
の
『
書
齋
十
詠
』「
界

二
〇
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



方
」
に
「
抄
書
防
縱
逸
、界
墨
作
遮
闌
」
と
あ
る
よ
う
に
、書
物
を
書
き
写
す
時
、

行
を
間
違
え
な
い
た
め
に
書
物
の
上
に
置
く
の
も
界
方
の
使
い
方
の
一
つ
で
あ

る
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
界
方
、
木
器
之
方
正
者
、
見
論
語
雍
也
四

之
四
。
出
成
、
謂
造
成
也
。」
と
こ
の
条
に
言
及
し
て
い
る
。「
論
語
雍
也
四
之

四
」
と
は
朝
鮮
整
版
本
『
語
類
』
巻
三
三
、
論
語
一
五
、
雍
也
篇
四
之
四
所
掲

の
条
、
即
ち
以
下
の
条
を
指
す
。『
語
類
』
巻
三
三
、一
二
条
、
黃
義
剛
録
（
Ⅲ

831

）「
古
人
之
器
多
有
觚
。
如
酒
器
、
便
如
今
花
瓶
中
間
有
八
角
者
。
木
簡
是

界
方
而
六
面
、
即
漢
所
謂
操
觚
之
士
者
也
。」

（
11
）「
安
頓
界
方
、
得
是
當
處
」　
「
安
頓
」
は
『
語
類
』
に
頻
出
す
る
。「
ち
ゃ

ん
と
置
く
」、「
落
ち
つ
か
せ
る
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
四
、九
一
条
訳
注
注

（
12
）
を
参
照
（「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八
訳
注
（
一
）」
一
四
一
頁
）。

ま
た
「
安
頓
」
は
「
處
」
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、『
語

類
』
巻
一
四
、一
五
七
条
、
胡
泳
録
（
Ⅰ278

）「
看
安
頓
在
甚
處
、
如
處
富
貴
、

貧
賤
、
患
難
、
無
往
而
不
安
。」
巻
一
五
、一
〇
一
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ302

）「
因

指
燭
曰
、
如
點
一
條
蠟
燭
在
中
間
、
光
明
洞
達
、
無
處
不
照
、
雖
欲
將
不
好
物

事
來
、
亦
沒
安
頓
處
、
自
然
著
它
不
得
。」
と
あ
る
。「
界
方
」
の
置
き
方
に
つ

い
て
は
、
前
注
を
参
照
。

（
12
）「
黃
士
毅
」、「
王
過
」　

本
条
の
記
録
者
の
黃
士
毅
、字
は
子
洪
、号
は
壺
山
、

莆
田
の
人
、
記
録
年
を
欠
く
が
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
す
で
に
入
門
し

て
い
る
と
い
う
。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第

三
巻
、
二
七
五
〜
二
七
六
頁
）
を
参
照
。
王
過
、
字
は
幼
觀
、
号
は
拙
齋
、
饒

州
德
興
県
（
江
西
省
）
の
人
、
記
録
は
甲
寅
（
一
一
九
四
年
）
以
降
の
も
の
と

さ
れ
る
。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、

二
五
八
〜
二
六
〇
頁
）を
参
照
。
本
条
は
二
人
が
同
席
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　

傳
九
章

133
条

　

問
。
赤
子
之
心
是
已
發
。
大
学
或
問
云
。
人
之
初
生
、固
純
一
而
未
發
。
何
也
。

　

曰
。
赤
子
之
心
雖
是
已
發
、
然
也
有
未
發
時
。
如
飢
便
啼
、
渴
便
叫
、
恁
地
而

已
、
不
似
大
人
恁
地
勞
攘
。
赤
子
之
心
亦
涵
兩
頭
意
、
程
子
向
來
只
指
一
邊
言
之
。

　

㝢
〔
校
勘
〕

○
徐
㝢
録
は
池
録
二
〇
、二
一
所
収
。池
録
二
〇
、二
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』

は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
が
、
傳
九
章
は
、
一
三
四
条
→

一
三
五
条
→
一
三
七
条
→
一
三
六
条
→
本
条
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
一
三
八
条

と
一
三
九
条
は
見
ら
れ
な
い
。

○
「
大
学
或
問
云
」　

朝
鮮
古
写
本
に
「
大
学
」
二
字
が
な
い
。

○
「
叫
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
呌
」
に
作
る
。

○
「
涵
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
涵
」
に
作
り
、
和
刻
本
は
「
㴠
」
に
作
る
。

 

〔
訳
〕

二
〇
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



　

質
問
し
た
。「「
赤
子
の
心
」
は
「
已
發
」
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、『
大

学
或
問
』
に
「
人
の
初
生
、
固
よ
り
純
一
に
し
て
未
發
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
ど

う
し
て
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
。「「
赤
子
の
心
」
は
「
已
發
」
だ
が
、「
未
發
」
の
場
合
も
あ
る
。（
赤

子
は
）
も
し
お
腹
が
す
い
た
ら
泣
き
、
喉
が
渇
い
た
ら
喚
き
、
た
だ
こ
の
よ
う
に

し
て
い
る
だ
け
で
、
大た
い

人じ
ん

の
よ
う
に
色
々
と
心
を
砕
い
た
り
は
し
な
い
。「
赤
子

の
心
」
は
（「
未
発
」
と
「
已
發
」）
両
方
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
程
子
は

か
ね
て
よ
り
片
方
だ
け
を
言
っ
た
の
だ
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
1
）「
赤
子
之
心
是
已
發
」　
「
赤
子
之
心
」
は
『
孟
子
』「
離
婁
」
下
「
孟
子
曰
。

大
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
也
。」
朱
注
「
大
人
之
心
、
通
達
萬
變
、
赤
子
之

心
、
則
純
一
無
偽
而
已
。」。
赤
子
の
心
は
已
發
だ
と
い
う
程
頤
の
説
は
、『
河

南
程
氏
文
集
』
巻
九
「
大
臨
云
。
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
則
赤
子
之
心
。
…
先
生

曰
。
喜
怒
哀
樂
未
發
、
謂
之
中
。
赤
子
之
心
、
發
而
未
遠
於
中
。
若
便
謂
之
中
、

是
不
識
大
本
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
雜
説
中
以
赤
子
之
心
爲

已
發
、
是
否
。
曰
。
已
發
而
去
道
未
遠
也
。
曰
。
大
人
不
失
赤
子
之
心
、
若
何
。

曰
。
取
其
純
一
近
道
也
。
曰
。
赤
子
之
心
與
聖
人
之
心
。
若
何
。
曰
。
聖
人
之

心
、
如
鏡
、
如
止
水
。」

（
2
）「
大
学
或
問
云
。
人
之
初
生
、
固
純
一
而
未
發
」　

現
行
本
『
大
学
或
問
』

に
こ
の
一
句
は
見
ら
れ
な
い
。『
伊
川
易
傳
』
巻
一
「
蒙
卦
」
彖
傳
注
「
未
發

之
謂
蒙
。
以
純
一
未
發
之
蒙
而
養
其
正
、
乃
作
聖
之
功
也
。
…
童
、
取
未
發
而

資
於
人
也
。」
ま
た
「
純
一
」
と
い
う
表
現
は
、
注
（
1
）
前
掲
『
孟
子
』「
離

婁
」
下
の
朱
注
の
ほ
か
、『
語
類
』
巻
五
七
、一
〇
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1341

）

「
蓋
赤
子
之
心
純
一
無
偽
、
而
大
人
之
心
亦
純
一
無
偽
、
但
赤
子
是
無
知
覺
底

純
一
無
偽
、
大
人
是
有
知
覺
底
純
一
無
偽
。」
同
巻
、
一
一
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅳ

1341

）「
厚
之
問
赤
子
之
心
。
曰
。
止
取
純
一
無
偽
、
未
發
時
雖
與
聖
人
同
、

然
亦
無
知
。
但
衆
人
既
發
時
多
邪
僻
、
而
赤
子
尚
未
然
耳
。」
と
あ
る
。

（
3
）「
赤
子
之
心
雖
是
已
發
、
然
也
有
未
發
時
」　
「
赤
子
の
心
」
の
已
發
・
未
發

問
題
に
つ
い
て
、
朱
子
は
注
（
1
）
前
掲
「
與
呂
大
臨
論
中
書
」
に
お
け
る
程

頤
と
呂
大
臨
と
の
議
論
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。『
中
庸
或
問
』「
曰
。

然
則
程
子
卒
以
赤
子
之
心
爲
已
發
、
何
也
。
曰
。
衆
人
之
心
、
莫
不
有
未
發
時
、

亦
莫
不
有
已
發
時
。
不
以
老
稚
賢
愚
而
有
別
也
。
但
孟
子
所
指
赤
子
之
心
純
一

無
僞
者
、
乃
因
其
發
而
後
可
見
、
若
未
發
則
純
一
無
僞
、
又
不
足
以
名
之
。
而

亦
非
獨
赤
子
之
心
爲
然
矣
。
是
以
程
子
雖
改
夫
心
皆
已
發
之
一
言
、
而
以
赤
子

之
心
爲
已
發
、則
不
可
得
而
改
也
。」『
孟
子
或
問
』巻
八「
或
問
十
二
章
之
説
。曰
。

程
子
初
説
與
趙
註
同
、
恐
其
論
之
未
定
也
。
其
後
兩
説
則
已
密
矣
。
曰
。
赤
子

之
心
、
張
子
呂
氏
以
爲
未
發
、
而
程
子
以
爲
已
發
。
夫
赤
子
之
心
、
固
不
可
爲

未
發
、
然
豈
不
亦
有
未
發
之
時
乎
。
曰
。
程
子
之
告
呂
與
叔
、
固
自
以
前
所
謂

言
心
皆
指
已
發
者
爲
未
當
矣
。
夫
赤
子
之
心
、
衆
人
之
心
、
各
有
未
發
已
發
之

時
、
但
赤
子
之
心
未
有
私
意
人
欲
之
累
、
故
雖
其
已
發
而
未
必
中
節
、
要
亦
爲

未
遠
乎
中
耳
。」
ま
た
、『
語
類
』
巻
五
七
、一
二
条
、黃
義
剛
録
（
Ⅳ1341

）「
問
。

赤
子
之
心
、指
已
發
而
言
、然
亦
有
未
發
時
。
曰
。
亦
有
未
發
時
、但
孟
子
所
論
、

乃
指
其
已
發
者
耳
。
良
久
、
笑
曰
。
今
之
大
人
、
也
無
那
赤
子
時
心
。」
同
巻
、

一
三
条
、董
銖
録
（
Ⅳ1341

）「
曰
、赤
子
之
心
、也
有
未
發
時
、也
有
已
發
時
。

今
欲
將
赤
子
之
心
專
作
已
發
看
、
也
不
得
。
赤
子
之
心
、
方
其
未
發
時
、
亦
與

二
〇
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老
稚
賢
愚
一
同
、
但
其
已
發
未
有
私
欲
、
故
未
遠
乎
中
耳
。」

（
4
）「
如
飢
便
啼
」
云
　々
『
語
類
』
巻
五
七
、一
四
条
、徐
㝢
録
（
Ⅳ1341

）「
施

問
赤
子
之
心
。
曰
。
程
子
道
是
已
發
而
未
遠
。
如
赤
子
饑
則
啼
、
渴
則
飲
、
便

是
已
發
。」『
語
類
』
巻
九
七
、一
二
四
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅶ2505

）
も
同
じ
。

（
5
）「
不
似
大
人
恁
地
勞
攘
」　
「
大
人
」
は
注
（
1
）
前
掲 

『
孟
子
』「
離
婁
」

下
を
参
照
。「
恁
地
」
は
「
こ
の
よ
う
に
」、「
こ
の
よ
う
な
」。「
勞
攘
」
は
「
ご

た
ご
た
し
て
い
る
」。『
語
類
』
巻
六
、一
二
六
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅰ120

）「
義

如
利
刀
相
似
、
胸
中
許
多
勞
勞
攘
攘
、
到
此
一
齊
割
斷
了
。」
ま
た
『
語
類
』

巻
一
五
、一
四
六
条
の
注
（
12
）
を
参
照
。『
語
類
』
巻
九
七
、一
二
三
条
、
陳

淳
録
（
Ⅶ2505

）「
如
大
人
心
千
重
萬
折
、
赤
子
之
心
無
恁
勞
攘
」。

（
6
）「
兩
頭
」　
「
両
方
」
の
意
。

（
7
）「
一
邊
」　
「
一
方
向
」
の
意
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
に
「
謂
已
發
一
邊
。」

と
あ
る
。

134
条

　

問
。
仁
讓
言
家
、
貪
戾
言
人
。
或
問
以
爲
善
必
積
而
后
成
、
惡
雖
小
而
可
懼
。

發
明
此
意
、
深
足
以
警
人
、
當
爲
善
而
去
惡
矣
。
然
所
引
書
云
德
罔
小
、
不
德
罔

大
、
則
疑
下
一
句
正
合
本
文
、
而
上
一
句
不
或
反
乎
。

　

曰
。
爾
惟
德
罔
小
、
正
言
其
不
可
小
也
、
則
庶
乎
萬
邦
惟
慶
。
正
與
大
学
相
合
。

　

壯
祖

〔
校
勘
〕

○
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。
李
壯
祖
、
字
は
處
謙
。

○
「
深
」　

呂
留
良
本
、
伝
經
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
㴱
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
仁
と
讓
（
思
い
や
り
が
あ
る
こ
と
と
謙
へ
り
く
だる
こ
と
）
は
家
に
つ
い

て
言
い
、
貪
戾
（
欲
が
深
く
て
利
益
を
貪
る
こ
と
）
は
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま

す
。『
大
学
或
問
』
は
、
善
行
は
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
、
必
ず
積
み
重
な
っ

て
そ
れ
が
立
派
に
成
就
さ
れ
、
悪
事
は
た
と
え
些
細
な
こ
と
で
も
、
警
戒
す
べ
き

だ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
道
理
を
敷
衍
す
れ
ば
、
善
い
こ
と
を
行
い
、
悪
い
こ

と
を
去
る
べ
き
だ
、
と
深
く
人
々
を
警
め
る
に
足
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
下
に

引
用
さ
れ
た
『
尚
書
』
の
「
德
小
な
り
と
す
る
罔
か
れ
」、「
不
德
大
い
な
り
と
す

る
罔
か
れ
」
と
の
二
句
は
、
後
者
の
方
が
ち
ょ
う
ど
（
大
学
の
）
本
文
に
即
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
前
者
は
矛
盾
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
。」

　

お
答
え
。「「
爾
は
惟
れ
德
小
な
り
と
す
る
罔
か
れ
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く

そ
れ
が
小
さ
く
な
い
こ
と
を
言
う
の
だ
。（
善
で
あ
れ
ば
）「
萬
邦
惟
れ
慶
ば
ん
」

と
い
う
状
況
に
導
く
。
ま
さ
し
く
『
大
学
』
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
。」　

李
壯
祖
録

〔
注
〕

（
1
）「
仁
讓
言
家
、
貪
戾
言
人
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
一
家
仁
、
一
國
興
仁
。

一
家
讓
、
一
國
興
讓
。
一
人
貪
戾
、
一
國
作
亂
。
其
機
如
此
。
此
謂
一
言
僨
事
、

一
人
定
國
。」
朱
注
「
一
人
、
謂
君
也
。
機
、
發
動
所
由
也
。
僨
、
覆
敗
也
。

此
言
教
成
於
國
之
效
。」

二
〇
三

『
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（
2
）「
或
問
以
爲
善
必
積
而
后
成
、
惡
雖
小
而
可
懼
」　
『
大
学
或
問
』「
曰
。
仁

讓
言
家
、
貪
戾
言
人
、
何
也
。
曰
。
善
必
積
而
後
成
、
惡
雖
小
而
可
懼
、
古
人

之
深
戒
也
。
書
所
謂
爾
惟
德
罔
小
、
萬
邦
惟
慶
。
爾
惟
不
德
罔
大
、
墜
厥
宗
。

亦
是
意
爾
。」

（
3
）「
深
足
以
警
人
」　
「
深
」
は
「
甚
だ
、
非
常
に
」。

（
4
）「
爲
善
而
去
惡
」　
『
新
書
』「
修
政
語
」上「
顓
頊
曰
。
功
莫
美
於
去
惡
而
爲
善
、

罪
莫
大
於
去
善
而
爲
惡
。」『
孟
子
章
句
』「
滕
文
公
」
上
「
今
滕
、
絶
長
補
短
、

將
五
十
里
也
、
猶
可
以
爲
善
國
。」
朱
注
「
言
滕
國
雖
小
、
猶
足
爲
治
、
但
恐

安
於
卑
近
、
不
能
自
克
、
則
不
足
以
去
惡
而
爲
善
也
。」

（
5
）「
然
所
引
書
云
德
罔
小
、
不
德
罔
大
、
則
疑
下
一
句
正
合
本
文
、
而
上
一

句
不
或
反
乎
」　
『
大
学
或
問
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
引
用
に
関
し
て
は
、
注

（
2
）
所
引
の
『
大
学
或
問
』
参
照
。『
尚
書
』
商
書
「
伊
訓
」「
惟
上
帝
不
常
、

作
善
、
降
之
百
祥
、
作
不
善
、
降
之
百
殃
。
爾
惟
德
罔
小
、
萬
邦
惟
慶
、
爾
惟

不
德
罔
大
、
墜
厥
宗
。」
孔
伝
「
修
德
無
小
、
則
天
下
賚
慶
。
苟
為
不
德
無
大
、

言
惡
有
類
、以
類
相
致
、必
墜
失
宗
廟
。」
と
あ
る
。
一
方
、『
書
集
伝
』
に
「
勿

以
小
善
而
不
爲
、
萬
邦
之
慶
積
於
小
、
勿
以
小
惡
而
爲
之
、
厥
宗
之
墜
不
在
大
。

蓋
善
必
積
而
後
成
、惡
雖
小
而
可
懼
。」と
あ
り
、『
大
学
或
問
』を
踏
ま
え
て『
尚

書
』
を
解
釈
し
て
い
る
。
本
条
で
質
問
者
は
孔
伝
に
基
づ
い
て
『
尚
書
』
を
解

釈
し
た
か
ら
、『
大
学
或
問
』
に
お
け
る
援
用
の
仕
方
に
一
部
、『
尚
書
』
の
原

義
と
合
致
し
な
い
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
て
朱
子
の
解
釈
は
『
書
集
伝
』
と
同
方
向
の
も
の
で
あ
り
、『
尚
書
』「
德

罔
小
」
は
『
大
学
』「
一
家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
」
の
主
旨

に
合
致
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

135
条

　

或
問
。
先
吏
部
説
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
。

　

曰
。
這
是
説
尋
常
人
。
若
自
家
有
諸
己
、
又
何
必
求
諸
人
。
無
諸
己
、
又
何
必

非
諸
人
。
如
孔
子
説
躬
自
厚
而
薄
責
於
人
、
攻
其
惡
、
毋
攻
人
之
惡
。

　

至
於
大
学
之
説
、
是
有
天
下
國
家
者
、
勢
不
可
以
不
責
他
。
然
又
須
自
家
有
諸

己
、
然
後
可
以
求
人
之
善
、
無
諸
己
、
然
後
可
以
非
人
之
惡
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
葉
賀
孫
錄
は
池
録
巻
七
、八
、九
、一
〇
、一
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。

○
「
毋
」　

伝
経
堂
本
は
「
無
」
に
作
る
。

○
「
須
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
賀
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
記
録
者
名
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。「
お
父
様
が
「
諸
を
己
に
有
し
て
而
る
後
に
諸
を
人

に
求
め
、
諸
を
己
に
無
く
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
非
る
。」
に
つ
い
て
説
明
し

た
が
（
そ
れ
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
）。」

　

お
答
え
。「
こ
れ
は
普
通
の
人
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。も
し
自
分
に
善
が
あ
れ
ば
、

ど
う
し
て
他
人
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
自
分
に
悪
が
無
け
れ
ば
、
ど
う
し

て
他
人
を
非
難
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
孔
子
の
「
躬み
ず
か自
ら
厚
く
し
て

二
〇
四
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薄
く
人
を
責
む
」、「
其
の
惡
を
攻
め
、人
の
惡
を
攻
め
ず
」と
い
う
言
葉
の
通
り
だ
。

　

一
方
、『
大
学
章
句
』
の
説
は
、
天
下
・
国
・
家
を
保
つ
べ
き
責
務
を
担
う
人

に
つ
い
て
言
う
の
だ
か
ら
、
立
場
的
に
他
人
に
対
し
て
も
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
そ
う
い
う
場
合
は
、
や
は
り
自
分
に
善
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
他
人

の
善
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に
悪
が
無
く
な
っ
て
は
じ
め
て
他
人
の
悪
を

責
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」　

葉
賀
孫
錄

〔
注
〕

（
1
） 

「
先
吏
部
」　

朱
子
の
父
の
朱
松
、
字
は
喬
年
、
号
は
韋
齋
。
官
職
は
吏

部
員
外
郎
ま
で
に
達
し
た
。「
先
君
吏
部
」、「
先
君
子
」
な
ど
の
言
い
方
も
見

え
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
二
「
跋
先
吏
部
留
題
延
福
院
詩
」「
先
君
吏
部
三

詩
、
以
宣
和
辛
丑
留
題
政
和
延
福
院
壁
、
至
今
紹
熙
庚
戍
、
適
七
十
年
矣
」
同
、

巻
九
七
「
延
平
先
生
李
公
行
狀
」「
熹
先
君
子
吏
部
府
君
亦
從
羅
公
問
學
、
與

先
生
爲
同
門
友
、
雅
敬
重
焉
。」

（
2
）「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
」　

質
問
者
に
よ
る
朱
松
語

の
引
用
は
不
正
確
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
朱
子
の
答
え
も
意
味
不
明
に
な
っ

て
し
ま
う
。
正
し
く
は『
大
学
或
問
』所
引
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。『
大
学
或
問
』

「
先
君
子
之
言
曰
。有
諸
己
、不
必
求
諸
人
、以
為
求
諸
人
而
無
諸
己
、則
不
可
也
。

無
諸
己
、不
必
非
諸
人
、以
為
非
諸
人
而
有
諸
己
、則
不
可
也
。」
こ
の
内
容
が
、

朱
子
の
所
謂
「
尋
常
人
」
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）「
躬
自
厚
而
薄
責
於
人
」　
『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
子
曰
。
躬
自
厚
而
薄
責
於

人
、
則
遠
怨
矣
。」
朱
注
「
責
己
厚
、
故
身
益
修
。
責
人
薄
、
故
人
易
従
、
所

以
人
不
得
而
怨
之
。」
に
基
づ
く
。

（
4
）「
攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
」　
『
論
語
』「
顏
淵
」「
樊
遲
從
遊
於
舞
雩
之
下
、

曰
。
敢
問
崇
德
、
修
慝
、
辨
惑
。
子
曰
。
善
哉
問
。
先
事
後
得
、
非
崇
德
與
。

攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
、
非
修
慝
與
。
一
朝
之
忿
、
忘
其
身
以
及
其
親
、
非
惑

與
。」
皇
侃
疏
「
攻
、
治
也
。」
朱
注
「
胡
氏
曰
。
慝
之
字
、
從
心
從
匿
。
蓋
惡

之
匿
於
心
者
。
修
者
、
治
而
去
之
。
…
專
於
治
己
而
不
責
人
、
則
己
之
惡
無
所

匿
矣
。
知
一
朝
之
忿
爲
甚
微
、
而
禍
及
其
親
爲
甚
大
、
則
有
以
辨
惑
而
懲
其
忿

矣
。」
ま
た
『
語
類
』
巻
一
六
、二
〇
一
条
、
黄
卓
録
（
Ⅱ357

）「
問
。
有
諸

己
而
後
求
諸
人
。
曰
。
只
從
頭
讀
來
、
便
見
得
分
曉
。
這
箇
只
是
躬
自
厚
而
薄

責
於
人
、
攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
。」
と
あ
る
。

（
5
）「
大
学
之
説
」
と
は
、
以
下
を
指
す
。『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
堯
、
舜
率

天
下
以
仁
、
而
民
從
之
。
桀
、
紂
帥
天
下
以
暴
、
而
民
從
之
。
其
所
令
反
其
所

好
、
而
民
不
從
。
是
故
君
子
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
。
所

藏
乎
身
不
恕
、
而
能
喩
諸
人
者
、
未
之
有
也
。
故
治
國
在
齊
其
家
。」「
有
天
下

國
家
者
」
云
々
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
曰
。
此
爲
治
其
國

者
言
之
、
則
推
吾
所
有
與
民
共
由
。」
ま
た
『
語
類
』
巻
一
六
、二
〇
三
条
、
董

銖
録
（
Ⅱ357

）「
呉
仁
甫
問
。
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
。

…
然
此
意
正
爲
治
國
者
言
。
大
凡
治
國
、
禁
人
爲
惡
而
欲
人
爲
善
、
便
求
諸
人
、

非
諸
人
。
然
須
是
在
己
有
善
無
惡
、
方
可
求
人
非
人
也
。」

136
条

　

范
公
恕
己
之
心
恕
人
這
一
句
自
好
、
只
是
聖
人
説
恕
、
不
曽
如
是
倒
説
了
。
不

若
橫
渠
説
以
責
人
之
心
責
己
、
愛
己
之
心
愛
人
。
則
是
見
他
人
不
善
、
我
亦
當
無

二
〇
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



是
不
善
、
我
有
是
善
、
亦
要
他
人
有
是
善
。
推
此
計
度
之
心
、
此
乃
恕
也
。
於
己

不
當
下
恕
字
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
湯
泳
録
は
池
錄
三
三
所
収
。『
朱
子
語
録
』
巻
三
三
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

○
「
范
公
」　

朝
鮮
古
写
本
、『
朱
子
語
錄
』
は
「
范
忠
宣
公
」
に
作
る
。

○
「
橫
渠
」　
『
朱
子
語
錄
』
は
「
橫
渠
先
生
」
に
作
る
。

○
「
於
己
」　
『
朱
子
語
錄
』
は
「
於
」
字
が
な
い
。

〔
訳
〕

　

范
公
の
「
己
に
恕
す
る
の
心
を
以
て
人
に
恕
す
」
と
の
一
句
は
も
ち
ろ
ん
よ
い

の
だ
が
、
聖
人
は
「
恕
」
を
語
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
逆
方
向
の
言
い
方
は
決
し

て
し
な
か
っ
た
。（
范
公
の
語
は
）
橫
渠
の
言
う
「
人
を
責
む
る
の
心
を
以
て
己

を
責
む
」、「
己
を
愛
す
る
の
心
を
以
て
人
を
愛
す
」、な
ど
に
及
ば
な
い
。
つ
ま
り
、

他
人
の
不
善
を
目
に
し
た
ら
、自
分
に
そ
の
不
善
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
、

自
分
に
善
が
あ
っ
た
ら
、
他
人
に
も
こ
の
善
が
あ
る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
考
え
る

の
だ
。
こ
の
忖
度
の
心
を
も
っ
て
他
人
に
及
ぼ
す
こ
と
こ
そ
が
「
恕
」
な
の
だ
。

自
分
に
つ
い
て
言
う
場
合
、「
恕
」
の
字
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
1
）「
范
公
」 

范
純
仁
、
字
は
堯
夫
、
諡
は
忠
宣
。

（
2
）「
以
恕
己
之
心
恕
人
」　
『
范
忠
宣
集
補
編
』
付
録
「
宋
觀
文
殿
大
学
士
尚
書

右
僕
射
兼
中
書
侍
郎
上
柱
國
髙
平
郡
公
贈
太
師
許
國
公
諡
忠
宣
堯
夫
公
傳
」「
毎

戒
子
弟
曰
。
人
雖
至
愚
、
責
人
則
明
。
雖
有
聰
明
、
恕
己
則
昏
。
苟
能
以
責
人

之
心
責
己
、
恕
己
之
心
恕
人
、
不
患
不
至
聖
賢
地
位
也
。」
ま
た
、
朱
熹
『
三

朝
名
臣
言
行
録
』
巻
一
一
之
一
「
丞
相
范
忠
宣
公
純
仁
」
所
収
。「
恕
己
」
は

范
純
仁
の
独
特
な
表
現
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
〇
三

条
訳
注
注
（
11
）
を
参
照
（「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）」

一
〇
〇
頁
）。

（
3
）「
倒
説
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
恕
者
、
推
出
之
謂
、
令
曰
恕
己
、
則

是
收
入
來
、
故
曰
倒
也
。」『
語
類
』
本
巻
一
三
七
条
「
蓋
恕
是
箇
推
出
去
底
、

今
收
入
來
做
恕
己
、便
成
忽
略
了
。」
同
巻
、一
三
八
条
、黄
榦
録
（
Ⅱ426

）「
卻

不
知
恕
之
一
字
、
只
可
説
出
去
、
不
可
説
入
來
、
只
可
以
接
物
、
不
可
以
處
己
。

蓋
自
家
身
上
元
著
不
得
箇
恕
字
、
只
恕
己
兩
字
便
不
是
了
。」

（
4
）「
橫
渠
説
」　

張
載
『
正
蒙
』「
中
正
」「
以
責
人
之
心
責
己
、
則
盡
道
。
所

謂
君
子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
者
也
。
以
愛
己
之
心
愛
人
、
則
盡
仁
。
所
謂
施

諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
者
也
。」
范
純
仁
説
と
張
載
説
に
つ
い
て
の
議
論

は
、
本
条
の
ほ
か
に
、『
語
類
』
巻
一
六
、二
〇
三
条
、
董
銖
録
（
Ⅱ358

）「
或

問
。范
忠
宣
以
恕
己
之
心
恕
人
、此
語
固
有
病
。但
上
文
先
言
以
責
人
之
心
責
己
、

則
連
下
句
亦
未
害
。
曰
。
上
句
自
好
、
下
句
自
不
好
。
蓋
才
説
恕
己
、
便
已
不

是
。
若
横
渠
云
。
以
愛
己
之
心
愛
人
、
則
盡
仁
。
以
責
人
之
心
責
己
、
則
盡
道
。

語
便
不
同
。
蓋
恕
己
與
愛
己
、
字
不
同
。
大
凡
知
道
者
、
出
言
自
別
。
近
觀
聖

賢
言
語
與
後
世
人
言
語
自
不
同
、
此
学
者
所
以
貴
於
知
道
也
。」
と
あ
る
。

（
5
）「
計
度
之
心
」　

張
載
『
正
蒙
』「
中
正
」「
無
所
感
而
起
、
妄
也
。
感
而
通
、

誠
也
。
計
度
而
知
、昏
也
。
不
思
而
得
、素
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
「
伯

淳
在
澶
州
日
修
橋
、
少
一
長
梁
、
曾
博
求
之
民
間
。
後
因
出
入
、
見
林
木
之
佳

二
〇
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



者
、
必
起
計
度
之
心
、
因
語
以
戒
学
者
、
心
不
可
有
一
事
。」

（
6
）「
下
恕
字
」　
「
下
字
」
は
「
言
葉
遣
い
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
四
、四
八

条
、葉
賀
孫
錄
（
Ⅰ258

）「
又
曰
。
解
文
字
、下
字
最
難
。
某
解
書
所
以
未
定
、

常
常
更
改
者
、
只
為
無
那
恰
好
底
字
子
。」

137
条

　

范
公
以
恕
己
之
心
恕
人
、
此
句
未
善
。
若
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
、
方
無
病
。

　

蓋
恕
是
箇
推
出
去
底
。
今
收
入
來
做
恕
己
、
便
成
忽
略
了
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
范
公
以
恕
己
之
心
恕
人
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
范
公
」
の
下
に
「
忠
恕
之
説
曰
」

の
五
文
字
有
り
。

○
「
若
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

○
「
蓋
恕
是
箇
推
出
去
底
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○「
便
成
忽
略
了
」　

朝
鮮
整
版
本
は「
便
」を「

」に
作
る
。
成
化
本
、万
暦
本
、

和
刻
本
は
「
略
」
を
「
畧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕 

　

范
公
（
范
純
仁
）
の
「
己
を
恕
す
る
心
で
人
を
恕
す
（
自
分
を
思
い
や
る
よ
う

な
心
で
他
者
を
も
思
い
や
る
）」
と
い
う
句
は
、
正
し
く
な
い
。「
己
を
愛
す
る
心

で
人
を
愛
す
」
と
言
っ
て
こ
そ
、
問
題
が
な
い
の
だ
。

　

思
う
に
恕
と
は
、（
自
己
か
ら
他
者
へ
と
向
け
て
）
推
し
は
か
っ
て
い
く
も
の

な
の
だ
。
今
（
逆
に
自
己
に
向
け
て
）
収
束
し
て
く
る
も
の
を
指
し
て
恕
己
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
（
思
い
は
か
る
こ
と
が
）
杜
撰
に
な
っ
て
し
ま
う
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
1
）「
范
公
以
恕
己
之
心
恕
人
」　

前
条
に
既
出
。
范
純
仁
、
字
堯
夫
、
諡
忠
宣

（
一
〇
二
七
～
一
一
〇
一
）。『
宋
史
』巻
三
一
四「
范
純
仁
」。『
范
忠
宣
集
補
編
』

付
録
「
宋
觀
文
殿
大
學
士
尚
書
右
僕
射
兼
中
書
侍
郎
上
柱
國
髙
平
郡
公
贈
太
師

許
國
公
諡
忠
宣
堯
夫
公
傳
」「
毎
戒
子
弟
曰
。人
雖
至
愚
、責
人
則
明
。雖
有
聰
明
、

恕
己
則
昏
。
苟
能
以
責
人
之
心
責
己
、
恕
己
之
心
恕
人
、
不
患
不
至
聖
賢
地
位

也
。」

（
2
）「
若
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
」　

前
条
に
「
范
公
恕
己
之
心
恕
人
、這
一
句
自
好
。

只
是
聖
人
説
恕
、
不
曾
如
是
倒
説
了
。
不
若
横
渠
説
、
以
責
人
之
心
責
己
、
愛

己
之
心
愛
人
。」
云
々
と
あ
る
。
張
載
の
語
の
典
拠
は
前
条
注
参
照
。

（
3
）「
方
無
病
」　
「
方
」
は
、
そ
れ
で
こ
そ
。

（
4
）「
蓋
恕
是
箇
推
出
去
底
、
今
收
入
來
做
恕
己
」　
「
底
」
は
、
…
す
る
も
の
。

以
下
に
引
く『
論
語
』朱
注
に「
如
心
」「
推
己
及
物
」と
あ
る
よ
う
に
、恕
と
は
、

自
己
の
心
に
照
ら
し
て
他
者
の
心
を
思
い
は
か
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
（
内
）

か
ら
他
者
（
外
）
へ
向
け
て
推
し
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、「
推
出
去

底
」
と
表
現
さ
れ
る
。「
恕
己
」
と
い
う
語
は
、
恕
が
自
己
に
対
し
て
施
さ
れ
、

本
来
と
は
逆
向
き
に
な
る
の
で
「
收
入
來
」
と
表
現
さ
れ
る
。『
論
語
』「
里
仁
」

「
曾
子
曰
。
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。」
朱
注
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。

…
或
曰
、
中
心
為
忠
、
如
心
為
恕
、
於
義
亦
通
。
程
子
曰
。
以
己
及
物
、
仁
也
。

二
〇
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



推
己
及
物
、
恕
也
。」『
語
類
』
巻
二
七
、四
〇
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ677

）「
義

剛
說
忠
恕
一
章
畢
、
先
生
良
久
曰
。
…
忠
便
是
就
心
上
做
底
、
恕
便
是
推
出
來

底
。」

（
5
）「
便
成
忽
略
了
」　
「
忽
略
」
は
、
粗
略
、
疎
漏
、
い
い
加
減
。
次
条
の
、
権

勢
に
阿
附
（
阿
諛
追
従
）
し
て
官
職
富
貴
を
求
め
る
人
の
例
の
よ
う
に
、「
以

恕
己
之
心
恕
人
」
は
、
自
分
を
恕(

ゆ
る)

す
よ
う
に
人
を
も
恕
す
、
自
分
に

も
甘
く
人
に
も
甘
い
、
と
い
う
弊
害
に
陥
り
か
ね
ず
、
思
い
は
か
り
方
が
杜
撰

で
い
い
加
減
に
な
る
。「
忽
略
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』

巻
一
〇
、二
四
条
、
黄
㽦
録
（
Ⅰ164
）「
須
是
一
棒
一
條
痕
、
一
摑
一
掌
血
。

看
人
文
字
、
要
當
如
此
。
豈
可
忽
略
。」『
語
類
』
巻
一
〇
、七
九
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅰ172

）「
看
文
字
有
兩
般
病
。
有
一
等
性
鈍
底
人
、
…
。
又
有
一
等
敏

銳
底
人
、
多
不
肯
子
細
、
易
得
有
忽
略
之
意
。
不
可
不
戒
。」

138
条

　

蜚
卿
問
。
大
學
或
問
、近
世
名
卿
謂
、以
恕
己
之
心
恕
人
。
是
不
忠
之
恕
、如
何
。

　

曰
。
這
便
是
自
家
本
領
不
正
。
古
人
便
先
自
本
頷
上
正
了
、
却
從
此
推
出
去
。

　

如
己
欲
立
、
也
不
是
阿
附
得
立
、
到
得
立
人
處
、
便
也
不
要
由
阿
附
而
立
。

　

己
欲
達
、
也
不
是
邪
枉
得
達
、
到
得
達
人
處
、
便
也
不
要
由
邪
枉
而
達
。

　

今
人
却
是
自
家
先
自
不
正
當
了
、
阿
附
權
勢
、
討
得
些
官
職
富
貴
去
做
了
、
便

見
別
人
阿
附
討
得
富
貴
底
、
便
欲
以
所
以
恕
己
者
而
恕
之
。

　

却
不
知
恕
之
一
字
、只
可
説
出
去
、不
可
説
入
來
。
只
可
以
接
物
、不
可
以
處
己
。

　

蓋
自
家
身
上
、
元
著
不
得
箇
恕
字
、
只
恕
己
兩
字
、
便
不
是
了
。

　

問
。
今
人
言
情
恕
、
恕
以
待
人
、
是
否
。

　

曰
。
似
如
此
説
處
、
也
未
見
他
邪
正
之
所
在
。
若
説
道
自
家
不
合
去
穿
窬
、
切

望
情
恕
、
這
却
著
不
得
。
若
説
道
偶
忙
不
及
寫
書
、
切
望
情
恕
、
這
却
無
害
。
蓋

自
家
有
忙
底
時
節
。　

榦

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
曰
這
便
是
自
家
本
領
不
正
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
、

以
下
同
じ
。  

○
「
到
得
立
人
處
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

蜚
卿
が
お
尋
ね
す
る
。「『
大
学
或
問
』
に
「
近
世
の
名
卿
の
語
に
、
己
を
恕
す

る
心
で
人
を
恕
す
、
と
い
う
。」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
忠
の
恕
（
忠
に
根

ざ
さ
な
い
恕
）
だ
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
こ
れ
は
つ
ま
り
、
自
己
の
根
本
が
正
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
古
人
は
、

ま
ず
も
っ
て
根
本
の
と
こ
ろ
で
自
己
を
正
し
、然
る
後
に
そ
こ
か
ら
（
他
者
へ
と
）

推
し
及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　

例
え
ば
自
分
が
身
を
立
て
た
い
と
願
う
に
し
て
も
、
誰
か
に
阿
諛
追
従
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
我
が
身
を
立
て
る
こ
と
を
得
よ
う
と
は
思
わ
な
い
か
ら
、
人
の
身
を

立
て
て
や
ろ
う
と
す
る
場
合
で
も
、
や
は
り
誰
か
に
阿
諛
追
従
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
人
の
身
を
立
て
て
や
ろ
う
等
と
は
思
わ
な
い
の
だ
。

　

自
分
が
栄
達
し
た
い
と
願
う
に
し
て
も
、
邪
悪
な
手
段
に
よ
っ
て
栄
達
す
る
こ

二
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と
を
得
よ
う
と
は
思
わ
な
い
か
ら
、人
を
栄
達
さ
せ
て
や
ろ
う
と
す
る
場
合
で
も
、

や
は
り
邪
悪
な
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
人
を
栄
達
さ
せ
て
や
ろ
う
等
と
は
思
わ
な
い

の
だ
。

　

今
の
人
は
と
言
え
ば
、
自
分
自
身
が
ま
ず
も
っ
て
正
し
く
は
な
く
、
権
勢
に
阿

諛
追
従
し
、
何
が
し
か
の
官
職
富
貴
を
求
め
て
そ
れ
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
の
だ

か
ら
、
た
と
え
他
人
が
阿
諛
追
従
し
て
富
貴
を
求
め
て
い
る
の
を
見
た
と
と
し
て

も
、
自
分
を
恕ゆ

る

し
た
の
と
同
じ
や
り
口
で
、
そ
の
人
の
こ
と
も
恕
し
て
や
り
た
い

と
思
う
も
の
な
の
だ
。

　

し
か
し
彼
ら
は
、「
恕
」
と
い
う
字
が
、
た
だ
（
自
己
か
ら
他
者
に
向
か
っ
て
）

説
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、（
自
己
に
向
か
っ
て
）
説
き
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
、
た
だ
そ
れ
に
よ
っ
て
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
、
自
己
に
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
知
ら
な
い

の
だ
。

　

思
う
に
、
自
己
の
身
に
即
し
て
は
元
来
、「
恕
」
字
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
「
恕
己
」
と
い
う
二
文
字
の
用
語
自
体
が
、
既
に
し
て
不

適
切
な
の
だ
。」

　

お
尋
ね
し
た
。「
近
頃
の
人
は
、
情お

ゆ
る
し恕

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
人
に
恕ゆ

る

し
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
遣
い
は
正
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。」

　

先
生
「
そ
ん
な
風
に
（
一
般
的
に
）
言
わ
れ
て
も
、（
具
体
的
な
文
脈
を
伴
わ

な
け
れ
ば
）
や
は
り
そ
の
言
葉
遣
い
の
当
否
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
も
、
私
は
不

届
き
に
も
盗
み
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
、
何
と
ぞ
情お
ゆ
る
し恕

を
願
い
た
い
、
と
言
う
の

な
ら
、
そ
ん
な
使
い
方
は
だ
め
だ
。
も
し
も
、
た
ま
た
ま
忙
し
く
て
筆
を
執
る
暇

が
な
か
っ
た
、
何
と
ぞ
情お

ゆ
る
し恕

を
願
い
た
い
、
と
言
う
の
な
ら
、
こ
ち
ら
は
別
に

問
題
は
し
く
て
筆
な
い
。
と
い
う
の
も
、
自
分
に
だ
っ
て
（
＝
誰
し
も
）
忙
し
い

時
は
有
る
か
ら
だ
。」　

黄
幹
録

〔
注
〕

（
1
）「
蜚
卿
問
」　

童
伯
羽
、
字
蜚
卿
、
庚
戌
（
六
十
一
歳
）
所
聞
。『
朱
子
語
録

姓
氏
』
所
収
。

（
2
）「
大
學
或
問
、近
世
名
卿
謂
、以
恕
己
之
心
恕
人
」　

こ
こ
で
の
「
近
世
名
卿
」

は
范
純
仁
を
指
す
。『
或
問
』
所
引
の
范
純
仁
の
語
は
一
三
六
条
、
一
三
七
条

に
既
出
。『
大
学
或
問
』「
近
世
名
卿
之
言
有
曰
。
人
雖
至
愚
、
責
人
則
明
。
雖

有
聰
明
、
恕
己
則
昏
。
茍
能
以
責
人
之
心
責
己
、
恕
己
之
心
恕
人
、
則
不
患
不

至
於
聖
賢
矣
。
此
言
近
厚
、
世
亦
多
稱
之
者
。
但
恕
字
之
義
、
本
以
如
心
而
得
、

故
可
以
施
之
於
人
、
而
不
可
以
施
之
於
己
。
今
曰
恕
己
則
昏
、
則
是
已
知
其
如

此
矣
、
而
又
曰
。
以
恕
己
之
心
恕
人
、
則
是
既
不
知
自
治
其
昏
、
而
遂
推
以
及

人
、使
其
亦
將
如
我
之
昏
而
後
已
也
。
乃
欲
由
此
以
入
聖
賢
之
域
、豈
不
誤
哉
。」

（
3
）「
是
不
忠
之
恕
」　
「
不
忠
之
恕
」
と
は
、
忠
に
根
ざ
さ
な
い
恕
。
自
己
の
心

に
ま
こ
と
（
忠
）
が
な
け
れ
ば
、
真
に
他
者
を
思
い
は
か
る
こ
と
（
恕
）
も
で

き
な
い
、
と
い
う
考
え
方
に
本
づ
く
。
程
子
は
忠
と
恕
を
体
と
用
の
関
係
で
捉

え
（
①
）、ま
た
「
無
忠
、則
不
能
為
恕
矣
」（
②
）
と
述
べ
、謝
良
佐
に
は
「
無
忠
、

做
恕
不
出
来
」（
③
）
の
語
が
有
る
。
朱
熹
も
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
の
程
子
や
謝

良
佐
の
語
を
援
用
し
つ
つ
、
そ
の
趣
旨
を
敷
衍
し
て
い
る
（
④
⑤
⑥
）。
そ
し

て
朱
門
の
陳
埴
（
字
器
之
、『
朱
子
門
人
』
二
一
九
頁
）
は
、
謝
良
佐
語
や
朱

熹
語
を
援
用
す
る
文
脈
で
、「
不
忠
之
恕
」（
⑦
）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。

二
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①
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
一
（
明
道
先
生
語
）「
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠

者
體
、恕
者
用
、大
本
達
道
也
。」②『
二
程
外
書
』巻
一
一「
或
問
忠
恕
之
别
。
曰
。

猶
形
影
也
。
無
忠
、則
不
能
為
恕
矣
。」③『
上
蔡
語
録
』巻
二「
問
忠
恕
之
別
。
曰
。

猶
形
影
也
。
無
忠
、做
恕
不
出
来
。」
④
『
大
学
或
問
』「
是
以
聖
賢
凡
言
恕
者
、

又
必
以
忠
為
本
、
而
程
子
亦
言
、
忠
恕
兩
言
、
如
形
與
影
、
欲
去
其
一
而
不
可

得
。
蓋
惟
忠
而
後
所
如
之
心
始
得
其
正
。」
⑤
『
語
類
』
巻
六
三
、一
〇
一
条
、

董
銖
録
（
Ⅳ2543

）「
忠
恕
兩
箇
、
離
不
得
。
方
忠
時
、
未
見
得
恕
。
及
至
恕

時
、
忠
行
乎
其
間
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
諸
人
、
非
忠
者
、
不
能
也
。
故

曰
。
無
忠
、做
恕
不
出
来
。」
⑥
『
孟
子
或
問
』「
曰
。
强
恕
、初
不
言
忠
。
無
忠
、

何
以
為
恕
耶
。
曰
。
有
心
為
恕
、
則
忠
固
在
其
中
矣
。
所
謂
無
忠
、
做
恕
不
出
、

兩
字
不
容
去
一
者
、
正
謂
此
也
。」
⑦
陳
埴
『
木
鍾
集
』
卷
一
「
論
語
」「
既
曰

推
己
之
謂
恕
、
若
自
己
心
元
自
不
實
不
盡
、
元
無
忠
赤
惻
怛
骨
子
、
更
將
何
物

推
己
以
及
人
。
以
此
見
、
說
恕
字
、
必
有
忠
在
源
頭
了
。
所
謂
無
忠
、
做
恕
不

出
。
此
語
儘
有
意
味
。
人
皆
不
忠
之
恕
、
惟
務
茍
且
姑
息
於
一
時
、
不
復
有
己

可
推
、
亦
不
復
近
仁
矣
。」（
所
引
の
直
前
に
は
「
晦
翁
曰
」
と
し
て
⑤
の
『
孟

子
或
問
』
の
語
が
引
か
れ
て
い
る
。）

（
4
）「
這
便
是
自
家
本
領
不
正
」　
「
本
領
」
は
、
根
本
、
本
源
。
忠
を
恕
の

「
本
領
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻

一
六
、二
〇
五
条
、葉
賀
孫
録
「
忠
只
是
實
心
、直
是
真
實
不
偽
。
到
應
接
事
物
、

也
只
是
推
這
箇
心
去
。
直
是
忠
、
方
能
恕
。
若
不
忠
、
便
無
本
領
了
、
更
把
甚

麼
去
及
物
。」

（
5
）「
古
人
便
先
自
本
頷
上
正
了
」　
「
先
自
」
は
、
ま
ず
。「
本
領
」
の
確
立
を

先
決
と
す
べ
し
、
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻

一
五
、五
十
二
条
、
楊
驤
録
「
人
之
一
心
、
本
自
光
明
。
常
提
撕
他
起
、
莫
為

物
欲
所
蔽
、
便
將
這
箇
做
本
領
、
然
後
去
格
物
致
知
。」

（
6
）「
如
己
欲
立
」
云
　々
『
論
語
』「
雍
也
」「
夫
仁
者
、
己
欲
立
而
立
人
、
己

欲
達
而
達
人
、
能
近
取
譬
、
可
謂
仁
之
方
也
已
。」
邢
昺
疏
「
言
夫
仁
者
、
己

欲
立
身
進
逹
而
先
立
逹
他
人
。」

（
7
）「
也
不
是
阿
附
得
立
」　
「
阿
附
」
は
、（
貴
権
の
地
位
に
あ
る
者
に
）
阿
諛

追
従
す
る
。阿
諛
追
従
に
よ
っ
て
立
身
を
図
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
云
云
が
、

前
文
「
古
人
便
先
自
本
頷
上
正
了
」
の
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）「
今
人
却
」　

今
の
人
は
と
言
え
ば
。「
却
」
は
、
主
語
に
つ
い
て
他
と
対
比

対
照
し
て
述
べ
る
語
気
を
示
す
。「
～
の
方
は
」「
～
は
と
言
え
ば
」。
こ
こ
で

は
「
今
人
」
が
「
古
人
」
と
対
照
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
阿
附
權
勢
」　

権
勢
あ
る
者
に
阿
諛
追
従
す
る
。『
建
炎
以
來
繫
年
要
録
』

巻
一
七
八
、
紹
興
二
十
七
年
十
月
辛
酉
「
吏
部
員
外
郎
劉
天
民
、
素
無
操
履
、

自
平
江
職
官
滿
秩
、
倚
託
聲
勢
、
要
索
當
路
、
未
及
數
月
、
三
遷
為
郎
。
太
學

博
士
范
成
象
阿
附
權
勢
、甘
為
僕
隷
、徧
走
臺
諫
之
門
、士
類
所
鄙
。
詔
並
罷
。」

（
10
）「
討
得
些
官
職
富
貴
去
做
了
」　
「
討
」
は
、
求
め
る
。「
些
」
は
、
い
く
ば

く
か
の
、
何
が
し
か
の
。「
去
做
了
」
の
「
去
」
は
、
動
詞
の
前
に
つ
い
て
意

志
を
表
わ
す
。…
し
よ
う
と
す
る
。「
做
」は
、な
る
。官
職
富
貴
の
身
分
に
な
る
、

官
職
富
貴
の
地
位
を
獲
得
す
る
。

（
11
）「
便
見
別
人
阿
附
討
得
富
貴
底
」　
「
便
」
は
、
た
と
え
、
も
し
。「
底
」
は
、

…
す
る
者
。

（
12
）「
却
不
知
恕
之
一
字
、
只
可
説
出
去
、
不
可
説
入
來
」　
「
却
」
は
、
逆
接
。

し
か
し
。
前
条
に
も「
蓋
恕
是
箇
推
出
去
底
、今
收
入
來
做
恕
己
」と
あ
る
。「
説
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出
去
」
は
、
説
き
出
す
。
自
己
の
心
に
推
し
当
て
て
他
者
の
心
を
思
い
は
か
る

か
ら
、
自
己
（
内
）
か
ら
他
者
（
外
）
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。「
説
入
來
」

は
、
そ
れ
が
逆
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
一
三
六
条
も
「
恕
己
」
を
評
し
て

「
倒
説
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
…
入
來
」「
…
出
去
」
に
つ
い
て
は
、
太
田 

辰

夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
二
一
三
～
二
一
四
頁
を
参
照
。
な
お
別
解
と
し
て
、

「
恕
」
字
は
た
だ
「
出
去
」（
自
分
か
ら
出
て
い
く
方
向
）
に
つ
い
て
の
み
説
き

得
る
の
で
あ
っ
て
「
入
來
」（
自
分
に
向
か
っ
て
入
っ
て
く
る
方
向
）
に
つ
い

て
は
説
き
得
な
い
、と
い
う
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
場
合
は
「
出
去
」
と
「
入
來
」
は
と
も
に
「
説
」
の
目
的
語
と
な
る
。

（
13
）「
只
可
以
接
物
、
不
可
以
處
己
」　

一
三
六
条
に
も
「
…
此
乃
恕
也
。
只
可

以
接
物
、
不
可
以
處
己
。」
と
あ
る
。「
物
」
は
「
己
」
と
対
を
為
し
て
、
他
者

を
指
す
。

（
14
）「
蓋
自
家
身
上
元
著
不
得
箇
恕
字
」　
「
著
不
得
」
は
、
用
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
。「
著
」
は
、用
い
る
。「
不
得
」
は
、動
詞
の
後
に
つ
け
て
不
可
能
を
表
す
。

（
15
）「
今
人
言
情
恕
」　
「
情
恕
」
は
、
ご
寛
恕
を
乞
う
、
と
い
う
場
合
の
寛
恕
に

当
た
る
。
お
許
し
。
唐
、顔
真
卿
撰
『
顔
魯
公
集
』
巻
一
六
「
與
李
太
保
帖
」「
閏

月
十
有
四
日
、
刑
部
尚
書
顔
真
卿
狀
上
李
太
保
大
夫
公
閤
下
謹
空
。
真
卿
粗
自

奉
别
、渇
仰
何
勝
。
昨
縁
馬
奔
、遂
失
馳
謁
、想
䝉
情
恕
也
。」
宋
、李
覯
撰
『
旴

江
集
』
巻
二
八
「
與
胡
先
生
書
」「
顧
先
生
之
文
學
者
、
所
信
一
有
玷
缺
、
為

患
不
細
、
故
敢
陳
之
。
惟
以
情
恕
。」

（
16
）「
似
如
此
説
處
」　

そ
の
よ
う
に
説
い
た
と
こ
ろ
、そ
の
よ
う
に
説
い
た
場
合
。

「
似
如
此
」
は
、
そ
の
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
に
。

（
17
）「
也
未
見
他
邪
正
之
所
在
」　
「
他
邪
正
」
は
、「
情
恕
」
と
い
う
言
葉
遣
い

の
当
否
。「
所
在
」
は
、
帰
趨
。「
邪
正
之
所
在
」
は
、
果
た
し
て
邪
と
正
の
い

ず
れ
か
、
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
。　

（
18
）「
若
説
道
自
家
不
合
去
穿
窬
」　
「
説
道
」
は
、
言
う
。「
不
合
」
は
、
不
都

合
に
も
、
不
届
き
に
も
。
入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彦
編
著
『
禅
語
辞
典
』（
同

朋
舎
、
一
九
九
一
年
）
三
九
七
頁
に
は
「
不
合
」
の
説
明
と
し
て
「
…
し
て
は

な
ら
ぬ
、
と
い
う
普
通
の
意
味
と
は
別
に
、
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
意
味
の
場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
「
ふ
と
ど
き
に
も
」「
け

し
か
ら
ぬ
こ
と
に
」
と
い
う
意
の
副
詞
と
し
て
読
ん
だ
方
が
よ
い
。
宋
以
後
の

法
制
文
書
に
も
こ
の
例
が
多
い
。」
と
あ
る
。「
穿
窬
」
は
、盗
む
、盗
み
に
入
る
、

『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
人
能
充
無
穿
窬
之
心
、而
義
不
可
勝
用
也
。」
朱
注
「
穿
、

穿
穴
、
窬
、
踰
墻
、
皆
為
盗
之
事
也
。」

（
19
）「
這
却
著
不
得
」　

そ
う
い
う
場
合
は
「
情
恕
」
と
い
う
語
を
用
い
る
べ
き

で
は
な
い
。「
著
不
得
」
は
、用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
、用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
20
）「
忙
不
及
寫
書
」　
「
忙
不
及
…
」
は
、
忙
し
く
て
…
す
る
暇
が
な
い
。「
寫

書
」
は
、
文
章
を
書
く
、
執
筆
す
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
五
「
答
蘇
晉
叟
」

第
七
書
「
先
墓
之
文
、
每
以
為
念
。
前
此
病
足
之
後
、
脾
胃
衰
弱
、
不
能
飲
食
、

精
力
疲
怠
、
不
能
支
吾
。
近
方
小
康
、
而
目
盲
愈
甚
、
其
一
已
不
復
見
物
矣
。

加
以
應
接
紛
紜
、
日
間
見
客
、
寫
書
更
無
少
暇
。
以
故
久
未
能
下
筆
。
積
欠
頗

多
、非
獨
賢
者
所
屬
為
然
也
。」『
朱
文
公
文
集
續
集
』
巻
二
「
答
蔡
季
通
」「
如

某
、目
疾
亦
是
如
此
。
今
乃
終
日
寫
書
、不
得
一
舉
首
、勢
必
雙
瞽
而
後
已
耳
。」

（
21
）「
蓋
自
家
有
忙
底
時
節
」　
「
忙
底
時
節
」
は
、
忙
し
い
時
。「
底
」
は
、
現

代
中
国
語
の
「
的
」
と
同
じ
く
名
詞
の
前
に
用
い
て
連
体
修
飾
の
は
た
ら
き
を

す
る
。「
時
節
」
は
、
時
、
時
間
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
忙
底
時
節　

此

二
一
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



則
可
以
推
己
之
忙
以
及
人
也
。」

139
条

　

問
。
大
學
或
問
以
近
世
名
卿
恕
字
之
説
為
不
然
矣
、
而
復
録
其
語
於
小
學
者
、

何
也
。

　

曰
。
小
學
所
取
寛
。
若
欲
修
潤
其
語
、
當
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
、
可
也
。 

必

大〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
當
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「（
先
生
は
）『
大
學
或
問
』
で
は
、
近
世
名
卿
に
よ
る
「
恕
」

字
の
説
を
批
判
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
ま
た
、
そ
の
語
を
『
小
学
』
に

収
録
さ
れ
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「『
小
学
』
は
、収
録
の
基
準
が
緩
や
か
な
の
だ
。
も
し
も
そ
の
語
を
（
よ

り
厳
密
に
）
修
訂
潤
色
す
る
な
ら
ば
、「
己
を
愛
す
る
心
で
人
を
愛
す
る
」
と
言

う
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
の
だ
。」　

呉
必
大
録

〔
注
〕

（
1
）「
大
學
或
問
以
近
世
名
卿
恕
字
之
説
為
不
然
矣
」　

前
条
注
（
2
）
参
照
。

（
2
）「
而
復
録
其
語
於
小
學
者
、
何
也
」　
『
直
齋
書
錄
觧
題
』
巻
九
、『
郡
齋
讀

書
志
』
巻
五
下
（
附
志
）、『
宋
史
』
巻
二
〇
二
「
芸
文
志
」
は
、
い
ず
れ
も
朱

熹
「
小
學
之
書
四
卷
」
を
著
録
し
て
お
り
、
四
巻
本
が
原
初
の
系
統
を
引
く
テ

キ
ス
ト
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
范
純
仁
の
語
に
つ
い
て
も
、
以
下
に
四
巻

本
に
よ
っ
て
そ
の
典
拠
を
示
し
て
お
く
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
標
題
音
訓
小

學
書
解
』
巻
三
、
外
篇
「
廣
敬
身
」「
范
忠
宣
公
戒
子
弟
曰
。
人
雖
至
愚
、
責

人
則
明
。
雖
有
聰
明
、
恕
己
則
昏
。
爾
曹
但
常
以
責
人
之
心
責
己
、
恕
己
之
心

恕
人
、
不
患
不
到
聖
賢
地
位
也
。」

（
3
）「
小
學
所
取
寛
」　
『
小
学
』
は
、
諸
書
に
散
見
す
る
古
聖
賢
の
格
言
至
論
を

朱
熹
が
蒐
輯
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
六
「
題

小
學
」「
古
者
小
學
教
人
以
灑
掃
應
對
進
退
之
節
、
愛
親
敬
長
隆
師
親
友
之
道
、

…
今
其
全
書
雖
不
可
見
、
而
雜
出
於
傳
記
者
、
亦
多
。
…
今
頗
蒐
輯
以
爲
此
書
、

受
之
童
蒙
、
資
其
講
習
、
庶
幾
有
補
於
風
化
之
萬
一
云
爾
。」『
直
齋
書
錄
觧
題
』

卷
九
、
儒
家
類
「
小
學
書
四
卷
、
朱
熹
所
集
古
聖
格
言
至
論
、
以
教
學
者
、
皆

成
童
幼
志
進
學
之
序
也
。」
な
お
『
小
学
』
内
篇
の
「
立
教
」「
明
倫
」「
敬
身
」

に
対
し
て
外
篇
に
は
「
廣
立
教
」「
廣
明
倫
」「
廣
敬
身
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ

て
お
り
、
内
篇
に
比
べ
て
外
篇
は
、
よ
り
雑
纂
的
性
格
が
強
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

（
4
）「
若
欲
修
潤
其
語
」　
「
修
潤
」
は
、
修
訂
潤
色
す
る
。

（
5
）「
當
曰
以
愛
己
之
心
愛
人
、可
也
」　
「
愛
己
之
心
愛
人
」
は
、張
載
の
語
。『
正

蒙
』「
中
正
篇
」
第
八
「
以
責
人
之
心
責
己
、
則
盡
道
。
…
以
愛
己
之
心
愛
人
、

則
盡
仁
。」范
純
仁
の「
以
恕
己
之
心
恕
人
」よ
り
も
張
載
の「
以
愛
己
之
心
愛
人
」

が
勝
る
、
と
い
う
見
解
は
一
三
六
条
、
一
三
七
条
に
既
出
。 二

一
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



　
　
　
　

傳
十
章

140
条

　

問
。
或
問
以
所
占
之
地
言
之
、
則
隨
所
在
如
此
否
。

　

曰
。
上
下
也
如
此
、
前
後
也
如
此
、
左
右
也
如
此
。
古
人
小
處
亦
可
見
。

　

如
並
坐
不
横
肱
、
恐
妨
礙
左
邊
人
、
又
妨
礙
右
邊
人
。
如
此
、
則
左
右
倶
不
相

妨
。
此
便
是
以
左
之
心
交
於
右
、
以
右
之
心
交
於
左
。

　

如
戸
開
亦
開
、
戸
闔
亦
闔
、
有
後
入
者
、
闔
而
勿
遂
。
前
人
之
開
、
所
以
待
後

之
來
、
自
家
亦
當
依
他
恁
地
開
。
前
人
之
闔
、
恐
後
人
有
妨
所
議
、
自
家
亦
當
依

他
恁
地
闔
。
此
是
不
以
後
來
而
變
乎
前
之
意
。

　

如
後
面
更
有
人
來
、
則
吾
不
當
盡
闔
了
門
、
此
又
是
不
以
先
入
而
拒
乎
後
之
意
。

　

如
此
、
則
前
後
處
得
都
好
、
便
是
以
前
之
心
先
於
後
、
以
後
之
心
從
於
前
。

　

問
。
凡
事
事
物
物
、
皆
要
如
此
否
。

　

曰
。
是
。
如
我
事
親
、
便
也
要
使
人
皆
得
事
親
。
我
敬
長
慈
幼
、
便
也
要
使
人

皆
得
敬
長
慈
幼
。

　

此
章
上
面
説
。
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
卹
孤
而
民
不
倍
。

是
民
之
感
化
如
此
、
可
見
天
下
人
人
心
都
一
般
。

　

君
子
既
知
人
都
有
此
心
、
所
以
有
絜
矩
之
道
、
要
人
人
都
得
盡
其
心
。
若
我
之

事
其
親
、
備
四
海
九
州
之
美
味
、
却
使
民
之
父
母
凍
餓
、
藜
藿
糟
糠
不
給
、
我
之

敬
長
慈
幼
、
却
使
天
下
之
人
兄
弟
妻
子
離
散
、
便
不
是
絜
矩
。

　

中
庸
一
段
、
所
求
乎
子
之
事
我
如
此
、
而
我
之
事
父
却
未
能
如
此
、
所
求
乎
臣

之
事
我
如
此
、
而
我
之
事
君
却
未
能
如
此
、
及
所
求
乎
弟
、
所
求
乎
朋
友
、
亦
是

此
意
。

　

上
下
左
右
前
後
及
中
央
做
七
箇
人
看
、
便
自
分
曉
。　

淳　

寓
同

〔
校
勘
〕

○
「
古
人
小
處
亦
可
見
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○
「
此
便
是
以
左
之
心
交
於
右
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
、

以
下
同
じ
。

○
「
如
後
面
更
有
人
來
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。

○
「
此
又
是
不
以
先
入
而
拒
乎
後
之
意
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
又
不
以
先
而
拒

乎
後
之
意
」
に
作
る
。

○
「
問
凡
事
事
物
物
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
事
事
物
物
」
を
「
事
〻
物
〻
」

に
作
る
。

○
「
備
四
海
九
州
之
美
味
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
味
」
字
が
な
い
。

○
「
上
下
左
右
前
後
及
中
央
做
七
箇
人
看
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。  

○
「
淳　

寓
同
」  　

朝
鮮
古
写
本
は
「
寓
同
」
の
二
文
字
が
な
い
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「『
大
学
或
問
』
は
「（
他
者
が
）
占
め
て
い
る
立
場
」
と
い
う

語
を
用
い
て
絜
矩
に
つ
い
て
説
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
に
応

二
一
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



じ
て
そ
の
よ
う
に
せ
よ
（
そ
れ
ぞ
れ
に
等
分
に
そ
の
處
を
得
さ
せ
よ
）、
と
い
う

意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
上
下
も
や
は
り
こ
の
よ
う
に
し
、
前
後
も
や
は
り
こ
の
よ
う
に
し
、
左

右
も
や
は
り
こ
の
よ
う
に
す
る
。
古
人
の
立
場
は
、
些
細
な
場
面
に
お
い
て
も
看

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。

　

例
え
ば
「
並
ん
で
座
っ
て
い
る
時
は
、肱
を
横
に
張
ら
な
い
」（『
禮
記
』「
曲
禮
」

上
）
と
い
う
の
は
、
左
側
の
人
の
邪
魔
に
な
り
、
ま
た
右
側
の
人
の
邪
魔
に
な
る

こ
と
を
危
惧
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
配
慮
す
れ
ば
、
左
右
は
ど

ち
ら
も
、お
互
い
に
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
。こ
れ
が
つ
ま
り
、自
分
の
左
側
の
人（
が

自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
）
の
心
を
以
て
自
分
の
右
側
の
人
に
接
し
、
自
分
の

右
側
の
人
（
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
）
の
心
を
以
て
自
分
の
左
側
の
人
に

接
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

ま
た
例
え
ば
「（
屋
内
に
入
る
時
）
戸
が
開
い
て
い
れ
ば
自
分
も
開
け
た
ま
ま

に
す
る
し
、
戸
が
閉
ま
っ
て
い
れ
ば
自
分
も
閉
め
る
、
ま
た
自
分
の
後
か
ら
入
っ

て
来
る
人
が
い
れ
ば
、閉
め
る
場
合
で
も
閉
め
切
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。」（『
禮
記
』

「
曲
禮
」
上
）。
前
の
人
が
戸
を
開
け
た
ま
ま
に
す
る
の
は
、
後
か
ら
来
る
人
に
対

す
る
配
慮
な
の
だ
か
ら
、
自
分
も
そ
の
人
に
倣
っ
て
同
じ
よ
う
に
開
け
て
お
く
べ

き
な
の
だ
。
前
の
人
が
戸
を
閉
め
た
の
は
、
後
か
ら
来
る
人
が
屋
内
で
の
話
し
合

い
の
差
し
障
り
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
自
分
も
そ
の
人
に

倣
っ
て
同
じ
よ
う
に
閉
め
て
お
く
べ
き
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
後
か
ら
来
た
者
と
し

て
、
前
の
人
の
や
り
方
を
改
め
は
し
な
い
、
と
い
う
趣
旨
な
の
だ
。

　

も
し
後
か
ら
ま
だ
来
る
人
が
い
れ
ば
、
自
分
は
門
を
す
っ
か
り
閉
め
切
っ
て
し

ま
う
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
に
入
っ
た
者
と
し
て
、
後
か
ら
来
る
人

を
拒
ん
だ
り
は
し
な
い
、
と
い
う
趣
旨
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
前
後
そ

れ
ぞ
れ
の
振
る
舞
い
方
は
全
て
が
良
好
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
つ
ま
り
、
前
の

人
（
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
）
の
心
で
も
っ
て
後
ろ
の
人
に
先
立
ち
、
後

ろ
の
人
（
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
）
の
心
で
も
っ
て
前
の
人
に
付
き
従
う
、

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」

　

お
尋
ね
し
た
。「
お
よ
そ
何
事
に
よ
ら
ず
、
全
て
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
す
べ

き
な
の
で
し
ょ
か
。」

　

先
生
「
そ
う
だ
。
私
が
親
に
事
え
る
の
な
ら
、
人
も
皆
、
親
に
事
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
や
る
べ
き
だ
。私
が
年
長
者
を
敬
い
幼
年
者
を
慈
む
の
な
ら
、

人
も
皆
、
年
長
者
を
敬
い
幼
年
者
を
慈
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
や
る
べ
き

だ
。

　

こ
の
章
（『
大
学
章
句
』
伝
十
章
）
の
前
半
部
分
に
は
「
上
（
為
政
者
）
が
自

分
の
身
内
の
老
年
者
を
老
年
者
と
し
て
い
た
わ
れ
ば
、
民
は
孝
に
興
起
し
、
上
が

自
分
の
身
内
の
年
長
者
を
年
長
者
と
し
て
敬
え
ば
、
民
は
悌
に
興
起
し
、
上
が
孤

児
を
憐
れ
め
ば
、
民
は
背
か
な
い
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
民
が
そ
の
よ
う
に
感
化

さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
天
下
の
人
々
の
心
は
全
て
同
じ
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
の
だ
。

　

君
子
は
、
人
々
が
皆
こ
の
よ
う
な
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
故
に
絜
矩
の
道
を
そ
の
身
に
具
え
、
人
々
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に

そ
の
心
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
は
か
ら
う
の
だ
。
仮
に
自
分
は
親
に

事
え
る
に
際
し
て
、
天
下
の
美
味
を
揃
え
た
と
し
て
も
、
民
の
父
母
に
は
凍
え
餓

え
て
藜れ
い
か
く藿
糟
糠
（
菜
・
豆
・
か
す
・
ぬ
か
）
に
も
事
欠
か
せ
、
ま
た
自
分
は
そ

の
年
長
者
を
敬
い
そ
の
幼
年
者
を
慈
ん
だ
と
し
て
も
、
天
下
の
人
々
の
兄
弟
妻
子

二
一
四
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を
離
散
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
は
、
そ
れ
は
絜
矩
で
は
な
い
の
だ
。

　
『
中
庸
』（『
中
庸
章
句
』
一
三
章
）
の
一
節
に
、「
子
が
自
分
に
事
え
る
に
際
し

て
は
、
子
に
対
し
て
何
々
せ
よ
と
要
求
す
る
の
に
、
自
分
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方

で
父
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
臣
が
自
分
に
事
え
る
に
際
し
て
は
、
臣
に
対

し
て
何
々
せ
よ
と
要
求
す
る
の
に
、
自
分
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
君
に
事
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。」
及
び
「
弟
に
対
し
て
要
求
す
る
」「
朋
友
に
対
し
て
要
求
す

る
」
云
々
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

　

上
下
左
右
前
後
及
び
中
央
を
七
人
の
人
と
見
な
せ
ば
、（
絜
矩
の
）
趣
旨
も
明

確
に
な
る
だ
ろ
う
。」　

陳
淳
録　

徐
㝢
録
も
同
じ

〔
注
〕

（
1
）「
或
問
以
所
占
之
地
言
之
」　
『
大
学
或
問
』「
蓋
絜
、
度
也
。
矩
、
所
以
為

方
也
。
以
己
之
心
度
人
之
心
、
知
人
之
所
惡
者
不
異
乎
己
、
則
不
敢
以
己
之
所

惡
者
施
之
於
人
、
使
吾
之
身
一
處
乎
此
、
則
上
下
四
方
、
物
我
之
際
、
各
得
其

分
、
不
相
侵
越
而
各
就
其
中
。
挍
其
所
占
之
地
、
則
其
廣
狹
長
短
、
又
皆
平
均

如
一
、
截
然
方
正
而
無
有
餘
不
足
之
處
。
是
則
所
謂
絜
矩
者
也
。」

（
2
）「
如
並
坐
不
横
肱
」　
『
禮
記
』「
曲
禮
」上「
並
坐
不
橫
肱（
鄭
注「
為
害
旁
人
」）。

授
立
不
跪
、
授
坐
不
立
（
鄭
注
「
為
煩
尊
者
俛
仰
受
之
」）。」
陳
澔
集
説
「
横

肱
則
妨
並
坐
者
。
不
跪
不
立
、
皆
謂
不
便
於
受
者
。」

（
3
）「
此
便
是
以
左
之
心
交
於
右
、
以
右
之
心
交
於
左
」　

自
分
の
左
側
の
人
が

自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
の
心
を
以
て
自
分
の
右
側
の
人
に
接
し
、
自
分
の

右
側
の
人
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
気
遣
い
の
心
を
以
て
自
分
の
左
側
の
人
に
接

す
る
。『
大
学
章
句
』伝
十
章「
所
惡
於
上
、毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、毋
以
事
上
。

所
惡
於
前
、
毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。

所
惡
於
左
、
毋
以
交
於
右
、
此
之
謂
絜
矩
之
道
。」

（
4
）「
如
戸
開
亦
開
、
戸
闔
亦
闔
、
有
後
入
者
、
闔
而
勿
遂
」　
『
禮
記
』「
曲
禮
」

上
「
入
戶
、
…
戶
開
亦
開
、
戶
闔
亦
闔
（
鄭
注
「
不
以
後
來
變
先
」）。
有
後
入

者
、
闔
而
勿
遂
（
鄭
注
「
示
不
拒
人
」）」
陳
澔
集
説
「
入
户
、
入
主
人
之
戸
也
。

…
開
闔
皆
如
前
、
不
違
主
人
之
意
也
。
遂
、
闔
之
盡
也
。
嫌
於
拒
後
來
者
、
故

勿
遂
。」

（
5
）「
自
家
亦
當
依
他
恁
地
開
」　
「
自
家
」
は
、自
分
。「
他
」
は
、彼
（
＝
前
人
）。

「
恁
地
」
は
、
こ
の
よ
う
に
。

（
6
）「
此
是
不
以
後
來
而
變
乎
前
之
意
」　
「
曲
礼
」
上
の
鄭
注
「
不
以
後
來
變
先
」

（
注
（
4
）
既
引
）
を
踏
ま
え
る
。

（
7
）「
如
後
面
更
有
人
來
」　
「
後
面
」
は
、
後
ろ
、
後
。

（
8
）「
此
又
是
不
以
先
入
而
拒
乎
後
之
意
」　
「
曲
礼
」上
の
鄭
注「
示
不
拒
人
」（
注

（
4
）
既
引
）
を
踏
ま
え
る
。

（
9
）「
如
此
則
前
後
處
得
都
好
」　
「
處
」
は
、
対
処
す
る
、
振
る
舞
う
。「
得
」

は
後
ろ
に
結
果
補
語
を
導
く
。「
都
」
は
、
全
て
、
す
っ
か
り
。

（
10
）「
以
前
之
心
先
於
後
、
以
後
之
心
從
於
前
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
所
惡

於
前
、
毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。」

（
11
）「
凡
事
事
物
物
皆
要
如
此
否
」　
「
事
事
物
物
」
は
、
全
て
の
事
物
、
あ
ら
ゆ

る
事
柄
。

（
12
）「
如
我
事
親
、
便
也
要
使
人
皆
得
事
親
」　
『
語
類
』
巻
一
六
、二
一
七
条
、

徐
㝢
録
「
絜
矩
是
四
面
均
平
底
道
理
、
教
他
各
得
老
其
老
、
各
得
長
其
長
、
各

得
幼
其
幼
。
不
成
自
家
老
其
老
、
教
他
不
得
老
其
老
、
長
其
長
、
教
他
不
得

二
一
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）



長
其
長
、
幼
其
幼
、
教
他
不
得
幼
其
幼
、
便
不
得
。」
民
に
お
け
る
事
親
敬

長
が
可
能
か
否
か
は
、
政
治
の
良
否
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。『
語
類
』
巻

一
六
、二
一
八
条
、葉
賀
孫
録
「
到
絜
矩
處
、是
就
政
事
上
言
。
…
如
政
煩
賦
重
、

不
得
以
養
其
父
母
、
又
安
得
以
遂
其
善
心
。」
な
お
人
々
が
事
親
敬
長
に
励
め

る
境
遇
を
理
想
と
す
る
発
想
に
つ
い
て
は
、以
下
を
参
照
。『
孟
子
』「
梁
惠
王
」

上
「
地
方
百
里
、
而
可
以
王
。
王
如
施
仁
政
於
民
、
省
刑
罰
、
薄
稅
斂
、
深
耕

易
耨
、
壯
者
以
暇
日
修
其
孝
悌
忠
信
、
入
以
事
其
父
兄
、
出
以
事
其
長
上
、
可

使
制
梃
以
撻
秦
楚
之
堅
甲
利
兵
矣
。」

（
13
）「
如
我
事
親
…
我
敬
長
慈
幼
」　

こ
こ
に
言
う
「
事
親
」「
敬
長
」「
慈
幼
」
は
、

『
大
学
章
句
』
傳
九
章
の
「
孝
」「
弟
」「
慈
」、
ま
た
次
注
に
も
引
く
『
大
学
章

句
』
伝
十
章
の
「
老
老
」「
長
長
」「
恤
孤
」
と
対
応
す
る
。

（
14
）「
此
章
上
面
説
。
上
老
老
而
民
興
孝
」
云
　々
「
上
面
」
は
、
上
、
前
。『
大

学
章
句
』
伝
十
章
「
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長

而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。」
朱
注
「
倍
、

與
背
同
。
…
老
老
、
所
謂
老
吾
老
也
。
…
孤
者
、
幼
而
無
父
之
稱
。」

（
15
）「
是
民
之
感
化
如
此
、
可
見
天
下
人
人
心
都
一
般
」　
「
都
」
は
、
す
べ
て
。

「
一
般
」
は
、
同
じ
。『
大
学
章
句
』
伝
十
章
（
前
注
所
引
）
朱
注
「
興
、
謂
有

所
感
發
而
興
起
也
。
…
言
此
三
者
、
上
行
下
效
、
捷
於
影
響
、
所
謂
家
齊
而
國

治
也
。
亦
可
以
見
人
心
之
所
同
、
而
不
可
使
有
一
夫
之
不
獲
矣
。」

（
16
）「
君
子
既
知
人
都
有
此
心
、
所
以
有
絜
矩
之
道
、
要
人
人
都
得
盡
其
心
」　

「
絜
矩
」
は
、
は
か
り
た
だ
す
。
自
己
の
心
に
照
ら
し
て
他
者
の
心
を
思
い
は

か
り
、
他
者
に
正
し
い
あ
り
方
を
得
さ
せ
る
。『
大
学
章
句
』
伝
十
章
（
前
々

注
所
引
）
朱
注
「
絜
、
度
也
。
矩
、
所
以
為
方
也
。
…
是
以
君
子
必
當
因
其
所

同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間
各
得
分
願
、
則
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、
而
天
下

平
矣
。」
な
お
次
の
「
以
己
度
人
之
心
、
使
皆
得
其
平
」
も
、
絜
矩
に
対
す
る

簡
潔
な
定
義
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
一
六
条
、
葉
賀
孫
録

「
問
。
絜
矩
之
道
…
。（
曰
）
上
面
説
人
心
之
所
同
者
既
如
此
、
是
以
君
子
見
人

之
心
與
己
之
心
同
、
故
必
以
己
度
人
之
心
、
使
皆
得
其
平
。」

（
17
）「
備
四
海
九
州
之
美
味
」　
「
四
海
」
は
「
四
海
之
内
」、
四
方
を
海
で
囲
ま

れ
た
領
域
、「
九
州
」
は
古
代
中
国
の
九
つ
の
行
政
区
画
。
と
も
に
中
国
全
土
、

天
下
を
意
味
す
る
。『
禮
記
』「
禮
器
」「
三
牲
魚
腊
，
四
海
九
州
之
美
味
也
。」

經
典
釋
文
「
腊
、
音
昔
」
陳
澔
集
説
「
三
牲
、
牛
羊
豕
也
。
腊
、
獸
也
。」

（
18
）「
却
使
民
之
父
母
凍
餓
」　

後
出
の
「
兄
弟
妻
子
離
散
」
と
と
も
に
『
孟
子
』

を
踏
ま
え
る
。

（
19
）「
藜
藿
糟
糠
不
給
」　
「
藜れ
い
か
く藿
」
は
、
菜
・
豆
。「
糟そ
う
こ
う糠
」
は
、
か
す
・
ぬ
か
。

粗
末
な
食
べ
物
。

（
20
）「
却
使
天
下
之
人
兄
弟
妻
子
離
散
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
彼
奪
其
民
時
、

使
不
得
耕
耨
、
以
養
其
父
母
、
父
母
凍
餓
、
兄
弟
妻
子
離
散
。」

（
21
）「
中
庸
一
段
、所
求
乎
子
之
事
我
如
此
」
云
　々
『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
君

子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
。
所
求
乎
子
以
事
父
、
未
能
也
。
所
求
乎
臣
以
事
君
、

未
能
也
。
所
求
乎
弟
以
事
兄
、
未
能
也
。
所
求
乎
朋
友
先
施
之
、
未
能
也
。」

朱
注
「
求
、
猶
責
也
。
道
不
遠
人
、
凡
己
之
所
以
責
人
者
、
皆
道
之
所
當
然
也
。

故
反
之
以
自
責
而
自
脩
焉
。
…
凡
此
皆
不
遠
人
以
為
道
之
事
、
張
子
所
謂
以
責

人
之
心
責
己
則
盡
道
、
是
也
。」

（
22
）「
上
下
左
右
前
後
及
中
央
做
七
箇
人
看
便
自
分
曉
。」　
「
七
箇
」
と
は
、『
大

学
章
句
』
伝
十
章
に
い
う
上
下
前
後
左
右
、
及
び
絜
矩
の
実
践
主
体
と
し
て
の

二
一
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



我
（
中
央
）。「
做
七
箇
人
看
便
自
分
曉
」
と
は
、
本
条
で
左
右
と
前
後
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
の
一
節
が
例
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
上
下

左
右
前
後
と
中
央
と
の
関
係
を
、
自
己
と
他
者
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
の
場
面

を
想
定
想
像
す
る
こ
と
で
、
絜
矩
の
道
の
意
味
が
明
晰
に
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
と
の
意
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
二
二
条
、
廖
徳
明
録
「
問
。
前
後
左
右

何
指
。
曰
。
譬
如
交
代
官
相
似
。
前
官
之
待
我
者
既
不
善
、
吾
毋
以
前
官
所
以

待
我
者
待
後
官
也
。」

〔
後
記
〕

　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
は
、
今
回
を
以
て
完
結
す
る
。
本
誌
に
お

け
る
連
載
は
十
二
回
に
わ
た
り
、
訳
注
原
稿
検
討
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
読
書
会

は
、計
九
十
回
に
及
ん
だ
。読
書
会
参
加
メ
ン
バ
ー
に
は
時
期
に
よ
る
変
遷
は
有
っ

た
も
の
の
、『
語
類
』
大
学
編
全
五
巻
の
訳
注
作
成
作
業
を
何
と
か
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
読
書
会
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
全
て

の
メ
ン
バ
ー
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て

衷
心
よ
り
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

な
お
こ
の
間
、
読
書
会
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
古
勝
亮
氏
（
二
〇
一
七

年
四
月
十
五
日
）、
石
立
善
氏
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
八
日
）
の
お
二
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
病
を
以
て
逝
去
さ
れ
た
。
お
二
人
と
も
文
字
通
り
前
途
有
為
な
気
鋭
の

研
究
者
で
あ
り
、
そ
の
あ
ま
り
に
早
過
ぎ
る
旅
立
ち
は
、
痛
切
の
極
み
で
あ
る
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。　
　
　
　
　
　

中
純
夫
記

　

          　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
八
（
95
～
140
条
）、
訳
注
担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　

95
～
104
条  　
　
　
　
　
　
　

白　

﨑　

藍

　
　
　
　
　
　
　
　

105
～
114
条  　
　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

　
　
　
　
　
　
　
　

115
～
119
条  　
　
　
　
　
　
　

王
孫　

涵
之

　
　
　
　
　
　
　
　

120
～
127
条  　
　
　
　
　
　
　

陳　

佑　

真

　
　
　
　
　
　
　
　

128
～
136
条  　
　
　
　
　
　
　

臧　

魯　

寧

　
　
　
　
　
　
　
　

137
～
140
条  　
　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

（
二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
受
理
）

（
し
ら
さ
き  

あ
い　

京
都
府
立
大
学
学
術
研
究
員
）

（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア

人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）

（
お
う
そ
ん　

か
ん
し　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
）

（
ち
ん　

ゆ
う
ま　

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
ぞ
う　

ろ
ね
い　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）二

一
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
二
）
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